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This product includes software developed by Ben Laurie for use in the Apache-SSL HTTP server project.
This product includes software developed by Daisuke Okajima and Kohsuke Kawaguchi (http://
relaxngcc.sf.net/).
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はじめに

このマニュアルは，JP1/IT Service Level Management - Managerおよび JP1/IT Service Level 
Management - User Responseの機能，操作方法について説明したものです。
JP1/IT Service Level Management - Managerおよび JP1/IT Service Level Management - User 
Responseを使用してサービスの状況を監視し，サービスレベルを維持できるようになることを
目的としています。
なお，このマニュアルでは，JP1/IT Service Level Management - Managerおよび JP1/IT 
Service Level Management - User Responseを総称して，JP1/ITSLMと表記します。

■対象読者
JP1/ITSLMを使用してサービスの状況を監視する監視担当者，および JP1/ITSLMの導入やト
ラブルシューティングを実施するシステム運用者（システム管理者）を対象としています。
次の知識をお持ちの方を前提としています。

監視担当者
OSの基礎的な知識

システム運用者（システム管理者）
OSの基礎的な知識
ネットワークの基礎的な知識
JP1/Baseの基礎的な知識

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用している記号を次に示します。

記号 意味

|
（ストローク）

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示
す。
（例）　A|B|C
A，Bまたは Cを示す。

{　} この記号で囲まれている複数の項目の中から，必ず 1組の項目を
選択する。項目の区切りは |で示す。
（例）　{A|B|C}
A，Bまたは Cのどれかを指定することを示す。

△ 半角スペースを示す。
（例）　jslmmgrsetup△オプションファイルの絶対パス
「jslmmgrsetup」と「オプションファイルの絶対パス」の間に半
角スペースを挿入することを示す。
I



はじめに
■ GUIの説明で使用している記号
このマニュアルの GUIの説明で使用している記号を次に示します。

■ JP1/ITSLMのインストール先フォルダの表記
このマニュアルでは，JP1/ITSLMの各製品のインストール先フォルダを次のように表記してい
ます。

注※
各製品をデフォルトのままインストールした場合のインストール先フォルダを表しています。
また，「システムドライブ :¥Program Files」と表記している部分は，インストール時の OS環境
変数によって決定されるため，環境によって異なる場合があります。

[　] この記号で囲まれている項目は任意に指定できる（省略してもよ
い）ことを示す。
複数の項目が記述されている場合には，すべてを省略するか，ど
れか 1つを選択する。
（例 1）　[A]
何も指定しないか，Aを指定することを示す。
（例 2）　[B|C]
何も指定しないか，Bまたは Cを指定することを示す。

<　> この記号で囲まれている項目は，複数表示されることがあること
を示す。
（例）　監視項目名 <△監視項目名…>
「監視項目名」のあとに，半角スペースおよび「監視項目名」が繰
り返し表示されることがあることを示す。

太字 重要な用語，または利用状況によって異なる値であることを示す。

記号 意味

［　］ メニュー項目，画面名，ボタン名などを示す。
（例）　［ファイル］－［新規作成］を選択する。
メニューバーの［ファイル］を選んで，プルダウンメニューの
［新規作成］を選択することを示す。

製品名 インストール先フォルダの表
記

デフォルトのインストール先フォルダ※

JP1/IT Service Level 
Management - Manager

JP1/ITSLM - Managerのイ
ンストール先フォルダ

システムドライブ :¥Program 
Files¥HITACHI¥JP1ITSLM

JP1/IT Service Level 
Management - User 
Response

JP1/ITSLM - URのインス
トール先フォルダ

記号 意味
II
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1　 JP1/ITSLMとは
JP1/ITSLMは，サービスレベルの維持を支援する製品です。
この章では，JP1/ITSLMの概要，システム構成，導入例，お
よびこのマニュアルの構成と想定される作業の関係について説
明します。

1.1　サービスレベルの維持を支援します

1.2　JP1/ITSLMのシステム構成

1.3　JP1/ITSLMの導入例

1.4　このマニュアルの構成と想定される作業の関係
1



1.　JP1/ITSLMとは
1.1　サービスレベルの維持を支援します
近年，業務システムが，サービスとして利用者に提供されることが増えてきました。

例えば，企業が業務システムをデータセンターに委託し，利用者がデータセンター内の
サーバにある業務システムを利用するケースがあります。この場合，利用者にとって業
務システムはサービスといえます。

また，企業内で業務システムを管理・運用しているケースで，業務システムの利用者が
その企業に勤める社員であったとしても，サーバから提供している業務システムは，利
用者にとってのサービスといえます。

どちらのケースでも，サービスの利用者にとっては，業務システム（サービス）が正常
に稼働していることは当然のことです。サービスの提供者は，サービスの提供品質
（サービスレベル）を維持し，利用者がストレスを感じることがないようサービスを提供
できなければなりません。サービスレベルを維持するには，サービスの状況を監視する
必要があります。

また，ビジネスの場面ではサービスの委託元と委託先の間で，サービスレベルの維持に
ついて契約が交わされることもあります。このようなときには，サービスの状況につい
て，より注意深く監視して，契約で定められたサービスレベルを維持するよう努めなけ
ればなりません。

JP1/ITSLMは，サービスの状況を監視し，サービスレベルの維持を支援することで，こ
れらの要求に応えます。

JP1/ITSLMによるサービスレベル維持のための監視の一例として，データセンターで
サービスの状況を監視する例を次の図に示します。
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1.　JP1/ITSLMとは
図 1-1　JP1/ITSLMによってデータセンターでサービスの状況を監視する例

この例では，企業 Aおよび企業 B（サービスの提供者）が，自社の業務システムをデー
タセンターに委託しています。企業 Aのサービスは一般のユーザー向けのサービスであ
り，企業 Bのサービスは企業 Bの社員向けのサービスです。このとき，企業 Aのサービ
スを利用する一般のユーザーおよび企業 Bの社員は，サービスの利用者となります。

JP1/ITSLMを使用することで，企業 Aおよび企業 Bのサービスの状況について，利用
者の立場で監視できます。監視結果は，監視者のマシン上で表示したり，レポートとし
て出力したりできます。これらの監視結果を基に，企業 Aのサービスを利用する一般
ユーザーや企業 Bの社員が利用するサービスのサービスレベルを維持することができま
す。

1.1.1　サービスの安定運用を支援します
サービスの提供者は，サービスの提供品質を維持し，利用者に対して安定的にサービス
を提供できなければなりません。

つまり，サービスの提供者には，「サービスレベルを維持するための評価指標（SLO：
Service Level Objective）を定め，計画的にサービスを管理・運用する」ということが求
められます。

計画的なサービスの管理・運用には，PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを適用
することが有効です。JP1/ITSLMでは，PDCAサイクルのうちの「C（Check）」に該当
する業務を支援します。

JP1/ITSLMを使用した PDCAサイクルでのサービスの管理・運用を次の図に示します。
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1.　JP1/ITSLMとは
図 1-2　JP1/ITSLMを使用した PDCAサイクルでのサービスの管理・運用

JP1/ITSLMでは「Check」で実施する「サービスの監視と評価」を支援します。サービ
スの監視と評価では，次の作業をサイクルで実施します。

1. 構成定義
監視対象サービスについて定義します。
JP1/ITSLMでは，監視対象サービスを顧客ごと（企業ごとなど）にグループ（サー
ビスグループ）で区切り，グループごとに監視に必要なアクセス権限を設定すること
で，顧客の業務システムの独立性を確保します。そのため，監視を始める前に，サー
ビスを JP1/ITSLMに登録した上で，それぞれのサービスがどのサービスグループに
属すのかを定義する必要があります。
なお，サービスの登録では，監視対象サービスのWebページの URIを JP1/ITSLM
で自動検出して登録できます。

2. 監視設定
監視対象サービスの監視のしかたについて設定します。
JP1/ITSLMでは，監視対象サービスごとに，サービスレベルを維持するための評価
指標（SLO）となるしきい値を設定します。しきい値は，平均応答時間，スループッ
ト，およびエラー率の各監視項目について設定します。設定したしきい値に基づき，
しきい値の超過，しきい値の将来的な超過を監視できます。なお，平均応答時間，ス
ループット，およびエラー率を監視した結果のデータをサービス性能といいます。
また，しきい値の設定以外に，ふだんと異なるサービスの状況から，サービス性能の
異常の予兆を検知するための設定もできます。

3. 監視
監視設定に従い，サービスに対する実アクセスを監視します。
JP1/ITSLMでは，サービスの利用者からの実アクセスを集計・分析し，監視設定で
設定したしきい値を超過していないか，将来的に超過しないか，またサービスの状況
にふだんと異なる様子（サービス性能の異常の予兆）が見られないかを監視します。

4. 定期的評価
4



1.　JP1/ITSLMとは
JP1/ITSLMでは，監視結果として蓄積した日々のサービスの状況をレポートとして
出力できます。これによって，サービスレベルを維持するための評価指標（SLO）が
守られているかどうかがわかり，定期的な評価がしやすくなります。

なお，3.の監視の作業では，監視結果に応じて実施する作業があります。監視の作業で
必要に応じて実施する作業を次の図に示します。

図 1-3　監視の作業で必要に応じて実施する作業

監視，原因調査，復旧確認はサイクルで実施します。JP1/ITSLMでは，監視の作業で必
要に応じて実施する作業のうち，原因調査の支援，および復旧確認を実施できます。

原因調査
監視中に監視対象サービスのサービス性能の異常またはその予兆を検知した場合，
その原因を素早く調査する必要があります。
JP1/ITSLMでは，これまでのサービスの状況（監視結果）を画面上にグラフで表示
できるため，トラブルまたはトラブルの予兆の原因である事象の発生時期を推測し
やすくなります。

復旧確認
JP1/ITSLMでは，サービスの状況を監視しているため，トラブルまたはトラブルの
予兆に対策したあと，現在のサービスの状況をすぐに確認できます。これによって，
サービスが正常に動くようになっているかを迅速に確認できます。

このように，JP1/ITSLMは PDCAサイクルでサービスを管理・運用する中で重要な役
割を果たし，サービスの安定運用を支援します。

1.1.2　サービスの状況を監視します
JP1/ITSLMでは，評価指標（SLO）となるしきい値に基づいた監視ができます。また，
サービスの状況にふだんと異なる様子がないかを監視し，サービス性能の異常の予兆を
5



1.　JP1/ITSLMとは
検知することもできます。

●しきい値に基づいた監視
SLOなどの具体的な指標に基づき，サービスの状況を評価できます。また，サービス
の状況の傾向をリアルタイムに分析し，将来的に SLOを超過するおそれがあるサービ
スを検知できます。

●ふだんと異なるサービスの状況の監視
サービス利用者が「ふだんと異なる」と感じるような，サービス性能の異常として顕
在化する前の，異常の予兆を検知します。異常を予兆の段階で対処することで，安定
的にサービスを提供でき，サービス利用者の満足度を高められます。

JP1/ITSLMの監視の仕組みを次の図に示します。

図 1-4　JP1/ITSLMの監視の仕組み

JP1/ITSLMは，サービス利用者とサービスの提供サーバの間でやり取りされるリクエス
ト，およびレスポンスの HTTPパケットを収集し，リアルタイムに集計・分析します。
これによって，サービスの状況の「今」を監視します。

また，業務システムで提供されるサービスでは，1つ以上のリクエストおよびレスポンス
で 1つの処理を実現します。例えば，メールサービスの場合，ログイン処理や，メール
の一覧表示処理などの各処理は，複数のリクエストおよびレスポンスによって構成され
ています。JP1/ITSLMでは，これらのサービスの処理ごとの状況を監視するために，監
視対象サービスのリクエストとレスポンスのうち，監視したい処理を構成するリクエス
トとレスポンスを判定して，まとまりとして監視できます。

サービスの処理ごとの監視をする場合，処理のまとまりは，リクエストおよびレスポン
スの URIに含まれるクエリや，Cookieの情報を基に判別されます。
6



1.　JP1/ITSLMとは
1.1.3　定期報告に必要なレポートの作成を支援します
サービスの提供者は，サービスの状況に異常が見られない場合でも，サービスの提供品
質について定期的に調査する必要があります。特に，サービスの提供者がデータセン
ターに業務システムの管理・運用を委託して，データセンターからサービスを利用者に
提供している場合には，データセンターはサービスの提供者に対してレポートを提出す
るなどしてサービスの状況を定期的に報告することが求められます。

JP1/ITSLMを使用すると，サービスの監視結果を月単位で表示できます。また，ファイ
ルに出力することもできます。これによって，定期的な確認やレポートの作成期間を短
縮でき，効率良くサービスの管理・運用ができるようになります。

JP1/ITSLMでのレポートの表示結果例を次の図に示します。

図 1-5　JP1/ITSLMでのレポートの表示結果例

このレポートの表示結果からは，監視対象サービスの 2011年 4月の平均応答時間，ス
ループット，およびエラー率という 3つの監視項目の監視結果がわかります。
7



1.　JP1/ITSLMとは
例えば，各監視項目の平均値，SLO遵守率，先月比が表示された一覧表からは，SLOの
遵守率が 100％であることから，2011年 4月についてはサービスレベルを維持しつつ利
用者にサービスを提供できたといえます。また，グラフの変化の推移（グラフの傾きが
上昇傾向にあるなど）からは，システムの増強が必要であるのかどうかを検討すること
もできます。

なお，レポートは，サービス単位のほか，サービスの処理単位でも表示できます。
8



1.　JP1/ITSLMとは
1.2　JP1/ITSLMのシステム構成

JP1/ITSLMは，サービスの提供サーバと利用者の間でやり取りされる HTTPパケット
を収集する JP1/ITSLM - URと，JP1/ITSLM - URが収集したHTTPパケットを基に
サービスの状況を監視する JP1/ITSLM - Managerで構成されます。

JP1/ITSLMを使用してサービスを監視する場合のシステム構成を次の図に示します。

図 1-6　システム構成図

図中で示した要素のうち，特に説明が必要な要素の役割について説明します。

JP1/ITSLM - Manager
JP1/ITSLM - URが収集した HTTPパケットを集計・分析し，サービスの状況を監
9



1.　JP1/ITSLMとは
視します。監視結果は，監視者のマシン上で表示できます。また，ファイルに出力
してレポートの作成に使用することもできます。
1つの JP1/ITSLM - Managerに対し，複数の JP1/ITSLM - URを接続できます。

JP1/ITSLM - UR
スイッチを通じてサービス利用者とサービスの提供サーバの間でやり取りされるリ
クエストおよびレスポンスの HTTPパケットを収集します。スイッチごとに配置し
ます。
1つの JP1/ITSLM - URで，複数のサービスを監視できます。
また，ネットワーク負荷を軽減させるため，システム構成図に示すように，スイッ
チと接続するインタフェース，および JP1/ITSLM - Managerと接続するインタ
フェースをそれぞれ用意することを推奨します。

注意事項
• 複数の JP1/ITSLM - URで同じサービスを監視した場合の動作は保証できま
せん。

• JP1/ITSLM - URでは，サービス監視用と，JP1/ITSLM - Managerとの通信
用の 2種類のポートを使用します。スイッチの仕様によって，ミラー先の
ポートで通常の TCP/IP通信ができない場合，サービス監視用のポートを
JP1/ITSLM - Managerとの通信用のポートと共用することはできません。こ
の場合はスイッチと接続するネットワークインタフェースカード，および
JP1/ITSLM - Managerと接続するネットワークインタフェースカードをそれ
ぞれ用意してください。

• 負荷分散装置を使用する場合は，システム構成内で JP1/ITSLM - URを配置
する位置によって JP1/ITSLM - URが監視する範囲が異なります。負荷分散
装置の外側に JP1/ITSLM - URを配置すると，負荷分散装置によって分散し
ているサービスは 1つのサービスとして監視されます。システム構成内で負
荷分散装置の内側に JP1/ITSLM - URを配置すると，負荷分散装置によって
分散しているサービスは個別のサービスとして監視されます。負荷分散装置
を使用する場合の JP1/ITSLM - URの配置と監視される範囲を次の図に示し
ます。
10



1.　JP1/ITSLMとは
図 1-7　負荷分散装置を使用する場合の JP1/ITSLM - URの配置と監視される範囲

JP1/Base
認証サーバとして，JP1/ITSLM - Managerにアクセスして監視を実行するユーザー
11



1.　JP1/ITSLMとは
（JP1ユーザー）を管理します。

スイッチ
外部のネットワークと内部のネットワークの間に設置するネットワークスイッチで
す。ポートミラーリング機能のあるネットワークスイッチでなければなりません。

なお，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URは，クラスタシステムで運用でき
ます。クラスタシステムで運用する場合のシステム構成および必要な要素については，
「6.1.2　クラスタシステムでの JP1/ITSLMのシステム構成」を参照してください。
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1.　JP1/ITSLMとは
1.3　JP1/ITSLMの導入例

ここでは，JP1/ITSLMの導入例として，サービス性能の異常の予兆検知，およびサービ
スの状況の定期的な評価について説明します。

1.3.1　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と
対処の支援

多くの利用者がいるサービスや，利用者の業務に欠かせないサービスにいったんトラブ
ルが発生してしまうと，利用者に多大な影響を与えるおそれがあります。JP1/ITSLMで
は，監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆である「ふだんと異なるサービスの
状況」を検知し，トラブルを事前に検知できます。また，過去の監視結果を基に，検知
された事象への対処を支援します。

監視対象サービスについて，サービス性能の異常の予兆を検知して対処するまでの流れ
を次の図に示します。
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1.　JP1/ITSLMとは
図 1-8　JP1/ITSLMで監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆を検知して対処す
るまでの流れ

最初に，応答時間の増加という「サービス性能の異常の予兆」が JP1/ITSLMを使用し
たサービスの状況の監視によって検知されます。次に，JP1/ITSLMでの過去の監視結果
から，「サービス性能の異常の予兆」の原因と考えられる事象の発生時期を確認します。
この確認結果は，検知された事象への対処に役立てることができます。

原因を特定して対処したあと，JP1/ITSLMでサービスレベルが回復したことを確認すれ
ば，サービス性能の異常の予兆段階での対処は完了です。

このように，JP1/ITSLMは監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知をしま
す。また対処にも役立てられます。サービスにトラブルが発生する前に対処できるよう
になるため，サービスの利用者の満足度向上にもつながります。

なお，この事例については，監視項目の設定例を「3.3.1　監視対象サービスのサービス
性能の異常の予兆検知と対処の支援（設定例）」，監視の実行例を「4.6.1　監視対象サー
ビスのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（実行例）」で説明しています。
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1.　JP1/ITSLMとは
1.3.2　監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の
予兆検知と対処の支援

サービスにトラブルが発生した場合，サービス全体にトラブルが発生しているのか，そ
れともサービスの一部の処理にトラブルが発生しているのかが判明すると，より素早い
対処ができます。JP1/ITSLMでは，サービス全体の監視に加えてサービスの処理ごとに
状況を監視できます。サービスの処理ごとの監視でも「ふだんと異なるサービスの処理
ごとの状況」を検知し，トラブルを事前に検知できます。また，過去の監視結果を基に，
検知された事象への対処を支援します。

サービスを処理ごとに監視するかどうかは，次のような処理がある場合に検討してくだ
さい。

●新しく追加された処理

●システム要件上，特に重要な処理

●高負荷が想定される処理

●そのほか注意して監視したい処理

ここでは，これらの処理のうち，新しく追加された処理を監視する場合の例を説明しま
す。

監視対象サービスでは，バージョンアップに伴い新機能が追加され，新たに処理が追加
されました。追加されたばかりの処理はトラブルが発生しやすいため，サービス全体の
監視に加えて，新しく追加された処理を JP1/ITSLMに登録して，個別に監視すること
になりました。

登録した処理について，サービス性能の異常の予兆を検知して対処するまでの流れを次
の図に示します。
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1.　JP1/ITSLMとは
図 1-9　JP1/ITSLMに登録した処理のサービス性能の異常の予兆を検知して対処するま
での流れ

この例では，新しく登録した処理の状況を監視しています。最初に，登録した処理に対
する応答時間の増加という「処理ごとのサービス性能の異常の予兆」が，JP1/ITSLMに
よって検知されます。次に，JP1/ITSLMでの過去の監視結果から，「処理ごとのサービ
ス性能の異常の予兆」の原因と考えられる事象の発生時期を確認します。この確認結果
は，検知された事象への対処に役立てることができます。

異常の予兆が発生した処理と発生時期から原因を特定して対処したあと，JP1/ITSLMで
サービスレベルが回復したことを確認すれば，処理ごとのサービス性能の異常の，予兆
段階での対処は完了です。

このように，JP1/ITSLMは監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検
知をします。また対処にも役立てられます。

なお，この事例については，監視項目の設定例を「3.3.2　監視対象サービスの処理ごと
のサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（設定例）」，監視の実行例を「4.6.2　監
視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（実行例）」で
16



1.　JP1/ITSLMとは
説明しています。

1.3.3　監視対象サービスの状況の定期的な評価
JP1/ITSLMを導入すると，サービスの状況を監視することでサービスレベルの維持がで
きているかを定期的に評価できます。評価結果は，例えばサービスレベルを維持するた
めのシステム増強の妥当性を明らかにする場合などに利用できます。

JP1/ITSLMでサービスレベルの確認・評価をする流れを次の図に示します。

図 1-10　JP1/ITSLMでサービスレベルの確認・評価をする流れ

2011年 4月 1日に，JP1/ITSLMによるサービスの状況の監視を開始しています。また，
監視の開始後は，毎週末に 1週間のサービスレベルを確認して，問題がないかどうか評
価しています。

2011年 4月 8日の評価では問題がないものの，翌週の 2011年 4月 15日では監視結果
17



1.　JP1/ITSLMとは
を示すグラフの傾向からサービスレベルが低下していることに気づき，月の最後の 2011
年 4月 29日の評価では，月末になるとサービスレベルが低下するという傾向があること
が明らかになっています。この監視結果から，JP1/ITSLMを使用する監視者は，サービ
ス利用者の満足度向上のため，システム増強の提案を検討しています。

このように，JP1/ITSLMはサービスレベルの定期的な評価に使用でき，監視結果をサー
ビスの利用者の満足度向上に役立てることができます。

なお，この事例については，監視項目の設定例を「3.3.3　監視対象サービスの状況の定
期的な評価（設定例）」，監視の実行例を「4.6.3　監視対象サービスの状況の定期的な評
価（実行例）」で説明しています。
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1.　JP1/ITSLMとは
1.4　このマニュアルの構成と想定される作業の
関係

ここでは，このマニュアルの構成と想定される作業の関係について説明します。

このマニュアルの構成を次の表に示します。

表 1-1　このマニュアルの構成

章・付録 記載内容

1.　JP1/ITSLMとは JP1/ITSLMの概要，システム構成，導入例，およびこのマニュアルの
構成と想定される作業の関係について説明しています。

2.　起動とログイン JP1/ITSLMの起動と終了の方法，ログインとログアウトの方法，およ
びログイン以降の注意事項について説明しています。

3.　サービス性能の監視と監
視に必要な設定

JP1/ITSLMで実現できる監視を種類別に説明しています。また，監視
対象サービスの登録方法と，監視対象サービスの監視項目の設定方法に
ついて説明しています。

4.　監視の実行 JP1/ITSLMを使用した監視作業の概要と，監視の実行について説明し
ています。監視の実行では，監視の開始と停止，監視対象サービスの状
況の監視，監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場合の原
因調査の支援，および定期報告に使用するレポートの作成などを実行し
ます。

5.　起動する前の準備 JP1/ITSLMを起動する前の準備として必要な，インストール，セット
アップ，ユーザー設定などについて説明しています。
また，JP1/ITSLMを起動する前に必要に応じて実施する，監視結果を
メールなどで通知するための JP1/IMとの連携や，JP1/ITSLMの動作
を変更するためのシステム定義ファイル（jp1itslm.propertiesまたは
jp1itslmur.properties）の編集について説明しています。

6.　起動する前の準備（クラ
スタシステム）

クラスタシステムで JP1/ITSLMを運用する場合に，JP1/ITSLMを起
動する前の準備として必要な，インストール，セットアップ，ユーザー
設定などについて説明しています。
また，JP1/ITSLMを起動する前に必要に応じて実施する，監視結果を
メールなどで通知するための JP1/IMとの連携や，クラスタシステムへ
の移行方法について説明しています。

7.　保守 JP1/ITSLMの定義ファイル（システム定義ファイル，システムコン
フィグプロパティファイル）およびデータベースのバックアップとリス
トアや，マシンリプレース時などに実施する定義情報およびデータベー
スの移行といった，JP1/ITSLMの保守作業について説明しています。

8.　トラブルシューティング JP1/ITSLM自体にトラブルが発生した場合のトラブルシューティング
について説明しています。

9.　コマンド JP1/ITSLMのコマンドの文法について説明しています。

10.　メッセージ JP1/ITSLMが出力するメッセージについて説明しています。

付録 A　JP1/ITSLMで使用
するポート番号の一覧

JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧について示しています。

付録 B　このマニュアルの
参考情報

このマニュアルを読むに当たっての参考情報について示しています。
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1.　JP1/ITSLMとは
JP1/ITSLMを使用してサービスレベルを管理するための作業は，担当者ごとに異なりま
す。JP1/ITSLMでは，担当者ごとに次のような作業を想定しています。

●すべてのサービスの監視者
監視の設定，すべての監視対象サービスの監視，サービスの状況についての定期報告
などをする統括的な立場の監視担当者です。
PDCAサイクルの「Check」で実施するすべての作業（「構成定義」，「監視設定」，「監
視」，「定期評価」）を担当します。

●特定のサービスの監視者
すべてのサービスの監視者の指示を受け，特定のサービスを監視する監視担当者です。
PDCAサイクルの「Check」で実施する作業のうち，「監視」を担当します。

●システム運用者
社内の IT機器，ネットワークなどを運用し，JP1/ITSLMを始めとした社内に導入し
た製品のインストールやセットアップを実施する担当者です。また，JP1/ITSLMの
トラブル発生時には，現象の確認や対処をします。ただし，対処が難しい場合は，対
処に使用する資料採取などを実施して，システム管理者に報告します。

●システム管理者
社内のシステムを統括的に管理し，システム運用者からの報告を受けた場合に，JP1/
ITSLMのトラブルの対処を実施する担当者です。

これらの担当者の関係を次の図に示します。

図 1-11　JP1/ITSLMを使用する担当者の関係図

付録 C　用語解説 このマニュアルで使用する用語について解説しています。

章・付録 記載内容
20



1.　JP1/ITSLMとは
このマニュアルは，これらの担当者が担当する作業ごとに章を選択してお読みいただけ
るように構成されています。担当する作業ごとのこのマニュアルの参照先を次の図に示
します。
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1.　JP1/ITSLMとは
図 1-12　担当する作業ごとのこのマニュアルの参照先
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1.　JP1/ITSLMとは
参考
 

すべてのサービスの監視およびシステム運用の作業を一人の担当者が兼ねる場合，JP1/
ITSLMの導入時には，次の順序でこのマニュアルを読み進めてください。

クラスタシステムではない場合
1. 「1.　JP1/ITSLMとは」
2. 「5.　起動する前の準備」
3. 「2.　起動とログイン」
4. 「3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定」
5. 「4.　監視の実行」

クラスタシステムの場合
1. 「1.　JP1/ITSLMとは」
2. 「6.　起動する前の準備（クラスタシステム）」
3. 「2.　起動とログイン」
4. 「3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定」
5. 「4.　監視の実行」
23





2　 起動とログイン
この章では，JP1/ITSLMの起動と終了の方法，ログインとロ
グアウトの方法，およびログイン以降の注意事項について説明
します。
JP1/ITSLMの導入が完了したあとにお読みください。JP1/
ITSLMの導入については，「5.　起動する前の準備」または
「6.　起動する前の準備（クラスタシステム）」を参照してくだ
さい。

2.1　JP1/ITSLMの起動と終了

2.2　JP1/ITSLM - Managerへのログインとログアウト

2.3　JP1/ITSLM - Managerへのログイン以降の注意事項
25



2.　起動とログイン
2.1　JP1/ITSLMの起動と終了

JP1/ITSLMでは，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを起動または終了す
る順序が決められています。

起動時は，JP1/ITSLM - URを起動する前に JP1/ITSLM - Managerを起動します。終了
時は，JP1/ITSLM - Managerを終了する前に JP1/ITSLM - URを終了します。

ここでは，JP1/ITSLMの起動方法，および終了方法について説明します。

2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起動する
JP1/ITSLM - Managerを起動するには，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを
起動して，サービスの状態を［開始］にする必要があります。

JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスは，OSでサービスの起動方法を自動に設定
しておくと，OSの起動時に自動的に起動できます。ただし，その場合は，JP1/Baseに
よる起動管理でサービスの起動順序を設定しておく必要があります。また，JP1/ITSLM 
- Managerと JP1/ITSLM - URを同じホストにインストールして，サービスの起動を自
動にする場合は，OSの起動時に JP1/ITSLM - Managerのサービスが先に起動するよう
に，JP1/Baseによる起動管理で設定しておく必要があります。JP1/Baseによる起動管
理については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

サービスの起動を自動にしない場合や JP1/ITSLM - Managerを再起動する場合などに
は，手動でサービスを起動して，JP1/ITSLM - Managerを起動する必要があります。

ここでは，手動による JP1/ITSLM - Managerの起動方法について説明します。なお，ク
ラスタシステムで JP1/ITSLM - Managerを運用している場合は，クラスタソフトで
JP1/ITSLM - Managerを起動してください。クラスタソフトで起動するサービスについ
ては，「（3）　補足事項」を参照してください。

（1） 作業の前に

● JP1/Baseが起動していることを確認してください。
JP1/Baseの起動方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してく
ださい。

●ローカルシステムアカウントであることを確認してください。

● JP1/ITSLM - Managerのセットアップが完了していることを確認してください。
JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法については，「5.1.2　JP1/ITSLM - 
Managerをセットアップする」を参照してください。

● JP1/ITSLM - URを起動していないことを確認してください。
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2.　起動とログイン
（2） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

2. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起動する。

作業手順の順序ですべてのサービスの状態が［開始］になれば，JP1/ITSLM - Manager
の起動は完了です。

（3） 補足事項

●クラスタシステムで運用する場合，クラスタソフトで次のサービスを起動してくださ
い。起動する順序は項番に従ってください。
1. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービ
ス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動する。

2. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」
（サービス名：HiRDBClusterService_JL0）を起動する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービ
ス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起動する。

● JP1/ITSLM - Managerを再起動する場合は，JP1/ITSLM - Managerの終了後に「（2）
　作業手順」を実行してください。

● JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URの起動時に，次の順序で作業すると，
JP1/ITSLM - Managerの初期化処理に時間が掛かるため，2分間程度 JP1/ITSLM - 
Managerにログインできない状態になります。
1. JP1/ITSLM - Managerの終了
2. JP1/ITSLM - URの終了
3. JP1/ITSLM - Managerの起動

● JP1/ITSLM - Managerへのログイン中に JP1/ITSLM - Managerを再起動した場合
は，ログインしたセッションが無効になるため，再度 JP1/ITSLM - Managerへログ
インする必要があります。
ログイン方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照し
てください。

● JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスには依存関係があります。そのため，サー
ビス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」を起動する前にサービス「JP1/ITSLM - 
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2.　起動とログイン
Manager Service」を起動すると，サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」が
自動的に起動します。同様に，サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」を起動す
る前にサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」を起動すると，サービス
「JP1/ITSLM - Manager Service」が自動的に起動します。

● JP1/ITSLM - Managerの起動中に，システム構成を変更する場合（変更したあとに元
に戻す場合も含む），JP1/ITSLM - Managerの再起動が必要になります。

●監視対象サービスのサービス検出を開始した状態で JP1/ITSLM - Managerを終了し
た場合，次回の JP1/ITSLM - Manager起動時には，監視対象サービスのサービス検
出は停止した状態になります。

●監視対象サービスの監視を開始した状態で JP1/ITSLM - Managerを終了した場合，
JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル（jp1itslm.properties）の
managerStartModeプロパティの指定値によって，次の処理が実行されます。
• managerStartModeプロパティの指定を省略，または「normal」を指定している場
合
前回終了時に監視を開始していたすべての監視対象サービスの監視を停止します。

• managerStartModeプロパティに「restart」を指定している場合
前回終了時に監視を開始していたすべての監視対象サービスの監視を，正常状態で
再開始します。
なお，managerStartModeプロパティに「restart」を指定して監視対象サービスの
監視を再開始すると，起動していない JP1/ITSLM - URの監視対象サービスも監視
を開始した状態になりますが，サービス性能の取得が再開するのは，該当の JP1/
ITSLM - URが起動してからとなります。

（4） 次の作業

●「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」

（5） 関連項目

●「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」

2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する
JP1/ITSLM - URを起動するには，JP1/ITSLM - URのサービスを起動して，サービス
の状態を［開始］にする必要があります。

OSでサービスの起動方法を自動に設定しておくと，JP1/ITSLM - URのサービスは，
OSの起動時に自動的に起動できます。ただし，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - 
URを同じホストにインストールして，サービスの起動を自動にする場合は，OSの起動
時に JP1/ITSLM - Managerのサービスが先に起動するように，JP1/Baseによる起動管
理で設定しておく必要があります。JP1/Baseによる起動管理については，マニュアル
「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。
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2.　起動とログイン
サービスの起動を自動にしない場合や JP1/ITSLM - URを再起動する場合などには，手
動でサービスを起動して，JP1/ITSLM - URを起動する必要があります。

ここでは，手動による JP1/ITSLM - URの起動方法について説明します。なお，クラス
タシステムで JP1/ITSLM - URを運用している場合は，クラスタソフトで JP1/ITSLM - 
URを起動してください。

（1） 作業の前に

●ローカルシステムアカウントであることを確認してください。

● JP1/ITSLM - URのセットアップが完了していることを確認してください。
JP1/ITSLM - URのセットアップ方法については，「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセット
アップする」を参照してください。

● JP1/ITSLM - Managerが起動していることを確認してください。
JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

2. JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - User Response Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_UR_Service）を起動する。

サービスの状態が［開始］になれば，JP1/ITSLM - URの起動は完了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLM - URを再起動する場合は，JP1/ITSLM - URの終了後に「（2）　作業手
順」を実行してください。

●監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - URを再起動した場合，再起動した JP1/
ITSLM - URによる監視は自動的に再開されます。
監視の開始については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

● JP1/ITSLM - URの起動中に，システム構成を変更する場合（変更したあとに元に戻
す場合も含む），JP1/ITSLM - URの再起動が必要になります。

（4） 次の作業

●「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」

（5） 関連項目

●「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」
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2.　起動とログイン
2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する
JP1/ITSLM - URを終了するには，JP1/ITSLM - URのサービスを終了して，サービス
の状態を［停止］にする必要があります。

JP1/ITSLM - URを再起動する場合などは手動でサービスを終了して，JP1/ITSLM - UR
を終了する必要があります。

ここでは，手動による JP1/ITSLM - URの終了方法について説明します。なお，クラス
タシステムで JP1/ITSLM - URを運用している場合は，クラスタソフトで JP1/ITSLM - 
URを終了してください。

（1） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

2. JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - UR Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_UR_Service）を終了する。

サービスの状態が［停止］になれば，JP1/ITSLM - URの終了は完了です。

（2） 補足事項

● JP1/Baseによる起動管理をしている場合，OSの終了時には起動時の設定と逆の順序
で各サービスが終了します。そのため，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - UR
を同じホストにインストールしているときでも，サービスの終了順序を意識する必要
はありません。

（3） 関連項目

●「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」

2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する
JP1/ITSLM - Managerを終了するには，JP1/ITSLM - Managerのサービスを終了して，
サービスの状態を［停止］にする必要があります。

JP1/Baseで起動管理をしない場合や JP1/ITSLM - Managerを再起動する場合などは手
動でサービスを終了して，JP1/ITSLM - Managerを終了する必要があります。

ここでは，手動による JP1/ITSLM - Managerの終了方法について説明します。なお，ク
ラスタシステムで JP1/ITSLM - Managerを運用している場合は，クラスタソフトで
JP1/ITSLM - Managerを終了してください。クラスタソフトで終了するサービスについ
ては，「（2）　補足事項」を参照してください。

（1） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。
30



2.　起動とログイン
2. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終了する。

作業手順の順序ですべてのサービスの状態が［停止］になれば，JP1/ITSLM - Manager
の終了は完了です。

（2） 補足事項

●クラスタシステムで運用する場合，クラスタソフトで次のサービスを終了してくださ
い。終了する順序は項番に従ってください。
1. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービ
ス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

2. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」
（サービス名：HiRDBClusterService_JL0）を終了する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービ
ス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終了する。

● JP1/ITSLM - Managerを終了しても，JP1/ITSLM - Managerに接続されている JP1/
ITSLM - URは終了しません。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を参
照してください。

● JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスには依存関係があります。そのため，サー
ビス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」の起動中にサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」を終了しようとすると，OSの［別のサービスの停止］ダイアログ
ボックスが表示されます。同様に，サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」の起
動中にサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」を終了しようとすると OSの
［別のサービスの停止］ダイアログボックスが表示されます。

● JP1/Baseによる起動管理をしている場合，OSの終了時には起動時の設定と逆の順序
で各サービスが終了するため，サービスの終了順序を意識する必要はありません。同
様に，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URを同じホストにインストールして
いるときでも，サービスの終了順序を意識する必要はありません。

●監視対象サービスの監視を開始した状態で JP1/ITSLM - Managerを終了した場合，
終了時のサービス性能の蓄積が数秒～数十秒の間，欠落するおそれがあります。その
ため，JP1/ITSLM - Managerの終了は，監視対象サービスの監視を停止してから実行
することを推奨します。
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2.　起動とログイン
●監視対象サービスのサービス検出を開始した状態で JP1/ITSLM - Managerを終了し
た場合，次回の JP1/ITSLM - Manager起動時には，監視対象サービスのサービス検
出は停止した状態になります。
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2.　起動とログイン
2.2　JP1/ITSLM - Managerへのログインとログ
アウト

JP1/ITSLMで，監視の設定または監視の実行をするには，Internet Explorer（ブラウ
ザ）を起動して JP1/ITSLM - Managerにログインする必要があります。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerへのログインとログアウトについて説明します。

2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする
ここでは，JP1/ITSLM - Managerへのログイン方法について説明します。

（1） 作業の前に

●ログインするユーザーに対して，JP1/Baseで JP1ユーザーの操作権限が設定されて
いることを確認してください。
JP1ユーザーの操作権限の設定については，「5.2.3　JP1ユーザーごとの操作権限を
設定する」を参照してください。

●ログイン先の JP1/ITSLM - Managerが起動していることを確認してください。
JP1/ITSLM - Managerの起動については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起動す
る」を参照してください。

なお，監視を実行する場合は，上記の条件に加えてログイン先の JP1/ITSLM - Manager
に接続されている JP1/ITSLM - URも起動している必要があります。JP1/ITSLM - UR
の起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 次に示すアクセス先をブラウザで表示する。
http://JP1/ITSLM - ManagerのWebサーバのIPアドレス:JP1/ITSLM - Managerの
WebサーバのListenポート番号/jp1itslm/jp1itslm.jsp

なお，JP1/ITSLM - ManagerのWebサーバの IPアドレスには，ループバックアド
レスを指定しないでください。
アクセス先が正しければ，次の画面が表示されます。
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2.　起動とログイン
2. ユーザー名およびパスワードを入力する。
JP1ユーザーのユーザー名，およびパスワードを入力してください。

3.［ログイン］ボタンをクリックする。

JP1/ITSLM - Managerの画面に遷移すれば，JP1/ITSLM - Managerへのログインは完
了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLM - ManagerのWebサーバの Listenポート番号は，JP1/ITSLM - 
Managerをセットアップしたときに，オプションファイルの定義項目「psb_Listen」
に指定した値です。デフォルトでは，20900が設定されます。

●ユーザー名，およびパスワードに不正がある場合，エラーメッセージが表示されます。
このとき，入力済みのパスワードはクリアされます。

●［ログイン］ボタンは，ユーザー名，およびパスワードの入力内容が正常な場合にだけ
クリックできるようになります。ユーザー名，パスワードが未入力の場合，および入
力内容に不正があった場合は，［ログイン］ボタンはクリックできません。

●同じユーザー名で複数のユーザーがログインできます。

●エラーの発生時に表示されるダイアログボックスなど，ドラッグできるウィンドウを
ブラウザの画面外にドラッグしないでください。画面外にドラッグした場合，ウィン
ドウ中のボタンをマウスで選択できなくなります。その場合，キーボードの「F5」
キーやブラウザの［更新］ボタンで再読み込みをしてください。ただし，再読み込み
後は，ログイン画面に遷移し，ウィンドウは表示されなくなります。ブラウザの画面
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2.　起動とログイン
外にドラッグしたのがエラーダイアログボックスであるときは，エラーの内容をログ
ファイルで確認してください。
ログファイルについては，「8.2　ログファイル」を参照してください。

●クラスタシステムで運用している場合，JP1/ITSLM - Managerでフェールオーバーが
発生しているときに JP1/ITSLM - Managerにログインしようとすると，メッセージ
が出力されるか，またはサーバの内部エラーが発生したことが表示されて，ログイン
できません。また，JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバーが完了するまで，画面
からのすべての操作は実行できません。JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバー完
了後に，再度ログインして必要な操作を実行してください。
なお，JP1/ITSLM - URでフェールオーバーが発生しているときには，画面からの操
作が実行できます。ただし，フェールオーバー発生中の監視対象サービスの検出開始，
検出停止，監視開始，および監視停止の操作は，利用できる JP1/ITSLM - URがない
場合は実行できません。この場合，エラーが発生して，画面にメッセージが出力され
ます。この場合は，JP1/ITSLM - URのフェールオーバー完了後に，失敗した操作を
再度実行してください。

（4） 関連項目

●「2.2.2　JP1/ITSLM - Managerからログアウトする」

●「7.5.4　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listenポート番号を変更す
る」

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

2.2.2　JP1/ITSLM - Managerからログアウトする
ここでは，JP1/ITSLM - Managerからのログアウト方法について説明します。

この作業で使用する画面を次に示します。
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2.　起動とログイン
1. 画面の右上部の［ログアウト］をクリックする。
JP1/ITSLMでは，ログイン画面以外のすべての画面の右上部に［ログアウト］があ
ります。

2. ログアウトを確認するダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックする。

ログイン画面に遷移すれば，ログアウトは完了です。なお，［OK］ボタンをクリックし
てからログアウトが完了するまでの間，画面は操作できません。
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2.　起動とログイン
2.3　JP1/ITSLM - Managerへのログイン以降の
注意事項

JP1/ITSLM - Managerにログインした以降の操作時の注意事項を次に示します。

●キーボードの「F5」キーやブラウザの［更新］ボタンで画面を更新すると，ログイン
画面に遷移します。

● JP1/ITSLM - Managerへのログイン以降は，ブラウザの［戻る］ボタンおよび［進
む］ボタンでの画面遷移はできません。ブラウザの［戻る］ボタンをクリックすると，
ログイン画面に遷移する前に表示していたWebページに戻ります。そのあとでブラウ
ザの［進む］ボタンをクリックすると，ログイン画面に遷移します。

● JP1/ITSLM - Managerにログインした以降の画面の表示中にブラウザの URLをコ
ピーして，ほかのブラウザで表示した場合，ログイン画面が表示されます。

● JP1/ITSLM - Managerとの通信が 1分以上途切れると，ログインしたときのセッショ
ンが無効になるため，再度ログインする必要があります。
ログインについては，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照してく
ださい。

●エラーの発生時に表示されるダイアログボックスなど，ドラッグできるウィンドウを
ブラウザの画面外にドラッグしないでください。画面外にドラッグした場合，ウィン
ドウ中のボタンをマウスで選択できなくなります。その場合，キーボードの「F5」
キーやブラウザの［更新］ボタンで再読み込みをしてください。ただし，再読み込み
後は，ログイン画面に遷移し，ウィンドウは表示されなくなります。ブラウザの画面
外にドラッグしたのがエラーダイアログボックスであるときは，エラーの内容をログ
ファイルで確認してください。
ログファイルについては，「8.2　ログファイル」を参照してください。

●ブラウザの機能で画面を拡大しても，拡大表示はできません。

●次に示す場合には，自動的にログイン画面に遷移します。
• 組み込みデータベースに異常が発生した。
• 処理を続行できないエラーが発生した。
• メモリ不足が発生した。
• サーブレットの初期化に失敗した。
• セッションが無効になった。
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3　 サービス性能の監視と監視
に必要な設定
この章では，JP1/ITSLMで実現できる監視を種類別に説明し
ます。また，監視対象サービスの登録方法と，監視対象サービ
スの監視項目の設定方法について説明します。

3.1　JP1/ITSLMで実現できる監視

3.2　監視対象サービスの登録と監視項目の設定手順

3.3　監視項目の設定例
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
3.1　JP1/ITSLMで実現できる監視

ここでは，JP1/ITSLMでどのような監視ができるのかを説明します。

JP1/ITSLMが監視するのは，監視対象サービスに対する利用者からの実アクセスに基づ
いた次の 3つの監視項目です。

●平均応答時間

●スループット

●エラー率

監視項目である平均応答時間，スループット，およびエラー率を監視した結果のデータ
をサービス性能といいます。サービス性能は 1秒間の秒間のデータです。そのため，1
分間に 60個のサービス性能が測定されます。

監視項目を基に，JP1/ITSLMでは外れ値検知と SLO監視を実行できます。外れ値検知
と SLO監視の内容を次の表に示します。

表 3-1　外れ値検知と SLO監視の内容

外れ値検知，傾向監視，およびしきい値監視をすべて実行した場合，監視対象サービス
にサービス性能の異常の発生が見込まれたときに，外れ値検知および傾向監視によって
警告が表示されます。この段階で適切に対処することで，サービス性能の異常の発生を
未然に防げます。また，サービス性能の異常が発生してしまったときには，しきい値監
視によってエラーが表示されます。この場合は，至急対処が必要であると判断できます。

3.1.1　JP1/ITSLMの監視方法および監視対象の種類
JP1/ITSLMが監視する利用者からの 1つのリクエストからレスポンスまでをWebアク
セスといいます。

JP1/ITSLMでは，次の 2種類の方法でWebアクセスを監視できます。

●すべてのWebアクセスを監視する（All Web Accessの監視）

項
番

監視（検知）の種類 内容

1 外れ値検知 監視対象サービスのサービス性能がふだんのサービス性能と
大きく異なっている場合に，サービス性能の異常の予兆とし
て検知する監視方法です。

2 SLO監視 傾向監視 監視対象サービスのサービス性能の傾向を算出して，傾向か
らサービス性能のしきい値超過を事前に検知する監視方法で
す。

しきい値監視 監視対象サービスのサービス性能が，設定したしきい値を超
過した場合に検知する監視方法です。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
監視対象サービス全体に対するWebアクセスを監視する方法です。この場合の監視対
象を All Web Accessといいます。

●特定のWebアクセスを監視する（Webトランザクションの監視）
監視対象サービスに含まれる特定の処理に関するWebアクセスを監視する方法です。
この場合の監視対象をWebトランザクションといいます。

（1） すべてのWebアクセスを監視する（All Web Accessの監視）

監視対象サービスに対するすべてのWebアクセスを監視する方法です。この方法で監視
している場合，画面には監視対象として「All Web Access」が表示されます。

すべてのWebアクセスを監視する場合の監視対象の範囲を次の図に示します。

図 3-1　すべてのWebアクセスを監視する場合の監視対象の範囲

サービス利用者から監視対象サービスへ図中の 1～ 3に示すWebアクセスが発生してい
ます。この監視方法では，1～ 3それぞれのWebアクセスの監視結果を平均または合計
したものが監視項目のサービス性能となります。

（2） All Web Accessの監視項目

All Web Accessを監視する場合の，3つの監視項目の関係を次に示します。
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図 3-2　監視項目の関係（All Web Accessの場合）

●平均応答時間（単位：ミリ秒）
図中の 1.から 3.が完了するまでの平均時間を測定したものです。レスポンスにはエ
ラーレスポンス※も含まれます。

●スループット（単位：件／秒）
1秒間に，図中の 1.から 3.まで実施された件数です。レスポンスにはエラーレスポン
ス※も含まれます。ただし，JP1/ITSLM - URがリクエストの収集でタイムアウトし
たリクエストは含みません。1.から 3.まで完了して 1件と数えます。

●エラー率（単位：％）

1秒間に，図中の 1.の件数に対して 3.がエラーレスポンス※になった件数および JP1/
ITSLM - URがリクエストの収集でタイムアウトした件数の割合です。

注※
HTTPステータスが 400番台，500番台のエラーとなったレスポンスです。

リクエストやレスポンスの HTTPパケットは，スイッチを通過した時点で JP1/ITSLM - 
URによって収集されます。

（3） 特定のWebアクセスを監視する（Webトランザクションの監視）

監視対象サービスに対するすべてのWebアクセスのうち，特定の条件を満たす複数の
Webアクセスを一連の処理として監視する方法です。この監視対象となる一連の処理を
Webトランザクションと呼びます。これによって，監視対象サービスに含まれる特定の
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処理の状況を個別につかめるため，サービス性能に問題があると予想される処理をいち
早く特定できます。Webトランザクションは，1つの監視対象サービスに対して複数個
設定できます。なお，複数のWebアクセスの中から，Webトランザクションとして扱う
Webアクセスを特定するための条件を，Webアクセス条件といいます。

Webトランザクションの監視は，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URの
バージョンが 09-51以降の場合に実行できます。

特定のWebアクセスを監視する場合の監視対象の範囲を次の図に示します。

図 3-3　特定のWebアクセスを監視する場合の監視対象の範囲

サービス利用者から監視対象サービスへ，図中の 1～ 5に示すWebアクセスが発生して
います。このうち，1～ 3のWebアクセスが，あらかじめ登録していたWebアクセス条
件に一致したとします。この場合，1～ 3のWebアクセスがWebトランザクションとし
て監視されます。

Webトランザクションの監視では，Webトランザクションの最初のリクエスト（図の場
合は 1）が送信されてから，Webトランザクションの最後のレスポンス（図の場合は 3）
が送信されるまでの監視結果を平均または合計したものが監視項目のサービス性能とな
ります。

JP1/ITSLMは，Webアクセス条件に設定した順序で発生するWebアクセスだけをWeb
トランザクションとして監視します。発生順序が決まっていないWebアクセスはWeb
トランザクションに含められません。
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Webアクセスが対象のWebトランザクションに含まれるかどうかは，次の流れで判定さ
れます。

1. Webアクセスがあるたびに，Webアクセス条件と一致するかどうかが，Webアクセ
ス条件の順序ごとに判定されます。
1つ目のWebアクセス条件に一致するWebアクセスが検出された場合，以降のWeb
アクセスでは，2つ目のWebアクセス条件に一致するかどうかが判定されます。
なお，1つのWebアクセス条件と一致したWebアクセスは，以降の順序のWebアク
セス条件と一致するかどうかは判定されません。例えば，1つ目のアクセス条件に一
致したWebアクセスが 2つ目のWebアクセス条件とも一致していたとしても，該当
のWebアクセスは 1つ目のWebアクセス条件に一致したとだけ判定されます。

2. 最後のWebアクセス条件に一致するWebアクセスが検出された場合に，一連のWeb
アクセスがWebトランザクションとして識別されます。

ただし，最後のWebアクセス条件まで一致する前に，同じWebトランザクションの最
初のWebアクセス条件に一致するWebアクセスがあった場合は，途中の順位まで判定
していた状態が破棄されて，最初のWebアクセス条件に一致したWebアクセスが検出
された状態になります。

例を示します。この例では，WebトランザクションのWebアクセス条件が「Webアク
セス条件 1→Webアクセス条件 2→Webアクセス条件 3」の順序で設定されています。

Webトランザクションとして判定されるWebアクセスの例
• Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 3の順序で発生したWebアク
セス

• Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 4→Webアクセス 3の順序
で発生したWebアクセス（ただし，Webアクセス 4はWebトランザクションの
監視項目のエラー率の算出には含まれません）

• Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 2→Webアクセス 3の順序
で発生したWebアクセス（ただし，2回目のWebアクセス 2はWebトランザク
ション監視項目のエラー率の算出には含まれません）

Webトランザクションとして判定されないWebアクセスの例
• Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 1→Webアクセス 3の順序
で発生したWebアクセス
この場合，2回目のWebアクセス 1が測定された時点でそれまでのWebアクセス
1→Webアクセス 2の順序の記録は破棄されます。以降のWebアクセスは，Web
アクセス 1→Webアクセス 3の順序で発生したものと見なされるため，Webトラ
ンザクションとは判定されません。

• Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 3→Webアクセス 3の順序
で発生したWebアクセス
同じWebトランザクション内で同一のWebアクセスを監視することはできませ
ん。この場合は「Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 3」として
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監視してください。ただし，監視できるWebアクセスは「Webアクセス 1→
Webアクセス 2→Webアクセス 3（1つ目）」となります。「Webアクセス 1→
Webアクセス 2→Webアクセス 3（2つ目）」を監視することはできません。

（4） WebトランザクションのWebアクセス条件の構成要素

Webアクセス条件は，Webアクセスに含まれる URIと Cookieで構成されます。なお，
URIのうち，Webアクセス条件として指定できるのは，パスとクエリの情報です。

Webアクセスに含まれる URI，Cookieの構成を次の例に示します。

URI
http://ホスト :ポート /パス ?クエリ
• 例 1　http://hitachi.XXX:1234/YYY/ZZZ.html
• 例 2　http://hitachi.XXX?division=1&section=2

Cookie
キー =値
• 例 1　year=2011
• 例 2　month=08

指定したWebアクセス条件に一致するWebアクセスがWebトランザクションとなりま
す。複数のWebアクセス条件を指定した場合は，指定したすべてのWebアクセス条件
に一致するWebアクセスの組がWebトランザクションとなります。

また，Webアクセス条件に一致するWebアクセスが複数ある場合も同じWebトランザ
クションとして判定されます。

例えば，「Webトランザクション X」が次のように設定されていたとします。

Webトランザクション Xの設定内容
• Webアクセス条件 1→Webアクセス条件 2→Webアクセス条件 3の順序で発生
する。

• Webアクセス条件は次のように設定されている。

Webトランザクション Xとして監視されるWebアクセスの組み合わせ
次のどちらのWebアクセスの組み合わせもWebトランザクション Xとして監視さ
れます。
•「パス：/top.html　クエリ：a=1」「パス：/middle.html　クエリ：b=2」「パス：/

Webアクセス条件 パス クエリ条件 Cookie条件

Webアクセス条件 1 /top.html a=1 指定なし

Webアクセス条件 2 /middle.html b=.* 指定なし

Webアクセス条件 3 /bottom.html c=3 指定なし
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bottom.html　クエリ：c=3」の順に発生したWebアクセス
•「パス：/top.html　クエリ：a=1」「パス：/middle.html　クエリ：b=4」「パス：/

bottom.html　クエリ：c=3」の順に発生したWebアクセス

（5） Webトランザクションの監視項目

Webトランザクションを監視する場合の，3つの監視項目の関係を次に示します。

図 3-4　監視項目の関係（Webトランザクションの場合）

●平均応答時間（単位：ミリ秒）
Webトランザクションの最初のWebアクセス（図中の 1.）のリクエストが送信され
てから，最後のWebアクセス（図中の 2.）のレスポンスが送信されるまでの平均時間
を測定したものです。レスポンスにはエラーレスポンス※も含まれます。

●スループット（単位：件／秒）
1秒間に，Webトランザクションの最初のWebアクセス（図中の 1.）のリクエスト
の送信から，最後のWebアクセス（図中の 2.）のレスポンスの返却までが実施された
件数です。レスポンスにはエラーレスポンス※も含まれます。ただし，JP1/ITSLM - 
URがリクエストの収集でタイムアウトしたリクエストは含みません。Webトランザ
クションの最初のWebアクセス（図中の 1.）のリクエストが送信されてから，最後の
Webアクセス（図中の 2.）のレスポンスまで完了して 1件と数えます。
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●エラー率（単位：％）
1秒間に，WebトランザクションのWebアクセス（図中の 1.から 2.まですべて）の
リクエストの件数に対してWebトランザクションのWebアクセス（図中の 1.から 2.
まですべて）のレスポンスがエラーレスポンス※になった件数および JP1/ITSLM - 
URがリクエストの収集でタイムアウトした件数の割合です。

注※
HTTPステータスが 400番台，500番台のエラーとなったレスポンスです。

リクエストやレスポンスのHTTPパケットは，スイッチを通過した時点で JP1/ITSLM - 
URによって収集されます。

（6） 補足事項

●Webトランザクションの監視の場合，Webトランザクションを構成するWebアクセ
スは，Webトランザクションを設定する監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - 
URの監視範囲に限られます。監視範囲外のWebアクセスを監視したい場合は，監視
したいWebアクセスが監視範囲内となる監視対象サービスのWebトランザクション
として監視してください。

●Webトランザクションを監視する場合，同一ユーザーからのWebアクセスかどうか
を識別するときには，Webトランザクションにセッション条件を指定してください。
セッション条件にはクエリおよび Cookieのキーが設定できます。指定したクエリお
よび Cookieのキーの値が同じWebアクセスが，同一のユーザーによるWebアクセ
スだと見なされます。

● JP1/ITSLMが監視できるHTTPパケットの長さは，IPヘッダおよび TCPヘッダを
含めて 1,500バイトまでです。1,500バイトより長いパケットは，1,500バイト以内に
監視対象の情報が含まれていれば正常に監視できます。1,501バイト目以降は破棄さ
れるため，監視できません。

（7） 関連項目

●「3.1.2　外れ値検知によるふだんと異なるサービス性能の検知」

●「3.1.3　傾向監視によるしきい値超過の事前検知」

●「3.1.4　しきい値監視によるしきい値超過の検知」

●「3.2.3　監視対象となるWebトランザクションを設定する」

●「3.2.5　監視項目を設定する」

3.1.2　外れ値検知によるふだんと異なるサービス性能の検知
外れ値検知は，監視項目ごとに監視します。また，複数の監視項目を組み合わせて監視
することもできます。監視項目については「3.1.1　JP1/ITSLMの監視方法および監視対
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象の種類」を参照してください。

ここでは，外れ値検知について，概要，およびベースラインと上下限値の算出方法につ
いて説明します。

（1） 外れ値検知とは

外れ値検知は，監視対象サービスのサービス性能がふだんのサービス性能と大きく異
なっている場合に，サービス性能の異常の予兆として検知する監視方法です。過去に蓄
積したサービス性能から平均値を算出して，平均値と大きく異なる値を外れ値として検
知します。なお，過去に蓄積されたサービス性能から算出した平均値をベースラインと
いいます。

外れ値検知では，ベースラインを基に上下に幅を持たせた値を上下限値として使用しま
す。現在のサービス性能が上限値を上回ったか，または下限値を下回ったら外れ値とし
て検知することで，現在のサービス性能がベースラインから大きく離れていないか，つ
まりふだんのサービス性能と異なっていないかを判断します。ベースラインおよび上下
限値は，60秒ごとに更新されます。

外れ値検知でふだんと異なるサービス性能が検知された例を次の図に示します。

図 3-5　外れ値検知でふだんと異なるサービス性能が検知された例

図では平均応答時間を監視しています。時間の経過に伴ってサービス性能の値が増加し
ていき，上限値を上回ったため検知されました。

上下限値は，監視対象サービスのサービス性能がベースラインからどれだけ離れたら検
知するかを示す，感度を設定することで決定されます。感度の設定によって，検知のさ
れやすさが変化します。
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また，外れ値検知では，複数の監視項目を組み合わせて監視することもできます。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知では，監視項目の相関関係を考慮することで，
サービス性能の異常の予兆検知の精度を高められます。組み合わせられる監視項目は，
平均応答時間とスループットです。

監視項目に相関関係がある場合，1つの監視項目だけを見ると異常に見えても，相関関係
を考慮すると異常ではないことがあります。例えば，平均応答時間が増加傾向であって
も，原因が監視対象サービスの利用者の増加によるスループットの増加である場合には，
平均応答時間の増加はシステムの負荷の増加による正常なサービス性能の変化と見なす
こともあります。複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知では，このような相関関係
に基づいたサービス性能の変化は問題ないと判断し，検知しないことで，検知の精度を
高められます。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知でふだんと異なるサービス性能が検知された
例を次の図に示します。

図 3-6　複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知でふだんと異なるサービス性能が検知
された例

図の Aのように，同じ時間に平均応答時間またはスループットのどちらか片方だけが異
常な増加をした場合は，サービス性能の異常の予兆として検知されます。しかし，図の
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Bのように，同じ時間に両方とも異常な増加をした場合は，相関関係が見られるため，
正常だと判断され，検知されません。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知では，2つのサービス性能の相関関係がベース
ラインとして算出されます。このベースラインの上限値を上回ったか，下限値を下回っ
たら，相関関係がないと見なされて，検知されます。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知では，ベースラインおよび上下限値は，1時間
ごとに更新されます。

外れ値検知で検知された場合，警告となって画面に表示されます。

画面に警告が表示された例を次の図に示します。

図 3-7　画面に警告が表示された例（外れ値検知）

画面には，警告のアイコン，検出日時，警告の対象となったサービスグループの名称，
サービスの名称などの情報が表示されます。サービス性能が連続して上限値を上回り続
ける場合，または下限値を下回り続ける場合は，最初に検知された時点の警告だけが表
示されます。表示された警告の前後のサービス性能はグラフで確認できます。

グラフを表示した例を次の図に示します。
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図 3-8　グラフを表示した例（外れ値検知）

グラフでは，上限値を上回ったか，または下限値を下回ったサービス性能を検知した時
刻が警告のアイコンで，外れ値の原因の事象が発生したと推測される時刻が色付きの帯
で表示されます。

なお，外れ値検知をするためには，［設定］画面で次の項目を設定する必要があります。

●開始日数

●ベースライン算出日数

●感度

開始日数
サービス性能を何日分蓄積したら外れ値検知を開始するかを設定します。外れ値検
知では，ベースラインを算出するに当たって，本番環境で稼働している監視対象
サービスのサービス性能を蓄積する必要があります。蓄積した日数が 1日以上あれ
ば外れ値を検知できますが，蓄積日数がベースライン算出日数より少ない場合は，
ベースラインの基となるデータが不足するため，実態に合わないベースラインとな
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るおそれがあります。そのため，開始日数にはベースライン算出日数以上の値を設
定することを推奨します。

ベースライン算出日数
ベースラインの算出に使用するサービス性能について，蓄積した過去のサービス性
能から何日分を使用するか，日数を設定します。

感度
ベースラインから上下限値までの幅を調整して，外れ値検知での検知のされやすさ
を設定します。感度は高・中・低から設定でき，感度を高くすると上下限値の幅が
狭くなって検知されやすくなり，感度を低くすると上下限値の幅が広くなって検知
されにくくなります。上下限値の幅は，高は中の 1/2倍，低は中の 3/2倍となりま
す。
感度を調整して，上下限値の幅を広くした場合と狭くした場合の例を次の図に示し
ます。

図 3-9　上下限値の幅を広くした場合と狭くした場合の例

この図では平均応答時間を監視しています。左のグラフと右のグラフのサービス性
能は同じですが，左のグラフのように上下限値の幅が狭い場合は，右のグラフのよ
うに上下限値の幅が広い場合に比べて，外れ値となるサービス性能が多くなります。

（2） ベースラインと上下限値の算出方法

外れ値の判定基準となるベースラインは次のように算出されます。

1. 現在時刻から 1時間前までの期間で，監視対象サービスのスループットのサービス性
能の平均（平均処理件数）が算出されます。
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2. 蓄積されたサービス性能（最大 60日分）から，現在と同一時間帯の平均処理件数が
現在の平均処理件数に近い日のサービス性能が選択されます。

3. 選択された日のサービス性能から，現在時刻から 1時間先までの平均値（ベースライ
ン）が各監視項目について 1分ごとに算出されます。

例えば，平日と休日で処理件数が大きく異なる監視対象サービスなど，同一時間帯でも
日によってサービス性能に大きく差がある場合，平日と休日それぞれの過去のサービス
性能を基にベースラインを算出することで，実態に合ったベースラインとなります。

60日分のサービス性能を蓄積した場合に，ベースラインの算出に使用する過去のサービ
ス性能を平均処理件数の近い順に選択した例を次の図に示します。

図 3-10　60日分のサービス性能を蓄積した場合に，ベースラインの算出に使用する過去
のサービス性能を平均処理件数の近い順に選択した例

1時間前から現在時刻までの期間での平均処理件数と近い日のサービス性能が，過去に蓄
積されたサービス性能から選択されます。図では，現在の平均処理件数が 300件である
ため，過去 60日の中から平均処理件数が近い 1日前や 60日前のサービス性能が選択さ
れています。2日前のサービス性能は，平均処理件数との差が大きいため選択されませ
ん。算出に使用するサービス性能は［設定］画面の［ベースライン算出日数］で指定し
た日数分だけ，過去に蓄積されたサービス性能から選択されます。

過去のサービス性能の選択には，次のような規則があります。
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• 平均処理件数が同一の日は，日にちが現在に近いサービス性能から優先して選択され
ます。

• 選択される日について，サービス性能の取得数は考慮しません。ただし，サービス性
能をまったく取得していない日は選択されません。

• 監視を一度停止して開始した直後など，1時間前から現在時刻までの平均処理件数の
情報がない場合は，その日の前日から順に選択されます。

規則に従って，予兆検知設定の［ベースライン算出日数］で指定した日数の過去のサー
ビス性能を選択するか，蓄積しているすべての日を選択し終わるまで過去のサービス性
能が選択されます。過去のサービス性能の選択は，毎時 0分ちょうどに実施されます。

ベースラインは 1時間前から現在時刻までのサービス性能から算出するため，ベースラ
インの算出時に選択される過去のサービス性能が変更されてから，変更後の過去のサー
ビス性能で算出したベースラインに完全に移行するまで 1時間掛かります。それまでは，
変更前のサービス性能と変更後のサービス性能が混在した状態でベースラインが算出さ
れます。

外れ値検知は，1日分以上のサービス性能が蓄積されている状態であれば開始できます。
ただし，サービス性能がベースライン算出日数分蓄積されるまでは，実態に合わない
ベースラインとなるおそれがあります。ベースラインを実態に近づけるため，ベースラ
イン算出日数分のサービス性能が蓄積されている状態で外れ値検知を開始することを推
奨します。

サービス性能を何日蓄積してから外れ値検知を開始するかは，［設定］画面の［開始日
数］で指定します。

ベースライン算出日数と開始日数の関係を次の図に示します。

図 3-11　ベースライン算出日数と開始日数の関係

ベースライン算出日数には 15日を，開始日数には 5日を設定しています。

この場合，JP1/ITSLMの稼働開始日から 5日目に外れ値検知が開始されます。この時点
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で，蓄積した 5日分の過去のサービス性能からベースラインが算出されますが，ベース
ライン算出日数よりも少ない日数で算出しているため，実態に合わないベースラインと
なるおそれがあります。JP1/ITSLMの稼働開始日から 15日目には，ベースライン算出
日数分のサービス性能が蓄積されるため，ベースラインが最も実態に合った状態になり
ます。

なお，複数の監視項目を組み合わせる場合，ベースラインの算出方法が一部異なります。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知の場合は，スループットの平均（平均処理件
数）から過去のサービス性能を選択したあと，選択した日から平均応答時間とスルー
プットの平均的な相関関係を算出してベースラインを算出します。

ただし，検知に使用するベースラインが異なるため，通常の外れ値検知の外れ値と複数
の監視項目を組み合わせた外れ値検知の外れ値では，次のように意味が異なります。

●通常の外れ値検知での外れ値
現在のサービス性能について，ふだんのサービス性能と大きく異なっていることを意
味しています。

●複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知での外れ値
現在のサービス性能について，同時刻の複数の監視項目に相関関係が無いことを意味
しています。

そのため，通常の外れ値検知では上限値を上回った外れ値となっても，複数の監視項目
を組み合わせた外れ値検知では下限値を下回った外れ値となる場合や，通常の外れ値検
知では下限値を下回った外れ値となっても，複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知
では上限値を上回った外れ値となる場合があります。

複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知で外れ値が検知された例を次の図に示します。
55



3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-12　複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知で外れ値が検知された例

図では平均応答時間とスループットを監視しています。監視項目同士のグラフ上でベー
スラインが算出され，その上限値を上回るか下限値を下回ると外れ値となり，監視項目
同士に相関関係が無いと見なされます。

外れ値検知および複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知の上下限値は，ベースライ
ンを算出するときに選択された過去のサービス性能のばらつきと，検知のされやすさを
調整する感度によって決定されます。

（3） 検知される基準

外れ値検知では，一過性の外れ値を検知することを防止するため，継続的に外れ値が発
生した場合に検知されます。

検知される基準は，60秒間に測定したサービス性能の数と，JP1/ITSLM - Managerの
システム定義ファイル（jp1itslm.properties）中の outlierRateプロパティの指定値に
よって変化します。outlierRateプロパティの値はすべての監視対象サービスの外れ値検
知に適用されます。

システム定義ファイルを編集する場合は，「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」を
参照してください。

outlierRateプロパティの値と，外れ値検知の挙動の関係を次の表に示します。
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表 3-2　outlierRateプロパティの値と外れ値検知の挙動の関係

（凡例）
S：60秒間に測定したサービス性能の数
n：JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル（jp1itslm.properties）中の outlierRateプ
ロパティの値

なお，継続的な外れ値は，上限値に継続して外れ値が発生した場合と，下限値に継続し
て外れ値が発生した場合に分けて判定されます。上限値と下限値を超える外れ値が連続
して発生しても，継続的な外れ値とはなりません。

また，次の場合のサービス性能は，上限値を上回った，または下限値を下回ったときも
外れ値となりません。

• 平均応答時間，スループットがともに 0の場合の平均応答時間（スループットは外れ
値となる）

• エラー率，スループットがともに 0の場合のエラー率（スループットは外れ値となる）

これは，スループットが 0件の場合は情報がないことを示すためです。ただし，スルー
プット自体は値が 0であれば処理件数 0件というサービス性能であるため，値が 0の場
合も上限値を上回った，または下限値を下回ったときは外れ値となります。

このとき，平均応答時間とエラー率が外れ値とならなくても，その状態が平常の状態と
いえる場合もあるため，ベースラインを算出する基となる過去のサービス性能としては
使用されます。

（4） 正常に戻ったと判断される基準

上限値を上回った，または下限値を下回った状態から回復したことを判断する基準は，
60秒前から現在時刻までの期間のサービス性能のうち，上限値を上回った，または下限
値を下回った件数が S× n/100（小数点以下切り上げ）件以下になった場合です。

Sは 60秒間に測定したサービス性能の数，nは JP1/ITSLM - Managerのシステム定義
ファイル（jp1itslm.properties）中の outlierRateプロパティの指定値です。

項
番

outlierRateプロパ
ティの値（n）

外れ値検知の挙動

1 1 1回でも上限値を上回った，または下限値を下回ったら検知されます。
60秒間で 1回も上限値を上回ったり下限値を下回ったりしなければ正常に
戻ったと判断されます。

2 2～ 98 60秒間で S× n/100（小数点以下切り上げ）回上限値を上回った，または
下限値を下回ったら検知されます。
60秒間の超過が S× n/100（小数点以下切り上げ）回未満になったら正常
に戻ったと判断されます。

3 99～ 100 60秒の間，常に上限値を上回り続けた，または下限値を下回り続けたら検
知されます。
1回でも上下限値内になったら正常に戻ったと判断されます。
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システム定義ファイルを編集する場合は，「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」を
参照してください。

例えば，Sが 60，nが 10の場合，60秒間のサービス性能のうち上限値を上回った，ま
たは下限値を下回った件数が 6件未満になったときに正常に回復したと判断されます。
上限値と下限値は個別に判定され，両方が正常となった場合に回復したと判断されます。
一時的にベースラインに近づいた値になっても，回復したとは判断されません。

状態の回復については，［ホーム］画面または［リアルタイム監視］画面で確認できま
す。［ホーム］画面の確認方法については「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象
サービスの状況を確認する」を，リアルタイム画面の確認方法については，「4.3.2　特定
のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」を参照してください。

（5） 補足事項

●ベースラインを算出するためのサービス性能の蓄積については，1日のうちでサービ
ス性能を測定できていない時間帯がある場合でも，一度でもサービス性能が測定され
ていればサービス性能が蓄積された日数に数えられます。そのため，1日のうちで
サービス性能を測定できていない時間帯がある場合，一部の時間帯では蓄積された
サービス性能が不足して，ベースラインが表示されない場合があります。

●外れ値検知が開始されるタイミングは，［設定］画面で設定した開始日数分のサービス
性能を蓄積しているかによって変わります。外れ値検知が開始されるタイミングを次
に示します。
• 現在の日を除いたサービス性能の蓄積日数が予兆検知設定の開始日数以上の場合は，
監視を開始して最初に JP1/ITSLM - URが取得したサービス性能の時刻＋ 60秒以
降の時刻から開始します。

• 現在の日を除いたサービス性能の蓄積日数が予兆検知設定の開始日数未満の場合は，
現在の日を除いたサービス性能の蓄積日数が開始日数に達した日の 00:00:00以降の
時刻から開始します。

（6） 関連項目

●「3.2.5　監視項目を設定する」

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

3.1.3　傾向監視によるしきい値超過の事前検知
傾向監視は，監視項目ごとに監視します。監視項目については「3.1.1　JP1/ITSLMの監
視方法および監視対象の種類」を参照してください。ただし，エラー率については，傾
向監視はできません。

ここでは，傾向監視について説明します。
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（1） 傾向監視とは

傾向監視は，監視対象サービスのサービス性能の傾向を算出して，傾向からサービス性
能のしきい値超過を事前に検知する監視方法です。

傾向とは，現在のサービス性能から算出した近似直線です。N時間前から現在時刻まで
の期間のサービス性能の近似直線が算出されます。この近似直線が現在時刻から N時間
以内にしきい値を超過する場合に，サービス性能の異常の予兆として検知されます。N
は［設定］画面で指定する数値です。

［設定］画面での数値の指定方法については，「3.2.5　監視項目を設定する」を参照して
ください。

傾向監視でしきい値の超過が事前に検知された例を次の図に示します。

図 3-13　しきい値の超過が事前に検知された例

この図では，平均応答時間を監視しています。N時間前から現在時刻までの期間のサー
ビス性能から傾向を算出して，傾向が N時間以内にしきい値を超過する場合に検知され
ます。

N時間以内のしきい値超過を事前に知るための傾向の算出には，N時間分のサービス性
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能の蓄積が必要となります。これは，長時間の傾向監視による誤差を小さくするためで
す。そのため，1時間後までのしきい値超過を事前に知りたい場合は，1時間分のサービ
ス性能の蓄積が必要となります。

近似直線は 60秒ごとに更新され，そのたびにしきい値を超過するかどうかが判定されま
す。検知された場合，警告となって画面に表示されます。

画面に警告が表示された例を次の図に示します。

図 3-14　画面に警告が表示された例（傾向監視）

画面には，警告のアイコン，検出日時，サービス性能がしきい値を超過すると予測され
る時間，警告の対象となったサービスグループの名称，サービスの名称などの情報が表
示されます。傾向がしきい値を超過し続ける場合は，最初に検知された時点の警告だけ
が表示されます。表示された警告の前後のサービス性能はグラフで確認できます。

グラフを表示した例を次の図に示します。
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図 3-15　グラフを表示した例（傾向監視）

グラフでは，傾向がしきい値を超過した時刻が警告のアイコンで，傾向がしきい値を超
過する原因となった事象が発生したと推測される時刻が色付きの帯で表示されます。

傾向監視をするためには，［設定］画面で次の項目を設定する必要があります。

●しきい値

●傾向を算出する基準となる時間

しきい値
監視対象サービスの状況を判断する基準となるしきい値を設定します。

傾向を算出する基準となる時間
傾向を算出する基準となる N時間を設定します。N時間は次のように使用されます。
• N時間前から現在時刻までの期間のサービス性能で傾向が算出されます。
• 現在時刻から N時間以内に傾向がしきい値を超過するとわかったら検知されます。
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（2） 検知される基準

傾向監視では，算出した傾向が平行または上昇傾向で，次のどちらかを満たす場合に検
知されます。

• 傾向が現在時刻ですでにしきい値以上の場合
通知する警告イベントの［詳細］の時刻は，現在時刻と同じになります。

• 傾向が N時間以内にしきい値以上になる場合
通知する警告イベントの［詳細］の時刻には，しきい値を超過する時刻が表示されま
す。

Nは［設定］画面で指定する数値です。

［設定］画面での数値の指定方法については，「3.2.5　監視項目を設定する」を参照して
ください。

傾向が下降傾向の場合は，現在時刻で傾向がしきい値を超過しているときでも，回復す
る傾向にあると見なせるため検知されません。

なお，傾向の精度を維持するため，傾向は次の式を満たした場合に算出されます。

• N時間前から現在時刻まででサービス性能を取得した時間の合計（単位：秒）≧ N×
3600× 30/100（単位：秒）

例えば，Nに 5時間を設定した場合は，5× 3600× 30/100=5400（単位：秒）つまり
90分となるため，90分以上のサービス性能を取得している場合に初めて傾向が算出さ
れ，傾向監視が実行されます。

（3） 正常に戻ったと判断される基準

次のどれかを満たしている場合に，傾向監視の状態が正常に戻ります。

• 現在時間から N時間後までに傾向がしきい値を超過しなくなった場合
• 傾向が下降傾向になった場合
• 傾向が現在時刻でしきい値未満，かつ N時間後までしきい値以上にならなくなった場
合

Nは［設定］画面で指定する数値です。

［設定］画面での数値の指定方法については，「3.2.5　監視項目を設定する」を参照して
ください。

なお，警告が通知されてから正常に回復するまでは，JP1/ITSLM画面の［ホーム］画面
および［リアルタイム監視］画面での警告の対象となった監視対象サービスの状態は，
警告の状態が維持されます。同じ監視対象サービスの同じ監視項目の傾向監視の通知は
抑止されます。そのため，傾向監視で傾向のしきい値超過が検知された場合，最低でも
通知から 60秒の間は警告の状態が表示されます。
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（4） 補足事項

●現在時刻で，すでにしきい値監視で検知されている場合は，傾向監視による検知はさ
れません。

●傾向を算出するに当たって，次のサービス性能は使用されません。
• N時間前から現在時刻までに，一度監視を停止して再度開始した場合の開始以前の
サービス性能

• 平均応答時間，スループットのサービス性能がともに 0となった時刻のサービス性
能

Nは［設定］画面の［監視設定］エリアで指定する数値です。
［設定］画面での数値の指定方法については，「3.2.5　監視項目を設定する」を参照し
てください。

●平均応答時間の傾向監視で傾向のしきい値超過が検知されたあとに，スループットと
平均応答時間がともに 0の時間が続いた場合など，検知された時刻以降に傾向監視に
使用しないサービス性能が続いた場合，傾向を変更する情報の追加がないため警告の
対象となった監視対象サービスの状態が正常に戻るのが遅くなることがあります。

（5） 関連項目

●「3.2.5　監視項目を設定する」

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

3.1.4　しきい値監視によるしきい値超過の検知
しきい値監視は，監視項目ごとに監視します。監視項目については「3.1.1　JP1/ITSLM
の監視方法および監視対象の種類」を参照してください。

ここでは，しきい値監視について説明します。

（1） しきい値監視とは

しきい値監視は，監視対象サービスのサービス性能が設定したしきい値を超過した場合
に検知する監視方法です。

SLOが定義されている場合，しきい値として SLOの値を設定することで，SLOの超過
を検知できます。また，SLOが設定されていない場合も，基準となる値をしきい値とし
て設定することで，サービス性能が想定していた基準を超過したことを検知できます。

しきい値監視でしきい値の超過が検知された例を次の図に示します。
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図 3-16　しきい値の超過が検知された例

この図では平均応答時間を監視しています。時間の経過に伴ってサービス性能の値が増
加していき，しきい値を超過したため検知されました。

検知された場合，エラーとなって画面に表示されます。

画面にエラーが表示された例を次の図に示します。
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図 3-17　画面にエラーが表示された例（しきい値監視）

画面には，エラーのアイコン，検出日時，エラーの対象となったサービスグループの名
称，サービスの名称などの情報が表示されます。サービス性能がしきい値を超過し続け
る場合は，最初に検知された時点のエラーだけが表示されます。表示されたエラーの前
後のサービス性能はグラフで確認できます。

グラフを表示した例を次の図に示します。
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図 3-18　グラフを表示した例（しきい値監視）

グラフでは，しきい値を超過した時刻がエラーのアイコンで，しきい値を超過する原因
の事象が発生したと推測される時刻が色付きの帯で表示されます。

しきい値監視をするためには，［設定］画面で次の項目を設定する必要があります。

●しきい値

しきい値
監視対象サービスの状況を判断する基準となるしきい値を設定します。

（2） 検知される基準

しきい値監視では，一過性のしきい値超過を検知することを防止するため，継続的にし
きい値超過が発生した場合に検知されます。

検知される基準は，60秒間に測定したサービス性能の数と，JP1/ITSLM - Managerの
システム定義ファイル（jp1itslm.properties）中の sloThresholdRateプロパティの指定
値によって変化します。sloThresholdRateプロパティの値はすべての監視対象サービス
66
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のしきい値監視に適用されます。

システム定義ファイルを編集する場合は，「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」を
参照してください。

sloThresholdRateプロパティの値としきい値監視の挙動の関係を次の表に示します。

表 3-3　sloThresholdRateプロパティの値としきい値監視の挙動の関係

（凡例）
S：60秒間に測定したサービス性能の数
n：JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル（jp1itslm.properties）中の
sloThresholdRateプロパティの指定値

（3） 正常に戻ったと判断される基準

しきい値超過から回復したことを判断する基準は，60秒前から現在時刻までの期間の
サービス性能のうち，しきい値超過の件数が S× n/100（小数点以下切り上げ）件以下
になった場合です。

Sは 60秒間に測定したサービス性能の数，nは JP1/ITSLM - Managerのシステム定義
ファイル（jp1itslm.properties）中の sloThresholdRateプロパティの指定値です。

システム定義ファイルを編集する場合は，「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」を
参照してください。

例えば，Sが 60，nが 10の場合，60秒間のサービス性能うちしきい値超過が 6件未満
になったときに正常に回復したと判断されます。一時的にしきい値より小さな値になっ
ても，回復したとは判断されません。

状態の回復については，［ホーム］画面または［リアルタイム監視］画面で確認できま
す。［ホーム］画面の確認方法については「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象
サービスの状況を確認する」を，リアルタイム画面の確認方法については，「4.3.2　特定
のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」を参照してください。

項
番

sloThresholdRateプ
ロパティの値（n）

しきい値監視の挙動

1 1 1回でもしきい値を超過したら検知されます。
60秒間で 1回もしきい値を超過しなければ正常に戻ったと判断されます。

2 2～ 98 60秒間で S× n/100（小数点以下切り上げ）回しきい値を超過したら検
知されます。
60秒間の超過が S× n/100（小数点以下切り上げ）回未満になったら正
常に戻ったと判断されます。

3 99～ 100 60秒の間，常にしきい値を超過し続けたら検知されます。
1回でもしきい値より低い値になったら正常に戻ったと判断されます。
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（4） 補足事項

●監視の開始後，JP1/ITSLM - URが最初にサービス性能を収集した時刻から，60秒経
過した以降に収集したサービス性能でしきい値監視を開始します。

（5） 関連項目

●「3.2.5　監視項目を設定する」

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」
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3.2　監視対象サービスの登録と監視項目の設定
手順

ここでは，監視対象サービスを登録して，監視項目を設定する方法について説明します。

作業の流れを次の図に示します。Webトランザクションを監視するかどうかで作業の流
れが異なります。

図 3-19　監視対象サービスの登録と監視項目の設定の作業の流れ

3.2.1　監視対象サービスを登録する
監視対象サービスを登録するには，監視対象サービスのWebページの URIを JP1/
ITSLM - Managerに登録する必要があります。URIは，JP1/ITSLM - Managerにログ
インしているホストから，監視対象サービスのWebページにアクセスすることで自動的
に検出されます。検出結果は JP1/ITSLM - Managerの画面に表示されます。
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なお，JP1/ITSLM - Managerに登録できる監視対象サービスの最大数は，All Web 
AccessとWebトランザクションを合計して 50個です。

URIが検出される流れを次の図に示します。

図 3-20　URIが検出される流れ

1. JP1/ITSLM - Managerにログインしているホストから，監視対象サービスとして検
出したいWebページにアクセスします。

2. 監視対象サービスへのアクセスが JP1/ITSLM - URによって認識されます。
3. 検出された URIが JP1/ITSLM - Managerに通知されます。

ここでは，監視対象サービスを登録する手順について説明します。

（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。
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● JP1/ITSLM - Managerにアクセスしているホストから，登録したい監視対象サービス
のWebページにアクセスできることを確認してください。
登録しているすべての監視対象サービスの監視を停止していることを確認してくださ
い。このとき，ログインしているユーザーが担当している監視対象サービスだけでな
く，JP1/ITSLM - Managerに登録しているすべての監視対象サービスの監視を停止し
てください。
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。

2.［監視登録・削除］を選択する。
［監視登録・削除］エリアが表示されます。このとき，［監視登録・削除］エリアの
［接続元 IP］に，現在操作しているマシン（ブラウザを起動して JP1/ITSLMにアク
セスしているマシン）の IPアドレスが表示されます。
登録済みの監視対象サービスがある場合，［登録済みサービス一覧］に登録済みの監
視対象サービスのサービスグループの名称，監視対象サービス名，URI，Webサーバ
の IPアドレス，および JP1/ITSLM - URの IPアドレスが表示されます。ただし，
ループバックアドレスを指定した URIまたはホスト名に localhostを指定した URI
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は表示されません。

3. 負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成で，IPアドレスが変換され
る設定になっている場合，［接続元 IP］を変換された IPアドレスに変更する。
IPアドレスを入力する場合は，「XXX.XXX.XXX.XXX」（XXX：0～ 255）の形式で入
力します。負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成ではない場合
や，負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成で IPアドレスが変換
される設定になっていない場合は，特に変更する必要はありません。

4.［検出開始］ボタンをクリックする。
［状態］が［停止中］から［検出中］に変わり，URIを検出できる状態になります。
［検出開始］ボタンは［検出停止］ボタンに変化します。
［状態］が［検出中］に変化した場合を次の図に示します。

図 3-21　［状態］が［検出中］に変化した場合（［監視登録・削除］エリア）

5. JP1/ITSLM - Managerにログインしているブラウザとは別のタブまたは別のブラウザ
を起動して，登録したい監視対象サービスのWebページにアクセスする。

このとき，JP1/ITSLM - Managerにログインしているブラウザはそのままで，必ず
別のタブまたは別のブラウザを起動するようにしてください。
アクセスによって検出された監視対象サービスは，［新規サービス］に追加され，監
視対象サービス名が［サービス］に，URIが［URI］に，監視対象サービスを実行し
ているWebサーバの IPアドレスが［Webサーバの IP］に，検出を実行した JP1/
ITSLM - URの IPアドレスが［JP1/ITSLM - URの IP］に表示されます。
なお，検出時は［サービス］には監視対象サービス名として URIがそのまま表示さ
れます。URIが 65文字以上の場合は，65文字以降は切り捨てられます。
異なるWebページにアクセスするたびに，監視対象サービスが追加されていきます。
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ただし，すでに検出されている URIは追加されません。

6. 登録したいサービスを検出できたら，［検出停止］ボタンをクリックする。
［状態］が［検出中］から［停止中］に変わって，検出が完了します。
［状態］が［停止中］に変化した場合を次の図に示します。

図 3-22　［状態］が［停止中］に変化した場合（［監視登録・削除］エリア）

7.［URI］に表示されている URI，［Webサーバの IP］に表示されている監視対象サービ
スを実行しているWebサーバの IPアドレス，［JP1/ITSLM - URの IP］に表示されて
いる JP1/ITSLM - URの IPアドレスを編集する場合は，それぞれテキストボックスを
選択して編集する。
［URI］，［Webサーバの IP］，および［JP1/ITSLM - URの IP］の入力規則について
は，「［監視登録・削除］エリア」の説明を参照してください。

8. 監視対象サービス名を入力する。
［サービス］のテキストボックスをクリックすると任意の名称が入力できます。［サー
ビス］のテキストボックスの入力規則については，「［監視登録・削除］エリア」の説
明を参照してください。
入力の制限に従わなかった場合はエラーメッセージが表示されます。ただし，機種依
存文字および制御文字を使用した場合は，エラーメッセージは表示されませんが，ロ
グファイルの表示が異常になる場合があるため使用しないでください。

9. 監視対象サービスが属するサービスグループを選択する。
［サービスグループ］のプルダウンメニューをクリックすると，ログインしている
ユーザーが監視を担当しているサービスグループ名（JP1/Baseに登録されている
JP1資源グループ名）が表示されます。監視対象サービスが属するサービスグループ
を選択してください。
検出および編集で必要な URIを用意できたら，手順 12.に進んでください。
検出および編集で必要な URIを用意できない場合に，URIを直接入力するときは，
手順 10.に進んでください。

10.URIを直接入力する場合，［一行追加］ボタンをクリックする。
［新規サービス］に空行が 1行追加されます。

11.追加された行について，［URI］に URI，［Webサーバの IP］に監視対象サービスを実
行しているWebサーバの IPアドレス，［JP1/ITSLM - URの IP］に JP1/ITSLM - UR
の IPアドレスを入力して，手順 8.と手順 9.を実施する。

12.登録したい監視対象サービスをチェックする。
入力値に問題がなく，［状態］が［停止中］になっている場合，監視対象サービスの
チェックボックスをチェックすると［登録］ボタンが活性化します。なお，このとき
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手順 9.でサービスグループを選択していない場合はエラーメッセージが表示されま
す。

13.［登録］ボタンをクリックする。
登録が成功すると，監視対象サービスの登録の成功を通知するダイアログボックスが
表示されます。

ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックすると，［登録済みサービス一覧］に
サービスが追加されます。

（3） 画面の見方

［監視登録・削除］エリア

表示項目を次の表に示します。
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項
番

項目 説明

1 ［接続元 IP］ 接続元の IPアドレスを指定します。監視対象サービスを検出す
るとき，この IPアドレスに一致する接続元だけが検出されま
す。
デフォルトでは現在操作しているマシン（ブラウザを起動して
JP1/ITSLMにアクセスしているマシン）の IPアドレスが表示
されます。
負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成で，
IPアドレスが変換される設定になっている場合は，変換された
IPアドレスに変更する必要があります。IPアドレスは
「XXX.XXX.XXX.XXX」（XXX：0～ 255）の形式で入力します。
上限を超えた値を入力できますが，エラーになるため範囲内の
数値を入力してください。
監視対象サービスの検出中は非活性となります。

2 ［検出開始］ボタンまたは
［検出停止］ボタン

•［検出開始］ボタン
URIの検出を開始します。［状態］が［停止中］の場合に表示
されます。［監視登録・削除］エリアを表示させた時点で表示
されています。クリックして検出を開始すると，［検出停止］
ボタンに変わります。

•［検出停止］ボタン
URIの検出を停止します。［状態］が［検出中］の場合に表示
されます。クリックして検出を停止すると，［検出開始］ボタ
ンに変わります。

3 ［状態］ 監視対象サービスを検出中かどうかが表示されます。次のどち
らかの状態が表示されます。
［検出中］は，監視対象サービスが検出される状態です。
［停止中］は，監視対象サービスが検出されない状態です。

4 ［一行追加］ボタン URIを直接入力するための空行を 1行追加します。監視対象
サービスの検出中は非活性となります。
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5 ［新規サービス］ URIを検出した監視対象サービスが表示されます。サービスグ
ループの選択，および監視対象サービスの名称の入力をします。
• チェックボックス
登録する監視対象サービスを選択します。タイトル行の
チェックボックスをチェックすると，すべての行がチェック
されます。同様にチェックボックスのチェックを外すと，す
べての行のチェックが外れます。

•［サービスグループ］
監視対象サービスが属するサービスグループを選択します。
ログインしているユーザーが監視を担当しているサービスグ
ループの名称（JP1/Baseに登録されている資源グループ名）
がプルダウンメニューで表示されます。なお，サービスグ
ループの数が多い場合に，プルダウンメニューが画面の高さ
を超えたときは，画面外のサービスグループは選択できませ
ん。

•［サービス］
監視対象サービスの名称を入力します。デフォルトでは監視
対象サービスの URIが表示されます。
入力できる文字数は，全角・半角に関係なく，1～ 64文字で
す。「"」「,」「'」「¥」，スペース，タブ，機種依存文字，およ
び制御文字は使用しないでください。
また，「‐」（ハイフン）で始まる名称は，コマンドのオプ
ションと区別できずコマンドの引数に指定できないため，使
用しないことを推奨します。

•［URI］※
監視対象サービスの URIが表示されます。
入力できる文字数は 1～ 255文字です。スペース，「"」「#」
「<」「>」「?」「［」「¥」「］」「^」「`」「{」「|」「}」，および
ASCII文字以外は入力できません。なお，表記は RFC3986
に従います。
入力できるのはユーザーが実アクセスできる URIです。

•［Webサーバの IP］
監視対象サービスを実行しているWebサーバの IPアドレス
が表示されます。

•［JP1/ITSLM - URの IP］
検出を実行した JP1/ITSLM - URの IPアドレスが表示されま
す。

IPアドレスは「XXX.XXX.XXX.XXX」（XXX：0～ 255）の形式
で入力します。上限を超えた値を入力できますが，エラーにな
るため範囲内の数値を入力してください。

6 ［登録］ボタン ［新規サービス］のチェックボックスでチェックされた監視対象
サービスを登録します。登録に成功した監視対象サービスは，
［登録済みサービス一覧］に表示されます。

項
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注※　URIの末尾は必ず「/」にしてください。ただし，検出した直後の URIの末尾が「/」でない
場合は，URIを編集しなければ，URIのすべてのパスを監視対象とする監視対象サービスとして登
録できます。なお，URIは次のフォーマットで指定します。

authority path
• authority

host，portに対応します。hostの長さは 1～ 255文字とし，255文字を超過する場合は先頭から
255文字までを使用します。portは 0～ 65,535の整数値です。portを指定しない場合は，すべ
ての portを対象にします。

• path
パスの長さは 1～ 255文字とし，255文字を超過する場合は先頭から 255文字までを使用しま
す。全角文字は使用できません。UTF-8で URLエンコードした文字は使用できます。

（4） 補足事項

●監視対象サービスが 1つでも開始している状態で［検出開始］ボタンをクリックする
と，エラーメッセージが表示され，監視対象サービスの検出を開始できません。

●［検出開始］ボタンをクリックしてから［検出停止］ボタンをクリックするまでは，
［監視登録・削除］エリア以外のエリアは操作できません。

●［検出開始］ボタンをクリックしてから［検出停止］ボタンをクリックするまでは，
［登録］ボタンと［削除］ボタンはクリックできません。

7 ［登録済みサービス一覧］ 登録された監視対象サービスの一覧が表示されます。
• チェックボックス
削除する監視対象サービスを選択します。タイトル行の
チェックボックスをチェックすると，すべての行がチェック
されます。同様にチェックボックスを外すと，すべての行の
チェックが外れます。
なお，チェックボックスをチェックしたあとで，［検出開始］
ボタン，［検出停止］ボタン，または［登録］ボタンをクリッ
クした場合は，チェックが外れます。このとき，［削除］ボタ
ンも非活性になります。

•［サービスグループ］
監視対象サービスの属するサービスグループの名称が表示さ
れます。

•［サービス］
監視対象サービスの名称が表示されます。

•［URI］
監視対象サービスのURIが表示されます。

•［Webサーバの IP］
監視対象サービスを実行しているWebサーバの IPアドレス
が表示されます。

•［JP1/ITSLM - URの IP］
検出を実行した JP1/ITSLM - URの IPアドレスが表示されま
す。

8 ［削除］ボタン ［登録済みサービス一覧］でチェックされた監視対象サービスを
削除します。

項
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●［検出開始］ボタンをクリックしてサービスの検出を開始する場合，一部の JP1/
ITSLM - URの処理で異常が発生したり，一部の JP1/ITSLM - URを停止したりして
も，ほかの JP1/ITSLM - URでサービスを検出できるときには，サービスの検出の開
始は続行されます。ただし，利用できる JP1/ITSLM - URがない場合は，検出開始が
失敗して［停止中］のままになります。同様に，［検出停止］ボタンをクリックして
サービスの検出の停止をする場合に，一部の JP1/ITSLM - URに異常が発生しても，
エラーメッセージは表示されますが停止処理は続行されます。

●［状態］が［検出中］になっているときに，キーボードの「F5」キーを押してログア
ウトするか，またはブラウザを終了すると，2分後にタイムアウトが発生して検出停
止の状態になります。このとき，タイムアウトが完了するまでは，再度ログインして
も監視対象サービスの検出ができません。

● 1つの URIを別のサービス名で複数登録できます。この場合，同じ URIでも別の
サービスとして扱われます。

● 1つのサービスグループ内に同じサービス名の監視対象サービスは登録できません。
同じサービス名の監視対象サービスを登録しようとすると，エラーメッセージが表示
されます。ただし，複数のサービスグループに同じサービス名の監視対象サービスを
登録することはできます。

●複数の監視対象サービスを同時に登録する場合，リストの上にあるものから順に登録
処理されます。リストの途中の監視対象サービスの登録に失敗したときは，失敗した
監視対象サービス以前の監視対象サービスは登録済みになりますが，失敗した監視対
象サービス以降の登録は中断されます。

●削除済みの監視対象サービスを登録または削除した場合，エラーメッセージが表示さ
れます。

● JP1/ITSLMで対応する URIは，JP1/ITSLMのバージョンによって異なります。次
の URIを基に，JP1/ITSLMのバージョンごとのURIの形式を示します。
• scheme://authority path <?query> <#fragment>

対応する形式を次の表に示します。

表 3-4　JP1/ITSLMのバージョンごとに対応する形式

項番 URIを構成す
る要素

対応する形式

09-50 09-51

1 scheme httpだけに対応します。httpsには対応していません。

2 authority hostだけに対応します。portを指定
した場合は，監視対象サービスの監
視の開始時にエラーメッセージが表
示されます。hostの長さは 1～ 255
文字とし，255文字を超過する場合
は先頭から 255文字までを使用しま
す。

host，portに対応します。hostの長
さは 1～ 255文字とし，255文字を
超過する場合は先頭から 255文字ま
でを使用します。portは 0～ 65,535
の整数値に対応します。
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対応している形式だけがURIと見なされます。対応していない形式を指定した場合は
その形式だけ無視されます。
なお，バージョンが 09-51の JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URと
09-50の JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを混合したシステム構成の
場合は，09-50の URIだけに対応します。

●ループバックアドレスを指定したURI，またはホスト名に localhostを指定した URI
は登録できません。サービスとして検出することはできますが，検出時，［監視登録・
削除］エリアの［監視項目］にURIは表示されません。

●監視対象サービスのWebサーバの IPアドレスがサーバ移行などで変更された場合，
新たなサービスとして再登録が必要となります。

●複数人で JP1/ITSLM - Managerにログインしている場合に，一人のサービスグルー
プ管理者が監視対象を登録または削除したとき，ほかの監視者の画面上に反映される
タイミングは，登録されている監視対象数の更新時となります。登録されている監視
対象数の更新は，再ログイン時を除いて，一人のサービスグループ管理者が削除した
監視対象に対する，ほかの監視者の操作または画面の自動更新がきっかけとなります。
また，登録されている監視対象数が更新されるまでは，一人のサービスグループ管理
者が監視対象を登録・削除する前の状態が保持されます。
登録されている監視対象数が更新されるタイミングを次の表に示します。

表 3-5　登録されている監視対象数が更新されるタイミング

3 path 対応していません。 パスの形式に対応します。パスの長
さは 1～ 255文字とし，255文字を
超過する場合は先頭から 255文字ま
でを使用します。全角文字は使用で
きません。UTF-8で URLエンコー
ドした文字は使用できます。

4 query 対応していません。 クエリの形式に対応します。全角文
字は使用できません。UTF-8で
URLエンコードした文字は使用でき
ます。

5 fragment 対応していません。

項
番

ほかの監視者が操作する画面 更新されるタイミング

1 ［ログイン］画面 • 再ログインしたとき。

項番 URIを構成す
る要素

対応する形式

09-50 09-51
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
2 ［ホーム］画面 •［過去 7日間で発行されたイベント一覧］エリアで，
すでに削除された監視対象の［詳細］をクリックした
とき。

•［過去 7日間で発行されたイベント一覧］エリアで，
すでに削除された監視対象のイベントの［状態］が
［未読］になっている場合に［未読］をクリックした
とき。

• 監視対象が削除されたあとに画面が自動更新されたと
き。

3 ［リアルタイム監視］画面 •［サービス一覧］エリアで，すでに削除された監視対
象を選択したとき（すでに削除された監視対象を選択
していた場合，ほかのサービスを選択したあとに削除
された監視対象を再選択したとき）。

•［サービス性能情報］エリアで，すでに削除された監
視対象を選択したとき。

• すでに削除された監視対象のグラフを［性能グラフ］
タブに表示していた場合に，［表示期間］を変更した
とき。

• すでに削除された監視対象のグラフを［性能グラフ］
タブに表示していた場合に，［性能グラフ］タブの
［問題調査］ボタンをクリックしたとき。
• すでに削除された監視対象を［イベント］タブに表示
していた場合に，［詳細］をクリックしたとき。

•［イベント］タブで，すでに削除された監視対象のイ
ベントの［状態］が［未読］になっている場合に［未
読］をクリックしたとき。

• 監視対象が削除されたあとに画面が自動更新されたと
き。

4 ［問題調査］画面 •［サービス一覧］エリアで，すでに削除された監視対
象を選択したとき（すでに削除された監視対象を選択
していた場合，ほかの監視対象を選択したあとに削除

された監視対象を再選択，または （リロード）ボ

タンをクリックしたとき）。
•［イベント］タブで，すでに削除された監視対象の
［詳細］をクリックしたとき。
•［イベント］タブで，すでに削除された監視対象のイ
ベントの［状態］が［未読］になっている場合に，
［未読］をクリックしたとき。
•［イベント］タブで，すでに削除された監視対象のイ

ベントを表示している場合に （リロード）ボタン

をクリックしたとき。
• すでに削除された監視対象のグラフを［性能グラフ］
タブに表示していた場合に，グラフをドラッグして表
示範囲を変更したとき。

• すでに削除された監視対象のグラフを［性能グラフ］
タブに表示していた場合に［表示期間］を変更したと
き。

5 ［レポート］画面 • すでに削除された監視対象のレポートを表示したと
き。

項
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ほかの監視者が操作する画面 更新されるタイミング
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更新されるタイミングに該当する操作をした場合は，エラーメッセージが表示されて，
画面が更新されます。更新後の画面は，更新前に開いていた画面を表示させた直後の
画面となります。更新前に入力していた数値などは保持されません。

（5） 次の作業

●「3.2.3　監視対象となるWebトランザクションを設定する」（Webトランザクション
を監視する場合）

●「3.2.5　監視項目を設定する」（Webトランザクションを監視しない場合）

（6） 関連項目

●「3.2.2　監視対象サービスを削除する」

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」

●「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」

6 ［設定］画面 •［監視登録・削除］エリアを表示したとき。
•［監視登録・削除］エリアで，監視対象サービスを登
録または削除したとき。（すでに［監視開始・停止］
エリアを表示していた場合は［監視開始・停止］エリ
アを再表示したとき）。

•［監視設定］エリア表示時の［サービス一覧］エリア
で，すでに削除された監視対象を選択したとき（すで
に削除された監視対象を選択していた場合，ほかの監
視対象を選択したあとに削除された監視対象を再選択
したとき）。

•［監視設定］エリアで，すでに削除された監視対象に
対する監視設定を登録したとき。

•［Webトランザクション設定］エリアで，Webトラン
ザクションを登録または削除したとき。

•［Webトランザクション設定］エリアで，すでに削除
されているWebトランザクションを選択して［編集］
ボタンまたは［削除］ボタンをクリックしたとき。

•［Webトランザクション設定］エリアで，すでに削除
されている監視対象サービスのWebトランザクショ
ンを選択して［編集］ボタンまたは［削除］ボタンを
クリックしたとき。

•［監視開始・停止］エリアを表示したとき（すでに
［監視開始・停止］エリアを表示していた場合は［監
視開始・停止］エリアを再表示したとき）。

•［監視開始・停止］エリアで，すでに削除された監視
対象サービスの監視の開始または停止をしたとき。

項
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3.2.2　監視対象サービスを削除する
ここでは，監視対象サービスを削除する手順について説明します。

（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●削除したい監視対象サービスの監視が停止していることを確認してください。
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

●登録しているすべての監視対象サービスの監視が停止していることを確認してくださ
い。このとき，ログインしているユーザーが担当している監視対象サービスに限らず，
JP1/ITSLM - Managerに登録しているすべての監視対象サービスの監視を停止してく
ださい。
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。
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2.［監視登録・削除］を選択する。
［監視登録・削除］エリアが表示されます。［登録済みサービス一覧］に登録済みの
サービスのサービスグループ名，監視対象サービス名，および URIが表示されます。

3.［登録済みサービス一覧］から削除したい監視対象サービスのチェックボックスを
チェックする。
監視対象サービスのチェックボックスをチェックすると，［削除］ボタンが活性化し
ます。

4.［削除］ボタンをクリックする。

選択した監視対象サービスが［登録済みサービス一覧］から削除されます。

（3） 画面の見方

［監視登録・削除］エリア
［監視登録・削除］エリアについては，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」の
「（3）　画面の見方」を参照してください。

（4） 補足事項

●削除済みの監視対象サービスを削除しようとした場合，エラーメッセージが表示され
ます。

●監視を停止していない監視対象サービスを削除しようとした場合，エラーメッセージ
が表示されます。

●複数の監視対象サービスを同時に削除する場合，リストの上にあるものから順に削除
処理が実行されます。なお，リストの途中の監視対象サービスの削除に失敗すると，
失敗した監視対象サービス以前の監視対象サービスは削除済みになりますが，失敗し
た監視対象サービス以降の削除は中断されます。

●監視対象サービスを削除しても，該当の監視対象サービスのデータの一部は JP1/
ITSLM - Managerのデータベース上に残ります。監視対象サービスの削除を繰り返し
た場合などには，それらの不要なデータがデータベースに蓄積されるため，データ
ベースのクリーンアップコマンドを実行して不要なデータを削除してください。
クリーンアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrdbcleanup
（データベースのクリーンアップ）」を参照してください。

●複数人で JP1/ITSLM - Managerにログインしている場合，一人のサービスグループ
管理者が監視対象を登録または削除したときにほかの監視者の画面上に反映されるタ
イミングは，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」の「（4）　補足事項」の表 3-5を
参照してください。

（5） 関連項目

●「3.2.1　監視対象サービスを登録する」

●「3.2.5　監視項目を設定する」
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」

●「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」

3.2.3　監視対象となるWebトランザクションを設定する
ここでは，監視対象となるWebトランザクションを設定する方法を説明します。Webト
ランザクションには次の 3項目を指定します。

●Webアクセス条件（パス，クエリ，および Cookieの条件）

●Webアクセス条件の順序

●セッション条件

Webアクセス条件は，ユーザーが監視対象サービスにアクセスしたときに発生するWeb
アクセスに含まれる URIと Cookieが，Webトランザクションとして監視する処理に該
当するかどうかを判定する条件です。監視対象サービスに含まれるすべてのWebアクセ
スのうちWebアクセス条件に該当するWebアクセスがWebトランザクションとして監
視されます。また，セッション条件は，Webアクセスが同一ユーザーからのものかどう
かを識別するための条件です。

サービスグループ管理者は，Webアクセス条件を設定するとき，監視対象サービスから
URIと Cookieを検出して設定したり，直接 URIと Cookieを入力して設定したりでき
ます。

なお，負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成で，IPアドレスが変換
される設定になっている場合は，URIを監視対象サービスから検出するときの接続元 IP
に変換された IPアドレスを指定する必要があります。

1つの監視対象サービスに登録できるWebトランザクションは 10個までです。また，1
つの JP1/ITSLM - Managerに登録できるWebトランザクションの最大数は All Web 
AccessとWebトランザクション数を合わせて 50個までです。

（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

●監視対象サービスが登録されていることを確認してください。
監視対象サービスの登録方法については，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」を
参照してください。

●Webトランザクションを設定する監視対象サービスの監視を停止していることを確認
してください。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（2） 作業手順

作業の流れを次に示します。

この作業で使用する［設定］画面，［Webトランザクション登録］画面，［Webアクセス
条件追加］画面，［Cookie編集］画面，および［クエリ編集］画面を次に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
●［設定］画面
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
●［Webトランザクション登録］画面（［新規登録］ボタンをクリックする（手順 4.）と
別ウィンドウに表示されます）

●［Webアクセス条件追加］画面（［条件追加］ボタンをクリックする（手順 6.）と別
ウィンドウに表示されます）
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
●［Cookie編集］画面（［Cookie編集］ボタンをクリックする（手順 11.）か，［Cookie］
テキストボックスをクリックする（手順 13.）と別ウィンドウに表示されます）

●［クエリ編集］画面（［クエリ］テキストボックスをクリックする（手順 13.）と別
ウィンドウに表示されます）

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。

2.［Webトランザクション設定］を選択する。
［Webトランザクション設定］エリアが表示されます。

3.［サービス一覧］エリアから監視対象サービスを選択する。
監視対象サービスを選択すると，［Webトランザクション設定］エリアにサービスグ
ループ名と監視対象サービス名が表示されます。また，［Webトランザクション設定］
エリアの［Webトランザクション］および［Webアクセス条件］に，すでに監視対
象サービスに設定されているWebトランザクション名と，Webトランザクションの
Webアクセス条件が表示されます。監視対象サービスを登録した直後は，［Webトラ
ンザクション］および［Webアクセス条件］には何も表示されません。

4.［新規登録］ボタンをクリックする。
［Webトランザクション登録］画面が表示されます。

5. Webトランザクション名を入力する。
［Webトランザクション名］のテキストボックスに任意の名称を入力します。
テキストボックスの入力規則については，「［Webトランザクション登録］画面および
［Webトランザクション編集］画面」の説明を参照してください。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
入力の制限に従わなかった場合はエラーメッセージが表示されます。ただし，機種依
存文字および制御文字を使用した場合は，エラーメッセージは表示されませんが，ロ
グファイルの表示が異常になることがあります。
また，1つの監視対象サービス内で同じトランザクション名を登録することはできま
せん。

6.［条件追加］ボタンをクリックする。
［Webアクセス条件追加］画面が表示されます。［接続元 IP］のテキストボックスに
は現在操作しているマシン（ブラウザを起動して JP1/ITSLMにアクセスしているマ
シン）の IPアドレスが表示されます。
以降のWebアクセス条件の追加手順は，追加方法によって異なります。
• 監視対象サービスにアクセスすることで自動検出した URIから，Webアクセス条
件を取り込みたい場合
手順 7.に進んでください。

• 直接入力した監視対象サービスの URIから，Webアクセス条件を取り込みたい場
合
手順 10.に進んでください。

• Webアクセス条件を直接入力したい場合
手順 13.に進んでください。

7.［検出開始］ボタンをクリックする。
［状態］が［停止中］から［検出中］に変わり，URIを検出できる状態になります。
［検出開始］ボタンは［検出停止］ボタンに変化します。
［状態］が［検出中］に変化した場合を次の図に示します。

図 3-23　［状態］が［検出中］に変化した場合（［Webアクセス条件追加］画面）

8. JP1/ITSLM - Managerにログインしているブラウザとは別のタブまたは別のブラウザ
を起動して，監視対象サービスのWebページにアクセスする。
このとき，JP1/ITSLM - Managerにログインしているブラウザはそのままで，必ず
別のタブまたは別のブラウザを起動するようにしてください。
アクセスによって検出された URIは［URI候補］に追加されます。異なるWebペー
ジにアクセスするたびに URIが追加されていきます。ただし，すでに検出されてい
る URIは追加されません。

9. URIを検出できたら，［検出停止］ボタンをクリックする。
［状態］が［検出中］から［停止中］に変わって，検出が完了します。
［状態］が［停止中］に変化した場合を次の図に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-24　［状態］が［停止中］に変化した場合（［Webアクセス条件追加］画面）

10.［URI候補］に表示されている URIを編集する場合は，URIを選択して編集する。ま
たは，空行を追加して任意の URIを追加する。
［URI候補］に表示されている URIはクリックすると編集できます。［URI候補］に
空行を追加して URIを直接入力することもできます。直接入力する場合は，［一行追
加］ボタンをクリックして，追加された行に URIを指定してください。
URIの入力規則については，「［Webアクセス条件追加］画面および［Webアクセス
条件編集］画面」の説明を参照してください。

11.［URI候補］に表示されている URIの Cookieを確認または編集する場合は，URIを選
択後，［Cookie編集］ボタンをクリックする。
［Cookie編集］画面が表示されます。［Cookie編集］画面ではWebアクセス条件に取
り込む Cookieの確認，追加，変更，削除ができます。必要に応じて編集して，［OK］
ボタンをクリックしてください。

12.［URI候補］から URIを選択して［∨ URI候補取り込み］ボタンをクリックする。
［URI候補］から選択した URIのパス，クエリ，および Cookieの値を，［Webアク
セス条件定義］に一度に入力することができます。

13.Webアクセス条件を直接入力または編集する場合は，［Webアクセス条件定義］のパ
ス条件，クエリ条件，および Cookie条件を入力または編集する。
条件を入力または編集したあと，［∧ Webアクセス条件適用］ボタンをクリックする
と［URI候補］に表示されている URIが絞り込まれ，条件に完全に一致する URIだ
けが表示されます。
パス条件はテキストボックスに直接入力します。入力規則については，「［Webアクセ
ス条件追加］画面および［Webアクセス条件編集］画面」の説明を参照してくださ
い。
クエリ条件，および Cookie条件は，テキストボックスをクリックすると開く［クエ
リ編集］画面および［Cookie編集］画面で入力します。［クエリ編集］画面および
［Cookie編集］画面での Key，および Valueの入力規則については，「［クエリ編集］
画面」および「［Cookie編集］画面」の説明を参照してください。
クエリ条件，および Cookie条件は複数指定できますが，指定できる件数の上限は，
クエリ条件と Cookie条件を合わせて 20件です。複数指定すると，順不同で△で区切
られて表示されます。
パス，クエリ，および Cookieの条件によって監視したい処理の URIだけを絞り込ん
でください。

14.［Webアクセス条件定義］に条件を入力した状態で［Webアクセス条件追加］画面の
［条件追加］ボタンをクリックする。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
［Webアクセス条件追加］画面の［Webアクセス条件定義］に入力していた値が，
［Webトランザクション登録］画面の［Webアクセス条件］に表示されます。

15.Webアクセス条件の追加手順を繰り返し，監視対象となるWebトランザクションに
必要な条件をすべて［Webアクセス条件］に表示する。
同一のWebアクセス条件を複数登録することはできません。また，1つのWebトラ
ンザクションに設定できるWebアクセス条件は 5件までです。

16.Webアクセス条件の追加が完了したら［閉じる］ボタンをクリックする。
［Webアクセス条件追加］画面が閉じて［Webトランザクション登録］画面に戻りま
す。

17.Webアクセス条件の順序の調整が必要な場合は，［Webトランザクション登録］画面
の［Webアクセス条件］のWebアクセス条件を上下にドラッグして順序を入れ替え
る。
Webトランザクションの判定では，発生したWebアクセスを［Webアクセス条件］
に表示されたWebアクセス条件の上から順に判定してWebトランザクションかどう
かを識別します。

18.同一のユーザーからのWebアクセスに含まれるかどうかを判定する場合はセッショ
ン条件を設定する。
セッション条件は，［クエリ条件候補］および［Cookie条件候補］に表示されたクエ
リ条件および Cookie条件から選択できます。セッション条件とする候補を選択して，
［＞］ボタンをクリックしてください。
［クエリ条件候補］および［Cookie条件候補］には，［Webアクセス条件］に表示さ
れた複数のWebアクセス条件に共通するクエリ条件および Cookie条件のキーが表示
されます。
複数のWebアクセス条件に共通するクエリ条件および Cookie条件のキーが表示され
る例を示します。
まず，［Webアクセス条件］に表示されているWebアクセス条件が次の表のとおりだ
とします。

このとき，［クエリ条件候補］には b=.*のキーである「b」が，［Cookie条件候補］
には session=.*のキーである「session」が表示されます。［クエリ条件候補］および
［Cookie条件候補］が表示された例を次の図に示します。

項番 パス クエリ条件 Cookie条件

1 /top.html a=1△ b=.* session=.*△ c=0

2 /middle.html b=.* session=.*△ d=0
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図 3-25　［クエリ条件候補］および［Cookie条件候補］が表示された例

［クエリ条件］および［Cookie条件］からクエリ条件および Cookie条件を削除した
い場合は，［クエリ条件］および［Cookie条件］からクエリ条件および Cookie条件
を選択して［＜］ボタンをクリックすると，選択したクエリ条件および Cookie条件
が［クエリ条件候補］および［Cookie条件候補］に戻ります。［クエリ条件］および
［Cookie条件］に指定できる件数の上限は，クエリ条件と Cookie条件を合わせて 10
件です。

19.［登録］ボタンをクリックする。
［Webアクセス条件］が 1件以上追加されている場合，［登録］ボタンが活性化しま
す。

［登録］ボタンをクリックすると，［Webトランザクション登録］画面が閉じて，［Web
トランザクション設定］エリアに戻ります。［Webトランザクション登録］画面の設定内
容が，Webトランザクションとして［Webトランザクション設定］エリアに追加されま
す。
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（3） 画面の見方

［サービス一覧］エリア

［サービス一覧］エリアには，ログインしているユーザーが監視を担当しているサー
ビスグループ，監視対象サービス，および監視対象サービスの監視対象の一覧が階
層表示されます。サービスグループ，監視対象サービス，および監視対象サービス
の監視対象を選択して，Webトランザクションを設定したい監視対象サービスを
［Webトランザクション設定］エリアに表示させます。
表示項目を次の表に示します。
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項番 項目 説明

1 監視対象サービス検索テ
キストボックスおよび

（検索）ボタン

サービスグループ，監視対象サービスの一覧に表示する
監視対象サービスを検索によって絞り込みます。検索の
対象となるのは監視対象サービス名だけです。サービス
グループ名および監視対象名は検索できません。

テキストボックスに文字列を入力して， （検索）ボ

タンをクリックするか，またはキーボードの「Enter」
キーを押すと，検索が開始されます。入力した文字列と
部分一致する名称を持つ監視対象サービスが，サービス
グループとともに表示されます。サービスグループは開
いた状態で表示されます。
テキストボックスに入力できる文字列は 64文字以内で
す。
テキストボックスが空欄の状態で検索を実行した場合，
ログインしているユーザーが監視を担当しているサービ
スグループの一覧が表示されます。

2 ［すべてのサービスを表
示］

ログインしているユーザーが監視を担当している監視対
象サービスの一覧が階層表示されます。

3 サービスグループ，監視
対象サービス，監視対象
サービスの監視対象の一
覧

サービスグループ，監視対象サービス，および監視対象
サービスの監視対象が，階層表示されます。
一覧に表示されたサービスグループ，監視対象サービス，
および監視対象サービスの監視対象をクリックすると，
［Webトランザクション設定］エリアの表示内容が切り
替わります。
サービスグループだけを選択した状態では［Webトラン
ザクション設定］エリアには何も表示されません。監視
対象サービスを選択すると，監視対象サービスに設定さ
れたWebトランザクションが［Webトランザクション
設定］エリアに表示されます。なお，選択中の監視対象
サービスを再度選択しても，画面の表示は更新されませ
ん。
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［Webトランザクション設定］エリア

［Webトランザクション設定］エリアでは，［サービス一覧］エリアで選択した監視
対象サービスのWebトランザクションを一覧で確認したり，Webトランザクション
を新規追加，編集，削除したりできます。表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 サービスグループ名およ
び監視対象サービス名

［サービス一覧］エリアで選択した監視対象サービスについて，
サービスグループ名と監視対象サービス名を次の形式で表示しま
す。
［サービスグループ名△－△監視対象サービス名］

2 ［新規登録］ボタン Webトランザクションを新規に登録します。クリックすると
［Webトランザクション登録］画面が開きます。
監視対象サービスに登録されているWebトランザクションが 10
個に達している，または JP1/ITSLM - Managerに登録されてい
る All Web AccessとWebトランザクションの合計が 50個に達し
ている場合は非活性となります。

3 ［編集］ボタン 登録されているWebトランザクションを編集します。クリックす
ると［Webトランザクション編集］画面が開きます。［Webトラ
ンザクション］および［Webアクセス条件］からWebトランザ
クションを選択すると活性化します。
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［Webトランザクション登録］画面

［Webトランザクション編集］画面

4 ［削除］ボタン 登録されているWebトランザクションを削除します。［Webトラ
ンザクション］および［Webアクセス条件］からWebトランザ
クションを選択すると活性化します。

5 ［Webトランザクション］
および［Webアクセス条
件］

登録されているWebトランザクションが表示されます。Webト
ランザクション名の左にある［ ］をクリックすると［ ］

に変化して，選択したWebトランザクションのWebアクセス条
件が［Webアクセス条件］に表示されます。選択したWebトラ
ンザクションに複数のWebアクセス条件がある場合は複数行で表
示されます。
Webトランザクション名をドラッグすると表示順序を入れ替える
ことができます。タイトル行にドラッグした場合は，いちばん最
後の順序に移動します。
［Webアクセス条件］には次の項目が表示されます。
•［パス］

Webアクセス条件のパス条件が表示されます。
•［クエリ］

Webアクセス条件のクエリ条件が表示されます。1つのWebア
クセス条件に複数のクエリ条件がある場合は，順不同で△で区
切られて表示されます。

•［Cookie］
登録されているWebトランザクションの Cookie条件が表示さ
れます。Webアクセス条件に複数の Cookie条件がある場合は，
順不同で△で区切られて表示されます。

項番 項目 説明
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［Webトランザクション登録］画面および［Webトランザクション編集］画面では，
Webトランザクション名の指定，Webアクセス条件の優先順位の調整，およびセッ
ション条件の指定ができます。また，Webアクセス条件の追加，編集，削除ができ
ます。表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 ［Webトランザクション
名］

登録するWebトランザクションの名称を入力します。登録済みの
Webトランザクションを編集する場合は，登録したWebトラン
ザクション名が表示されます。
入力できる文字数は，全角・半角に関係なく，1～ 64文字です。
65文字以上入力できますが，エラーになるため範囲内の文字数で
入力してください。「"」「,」「'」「¥」，スペース，タブ，機種依存
文字，および制御文字は使用しないでください。

2 ［条件追加］ボタン Webアクセス条件を新規に追加します。クリックすると［Webア
クセス条件追加］画面が表示されます。ただし，Webアクセス条
件が 5件ある場合は，件数の上限に達しているため非活性となり
ます。

3 ［条件編集］ボタン ［Webアクセス条件］から選択したWebアクセス条件を編集しま
す。［Webアクセス条件］からWebアクセス条件を選択すると活
性化します。クリックすると，［Webアクセス条件定義］にWeb
アクセス条件が入力された状態で［Webアクセス条件編集］画面
が表示されます。

4 ［条件削除］ボタン ［Webアクセス条件］から選択したWebアクセス条件を削除しま
す。［Webアクセス条件］からWebアクセス条件を選択すると活
性化します。
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5 ［Webアクセス条件］ 登録済みのWebトランザクションの編集の場合は，Webトラン
ザクションのWebアクセス条件が表示されます。新規登録の場合
は何も表示されません。
•［#］

Webアクセス条件の順序が数字で表示されます。
•［パス］

Webアクセス条件のパス条件が表示されます。
•［クエリ］

Webアクセス条件のクエリ条件が表示されます。1つのWebア
クセス条件に複数のクエリ条件がある場合は，順不同で△で区
切られて表示されます。

•［Cookie］
登録されているWebトランザクションの Cookie条件が表示さ
れます。Webアクセス条件に複数の Cookie条件がある場合は，
順不同で△で区切られて表示されます。

6 ［セッション条件］ 同一のユーザーからのWebアクセスかどうかを判定するためのク
エリ条件，および Cookie条件を設定します。
•［クエリ条件候補］
［Webアクセス条件］に表示されているすべてのWebアクセス
条件から，共通するクエリのキーが表示されます。

•［クエリ条件］
クエリ条件が表示されます。

•［Cookie条件候補］
［Webアクセス条件］に表示されているすべてのWebアクセス
条件から，共通する Cookieのキーが表示されます。

•［Cookie条件］
Cookie条件が表示されます。

•［＞］
［クエリ条件候補］または［Cookie条件候補］で選択した項目
を，［クエリ条件］または［Cookie条件］に移動します。

•［＜］
［クエリ条件］または［Cookie条件］で選択した項目を［クエ
リ条件候補］または［Cookie条件候補］に移動します。

なお，［クエリ条件］と［Cookie条件］に指定できる件数の上限
は，クエリ条件と Cookie条件を合わせて 10件です。

7 ［登録］ボタンまたは
［更新］ボタン

［Webトランザクション登録］画面または［Webトランザクショ
ン編集］画面の設定内容を，Webトランザクションとして［Web
トランザクション設定］エリアに反映します。クリックすると
［Webトランザクション登録］画面または［Webトランザクショ
ン編集］画面が閉じます。
なお，［Webアクセス条件］に何も登録されていない場合は［登
録］ボタンは非活性となります。
登録したWebトランザクションの監視は，Webトランザクショ
ンを含む監視対象サービスの監視を次に開始したときに始まりま
す。

8 ［キャンセル］ボタン ［Webトランザクション登録］画面または［Webトランザクショ
ン編集］画面が閉じて，［Webトランザクション設定］エリアに
戻ります。［Webトランザクション登録］画面および［Webトラ
ンザクション編集］画面の設定内容は反映されません。

項番 項目 説明
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
［Webアクセス条件追加］画面

［Webアクセス条件編集］画面

［Webアクセス条件追加］画面および［Webアクセス条件編集］画面では，監視対
象サービスから検出，または直接入力した複数のURIを，Webアクセス条件で絞り
込んで妥当性を確認しながら設定できます。
表示項目を次の表に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
項番 項目 説明

1 ［接続元 IP］ 接続元の IPアドレスを指定します。監視対象サービスを検出する
とき，この IPアドレスに一致する接続元だけが検出されます。
デフォルトでは現在操作しているマシン（ブラウザを起動して
JP1/ITSLMにアクセスしているマシン）の IPアドレスが表示さ
れます。
負荷分散装置やルータなどの機器を経由したシステム構成で，IP
アドレスが変換される設定になっている場合は，変換された IPア
ドレスに変更する必要があります。IPアドレスは
「XXX.XXX.XXX.XXX」（XXX：0～ 255）の形式で入力します。上
限を超えた値を入力できますが，エラーになるため範囲内の数値
を入力してください。

2 ［検出開始］ボタンまた
は［検出停止］ボタン

•［検出開始］ボタン
URIの検出を開始します。［状態］が［停止中］の場合に表示
されます。［Webアクセス条件追加］画面または［Webアクセ
ス条件編集］画面を表示した時点で表示されています。クリッ
クして検出を開始すると，［検出停止］ボタンに変わります。
［検出開始］ボタンをクリックしてから［検出停止］ボタンをク
リックするまでは，ほかの項目は操作できません。

•［検出停止］ボタン
URIの検出を停止します。［状態］が［検出中］の場合に表示
されます。クリックして検出を停止すると，［検出開始］ボタン
に変わります。

3 ［状態］ 監視対象サービスを検出中かどうかが表示されます。次のどちら
かの状態が表示されます。
［検出中］は URIが検出される状態です。
［停止中］は URIが検出されない状態です。

4 ［一行追加］ボタン ［URI候補］に直接入力するための行が，［サービス監視対象］の
URIが入力された状態で 1行追加されます。

5 ［全 URI候補削除］ボタ
ン

［URI候補］に表示されている URIをすべて削除します。
クリック時に表示されるダイアログで，［OK］をクリックすると
削除が実行されます。

6 ［URI候補］ 検出または直接入力した URIが表示されます。クリックすると編
集できます。
入力には，次の制限があります。
• 1～ 255文字まで入力できます。256文字以上入力できますが，
エラーになるため範囲内の数値を入力してください。

• スペース，「"」「<」「>」「［」「¥」「］」「^」「`」「{」「|」「}」，
ASCII文字以外の文字は入力できません。

• 監視対象サービスの配下の URIを指定します。

なお，表記は RFC3986に従います。

7 ［サービス監視対象］ 監視対象サービスの URIが表示されます。

8 ［Cookie編集］ボタン ［Cookie編集］画面が開き，［URI候補］で選択した URIの
Cookieが表示されます。ただし，Keyまたは Valueが何も入力さ
れていない Cookieは表示されません。
［URI候補］を選択していない場合は非活性となります。

9 ［Webアクセス条件定義］ 登録するWebトランザクションのWebアクセス条件を入力しま
す。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
10 ［∨ URI候補取り込み］
ボタン

［URI候補］で選択した URIのパス，クエリ，Cookieを［Web
アクセス条件定義］の［パス］［クエリ］［Cookie］に自動で入力
できます。［URI候補］で選択した URIにパス，クエリ，または
Cookieがない場合，項目は空欄となります。また，クエリおよび
Cookieは，Keyまたは Valueが何も入力されていない場合は
［Webアクセス条件定義］に入力されません。
適切な URIを選択していない状態では非活性になります。
また，取り込みによってクエリ条件と Cookie条件の合計が 20件
を超える場合は，［条件追加］ボタンが非活性になります。

11 ［∧ Webアクセス条件適
用］ボタン

［URI候補］に表示する URIを［Webアクセス条件定義］に完全
に一致するものだけに絞り込みます。
［∧ Webアクセス条件適用］ボタンは，［Webアクセス条件定義］
が入力制限に従わない場合は非活性となります。

12 ［全条件削除］ボタン ［Webアクセス条件定義］のすべてのテキストボックスを空欄に
します。

13 ［パス］ パス条件を入力します。パス条件ではWebトランザクションとし
て監視する URIのパスを指定します。入力には次の制限がありま
す。
• 1～ 255文字まで入力できます。また，エスケープ文字を使用
した場合，エスケープ文字も 1文字として数えます。256文字
以上入力できますが，エラーになるため範囲内の数値を入力し
てください。

• スペース，ASCII文字以外の文字は入力できません。
• 全角文字は使用できません。UTF-8で URLエンコードした文
字は使用できます。

なお，［パス］が空欄のまま［条件追加］ボタンまたは［更新］ボ
タンをクリックすると，パス条件は「.*」（すべてのパスが該当）
となります。

14 ［クエリ］ クエリ条件を入力します。
テキストボックスをクリックすると，［クエリ編集］画面が開きま
す。［クエリ編集］画面では，Keyおよび Valueを指定できます。
［クエリ編集］画面で複数のクエリ条件を定義すると，順不同で△
で区切られて表示されます。

15 ［Cookie］ Cookie条件を入力します。
テキストボックスをクリックすると，［Cookie編集］画面が開き
ます。［Cookie編集］画面では，Keyおよび Valueを指定できま
す。
［Cookie編集］画面で複数の Cookie条件を定義すると，順不同で
△で区切られて表示されます。

項番 項目 説明
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
［Cookie編集］画面

16 ［条件追加］ボタンまた
は［更新］ボタン

•［条件追加］ボタン
［Webアクセス条件定義］に入力したWebアクセス条件が
［Webトランザクション登録］画面または［Webトランザク
ション編集］画面の［Webアクセス条件］に追加されます。追
加されると［Webアクセス条件定義］のテキストボックスは空
欄になります。ただし，Webアクセス条件は 1つのWebトラ
ンザクションにつき 5件までです。

•［更新］ボタン
編集したWebアクセス条件が［Webトランザクション登録］
画面または［Webトランザクション編集］画面の［Webアクセ
ス条件］に反映されます。［Webアクセス条件編集］画面が閉
じ，［Webトランザクション登録］画面または［Webトランザ
クション編集］画面へ戻ります。

［条件追加］ボタンおよび［更新］ボタンは，［Webアクセス条件
定義］が入力制限に従わない場合は非活性となります。

17 ［閉じる］ボタン ［Webアクセス条件追加］画面または［Webアクセス条件編集］
画面を閉じて，［Webトランザクション登録］画面または［Web
トランザクション編集］画面へ戻ります。

項番 項目 説明
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［クエリ編集］画面

［Cookie編集］画面および［クエリ編集］画面では，［Webアクセス条件追加］画面
または［Webアクセス条件編集］画面の Cookie条件およびクエリ条件の入力と編
集ができます。
また，［Cookie編集］画面は，［Webアクセス条件追加］画面または［Webアクセ
ス条件編集］画面で［URI候補］の URIの Cookieを確認および編集する場合にも
使用します。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 ［一行追加］ボタン Cookie一覧またはクエリ一覧に空行を 1行追加します。

2 ［削除］ボタン Cookie一覧またはクエリ一覧でチェックボックスがチェックされ
ている Cookieまたはクエリを削除します。
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（4） 補足事項

●［Webアクセス条件追加］画面または［Webアクセス条件編集］画面では，［検出開
始］ボタンをクリックして URIの検出を開始する場合，一部の JP1/ITSLM - URの
処理で異常が発生したり，一部の JP1/ITSLM - URを停止したりしても，ほかの JP1/
ITSLM - URで URIを検出できるときには，URIの検出の開始は続行されます。ただ
し，利用できる JP1/ITSLM - URがない場合は，検出開始が失敗して［停止中］のま
まになります。同様に，［検出停止］ボタンをクリックして URIの検出の停止をする
場合に，一部の JP1/ITSLM - URに異常が発生しても，エラーメッセージは表示され
ますが停止処理は続行されます。

●［Webアクセス条件追加］画面または［Webアクセス条件編集］画面で［状態］が
［検出中］になっているときに，キーボードの「F5」キーを押してログアウトするか，

3 Cookie一覧またはクエ
リ一覧

Cookieまたはクエリの一覧が表示されます。
• チェックボックス

Cookieまたはクエリを削除するときにチェックします。
• Key

Cookieまたはクエリのキーが表示されます。テキストボックス
をクリックすることで編集できます。

• Value
Cookieまたはクエリのキーの値が表示されます。テキストボッ
クスをクリックすることで編集できます。

Key，および Valueの入力には，次の制限があります。
• Javaの正規表現に従います。
• Keyおよび Valueとあわせて 1～ 255文字まで入力できます。

256文字以上入力できますが，エラーになるため範囲内の数値
を入力してください。

• Keyには，スペース，「=」，ASCII文字以外の文字は使用でき
ません。

• Keyの重複はできません（正規表現も文字列として扱われま
す）。

• Valueには，スペース，ASCII文字以外の文字は使用できませ
ん。

• Keyおよび Valueに全角文字は使用できません。UTF-8で
URLエンコードした文字は使用できます。

なお，［Value］に何も入力していない状態で［OK］ボタンをク
リックすると，［Value］は「.*」（すべての Valueが該当）となり
ます。

4 ［OK］ボタン Cookie一覧またはクエリ一覧の編集内容を［Webアクセス条件
追加］画面または［Webアクセス条件編集］画面に反映します。
Cookie一覧またはクエリ一覧の文字数と入力制限に従わない場合
は非活性となります。

5 ［キャンセル］ボタン ［Cookie編集］画面および［クエリ編集］画面を閉じて，［Web
アクセス条件追加］画面または［Webアクセス条件編集］画面へ
戻ります。Cookie一覧およびクエリ一覧の編集内容は反映されま
せん。

項番 項目 説明
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またはブラウザを終了すると，2分後にタイムアウトが発生して検出停止の状態にな
ります。このとき，タイムアウトが完了するまでは，再度ログインしても，［設定］画
面の［監視登録・削除］エリアでの監視対象サービスの検出や，［Webアクセス条件
追加］画面または［Webアクセス条件編集］画面での URIの検出はできません。

●設定済みのWebトランザクションを編集する場合は，［設定］画面の［Webトランザ
クション設定］エリアから編集対象のWebトランザクションを選択し，［編集］ボタ
ンをクリックしてください。選択したWebトランザクションの設定値が入力された状
態で［Webトランザクション編集］画面が表示されます。Webアクセス条件，Web
アクセス条件の順序，セッション条件を編集してください。

●［Webトランザクション登録］画面，［Webトランザクション編集］画面，［Webアク
セス条件追加］画面，［Webアクセス条件編集］画面，［Cookie編集］画面，または
［クエリ編集］画面のどれか 1つの画面を操作している間は，ほかの画面は操作できま
せん。

●複数人で JP1/ITSLM - Managerにログインしている場合，一人のサービスグループ
管理者が監視対象を登録または削除したときにほかの監視者の画面上に反映されるタ
イミングは，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」の「（4）　補足事項」の表 3-5を
参照してください。

●Webアクセス条件は 5件まで設定することができます。6件以上のWebアクセスから
なるWebトランザクションを監視する場合は，最初と最後のWebアクセスにそれぞ
れ一致する 2件のWebアクセス条件と，その他のWebアクセスに一致する 3件以内
のWebアクセス条件を設定してください。
例を示します。「Webアクセス 1→Webアクセス 2→Webアクセス 3→Webアクセ
ス 4→Webアクセス 5→Webアクセス 6」の順序で発生するWebアクセスを監視す
る場合は，「Webアクセス 1→Webアクセス 2～ 5のうち 3件以内のWebアクセス
→Webアクセス 6」を監視するようにWebアクセス条件を設定してください。

（5） 次の作業

●「3.2.5　監視項目を設定する」

（6） 関連項目

●「3.1.1　JP1/ITSLMの監視方法および監視対象の種類」

●「3.2.4　監視対象となるWebトランザクションを削除する」

●「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」

3.2.4　監視対象となるWebトランザクションを削除する
ここでは，Webトランザクションを削除する方法について説明します。
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（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

●Webトランザクションを削除する監視対象サービスの監視を停止していることを確認
してください。
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。

2.［Webトランザクション設定］を選択する。
［Webトランザクション設定］エリアが表示されます。

3.［サービス一覧］エリアから監視対象サービスを選択する。
監視対象サービスを選択すると，［Webトランザクション設定］エリアにサービスグ
ループ名と監視対象サービス名が表示されます。また，［Webトランザクション］に，
すでに監視対象サービスに設定されているWebトランザクション名が，［Webアクセ
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
ス条件］にWebトランザクションのWebアクセス条件が表示されます。監視対象
サービスを登録した直後は，［Webトランザクション］および［Webアクセス条件］
には何も表示されません。

4.［Webトランザクション］および［Webアクセス条件］から削除したいWebトラン
ザクションを選択する。
［Webトランザクション］および［Webアクセス条件］からWebトランザクション
を選択すると，［削除］ボタンが活性化します。

5.［削除］ボタンをクリックする。

選択したWebトランザクションが［Webトランザクション］および［Webアクセス条
件］から削除されます。

（3） 画面の見方

［Webトランザクション設定］エリア
［Webトランザクション設定］エリアについては，「3.2.3　監視対象となるWebト
ランザクションを設定する」の「（3）　画面の見方」を参照してください。

（4） 補足事項

●削除済みのWebトランザクションを削除しようとした場合，エラーメッセージが表示
されます。

●監視を停止していない監視対象サービスを削除しようとした場合，エラーメッセージ
が表示されます。

●複数人で JP1/ITSLM - Managerにログインしている場合，一人のサービスグループ
管理者が監視対象を登録または削除したときにほかの監視者の画面上に反映されるタ
イミングは，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」の「（4）　補足事項」の表 3-5を
参照してください。

●Webトランザクションを削除しても，該当のWebトランザクションのデータの一部
は JP1/ITSLM - Managerのデータベース上に残ります。Webトランザクションの削
除を繰り返した場合などには，それらの不要なデータがデータベースに蓄積されるた
め，データベースのクリーンアップコマンドを実行して不要なデータを削除してくだ
さい。
クリーンアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrdbcleanup
（データベースのクリーンアップ）」を参照してください。

（5） 関連項目

●「3.2.3　監視対象となるWebトランザクションを設定する」

●「3.2.5　監視項目を設定する」

●「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」
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3.2.5　監視項目を設定する
ここでは，監視対象サービスの監視項目の設定方法を説明します。監視項目は監視対象
サービスごとに設定する必要があります。

（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

●監視対象サービスが登録されていることを確認してください。
監視対象サービスの登録方法については，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」を
参照してください。

●Webトランザクションを監視する場合は，Webトランザクションが登録されているこ
とを確認してください。
Webトランザクションの登録方法については，「3.2.3　監視対象となるWebトランザ
クションを設定する」を参照してください。

●監視項目を設定する監視対象サービスの監視を停止していることを確認してください。
監視の停止方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
2.［監視設定］を選択する。
［監視設定］エリアが表示されます。

3.［サービス一覧］エリアから監視対象サービスの監視対象を選択する。
監視対象サービスの監視対象を選択すると，［監視設定］エリアにサービスグループ
名と監視対象サービス名と監視対象が表示されます。［SLO監視設定］と［予兆検知
設定］には，現在設定されている値が表示されます。監視対象サービスを登録した直
後は，デフォルトの値が設定されています。

4. しきい値監視または傾向監視をする場合，［SLO監視設定］の［項目名］のチェック
ボックスで監視したい項目をチェックして［しきい値］に値を入力する。
［しきい値］に入力できる値については，「［監視設定］エリア」の説明を参照してく
ださい。
項目名のチェックボックスをチェックしてこの項目を空欄にした場合，入力できない
値をテキストボックスに入力した場合，または空欄の場合はエラーメッセージが表示
されます。

5. 傾向監視をする場合，［SLO監視設定］の［傾向監視］のチェックボックスで監視し
たい項目をチェックして，傾向を計算する基準となる時間を入力する。
［項目名］のチェックボックスが選択されているときだけ，［傾向監視］のチェック
ボックスが活性化します。［傾向監視］のテキストボックスには，傾向監視の対象と
なる時間を設定します。
［傾向監視］に入力できる値については，「［監視設定］エリア」の説明を参照してく
ださい。
チェックボックスをチェックしてこの項目を空欄にした場合，または入力できない値
をテキストボックスに入力した場合はエラーメッセージが表示されます。なお，［エ
ラー率］は傾向監視ができないため，チェックボックスがありません。

6.［予兆検知設定］の［ベースライン算出日数］および［開始日数］を入力する。
［ベースライン算出日数］および［開始日数］に入力できる値については，「［監視設
定］エリア」の説明を参照してください。
入力できない値をテキストボックスに入力した場合，または空欄の場合はエラーメッ
セージが表示されます。外れ値検知をしない場合，ベースライン算出日数と開始日数
は，デフォルト値のままにしてください。

7. 外れ値検知をする場合，［予兆検知設定］の［項目名］のチェックボックスで監視し
たい項目をチェックして［感度］を選択する。
監視したい項目を選択して，検知の感度を高・中・低から選択します。感度を高くす
ると検知されやすくなり，感度を低くすると検知されにくくなります。まずは中を設
定して，検知される件数を見ながら感度を調整してください。

8. 複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知をする場合，［予兆検知設定］の［平均応
答時間］の行の［相関項目］のプルダウンメニューから［スループット］を選択す
る。

9.［設定］ボタンをクリックする。
監視項目の設定が成功すると，監視項目の設定の成功を通知するダイアログボックス
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
が表示されます。

ダイアログボックスの［OK］ボタンをクリックすると，設定が反映されます。

（3） 画面の見方

［サービス一覧］エリア

［サービス一覧］エリアには，ログインしているユーザーが監視を担当しているサー
ビスグループ，監視対象サービスおよび監視対象サービスの監視対象の一覧が階層
表示されます。サービスグループ，監視対象サービス，または監視対象サービスの
監視対象を選択して，監視項目を設定したい監視対象サービスを［監視設定］エリ
アに表示させます。
表示項目を次の表に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
［監視設定］エリア

［監視設定］エリアの表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 監視対象サービス検索テ
キストボックスおよび

（検索）ボタン

サービスグループと監視対象サービスの一覧に表示する
監視対象サービスを検索によって絞り込みます。検索の
対象となるのは監視対象サービス名だけです。サービス
グループ名および監視対象名は検索できません。

テキストボックスに文字列を入力して， （検索）ボ

タンをクリックするか，またはキーボードの「Enter」
キーを押すと，検索が開始されます。入力した文字列と
部分一致する名称を持つ監視対象サービスが，サービス
グループとともに表示されます。サービスグループは開
いた状態で表示されます。
テキストボックスに入力できる文字列は 64文字以内で
す。
テキストボックスが空欄の状態で検索を実行した場合，
ログインしているユーザーが監視を担当しているサービ
スグループの一覧が表示されます。

2 ［すべてのサービスを表
示］

ログインしているユーザーが監視を担当している監視対
象サービスの一覧が階層表示されます。

3 サービスグループ，監視
対象サービス，監視対象
サービスの監視対象の一
覧

サービスグループ，監視対象サービス，および監視対象
サービスの監視対象が，階層表示されます。
一覧に表示されたサービスグループ，監視対象サービス，
または監視対象サービスの監視対象をクリックすると，
［監視設定］エリアの表示内容が切り替わります。
サービスグループだけを選択した状態では［監視設定］
エリアには何も表示されません。監視対象サービスまた
は監視対象サービスの監視対象を選択すると，監視対象
サービスまたは監視対象サービスの監視対象の設定が
［監視対象］エリアに表示されます。なお，選択中の監視
対象サービスまたは監視対象サービスの監視対象を再度
選択しても，画面の表示は更新されません。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
項
番

項目 説明

［SLO監視設定］

1 ［項目名］ 監視項目の一覧が表示されます。項目ごとに，しきい値監視をするかどうかを
チェックボックスで指定します。
チェックする：しきい値監視をします。
チェックしない：しきい値監視をしません。
タイトル行のチェックボックスをチェックすると，すべての行がチェックされ
ます。同様にチェックボックスのチェックを外すと，すべての行のチェックが
外れます。

2 ［しきい値］ 監視項目ごとにしきい値を入力します。［項目名］のチェックボックスをチェッ
クした場合に活性化します。入力には次の制限があります。
［平均応答時間］

• 1～ 300000の間で指定できます。上限を超えた値を入力できますが，
エラーになるため範囲内の数値を入力してください。

• 単位はミリ秒です。
• 半角数字だけが入力できます。
• 平均応答時間のしきい値には，監視対象サービスのタイムアウト時間よ
り短い時間を指定する必要があります。タイムアウト時間以上の時間を
指定した場合，平均応答時間がしきい値を超えることがなくなるため，
監視が無効になります。

［スループット］
• 1～ 1000000の間で指定できます。上限を超えた値を入力できますが，
エラーになるため範囲内の数値を入力してください。

• 単位は件／秒です。
• 半角数字だけが入力できます。

［エラー率］
• 0～ 99.9の間で指定できます。上限を超えた値を入力できますが，エ
ラーになるため範囲内の数値を入力してください。

• 単位は％です。
• 半角数字と「.」（ピリオド）だけが入力できます。
• 小数点以下第 2位で切り捨てになります。

3 ［単位］ 監視項目の単位が表示されます。
平均応答時間：msec（ミリ秒）
スループット：件／ sec（件／秒）
エラー率：％

4 ［傾向監視］ 傾向監視をするかを指定します。
［項目名］のチェックボックスをチェックした場合に活性化します。傾向監視を
する場合は，［項目名］の［しきい値］が入力されている必要があります。
チェックボックス

チェックする：傾向監視をします。
チェックしない：傾向監視をしません。

テキストボックス
傾向監視の対象となる時間を指定します。［傾向監視］のチェックボックス
をチェックした場合に活性化します。
現在からこの指定時間以内にしきい値を超過する傾向を検知した場合に警
告が通知されます。入力には次の制限があります。
• 1～ 168の間で指定できます。上限を超えた値を入力できますが，エ
ラーになるため範囲内の数値を入力してください。

• 単位は時間です。
• 半角数字だけが入力できます。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
注※
外れ値検知の設定をします。

（4） 補足事項

●監視項目を設定する監視対象サービスについて，監視を停止しないで設定しようとし
た場合，［設定］ボタンをクリックしたときにエラーメッセージが表示され，設定は反
映されません。

●テキストボックスが非活性となった場合も，入力した値は，別の監視対象サービスを
選択したり別の画面に遷移したりするまで保持されます。

［予兆検知設定］※

5 ［ベースライン
算出日数］

ベースラインの算出に何日分のサービス性能を使用するかを入力します。外れ
値検知をしない場合でも必ず入力します。入力には次の制限があります。
• 1～ 60の間で指定できます。
• 単位は日です。
• 半角数字だけ入力できます。
• ベースライン算出日数≧開始日数となるよう入力する必要があります。

6 ［開始日数］ 監視対象サービスの過去のサービス性能を何日以上取得したら外れ値検知を開
始するかを入力します。外れ値検知をしない場合でも必ず入力します。入力に
は次の制限があります。
• 1～ 60の間で指定できます。
• 単位は日です。
• 半角数字だけ入力できます。
• ベースライン算出日数≧開始日数となるよう入力する必要があります。

7 ［項目名］ 監視項目の一覧が表示されます。項目ごとに，外れ値検知をするかどうかを
チェックボックスで指定します。
チェックする：外れ値検知をします。
チェックしない：外れ値検知をしません。
タイトル行のチェックボックスをチェックすると，すべての行がチェックされ
ます。同様にチェックボックスのチェックを外すと，すべての行のチェックが
外れます。

8 ［感度］ 外れ値検知の感度を高・中・低から指定します。感度が高いと検知されやすく
なり，低いと検知されにくくなります。項目名のチェックボックスをチェック
した場合に活性化します。

9 ［相関項目］ 複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知をするかどうかをプルダウンメ
ニューで指定します。［項目名］のチェックボックスをチェックした場合にプル
ダウンメニューが活性化します。
プルダウンメニューでは，組み合わせる監視項目を選択します。複数の監視項
目を組み合わせた外れ値検知ができない監視項目の場合，この欄には何も表示
されません。
なお，このプルダウンメニューで［スループット］を選択しても，スループッ
ト単体での外れ値検知はされません。スループット単体で外れ値検知をするに
は，別途［スループット］の項目で外れ値検知の指定をする必要があります。

10 ［設定］ボタン 設定を反映します。［SLO監視設定］または［予兆検知設定］の［項目名］の
チェックボックスをチェックしていて，入力値に問題がない場合，活性化しま
す。

項
番

項目 説明
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●複数人で JP1/ITSLM - Managerにログインしている場合，一人のサービスグループ
管理者が監視項目を設定したときにほかのサービスグループ管理者の画面上に反映さ
れるタイミングは，ほかのサービスグループ管理者が［設定］画面の［監視設定］エ
リアを表示または再表示したときです。

（5） 次の作業

●「4.2.1　監視を開始する」

（6） 関連項目

●「3.1.2　外れ値検知によるふだんと異なるサービス性能の検知」

●「3.1.3　傾向監視によるしきい値超過の事前検知」

●「3.1.4　しきい値監視によるしきい値超過の検知」

●「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
3.3　監視項目の設定例
ここでは，「1.3　JP1/ITSLMの導入例」で説明した次の事例について，監視項目の設定
例を説明します。

●監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援

●監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援

●監視対象サービスの状況の定期的な評価

3.3.1　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と
対処の支援（設定例）

ここでは，監視対象サービスに対するサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援につ
いて，ある条件に基づいて具体的にどのように検討・設定するとよいかを，例を用いて
説明します。

（1） 前提条件

この設定例の条件は，次のとおりです。

●サービスの提供品質（サービスレベル）についてサービスの委託元（サービスの提供
者）と委託先（データセンター）の間で SLA（Service Level Agreement）を締結し
ており，データセンターでは，SLAに基づいたサービスレベルの維持が求められてい
る。

●委託されたサービスは，次のとおり監視対象サービスとして登録されていて，監視対
象サービスの監視は停止している。
• サービスグループ：Group01
サービスグループ Group01に属するサービス：Service01～ Service03

• サービスグループ：Group02
サービスグループ Group02に属するサービス：Service04，Service05

• サービスグループ：Group03
サービスグループ Group03に属するサービス：Service06

• サービスグループ：Group04
サービスグループ Group04に属するサービス：Service07

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-26　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（設定例）に
関わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
締結した SLAに基づき，各監視項目について SLOを決定した上で，［設定］画面で
監視項目を設定する。

• サービスの委託元の担当者
契約を交わしてサービスを委託した，サービスの提供者である。委託したサービス
のサービスレベルの管理などは，すべてのサービスの監視者に一任している。

（2） SLAからの SLOの定義

JP1/ITSLMでの監視項目の設定に向けた作業
すべてのサービスの監視者は，SLAの内容を確認して，しきい値とする SLOを検
討することにしました。
その結果，SLAの契約内容に，応答性能達成率 95％以上，サービス可用性 99.8％
以上などの項目があったため，SLOは次のように定義しました。
• 平均応答時間：3000ミリ秒
• スループット：400件／秒
• エラー率：1.0％

また，SLOというしきい値での監視だけでなく，サービス性能の異常を予兆段階で
検知・対処する必要があったため，外れ値検知もすることにしました。

作業の結果
SLOが定義できたため，すべてのサービスの監視者は各監視対象サービスについ
て，監視項目を設定することにしました。

（3） 監視項目の設定

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，JP1/ITSLM - Managerにログインして［設定］画面
を表示し，定義した SLOに基づき，監視対象サービスの監視項目を設定することに
しました。
SLOに基づいた監視対象サービスの監視項目の設定例を次の図に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-27　SLOに基づいた監視対象サービスの監視項目の設定例

この図では，サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」に対して監視
項目を設定しています。監視項目の設定内容は，次のとおりです。

［SLO監視設定］

表 3-6　［SLO監視設定］での設定内容例

（凡例）
－：設定できません。

　

チェックボックス 項目名 しきい値 チェックボック
ス

傾向監視

チェックする 平均応答時間 3000 チェックする 5

チェックする スループット 400 チェックする 5

チェックする エラー率 1.0 － －
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
［SLO監視設定］では，SLOの定義内容をしきい値として設定した上で，平均
応答時間とスループットについて監視対象サービスのサービス性能の異常をい
ち早く察知するために，傾向監視を設定しました。
また，サービス性能の異常発生時には，別の担当者にも連絡を取って対処しな
ければならないため，少なくとも 5時間前までにサービス性能の異常を察知す
る必要がありました。そのため，傾向監視の設定時間は 5時間としました。

［予兆検知設定］

表 3-7　［予兆検知設定］での設定内容例

（凡例）
－：設定できません。

　
［予兆検知設定］では，できるだけふだんのサービス性能に基づいた監視をする
ために，20日分のサービス性能でベースラインを算出することにしました。た
だし，監視は 5日後から開始したいと要望があったため，開始日数は 5日とし
ました。
また，すべての監視項目について外れ値検知をすることにした上で，ベースラ
インから離れたサービス性能が得られた場合に，敏感に検知できるよう感度を
高く設定することにしました。さらに，複数の監視項目を組み合わせた外れ値
検知も実施して，外れ値検知の精度を上げるよう設定しました。

作業の結果
サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」について設定が完了したた
め，残りの監視対象サービスについても同様に監視項目の設定をすることにしまし
た。
すべての監視対象サービスの設定が完了したあと，監視を実行することにしました。
監視の実行例については，「4.6.1　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検
知と対処の支援（実行例）」を参照してください。

3.3.2　監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の
予兆検知と対処の支援（設定例）

ここでは，監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援
について，ある条件に基づいて具体的にどのように検討・設定するとよいかを，例を用
いて説明します。

ベースライ
ン算出日数

開始日数 チェックボッ
クス

項目名 感度 相関項目

20 5 チェックする 平均応答時間 高 スループット

チェックする スループット 高 －

チェックする エラー率 高 －
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
（1） 前提条件

この設定例の条件は，次のとおりです。

●サービスグループおよび監視対象サービスは，「3.3.1　監視対象サービスのサービス
性能の異常の予兆検知と対処の支援（設定例）」と同じように登録されている。

●サービスグループ Group01のサービス Service01に対して，新たに処理が追加される
予定であり，追加される処理はまだ稼働していない。追加される処理については，
サービスの委託元で平均応答時間，スループット，およびエラー率の値がシステム要
件として決められている。

●サービスグループ Group01のサービス Service01の監視は停止している。

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。

図 3-28　監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援
（設定例）に関わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
サービスの委託元の担当者を経てサービスの保守 SEから入手したパス，クエリ，
および Cookieの情報に基づき，［設定］画面でWebトランザクションを設定する。
また，各監視項目についてシステム要件を基にしきい値を検討し，［設定］画面で監
視項目を設定する。

• サービスの委託元の担当者
契約を交わしてサービスを委託した，サービスの提供者である。委託したサービス
のサービスレベルの管理などは，すべてのサービスの監視者に一任している。パス，
クエリ，および Cookieなどの監視対象サービスの内部情報について，すべてのサー
ビスの監視者から問い合わせがあった場合，サービスの保守 SEに確認する。

• サービスの保守 SE
サービスを開発した SEであり，サービス利用者側に駐在して顧客対応をする。
サービス委託元の担当者から監視対象サービスについて問い合わせがあった場合，
必要な情報を伝える。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
（2） パス，クエリ，Cookieの情報からのWebアクセス条件の定義とシステム
要件からのしきい値の定義

JP1/ITSLMでのWebトランザクションの設定に向けた作業
すべてのサービスの監視者は，サービスの委託元の担当者を経て，監視する処理の
パス，クエリ，および Cookieの情報をサービスの保守 SEから入手しました。ま
た，監視する処理のシステム要件を基に，監視項目のしきい値を検討しました。入
手したパス，クエリ，および Cookieの情報とシステム要件から定義した，Webア
クセス条件，セッション条件および監視項目のしきい値を次に示します。
• Webアクセス条件

• セッション条件
クエリ条件：q
Cookie条件：session

• 監視項目のしきい値
平均応答時間：12,000ミリ秒
スループット：1,600件／秒
エラー率：4.0％

また，監視項目については，しきい値での監視だけでなく監視対象サービスの処理
ごとのサービス性能の異常を予兆段階で検知・対処する必要があったため，外れ値
検知もすることにしました。

作業の結果
Webトランザクション名を「Transaction1」と決めて，定義したWebアクセス条件
を設定することにしました。また，Transaction1にWebアクセス条件を設定したあ
と，監視項目を設定することにしました。

（3） Webトランザクションの設定

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，サービスの保守 SEから入手した情報を基に，Web
トランザクションを設定することにしました。WebトランザクションのWebアクセ
ス条件は，自動検出した URIから取り込む方法で設定します。設定は次の流れで実

Webアクセス条件 パス クエリ Cookie

Webアクセス条件 1 /top.html q=.*
time=.*

session=.*
exp=10

Webアクセス条件 2 /middle.html q=.* session=.*
exp=10

Webアクセス条件 3 /bottom.html q=.* session=.*
exp=10

Webアクセス条件 4 example/index.html q=.*
qqq=1

session=.*
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
行しました。

1. JP1/ITSLM - Managerにログインして［設定］画面の［Webトランザクション設定］
エリアを表示します。
［設定］画面の［Webトランザクション設定］エリアを次に示します。

図 3-29　［設定］画面の［Webトランザクション設定］エリア（設定例）

この図では，サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」に対してWeb
トランザクションを設定しようとしています。

2.［サービス一覧］で Group01の Service01を選択後，Webトランザクションの各項目
を設定するために，［新規登録］ボタンをクリックして［Webトランザクション登録］
画面を表示します。
［Webトランザクション登録］画面を次に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-30　［Webトランザクション登録］画面（設定例）

ここでは，Webトランザクション名として「Transaction1」と入力しています。
3. Webトランザクション「Transaction1」のWebアクセス条件を設定するために，［条
件追加］ボタンをクリックして［Webアクセス条件追加］画面を表示します。

4. 自動検出した URIからWebアクセス条件を取り込むため，「検出開始」ボタンをク
リックします。検出結果の例を次に示します。

図 3-31　検出された URIの例

図の 3行目の URIを編集して，Webアクセス条件を取り込むことにします。パスが
「top.html」，クエリが「q=1」，「time=2」となっているため，パスはそのままでクエ
リを「q=.*」，「time=.*」に変更して，Webアクセス条件 1と同じにします。

5. CookieもWebアクセス条件 1と同じにするため，3行目のURIを選択した状態で，
［Cookie編集］ボタンをクリックします。
［Cookie編集］画面を次に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-32　［Cookie編集］画面（設定例）

図の Cookieは「index=0」「area=000」となっているため，テキストボックスを編集
し，Webアクセス条件 1と同じ「session=.*」「exp=10」となるように変更して，
［OK］ボタンをクリックします。

6.［URI候補］3行目がWebアクセス条件 1と一致する URIとなったことを確認して，
3行目の URIを選択した状態で［∨ URI候補取り込み］ボタンをクリックします。
［Webアクセス条件定義］に，3行目の URIと同じパス，クエリ，Cookieの情報が表
示されます。
パス，クエリ，Cookieの情報が表示された［Webアクセス条件追加］画面の例を次
の図に示します。

図 3-33　パス，クエリ，Cookieの情報が表示された［Webアクセス条件追加］画面の
例

なお，この状態で［∧ Webアクセス条件適用］ボタンをクリックすると，入力した
［Webアクセス条件定義］が目的のWebアクセスと一致するかどうかを確認できま
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
す。
7. Webアクセス条件定義が入力されたら，［条件追加］ボタンをクリックします。

Webアクセス条件 1が Transaction1に追加されます。
8. Webアクセス条件 1の追加の完了後，残りのWebアクセス条件についても同様に追
加します。4つのWebアクセス条件の追加が完了したら，［閉じる］ボタンをクリッ
クして［Webトランザクション登録］画面に戻ります。
Webアクセス条件の追加が完了した［Webトランザクション登録］画面を次に示し
ます。

図 3-34　Webアクセス条件の追加が完了した［Webトランザクション登録］画面（設定
例）

9. Webアクセス条件を追加したあと，Webアクセスが同一ユーザーだと識別するため
に，セッション条件を指定します。［クエリ条件候補］から「q」を選択して［クエリ
条件］に移動し，［Cookie条件候補］から「session」を選択して［Cookie条件］に
移動します。
セッション条件を指定したら，［登録］ボタンをクリックして Transaction1を登録し
ます。

作業の結果
Transaction1が登録できたため，すべてのサービスの監視者は Transaction1につ
いて監視項目を設定することにしました。
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（4） 監視項目の設定

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，［設定］画面の［監視設定］エリアを表示し，Webト
ランザクションの監視項目を設定することにしました。
Webトランザクションの監視項目の設定例を次の図に示します。

図 3-35　Webトランザクションの監視項目の設定例

この図では，サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」の
「Transaction1」に対して監視項目を設定しています。監視項目の設定内容は，次の
とおりです。

［SLO監視設定］
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
表 3-8　［SLO監視設定］での設定内容例

（凡例）
－：設定できません。

　
［SLO監視設定］では，SLOの定義内容をしきい値として設定した上で，平均
応答時間とスループットについて監視対象サービスのサービス性能の異常をい
ち早く察知するために，傾向監視を設定しました。
また，サービス性能の異常発生時には，別の担当者にも連絡を取って対処しな
ければならないため，少なくとも 5時間前までにサービス性能の異常を察知す
る必要がありました。そのため，傾向監視の設定時間は 5時間としました。

［予兆検知設定］

表 3-9　［予兆検知設定］での設定内容例

（凡例）
－：設定できません。

　
［予兆検知設定］では，できるだけふだんのサービス性能に基づいた監視をする
ために，20日分のサービス性能でベースラインを算出することにしました。た
だし，監視は 5日後から開始したいと要望があったため，開始日数は 5日とし
ました。
また，すべての監視項目について外れ値検知をすることにした上で，ベースラ
インから離れたサービス性能が得られた場合に，敏感に検知できるよう感度を
高く設定することにしました。さらに，複数の監視項目を組み合わせた外れ値
検知も実施して，外れ値検知の精度を上げるよう設定しました。

作業の結果
「Service01」に対して，Webトランザクション「Transaction1」の設定と監視項目
の設定が完了したため，「Service01」の監視と合わせて「Transaction1」の監視を
実行することにしました。監視の実行例については，「4.6.2　監視対象サービスの処

チェックボックス 項目名 しきい値 チェックボック
ス

傾向監視

チェックする 平均応答時間 12000 チェックする 5

チェックする スループット 1600 チェックする 5

チェックする エラー率 4.0 － －

ベースライ
ン算出日数

開始日数 チェックボッ
クス

項目名 感度 相関項目

20 5 チェックする 平均応答時間 高 スループット

チェックする スループット 高 －

チェックする エラー率 高 －
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理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（実行例）」を参照してくださ
い。

3.3.3　監視対象サービスの状況の定期的な評価（設定例）
ここでは，JP1/ITSLMを使用した監視対象サービスの状況の定期的な評価について，あ
る条件に基づいて具体的にどのように検討・設定するとよいかを，例を用いて説明しま
す。

（1） 前提条件

この設定例の条件は，次のとおりです。

●サービスの提供品質（サービスレベル）について，サービスの委託元（サービスの提
供者）と委託先（データセンター）の間で契約はなく，データセンターでは最低限の
監視だけが求められている。

●サービスの委託元の担当者は，月々のサービスレベルによってはシステム増強に応じ
る姿勢でおり，データセンターのすべてのサービスの監視者はサービスの委託元の担
当者に対して定期的な報告をすることにしている。

●委託されたサービスは，次のとおり監視対象サービスとして登録されている。
• サービスグループ：Group01
サービスグループ Group01に属するサービス：Service01～ Service03

• サービスグループ：Group02
サービスグループ Group02に属するサービス：Service04，Service05

• サービスグループ：Group03
サービスグループ Group03に属するサービス：Service06

• サービスグループ：Group04
サービスグループ Group04に属するサービス：Service07

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。

図 3-36　監視対象サービスの状況の定期的な評価（設定例）に関わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
SLAを締結していないため，各監視項目についてしきい値を検討し，［設定］画面
で監視項目を設定する。また，監視結果をサービスの委託元の担当者に対して定期
的に報告する必要がある。

• サービスの委託元の担当者
サービスを委託した，サービスの提供者である。委託先のすべてのサービスの監視
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
者からの定期報告を受ける。定期報告時にシステムの増強について提案を受けた場
合は検討の上，妥当であれば承認する。
すべてのサービスの監視者に対してサービスレベルの管理は要求していない。

（2） しきい値の定義

JP1/ITSLMでの監視項目の設定に向けた作業
すべてのサービスの監視者は，サービスの委託元の担当者から得たサービスの利用
者数やサービスの内容などの情報に基づき，次のようにしきい値を定義することに
しました。
• 平均応答時間：2,500ミリ秒
• スループット：250件／秒
• エラー率：1.0％

作業の結果
しきい値が定義できたため，すべてのサービスの監視者は各監視対象サービスにつ
いて，監視項目を設定することにしました。

（3） 監視項目の設定

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，JP1/ITSLM - Managerにログインして［設定］画面
を表示し，定義したしきい値に基づき，監視対象サービスの監視項目を設定するこ
とにしました。
しきい値に基づいた監視対象サービスの監視項目の設定例を次の図に示します。
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
図 3-37　しきい値に基づいた監視対象サービスの監視項目の設定例

この図では，サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」に対して監視
項目を設定しています。監視項目の設定内容は，次のとおりです。

［SLO監視設定］

表 3-10　［SLO監視設定］での設定内容例

（凡例）
－：設定できません。

　
［SLO監視設定］では，しきい値として定義した内容を設定しました。

チェックボックス 項目名 しきい値 チェックボック
ス

傾向監視

チェックする 平均応答時間 2500 チェックしない －

チェックする スループット 250 チェックしない －

チェックする エラー率 1.0 － －
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3.　サービス性能の監視と監視に必要な設定
なお，サービスレベルの管理について契約はしていないため，傾向監視や外れ
値検知の設定はしていません。ただし，［ベースライン算出日数］と［開始日
数］は入力が必須であるため，デフォルト値を入力したままにしています。

作業の結果
サービスグループ「Group01」のサービス「Service01」について設定が完了したた
め，残りの監視対象サービスについても同様に監視項目の設定をすることにしまし
た。
すべての監視対象サービスの設定が完了したあと，監視を実行します。監視の実行
例については，「4.6.3　監視対象サービスの状況の定期的な評価（実行例）」を参照
してください。
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4　 監視の実行
この章では，JP1/ITSLMを使用した監視作業の概要と，監視
の実行について説明します。監視の実行では，監視の開始と停
止，監視対象サービスの状況の監視，監視対象サービスにエ
ラーまたは警告が表示された場合の原因調査の支援，および定
期報告に使用するレポートの作成などを実行します。

4.1　JP1/ITSLMを使用した監視作業の概要

4.2　監視の開始と停止

4.3　監視対象サービスの状況の監視

4.4　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場合の原因調査の支
援

4.5　レポートの作成

4.6　監視の実行例
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4.　監視の実行
4.1　JP1/ITSLMを使用した監視作業の概要

JP1/ITSLMでは，監視者がサービスの状況を監視できるようにすることで，監視対象
サービスの安定運用を支援します。

監視対象サービスの状況の評価指標である SLOが定められたシステムでは，SLOを遵
守してサービスレベルを維持するために監視を実行します。JP1/ITSLMでは，監視した
内容を基に，しきい値を超過する前に警告を通知します。警告の段階で適切な対処をす
ることで，SLOの遵守を実現し，監視対象サービスのサービス性能に異常が発生するの
を防げます。また，監視した内容を月ごとのレポートとしてまとめることで，SLOを遵
守していることを記録して報告できます。

ここでは，JP1/ITSLMを使用した監視の開始から停止までの流れ，および JP1/ITSLM
を使用した監視で使用する画面について説明します。

4.1.1　監視の流れ
JP1/ITSLMを使用して監視対象サービスの状況を監視する流れを次の図に示します。な
お，この流れは，3章で示した内容に沿って，JP1/ITSLMに監視対象サービスが登録さ
れており，監視のために必要な設定が完了していることを前提としています。
132



4.　監視の実行
図 4-1　監視対象サービスの状況を監視する流れ

1. 監視の開始
監視を開始する方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

2. 監視対象サービスの状況の監視
監視対象サービスの状況は，画面で確認できます。SLOが遵守できていることを確認
するほか，サービス性能がふだんと異なる値を示していないかどうかなども確認でき
ます。
確認の際には，ログインしているユーザーが監視を担当しているサービスグループ全
体の状況を把握した上で気になる監視対象サービスの詳細な状況を確認したり，あら
かじめ注目していた監視対象サービス（新規に登録したサービスや以前に問題があっ
たサービスなど）を特定して監視対象サービスの詳細な状況を確認したりできます。
監視対象サービスの状況を監視する方法については，「4.3　監視対象サービスの状況
の監視」を参照してください。

3. 原因調査と復旧の確認
監視対象サービスの状況の監視中に問題を発見した場合や，監視対象サービスの利用
者からの問い合わせに対応するための調査が必要になった場合に，問題の発生時期の
確認や，過去データの確認ができます。確認した結果を基に，問題の発生原因を調査
し，対処します。また，問題への対処が完了したら，監視対象サービスが正常な状況
に復旧したことを確認します。
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4.　監視の実行
原因調査の支援となる情報の確認方法については，「4.4　監視対象サービスにエラー
または警告が表示された場合の原因調査の支援」を参照してください。

4. レポート作成
監視結果を基にレポートを作成する際に，1か月単位の監視結果を画面に表示して，
ファイルに出力できます。これによって，SLOを遵守したことの記録や月次レポート
作成の作業を効率化できます。
レポートを作成するためのデータの確認方法およびデータの出力方法については，
「4.5　レポートの作成」を参照してください。

5. 監視の停止
監視項目の設定を変更したり，JP1/ITSLMのログ出力などの動作を変更したりした
い場合，一度監視を停止する必要があります。
監視を停止する方法については，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。
該当の監視対象サービスを再度監視の対象にする場合は，1.に戻って監視を開始して
ください。

4.1.2　監視で使用する画面
監視の実行では，次の表に示す 5種類の画面を使用します。

表 4-1　監視の実行で使用する画面

項番 画面 使用するタイミン
グ

用途 画面の見方の詳細

1 ［設定］画面 • 監視の開始
• 監視の停止

監視対象サービスの監視を開
始または停止するときに使用
します。

4.2.1
4.2.2

2 ［ホーム］画面 監視対象サービス
の状況の監視

監視対象サービスの状況を監
視するときに使用します。
監視を担当しているすべての
監視対象サービスのエラー・
警告などの発生状況をまとめ
て把握したり，注意が必要な
監視対象サービスを確認した
りできます。

4.3.1

3 ［リアルタイム監
視］画面

• 監視対象サービ
スの状況の監視

• 復旧の確認

監視対象サービスの状況を監
視するときに使用します。
確認する必要がある監視対象
サービスが明確になっている
場合に，監視対象サービスを
指定して直接詳細な状況を確
認できます。
また，問題への対処を実施し
たあとで，監視対象サービス
の状況が正常に復旧している
ことも確認できます。

4.3.2
4.4.3
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4.　監視の実行
注※　［レポート］画面で出力できる CSVファイルについて説明しています。

それぞれの画面は，ログイン後の画面の上部に表示される，次の図に示すボタンをク
リックすることで表示できます。なお，表示されている画面と同じ画面を表示するため
のボタンをクリックしても，画面は更新されません。

図 4-2　画面を切り替えるボタン

また，［ホーム］画面に表示されたエラー・警告などの一覧や，［リアルタイム監視］画
面に性能グラフを表示した状態から，［問題調査］画面を表示することもできます。この
場合，［ホーム］画面や［リアルタイム監視］画面で選択していた監視対象サービスを選
択した状態で，［問題調査］画面を表示できます。表示方法については，「4.4　監視対象
サービスにエラーまたは警告が表示された場合の原因調査の支援」を参照してください。

なお，［設定］画面以外の画面では，画面遷移後に遷移元の画面を再度表示したとき，遷
移前の画面の情報が表示されます。ただし，表示内容が定期的に更新される画面につい
ては，画面を遷移した時点で中断された更新処理が遷移元の画面を再表示したときに再
開されるため，表示される画面が異なることがあります。また，［設定］画面について
は，画面遷移後に遷移元の画面を表示しても，遷移前の情報は表示されません。

次に，複数の画面で共通して表示されるアイコンおよびエリアについて説明します。

画面に表示されるアイコン
［ホーム］画面，［リアルタイム監視］画面，および［問題調査］画面には，警告や
エラーなどが発生して監視対象サービスの状況が変わったことを示すイベントが一
覧で表示されます。各イベントには，監視対象サービスの状況を示すアイコンが表
示されます。アイコンを確認することで，状況を確認する必要がある監視対象サー
ビスを特定できます。
表示されるアイコンと，アイコンが示す監視対象サービスの状況を次の表に示しま
す。また，これらのアイコンが表示される監視（検知）の種類と監視項目について
も示します。

4 ［問題調査］画面 原因調査 エラーや警告などの問題が発
生した場合に，問題の原因と
なる事象が発生した時期を確
認するときに使用します。過
去のサービス性能をさかの
ぼって確認できます。

4.4.1
4.4.2

5 ［レポート］画面 レポートの作成 監視結果を月次報告するため
のレポートを作成する際に使
用する情報を画面に表示，ま
たはファイルに出力するとき
に使用します。

4.5.1
4.5.2※

項番 画面 使用するタイミン
グ

用途 画面の見方の詳細
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4.　監視の実行
表 4-2　アイコンが示している監視対象サービスの状況

（凡例）
－：該当しません。

注※
複数の監視項目を組み合わせた外れ値検知では表示されません。

［サービス一覧］エリア
監視の実行で使用する［リアルタイム監視］画面，［問題調査］画面および［レポー
ト］画面では，監視対象サービスを選択するための［サービス一覧］エリアが表示
されます。

項番 アイコン 種類 監視対象サービスの
状況

監視（検知）
の種類

監視項目

1 エラー サービス性能がしき
い値を超過しました。
すぐに対処が必要で
す。

しきい値監視 平均応答時間
スループット
エラー率

2 警告 サービス性能がしき
い値を超過しそうな
傾向を検知しました。
必要に応じて対処し
てください。

傾向監視 平均応答時間
スループット

サービス性能がふだ
んの平均値を大きく
離れました。必要に
応じて対処してくだ
さい。

外れ値検知 平均応答時間
スループット
エラー率※

3 正常 正常です。 － －

4 監視停止中 監視対象サービスの
監視が開始されてい
ません。
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4.　監視の実行
［サービス一覧］エリアには，ログインしているユーザーが監視を担当しているサー
ビスグループ，監視対象サービス，および監視対象サービスの監視対象の一覧が階
層表示されます。サービスグループ，監視対象サービス，および監視対象サービス
の監視対象を選択して，［サービス性能情報］エリアや［イベント／性能グラフ］エ
リアに表示する内容を絞り込めます。
表示項目を次の表に示します。
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4.　監視の実行
項番 項目 説明

1 監視対象サービス検索テ
キストボックスおよび

（検索）ボタン

サービスグループと監視対象サービスの一覧に表示する
監視対象サービスを検索によって絞り込みます。検索の
対象となるのは監視対象サービス名だけです。サービス
グループ名および監視対象名は検索できません。

テキストボックスに文字列を入力して， （検索）ボ

タンをクリックするか，またはキーボードの「Enter」
キーを押すと，検索が開始されます。入力した文字列と
部分一致する名称を持つ監視対象サービスが，サービス
グループとともに表示されます。サービスグループは開
いた状態で表示されます。
テキストボックスに入力できる文字列は 64文字以内で
す。
テキストボックスが空欄の状態で検索を実行した場合，
ログインしているユーザーが監視を担当しているサービ
スグループの一覧が表示されます。

2 ［すべてのサービスを表
示］

ログインしているユーザーが監視を担当している監視対
象サービスの一覧が階層表示されます。

3 サービスグループ，監視
対象サービス，監視対象
サービスの監視対象の一
覧

サービスグループと監視対象サービスが，階層表示され
ます。
一覧に表示されたサービスグループ，監視対象サービス，
および監視対象サービスの監視対象をクリックすると，
［サービス性能情報］エリアや［イベント／性能グラフ］
エリアの表示内容が切り替わります。
［サービス一覧］エリアで検索を実行して表示する監視対
象サービスを絞り込んだ状態でサービスグループを選択
すると，そのサービスグループに属している監視対象
サービスのうち，検索結果として表示されている監視対
象サービスの情報だけが表示されます。なお，選択中の
監視対象サービスを再度選択しても，画面の表示は更新
されません。
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4.　監視の実行
4.2　監視の開始と停止
登録した監視対象サービスに対して監視を開始します。また，監視をやめるには監視中
の監視対象サービスの監視を停止します。

ここでは，JP1/ITSLMを使った監視を開始および停止するための手順について説明しま
す。

4.2.1　監視を開始する
監視対象サービスの監視を開始するには，サービスグループ管理者が JP1/ITSLM - 
Managerにログインし，監視を開始するための設定をする必要があります。監視対象
サービスの監視を開始すると，該当の監視対象サービスに設定されたWebトランザク
ションの監視も開始されます。

ここでは，監視対象サービスの監視を開始するための作業手順を説明します。

（1） 作業の前に

●サービスグループ管理者の権限があることを確認してください。

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視項目を設定していることを確認してください。
監視項目の設定方法については，「3.2.5　監視項目を設定する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。
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4.　監視の実行
1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。

2.［監視開始・停止］を選択する。
［監視開始・停止］エリアに，ログインしているユーザーが監視を担当しているすべ
ての監視対象サービスが一覧で表示されます。

3. 表示された監視対象サービスの一覧から，監視を開始する監視対象サービスのチェッ
クボックスをチェックする。

4.［開始］ボタンをクリックする。
チェックした監視対象サービスの監視が開始されます。

開始処理が成功すると，［監視状態］が［開始］に変わります。
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4.　監視の実行
（3） 画面の見方

［監視開始・停止］エリア

表示項目を次の表に示します。

（4） 補足事項

●チェックした監視対象サービスの監視の開始処理が終了するまで，ほかの操作はでき
ません。

●［監視開始・停止］エリアのチェックボックスがどれもチェックされていない場合，
［開始］ボタンはクリックできません。

●すでに監視を開始している監視対象サービスをチェックして［開始］ボタンをクリッ

項番 項目 説明

1 チェックボックス 監視を開始する監視対象サービスをチェックします。
タイトル行のチェックボックスをチェックすると，すべ
ての行がチェックされます。同様にチェックボックスの
チェックを外すと，すべての行のチェックが外れます。

2 ［サービスグループ］ サービスグループの名称が表示されます。

3 ［サービス］ 監視対象サービスの名称が表示されます。

4 ［監視状態］ 監視対象サービスの現在の監視状態が表示されます。
［開始］は，監視が開始されている状態です。
［停止］は，監視が停止されている状態です。

5 ［開始］ボタン チェックボックスでチェックした監視対象サービスの監
視を開始します。
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4.　監視の実行
クした場合，監視状態は変わりません。

●複数の監視対象サービスをチェックして監視を開始する場合，開始処理は並列で実行
されます。そのため，一部の監視対象サービスに対する処理でエラーが発生した場合
も，ほかの監視対象サービスに対する処理は続行されます。ただし，ほかのユーザー
が削除した監視対象サービスを選択して監視を開始しようとした場合，エラーメッ
セージが表示され，選択したすべての監視対象サービスに対する監視の開始処理が中
断されます。この場合は，対象にする監視対象サービスを選択し直して，再度［開始］
ボタンをクリックしてください。

●一部の監視対象サービスの監視の開始に失敗した場合，エラーメッセージが表示され
ます。エラーに対処したあと，再度［開始］ボタンをクリックしてください。

●チェックした監視対象サービスを監視している JP1/ITSLM - URが起動していない場
合，該当する監視対象サービスの監視の開始は失敗します。開始に失敗した監視対象
サービスは，メッセージログに出力された KNAS16304-Eメッセージで確認できま
す。

●監視を開始すると，開始した時刻が監視の種類ごとにメッセージログに出力されます。
監視の種類ごとに出力されるメッセージを次に示します。
• しきい値監視：KNAS32017-Iメッセージ
• 傾向監視：KNAS32018-Iメッセージ
• 予兆検知：KNAS32019-Iメッセージ

●監視対象サービスの監視を開始した場合，監視に利用する JP1/ITSLM - URの監視が
一度停止され，再開始されます。そのため，監視を開始する監視対象サービスと同じ
JP1/ITSLM - URで監視していたWebトランザクションは 1つ目のWebアクセスか
ら監視がやり直されます。

（5） 関連項目

●「4.2.2　監視を停止する」

4.2.2　監視を停止する
一度監視を開始した監視対象サービスの監視項目の設定を変更する場合，設定を変更す
る監視対象サービスの監視を停止する必要があります。また，JP1/ITSLMの動作を変更
する場合や監視対象サービスを登録・削除する場合には，すべての監視対象サービスの
監視を停止する必要があります。監視対象サービスの監視を停止すると，該当の監視対
象サービスに設定されたWebトランザクションの監視も停止されます。

ここでは，監視対象サービスの状況の監視を停止するための作業手順を説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
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4.　監視の実行
してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［設定］画面を次に示します。

1.［設定］ボタンをクリックする。
［設定メニュー］エリアが表示されます。

2.［監視開始・停止］を選択する。
［監視開始・停止］エリアに，ログインしているユーザーが監視を担当しているすべ
ての監視対象サービスが一覧で表示されます。

3. 表示された監視対象サービスの一覧から，監視を停止する監視対象サービスのチェッ
クボックスをチェックする。

4.［停止］ボタンをクリックする。
チェックした監視対象サービスの監視が停止されます。

停止処理が成功すると，［監視状態］が［停止］に変わります。
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4.　監視の実行
（3） 画面の見方

［監視開始・停止］エリア

表示項目を次の表に示します。

（4） 補足事項

●チェックした監視対象サービスの監視の停止処理が終了するまで，ほかの操作はでき
ません。

●［監視開始・停止］エリアのチェックボックスがどれもチェックされていない場合，
［停止］ボタンはクリックできません。

●すでに監視を停止している監視対象サービスをチェックして［停止］ボタンをクリッ

項番 項目 説明

1 チェックボックス 監視を停止する監視対象サービスをチェックします。
タイトル行のチェックボックスをチェックすると，すべ
ての行がチェックされます。同様にチェックボックスの
チェックを外すと，すべての行のチェックが外れます。

2 ［サービスグループ］ サービスグループの名称が表示されます。

3 ［サービス］ 監視対象サービスの名称が表示されます。

4 ［監視状態］ 監視対象サービスの現在の監視状態が表示されます。
［開始］は，監視が開始されている状態です。
［停止］は，監視が停止されている状態です。

5 ［停止］ボタン チェックボックスで選択した監視対象サービスの監視を
停止します。
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4.　監視の実行
クした場合，監視状態は変わりません。

●複数の監視対象サービスをチェックして監視を停止する場合，停止処理は並列で実行
されます。そのため，一部の監視対象サービスに対する処理でエラーが発生した場合
も，ほかの監視対象サービスに対する処理は続行されます。ただし，ほかのユーザー
が削除した監視対象サービスを選択して監視を停止しようとした場合，エラーメッ
セージが表示され，選択したすべての監視対象サービスに対する監視の停止処理が中
断されます。この場合は，対象にする監視対象サービスを選択し直して，再度［停止］
ボタンをクリックしてください。

●一部の監視対象サービスの監視の停止に失敗した場合，エラーメッセージが表示され
ます。エラーに対処したあと，再度［停止］ボタンをクリックしてください。

●チェックした監視対象サービスを監視している JP1/ITSLM - URが起動していない場
合でも，該当する監視対象サービスの監視の停止は成功します。ただし，起動してい
ない JP1/ITSLM - URの個数分，KNAS16414-Wメッセージがメッセージログに出力
されます。

●監視対象サービスの監視を停止した場合，監視に利用する JP1/ITSLM - URの監視が
一度停止され，再開始されます。そのため，監視を開始する監視対象サービスと同じ
JP1/ITSLM - URで監視していたWebトランザクションは 1つ目のWebアクセスか
ら監視がやり直されます。

（5） 関連項目

●「3.2.5　監視項目を設定する」

●「4.2.1　監視を開始する」

●「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」
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4.　監視の実行
4.3　監視対象サービスの状況の監視
JP1/ITSLMでは，監視対象サービスの状況の監視結果について，すべてのサービスグ
ループの状況をまとめて確認できます。また，特定のサービスグループの監視対象サー
ビスを選択して，詳細に確認することもできます。

監視対象サービスの状況の監視では，画面に表示された （警告）アイコンを基に，

SLOの超過やサービス性能の異常の発生を事前に検知できます。また，SLOの超過が発

生してしまった場合は画面に （エラー）アイコンが表示されるため，早急に対処が必

要であることを判断できます。

ここでは，監視対象サービスの状況を確認する方法について説明します。

4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況
を確認する

ここでは，すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況をまとめて確認する方
法について説明します。サービスグループ全体の監視対象サービスの状況を把握した上
で，特に注意が必要な監視対象サービスを調べ，該当する監視対象サービスのエラーや
警告の発生状況を確認できます。

確認には，［ホーム］画面を使用します。［ホーム］画面では，次の項目を確認できます。

●サービスグループごとの監視対象サービスの状況
1つのサービスグループに属しているすべての監視対象サービスの数を 100％とした
場合の割合に応じて，エラー，警告，正常，監視停止中の監視対象サービスの割合が，
帯グラフで確認できます。

●注意して監視する必要がある監視対象サービス
過去 7日間の監視対象サービスの状況を基に，警告が多発している監視対象サービス
など，注意して監視する必要がある監視対象サービスを確認できます。

●監視対象サービス全体で発生したイベント
監視対象サービス全体で過去 7日間に発生したエラーや警告などのイベントを一覧で
確認できます。

なお，［ホーム］画面の表示は，3秒ごとに最新の状態に更新されます。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。
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4.　監視の実行
（2） 作業手順

この作業で使用する［ホーム］画面を次に示します。

1.［ホーム］画面が表示されていない場合は，［ホーム］ボタンをクリックする。
［現在のサービスグループ状況サマリー］エリア，［要注意サービス］エリア，および
［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアが表示されます。各エリアの情報を基に，
監視している監視対象サービス全体の状況，および特定の監視対象サービスの状況を
確認してください。
なお，手順 2.以降の確認の流れは一例です。

2.［現在のサービスグループ状況サマリー］エリアを確認して，監視対象のサービスグ
ループ全体の監視対象サービスの状況を把握する。

3.［要注意サービス］エリアを確認して，注意が必要な監視対象サービスを特定する。

4.［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアを確認して，手順 3.で特定した監視対象
サービスのエラーや警告の発生状況を調べる。
確認済みのイベントについては，［状態］列をクリックして，［未読］を［既読］に変
更してください。
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4.　監視の実行
監視対象サービスの状況がすべて正常の場合，確認は完了です。

各エリアにエラーや警告が表示されている場合や，気になる状況が表示されている場合
は，原因を調査してください。［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアの［詳細］列を
クリックすると，［問題調査］画面に遷移します。［問題調査］画面では，イベントの原
因となった事象の発生時期を確認できます。原因となった事象の発生時期の確認方法に
ついては，「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」を参照
してください。

（3） 画面の見方

［現在のサービスグループ状況サマリー］エリア

ログインしているユーザーが監視を担当しているサービスグループの状態が，一覧
で表示されます。表示は，3秒ごとに更新されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 ［サービスグループ］ ログインしているユーザーが監視を担当しているサービ
スグループの名称が表示されます。
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4.　監視の実行
注※
監視の開始後，監視対象サービスの監視対象の性能分析を実行するプロセスで，メモリ不足や
スレッドの異常終了が発生した監視対象サービスも監視停止中となります。この場合は，該当
の監視対象サービスの監視を停止して，メッセージログに出力される KNAS32021-Eメッセー
ジを基に原因に対処したあと，再度監視を開始してください。
メッセージログの詳細については「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

2 ［サービスグループ状況
（％）］

サービスグループに属している監視対象サービスの現在
の状況が表示されます。
1つのサービスグループに属しているすべての監視対象
サービスの数を 100％とした場合の割合に応じて，エ
ラー，警告，正常，監視停止中の監視対象サービスの割
合が，帯グラフで表示されます。
帯グラフの色の意味は次のとおりです。
赤（エラー）

しきい値監視でエラーが発生している監視対象サー
ビスの割合です。

黄（警告）
傾向監視または外れ値検知で警告が発生している監
視対象サービスの割合です。

緑（正常）
正常な監視対象サービスの割合です。

灰（監視停止中）※

監視を停止している監視対象サービスの割合です。
なお，1つの監視対象サービスの中で複数の監視対象に
異なる状態が発生している場合，「赤（エラー） ＞ 黄（警
告） ＞ 緑（正常）」の優先順位で，最も優先順位の高い監
視対象の状態の色が表示されます（監視停止中の監視対
象サービスにほかの状態が発生することはありません）。
例を示します。
• All Web Access：緑（正常）
• Webトランザクション 1：緑（正常）
• Webトランザクション 2：黄（警告）

このような状態の場合，監視対象サービスの状況は黄
（警告）となります。

3 ［サービス数］ サービスグループに属している監視対象サービスの数が
表示されます。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
［要注意サービス］エリア

過去 7日間に発生したエラーまたは警告の件数を基に，監視対象サービスがランキ
ング表示されます。表示は，3秒ごとに更新されます。表示の優先順位は次のとお
りです。
1. エラー件数の多い監視対象サービスから順番に表示されます。
2. エラー件数が等しい場合，警告件数が多い監視対象サービスが上に表示されま
す。

3. 警告件数が等しい場合，サービスグループの名称および監視対象サービスの名称
の Unicode順で表示されます。

表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 ［サービス］ ログインしているユーザーが監視を担当している監視対
象サービスの名称が表示されます。

2 ［サービスグループ］ ［サービス］に表示された監視対象サービスが属するサー
ビスグループの名称が表示されます。
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4.　監視の実行
注※
監視の開始後，監視対象サービスの監視対象の性能分析を実行するプロセスで，メモリ不足や
スレッドの異常終了が発生した監視対象サービスも，［現在］の表示は監視停止中となります。
この場合は，該当の監視対象サービスの監視を停止して，メッセージログに出力される
KNAS32021-Eメッセージを基に原因に対処したあと，再度監視を開始してください。
メッセージログの詳細については「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

3 ［現在］ ［サービス］に表示された監視対象サービスの現在の平均
応答時間，スループット，およびエラー率の監視結果が，
次に示すアイコンで表示されます。

（エラー）

しきい値監視でエラーが発生している項目がありま
す。

（警告）

傾向監視または外れ値検知で警告が発生している項
目があります。

（正常）

各項目の状況は正常です。

（監視停止中）※

該当の監視対象サービスは，現在監視停止中です。
なお，1つの監視対象サービスの中で複数の監視対象に
異なる状態が発生している場合，「エラー ＞ 警告 ＞ 正
常」の優先順位で，最も優先順位の高い監視対象の状態
のアイコンが表示されます（監視停止中の監視対象サー
ビスにほかの状態が発生することはありません）。
例を示します。

• All Web Access： （正常）

• Webトランザクション 1： （正常）

• Webトランザクション 2： （警告）

このような状態の場合，監視対象サービスの状況は

（警告）となります。

4 ［エラー］［警告］ ［サービス］に表示された監視対象サービスで過去 7日間
に発生したエラーおよび警告の累計件数が表示されます。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
［過去 7日間の発行イベント一覧］エリア

該当する監視対象サービスで過去 7日間に発生したイベントの詳細が最新のものか
ら順に，20件ずつ表示されます。イベントは，一度表示されたら 7日間経過するま
で表示され続けます。表示は，3秒ごとに更新されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 累計件数 過去 7日間で発生したイベントの種類（エラー，警告ま
たは正常）ごとの累計件数が表示されます。

2 X件中 Y-Z件表示 監視対象サービスに発生したイベントが 20件を超える
場合に，ページを切り替えます。
または をクリックすると，前後のページが表示さ

れます。前のページまたは次のページがない場合はク
リックできません。
Xは，過去 7日間に発行されたイベントの総数です。Y
および Zには，現在のページに何件目から何件目までが
表示されているかが表示されます。

3 ［状態］ 該当のイベントが確認済みであるかどうかの状態が表示
されます。
未読
［状態］列をクリックしていないデフォルトの状態で
す。この行の項目は太字で表示されます。

既読
［状態］列をクリックした状態です。

該当する行の内容を確認したら，この列をクリックして
［未読］を［既読］に変更してください。［未読］が［既
読］に変更されるまでの間，画面は操作できません。な
お，一度［既読］に変更したイベントを［未読］に戻す
ことはできません。
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4.　監視の実行
4 ［重要度］ イベント発生時の平均応答時間，スループット，および
エラー率の状況が，次に示すアイコンで表示されます。

（エラー）

しきい値監視でエラーが発生したことを示します。

（警告）

傾向監視または外れ値検知で警告が発生したことを
示します。

（正常）が表示されることはありません。

なお，同一時刻のサービス性能に複数の状況が発生して
いる場合，アイコンは「エラー ＞ 警告」の優先順位で表
示されます。

5 ［検出日時］ イベントが発生した日時が「YYYY-MM-DD△
hh:mm:ss」の形式で表示されます。
（YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時間，mm：分，
ss：秒）

6 ［種別］ エラーまたは警告の種別が，次の文字列で表示されます。
THRESHOLD

しきい値超過を検知したことを示します（エラー）。
OUTLIER

ふだんの監視対象サービスの状況と大きく異なる外
れ値を検知したことを示します（警告）。

TREND
しきい値を超過しそうな傾向を検知したことを示し
ます（警告）。

7 ［詳細］ ［種別］で表示されたエラーまたは警告の詳細が，次の文
字列で表示されます。表示される内容は，［種別］と対応
しています。
UPPER△ LIMIT
［種別］が［THRESHOLD］または［OUTLIER］
の場合に表示されます。
［種別］が［THRESHOLD］の場合は，［監視項目］
のサービス性能がしきい値を超過したことを示しま
す。
［種別］が［OUTLIER］の場合は，［監視項目］の
サービス性能が上限値を上回ったことを示します。

LOWER△ LIMIT
［種別］が［OUTLIER］の場合に表示されます。
［監視項目］のサービス性能が下限値を下回ったこと
を示します。

YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss
［種別］が［TREND］の場合に表示されます。［監
視項目］のサービス性能がしきい値を超過すると見
込まれる時刻が表示されます。（YYYY：年，MM：
月，DD：日，hh：時間，mm：分，ss：秒）

また，この列をクリックすることで，［問題調査］画面の
性能グラフを表示できます。表示方法については，「4.4
　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場
合の原因調査の支援」を参照してください。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
（4） 補足事項

●傾向監視をしている場合，傾向を計算する直近の時刻範囲の 30％以上でサービス性能
を取得しているときに傾向監視を開始します。ただし，開始後にサービス性能の取得
量が減った場合は一度監視を停止し，サービス性能がそろってから再開します。この
とき［現在のサービスグループ状況サマリー］エリアや，［要注意サービス］エリアに
は，監視停止中ではなく正常として表示されます。傾向がしきい値を超過していても，
サービス性能がそろうまでは正常として表示されます。

（5） 関連項目

●「4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」

4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を
確認する

ここでは，特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する方法について
説明します。

新たに監視を開始したり，過去に問題があったりした監視対象サービスなど，特に注目
して監視する必要がある監視対象サービスがわかっている場合には，［リアルタイム監
視］画面を使用して状況を確認します。［リアルタイム監視］画面では，次の項目を確認
できます。

●特定のサービスグループまたは監視対象サービスの状況
特定のサービスグループまたは監視対象サービスの状況を確認できます。

●特定のサービスグループまたは監視対象サービスで発生したイベント
特定のサービスグループまたは監視対象サービスで発生したエラーや警告などのイベ
ントを一覧で確認できます。

●特定の監視対象サービスの監視対象の性能グラフ
特定の監視対象サービスの現在のサービス性能を，折れ線グラフで確認できます。

なお，［リアルタイム監視］画面の表示は，3秒ごとに最新の状態に更新されます。

8 ［サービスグループ］ イベントが発生したサービスグループの名称が表示され
ます。

9 ［サービス］ イベントが発生した監視対象サービスの名称が表示され
ます。

10 ［監視対象］ イベントが発生した監視対象の名称が表示されます。

11 ［監視項目］ イベントが発生した監視項目が表示されます。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［リアルタイム監視］画面を次に示します。

1.［リアルタイム監視］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリア，［サービス性能情報］エリア，および［イベント／性能グラ
フ］エリアが表示されます。［イベント／性能グラフ］エリアは［イベント］タブが
選択された状態で表示されます。

2.［サービス一覧］エリアでサービスグループ，監視対象サービス，または監視対象
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4.　監視の実行
サービスの監視対象を選択する。
［サービス性能情報］エリアおよび［イベント／性能グラフ］エリアに，選択した
サービスグループ，監視対象サービス，または監視対象サービスの監視対象について
のサービス性能が表示されます。表示内容を確認してください。
監視対象サービスの監視対象を選択した場合は，手順 4.に進んでください。

3.［サービス性能情報］エリアで監視対象サービスまたは監視対象サービスの監視対象
を選択する。

4.［性能グラフ］タブをクリックして，現在の監視対象サービスの監視対象の状況をグ
ラフで確認する。
選択した監視対象サービスの監視対象について，現在の状況を示す性能グラフが表示
されます。

［サービス性能情報］エリアの表示がすべて正常の場合，確認は完了です。

［サービス性能情報］エリアや［イベント／性能グラフ］エリアにエラーや警告が表示さ
れている場合や，気になる状況が表示されている場合は，原因を調査してください。［イ
ベント／性能グラフ］エリアの［性能グラフ］タブを選択して，［イベント／性能グラ
フ］エリア内の［問題調査］ボタンをクリックすると，［問題調査］画面に遷移します。
［問題調査］画面では，イベントの原因となった事象の発生時期を確認できます。原因と
なった事象の発生時期の確認方法については，「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった
事象の発生時期を確認する」を参照してください。

（3） 画面の見方

［サービス一覧］エリア
［サービス一覧］エリアについては，「4.1.2　監視で使用する画面」を参照してくだ
さい。

［サービス性能情報］エリア

［サービス一覧］エリアでの選択に応じて，サービス性能が次のように表示されま
す。
•［サービス一覧］エリアでサービスグループを選択した場合，サービスグループ内
のすべての監視対象サービスのサービス性能が表示されます。監視対象サービス
の左にあるアイコン［ ］をクリックするとアイコンが［ ］に変わって監視
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4.　監視の実行
対象のサービス性能が表示されます。ただし，［サービス一覧］エリアで検索を実
行して，表示する監視対象サービスを絞り込んでいた場合は，検索結果として表
示されている監視対象サービスのサービス性能だけが表示されます。

•［サービス一覧］エリアで監視対象サービスまたは監視対象サービスの監視対象を
選択した場合，選択した監視対象サービスと監視対象の情報が表示されます。

•［サービス一覧］エリアで何も選択していない場合，ログインしているユーザーが
監視を担当しているすべての監視対象サービスのサービス性能が表示されます。

表示は，3秒ごとに更新されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 累計件数 過去 7日間で発生したイベントの種類（エラー，警告ま
たは正常）ごとの累計件数が表示されます。

2 総件数 監視対象の総件数が表示されます。

3 ［監視対象］ 監視対象サービスと監視対象の名称が表示されます。

4 ［サービスグループ］ 監視対象サービスが属するサービスグループの名称が表
示されます。

5 ［総合］ ［監視対象］に表示された監視対象サービスの状況を総合
的に判定した監視結果が，次に示すアイコンで表示され
ます。

（エラー）

しきい値監視でエラーが発生している項目がありま
す。

（警告）

傾向監視または外れ値検知で警告が発生している項
目があります。

（正常）

各項目の状況は正常です。

（監視停止中）※ 1

該当の監視対象サービスは，現在監視停止中です。
この場合，［平均応答時間（msec）］，［スループット
（件／ sec）］，［エラー率（％）］および［平均応答時

間＋スループット］にも が表示されます。

なお，1つの監視対象サービスの監視結果に複数の状況
が発生している場合，または 1つの監視対象サービスに
含まれる監視対象に複数の状況が発生している場合，ア
イコンは「エラー ＞ 警告 ＞ 正常」の優先順位で表示さ
れます（監視停止中の監視対象サービスにほかの状態が
発生することはありません）。
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4.　監視の実行
注※ 1
監視の開始後，監視対象サービスの監視対象の性能分析を実行するプロセスで，メモリ不足や
スレッドの異常終了が発生した監視対象サービスも，［総合］の表示は監視停止中となります。
この場合は，該当の監視対象サービスの監視を停止して，メッセージログに出力される
KNAS32021-Eメッセージを基に原因に対処したあと，再度監視を開始してください。
メッセージログの詳細については「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

注※ 2
しきい値監視および外れ値検知のための設定をしていない場合，監視対象サービスの監視が開

始されているときには必ず （正常）が表示されます。この場合，サービス性能は取得でき

ますが，アイコンでの正常，警告，エラーの判定はできません。

　
また，このエリアで［監視対象］の監視対象サービスを選択すると，［イベント／性
能グラフ］エリアの表示内容が切り替わります。

6 ［平均応答時間（msec）］ 監視項目ごとに，現在の状況を示す （エラー），

（警告）， （正常）※ 2または （監視停止中）
※ 1のアイコンと，測定値（小数点以下 3桁まで）が表
示されます。
なお，監視対象サービスの監視項目の状況については，1
つの監視対象サービスの中で複数の監視対象に異なる状
態が発生している場合，「エラー ＞ 警告 ＞ 正常」の優先
順位で，最も優先順位の高い監視対象の状態のアイコン
が表示されます（監視停止中の監視対象サービスにほか
の状態が発生することはありません）。
例を示します。

• All Web Access： （正常）

• Webトランザクション 1： （正常）

• Webトランザクション 2： （警告）

このような状態の場合，監視対象サービスの状況は

（警告）となります。

なお，監視対象サービスの測定値は，常に「－」（ハイフ
ン）になります。

7 ［スループット（件／
sec）］

8 ［エラー率（％）］

9 ［平均応答時間＋スルー
プット］

平均応答時間とスループットを組み合わせた外れ値検知

の状況が， （警告）， （正常）※ 2または （監

視停止中）※ 1のアイコンで表示されます。
なお，監視対象サービスの監視項目の状況については，1
つの監視対象サービスの中で複数の監視対象に異なる状
態が発生している場合，「エラー ＞ 警告 ＞ 正常」の優先
順位で，最も優先順位の高い監視対象の状態のアイコン
が表示されます（監視停止中の監視対象サービスにほか
の状態が発生することはありません）。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
［イベント／性能グラフ］エリア（［イベント］タブを選択した状態）

［サービス一覧］エリアおよび［サービス性能情報］エリアの選択に応じて，イベン
トの一覧が次のように表示されます。

［サービス一覧］エ
リアでの選択

［サービス性能情報］
エリアでの選択

［イベント／性能グラフ］エリアの［イベント］タブに
表示されるイベント

－ － すべてのサービスグループの監視対象サービスの監視対
象のイベントが表示されます。

サービスグループ － ［サービス一覧］エリアで選択したサービスグループの
すべての監視対象サービスの監視対象のイベントが表示
されます。

監視対象サービス ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象サービ
スのすべての監視対象のイベントが表示されます。

監視対象 ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象のイベ
ントが表示されます。

監視対象サービス － ［サービス一覧］エリアで選択した監視対象サービスの
すべての監視対象のイベントが表示されます。

監視対象サービス ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象サービ
スのすべての監視対象のイベントが表示されます。

監視対象 ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象のイベ
ントが表示されます。

監視対象 － ［サービス一覧］エリアで選択した監視対象のイベント
が表示されます。

監視対象サービス ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象サービ
スのすべての監視対象のイベントが表示されます。
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4.　監視の実行
（凡例）
－：選択していません。

イベントは最新のものから表示されます。［サービス一覧］エリアで検索を実行して
表示する監視対象を絞り込んでいた場合は，サービスグループや監視対象サービス
を選択しても，検索結果として表示されている監視対象の情報だけが表示されます。
イベントは，一度表示されたら 7日間経過するまで表示され続けます。表示は，3
秒ごとに更新されます。
表示項目を次の表に示します。

監視対象 ［サービス性能情報］エリアで選択した監視対象のイベ
ントが表示されます。

項番 項目 説明

1 X-Y-Z イベントを表示する対象となるサービスグループの名称，
監視対象サービスの名称，監視対象の名称が表示されま
す。
Xは，サービスグループの名称です。Yは監視対象サー
ビスの名称です。Zは監視対象の名称です。
次のように表示されます。
•［サービス一覧］エリアでサービスグループを選択し
た場合は，Xだけが表示されます。

•［サービス一覧］エリアまたは［サービス性能情報］
エリアで監視対象サービスを選択した場合は，X-Yだ
けが表示されます。

•［サービス一覧］エリアまたは［サービス性能情報］
エリアで監視対象を選択した場合は X-Y-Zが表示され
ます。

•［サービス一覧］エリアおよび［サービス性能情報］
エリアで何も選択していない場合は，何も表示されま
せん。

2 累計件数 過去 60日間で発生したイベントの種類（エラー，警告
または正常）ごとの累計件数が表示されます。

3 X件中 Y-Z件表示 イベントの件数が 20件を超える場合に，ページを切り
替えます。
または をクリックすると，前後のページが表示さ

れます。前のページまたは次のページがない場合はク
リックできません。
Xは，表示対象となるイベントの総数です。Yおよび Z
には，現在のページに何件目から何件目までが表示され
ているかが表示されます。

［サービス一覧］エ
リアでの選択

［サービス性能情報］
エリアでの選択

［イベント／性能グラフ］エリアの［イベント］タブに
表示されるイベント
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4.　監視の実行
4 ［状態］ 該当のイベントが確認済みであるかどうかの状態が表示
されます。
未読
［状態］列をクリックしていないデフォルトの状態で
す。この行の項目は太字で表示されます。

既読
［状態］列をクリックした状態です。

該当する行の内容を確認したら，この列をクリックして
［未読］を［既読］に変更してください。なお，一度［既
読］に変更したイベントを［未読］に戻すことはできま
せん。

5 ［重要度］ イベント発生時の平均応答時間，スループット，および
エラー率の監視結果が，次に示すアイコンで表示されま
す。

（エラー）

しきい値監視でエラーが発生したことを示します。

（警告）

傾向監視または外れ値検知で警告が発生したことを
示します。

（正常）が表示されることはありません。

なお，同一時刻のサービス性能に複数の状況が発生して
いる場合，アイコンは「エラー ＞ 警告」の優先順位で表
示されます（監視停止中の監視対象サービスにほかの状
態が発生することはありません）。

6 ［検出日時］ イベントが発生した日時が「YYYY-MM-DD△
hh:mm:ss」の形式で表示されます。
（YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時間，mm：分，
ss：秒）

7 ［種別］ エラーまたは警告の種別が，次の文字列で表示されます。
THRESHOLD

しきい値超過を検知したことを示します（エラー）。
OUTLIER

ふだんの監視対象サービスの状況と大きく異なる外
れ値を検知したことを示します（警告）。

TREND
しきい値を超過しそうな傾向を検知したことを示し
ます（警告）。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
8 ［詳細］ ［種別］で表示されたエラーまたは警告の詳細が，次の文
字列で表示されます。表示される内容は，［種別］と対応
しています。
UPPER△ LIMIT
［種別］が［THRESHOLD］または［OUTLIER］
の場合に表示されます。
［種別］が［THRESHOLD］の場合は，［監視項目］
のサービス性能がしきい値を超過したことを示しま
す。
［種別］が［OUTLIER］の場合は，［監視項目］の
サービス性能が上限値を上回ったことを示します。

LOWER△ LIMIT
［種別］が［OUTLIER］の場合に表示されます。
［監視項目］のサービス性能が下限値を下回ったこと
を示します。

YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss
［種別］が［TREND］の場合に表示されます。［監
視項目］のサービス性能がしきい値を超過すると見
込まれる時刻が表示されます。（YYYY：年，MM：
月，DD：日，hh：時間，mm：分，ss：秒）

また，この列をクリックすることで，［問題調査］画面の
性能グラフを表示できます。表示方法については，「4.4
　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場
合の原因調査の支援」を参照してください。

9 ［サービスグループ］ イベントが発生したサービスグループの名称が表示され
ます。

10 ［サービス］ イベントが発生した監視対象サービスの名称が表示され
ます。

11 ［監視対象］ イベントが発生した監視対象の名称が表示されます。

12 ［監視項目］ イベントが発生した監視項目が表示されます。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
［イベント／性能グラフ］エリア（［性能グラフ］タブを選択した状態）

［性能グラフ］タブは，［サービス一覧］エリアまたは［サービス性能情報］エリア
で監視対象サービスの監視対象を選択した場合だけ選択できるタブです。
選択した監視対象サービスの監視対象のサービス性能が監視項目ごとに折れ線グラ
フで表示されます。表示は，3秒ごとに更新されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 X-Y-Z 性能グラフを表示する対象となるサービスグループの名
称，監視対象サービスの名称，監視対象の名称が表示さ
れます。
Xは，サービスグループの名称です。Yは監視対象サー
ビスの名称です。Zは監視対象の名称です。
次のように表示されます。
•［サービス一覧］エリアまたは［サービス性能情報］
エリアで監視対象を選択した場合は Xと Yと Zが表示
されます。

2 ［表示期間］プルダウンメ
ニュー

性能グラフの表示期間を「1分」「3分」「5分」から選択
します。
デフォルトでは，「1分」が選択されています。

3 ［問題調査］ボタン 監視対象サービスの監視対象についての［問題調査］画
面を表示するためのボタンです。選択している監視対象
サービスの監視対象の過去の状況を確認できます。過去
の状況の確認方法については，「4.4.2　過去データを確
認する」を参照してください。
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4.　監視の実行
（4） 補足事項

●［性能グラフ］タブを表示した状態で，［サービス一覧］エリアで別のサービスグルー
プまたは別の監視対象サービスを選択すると，自動的に［イベント］タブを選択した
状態に切り替わります。

●［サービス性能情報］エリアと［イベント／性能グラフ］エリアの表示内容には，数秒
～数十秒の時間差が生じることがあります。

● JP1/ITSLMが動作するシステムの環境が高負荷の状態になると，［性能グラフ］タブ
での性能グラフの表示が遅れることがあります。この場合は，［表示期間］プルダウン
メニューで，3分または 5分を選択してください。

4 性能グラフ 選択した監視対象サービスの監視対象の性能グラフが表
示されます。
次の性能グラフが表示されます。
• 平均応答時間（単位：ミリ秒）
• スループット（単位：件／秒）
• エラー率（単位：％）

それぞれの性能グラフには，次の項目が折れ線グラフと
して表示されます。
• 監視項目ごとのサービス性能の測定値
• しきい値（［設定］画面で［SLO監視設定］を設定し
ている場合）

• ベースライン（［設定］画面で［予兆検知設定］を設
定している場合）

各項目は，［表示期間］プルダウンメニューで設定した期
間に応じて集計された値を基に表示されます。
性能グラフの右側には，それぞれの折れ線グラフの意味
を示す凡例が表示されます。しきい値として設定した値
は，［SLOしきい値］として表示されます。
なお，ベースラインは，［設定］画面の［予兆検知設定］
で設定した開始日数まで監視の開始から日数が経過して
いない場合は，表示されません。［設定］画面での開始日
数の設定については，「3.2.5　監視項目を設定する」を
参照してください。
また，ある時刻の情報がない場合（該当する監視対象
サービスの監視が停止されているなどの要因でデータが
蓄積されていない期間がある場合），その時刻の性能グラ
フの線は表示されません。
サマータイムの終了時刻の 1時間前からサマータイムの
終了時刻までは横軸の目盛りに時刻が表示されません。
この場合は，各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソル
を合わせることで，時刻を確認してください。

5 性能グラフの詳細 各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソルを合わせると
表示されます。次の項目が表示されます。
• 折れ線グラフの種類
• 日付

YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss（YYYY：年，MM：月，
DD：日，hh：時間，mm：分，ss：秒）

• 値

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
●傾向監視をしている場合，傾向を計算する直近の時刻範囲の 30％以上でサービス性能
を取得しているときに傾向監視を開始します。ただし，開始後にサービス性能の取得
量が減った場合は一度監視を停止し，サービス性能がそろってから再開します。この
とき［サービス性能情報］エリアには，監視停止中ではなく正常として表示されます。
傾向がしきい値を超過していても，サービス性能がそろうまでは正常として表示され
ます。

（5） 関連項目

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」
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4.　監視の実行
4.4　監視対象サービスにエラーまたは警告が表
示された場合の原因調査の支援

監視対象サービスで，しきい値超過やしきい値超過の傾向を検知した場合などに，JP1/
ITSLMを原因調査に役立てることができます。

ここでは，原因調査のために JP1/ITSLMを利用してできることと，利用する場合の作
業手順を説明します。

JP1/ITSLMでは，エラーや警告が発生した原因を調査するために，次のことを確認でき
ます。

●エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期の確認

●過去のサービス性能の確認

また，エラーや警告に適切に対処したあとで，監視対象サービスが正常な状況に復旧し
たかどうかも確認できます。

4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確
認する

監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場合，エラーまたは警告の原因と
なった事象の発生時期を監視対象サービスの監視対象の性能グラフから確認します。

確認には，［ホーム］画面，［リアルタイム監視］画面および［問題調査］画面を使用し
ます。

サービスグループ全体の状況を把握した上で，対象とする監視対象サービスを特定して
イベントの原因を調査したい場合は，［ホーム］画面を使用します。また，特定の監視対
象サービスに注目している場合にその監視対象サービスで発生したイベントの原因を調
査したいときは，［リアルタイム監視］画面を使用します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［ホーム］画面，［リアルタイム監視］画面および［問題調査］画面
を次に示します。
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4.　監視の実行
●［ホーム］画面
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4.　監視の実行
●［リアルタイム監視］画面
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4.　監視の実行
●［問題調査］画面

1.［ホーム］画面が表示されていない場合は，［ホーム］ボタンをクリックする。
［現在のサービスグループ状態サマリー］エリア，［要注意サービス］エリア，および
［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアが表示されます。
どの監視対象サービスを調査対象とするかをイベントの発行状況から判断したい場合
は，手順 2.に進んでください。
調査したい監視対象サービスが明確になっている場合は，手順 3.に進んでください。
また，［ホーム］画面上部の［問題調査］ボタンをクリックして［問題調査］画面を
直接表示することもできます。その場合は，表示した［問題調査］画面で調査対象と
する監視対象サービスを選択してから，手順 7.に進んでください。この場合，手順
2.から手順 6.の作業は不要です。

2.［ホーム］画面の［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアから，確認したいエラー
または警告を選択し，該当する行の［詳細］列をクリックする。
選択したエラーまたは警告について，［問題調査］画面の［性能グラフ］タブが表示
されます。
［性能グラフ］タブの表示内容を確認するため，手順 7.に進んでください。手順 3.か
ら手順 6.の作業は不要です。
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4.　監視の実行
3.［リアルタイム監視］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリア，［サービス性能情報］エリア，および［イベント／性能グラ
フ］エリアが画面に表示されます。

4.［リアルタイム監視］画面の［サービス一覧］エリアで，調査の対象とするサービス
グループ，監視対象サービスまたは監視対象サービスの監視対象を選択する。
なお，監視対象サービスの監視対象を選択した場合は，手順 6.に進んでください。手
順 5.の作業は不要です。

5.［リアルタイム監視］画面の［サービス性能情報］エリアで，調査の対象とする監視
対象サービスの監視対象を選択する。
しきい値監視，傾向監視または外れ値検知でエラーや警告が発生している場合は，
［サービス性能情報］エリアに表示されたアイコンの情報などを基に，調査対象とす
る監視対象サービスの監視対象を選択してください。
なお，ここで監視対象サービスの監視対象を選択しないで手順 6.に進み，［イベント］
タブで監視対象サービスの監視対象を選択してもかまいません。

6.［リアルタイム監視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［イベント］タブで
発生したイベントの情報を確認し，確認したいエラーまたは警告の［詳細］列をク
リックする。
［イベント］タブの表示内容を基に，しきい値監視，傾向監視または外れ値検知で発
生したイベントの情報を確認できます。［詳細］列をクリックすると，エラーまたは
警告が発生したサービス性能のメッセージおよび性能グラフが，［問題調査］画面の
［イベント／性能グラフ］エリアに表示されます。

7.［問題調査］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［性能グラフ］タブの性能グ
ラフで，原因となった事象の発生時期を確認する。
性能グラフを確認して，サービス性能の平均値がベースラインから大きく離れ始めた
時間帯を探します。性能グラフでは，サービス性能の変化の大きい個所が色付きの帯
で表示されます。そのため，色付きの帯で示された部分は，エラーまたは警告の原因
となった事象が発生した時期である可能性があります。

特定した時間帯の情報を基に，同時間帯での CPU利用率，メモリ使用量またはディスク
使用量などを確認して，エラーや警告の要因を検討してください。また，ほかのイベン
トについても確認したい場合は，手順 6.と手順 7.を繰り返してください。

なお，性能グラフでは，過去のサービス性能も確認できます。確認する方法については，
「4.4.2　過去データを確認する」を参照してください。

（3） 画面の見方

ここでは，［問題調査］画面の見方について説明します。［ホーム］画面については，
「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」を参照してく
ださい。［リアルタイム監視］画面については，「4.3.2　特定のサービスグループの監視
対象サービスの状況を確認する」を参照してください。
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4.　監視の実行
［サービス一覧］エリア
［サービス一覧］エリアについては，「4.1.2　監視で使用する画面」を参照してくだ
さい。
なお，［リアルタイム監視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［イベント］
タブで［詳細］列をクリックして［問題調査］画面を表示した場合，または［性能
グラフ］タブで［問題調査］ボタンをクリックして［問題調査］画面を表示した場
合は，監視対象サービスが選択された状態で表示されます。

［イベント／性能グラフ］エリア（［イベント］タブを選択した状態）
表示内容は，［リアルタイム監視］画面と同じです。「4.3.2　特定のサービスグルー
プの監視対象サービスの状況を確認する」の「（3）　画面の見方」の説明を参照して
ください。
ただし，［問題調査］画面では，1ページ当たりのイベントの表示件数は 40件です。

［イベント／性能グラフ］エリア（［性能グラフ］タブを選択した状態）

監視対象サービスの監視対象の性能グラフが表示されます。
171



4.　監視の実行
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 X-Y-Z 性能グラフを表示する対象となるサービスグループの名
称，監視対象サービスの名称，監視対象サービスの監視
対象の名称が表示されます。
Xは，サービスグループの名称です。Yは監視対象サー
ビスの名称です。Zは監視対象サービスの監視対象の名
称です。

2 ［表示期間］プルダウンメ
ニュー

性能グラフの表示期間を次の値から選択します。デフォ
ルトは 1時間です。
• 1分
• 10分
• 30分
• 1時間
• 6時間
• 1日

なお，どの値を選択した場合も，性能グラフにプロット
されるデータの数は 60個です。表示期間を等間隔に 60
個に分けた期間の開始時刻の位置に，その期間の最大値
がプロットされます。ただし，表示期間に現在時刻を含
んでいる場合，プロットされるデータは 59個になりま
す。

3 ［日時指定］ボタン 性能グラフに表示する対象となる日付と開始時刻を選択
します。［日時指定］ボタンをクリックすると表示される
［日時指定］ダイアログボックスで指定してください。指
定できるのは，60日前までの日時です。

4
メッセージ

イベントを選択した状態で［問題調査］画面の［性能グ
ラフ］タブを表示した場合に表示されます。
メッセージには，イベントの種類を示すアイコン，イベ
ントの種別，詳細，監視項目，およびイベントが発生し
た日時が次の形式で表示されます。
アイコン 種別：詳細：監視項目
YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss
（YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時間，mm：分，
ss：秒）

メッセージの前後の または をクリックする

と，1つ前に発生したイベント，または 1つあとに発生
したイベントのメッセージが表示されます。なお，前後
に発生したイベントがない場合はクリックできません。
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4.　監視の実行
性能グラフに表示される期間
• イベントを選択した状態で［問題調査］画面の［性能グラフ］タブを表示し
た場合，イベント発生時刻を中心に，［表示期間］で選択した表示期間分の性
能グラフが表示されます。

• イベントを選択しない状態で［問題調査］画面の［性能グラフ］タブを表示
した場合，グラフの右端を現在時刻として，［表示期間］で選択した表示期間
分の性能グラフが表示されます。

•［日時指定］ダイアログボックスで日時を指定した場合，指定した時刻を中心

5 性能グラフ 選択したイベントの性能グラフが表示されます。
次の性能グラフが日付（YYYY-MM-DD　YYYY：年，
MM：月，DD：日）と時刻とともに表示されます。
• 平均応答時間（単位：ミリ秒）
• スループット（単位：件／秒）
• エラー率（単位：％）

それぞれの性能グラフには，次の項目が折れ線グラフと
して表示されます。
• 監視項目ごとのサービス性能の測定値
• しきい値（［設定］画面で［SLO監視設定］を設定し
ている場合）

• ベースライン（［設定］画面で［予兆検知設定］を設
定している場合）

各項目は，［表示期間］プルダウンメニューで設定した間
隔に応じて集計された値を基に表示されます。ただし，
変化点を示す帯の幅は，表示期間に関係なく一定です。
性能グラフの右側には，それぞれの折れ線グラフの意味
を示す凡例が表示されます。しきい値として設定した値
は，［SLOしきい値］として表示されます。
なお，ベースラインは，［設定］画面の［予兆検知設定］
で設定した開始日数まで監視の開始から日数が経過して
いない場合は，表示されません。［設定］画面での開始日
数の設定については，「3.2.5　監視項目を設定する」を
参照してください。
また，ある時刻の情報がない場合（該当する監視対象
サービスの監視が停止されているなどの要因でデータが
蓄積されていない期間がある場合），その時刻の性能グラ
フの線は表示されません。また，グラフの変化点を算出
する前に監視対象サービスの監視を停止した場合，停止
する直前は変化点を示す帯が表示されません。
サマータイムの終了時刻の 1時間前からサマータイムの
終了時刻までは横軸の目盛りに時刻が表示されません。
この場合は，各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソル
を合わせることで，時刻を確認してください。

6 性能グラフの詳細 各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソルを合わせると
表示されます。次の項目が表示されます。
• 折れ線グラフの種類
• 日付

YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss（YYYY：年，MM：月，
DD：日，hh：時間，mm：分，ss：秒）

• 値

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
に，［表示期間］で選択した表示期間分の性能グラフが表示されます。

性能グラフの操作
性能グラフは，左右にドラッグすることで，事象の発生時期の前後の時間での
監視対象サービスの状況を確認できます。1回のドラッグでは，現在の表示期
間と同じ期間だけ表示できます。例えば，表示期間が 10分であった場合，1回
のドラッグで合計 20分の期間を確認できます。

（4） 補足事項

●［問題調査］画面の表示は，リアルタイムで更新されません。表示内容を更新したい場

合は，画面上部の［問題調査］ボタン内の （リロード）ボタンをクリックしてく

ださい。なお，更新時，［イベント／性能グラフ］エリアの表示は［イベント］タブを
選択した状態になります。

●［問題調査］画面の［イベント／性能グラフ］エリアにどの時刻で発生していたイベン
トが表示されるかは，［問題調査］画面の表示方法によって異なります。
• 画面上部の［問題調査］ボタンをクリックして［問題調査］画面を表示した場合は，
ログイン時刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。

•［ホーム］画面の［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアまたは［リアルタイム監
視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアのイベントの［詳細］列をクリックし
て［問題調査］画面を表示した場合は，クリックした時刻のサービス性能を表す性
能グラフが表示されます。この状態で［イベント］タブをクリックすると，［詳細］
列をクリックした時刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。ただし，［問
題調査］画面の［詳細］列をクリックしても，［イベント／性能グラフ］エリアの表
示対象となる時刻は更新されません。

•［リアルタイム監視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［問題調査］ボタン
をクリックして［問題調査］画面を表示した場合は，クリックした時刻のサービス
性能を表す性能グラフが表示されます。この状態で［イベント］タブをクリックす
ると，［問題調査］ボタンをクリックした時刻に発生していたイベントの一覧が表示
されます。

•［問題調査］画面を表示した状態で画面上部の［問題調査］ボタン内の （リロー
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4.　監視の実行
ド）ボタンをクリックして［問題調査］画面を再表示した場合は，クリックした時
刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。

（5） 関連項目

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.3　対処後の監視対象サービスの復旧を確認する」

4.4.2　過去データを確認する
過去の監視対象サービスのサービス性能を性能グラフで確認して，原因調査に利用でき
ます。

性能グラフの確認中に気になる兆候を見つけた場合や，監視対象サービスの利用者から
問い合わせを受けた場合などに，必要に応じて監視対象サービスの過去のサービス性能
を確認できます。

ここでは，［問題調査］画面だけを使用して過去のサービス性能を確認する方法を説明し
ます。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［問題調査］画面を次に示します。
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4.　監視の実行
1.［問題調査］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリア，および［イベント／性能グラフ］エリアが画面に表示され
ます。［イベント／性能グラフ］エリアは［イベント］タブが選択された状態になり
ます。

2.［サービス一覧］エリアで監視対象サービスの監視対象を選択する。

3.［イベント／性能グラフ］エリアの［性能グラフ］タブをクリックする。
選択した監視対象サービスの監視対象の性能グラフが［イベント／性能グラフ］エリ
アに表示されます。

4. 性能グラフで過去のサービス性能を確認する。
性能グラフを確認して，サービス性能の平均値がベースラインから大きく離れ始めた
時間帯を探します。性能グラフでは，サービス性能の変化の大きい個所が色付きの帯
で表示されます。そのため，色付きの帯で示された部分は，エラーまたは警告の原因
となった事象が発生した時期である可能性があります。

表示された過去のサービス性能を問題調査などに役立てられます。
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4.　監視の実行
なお，［問題調査］画面は，［リアルタイム監視］画面からも表示できます。その場合，
［リアルタイム監視］画面の［サービス一覧］エリアで監視対象サービスの監視対象を選
択してから，［性能グラフ］タブをクリックします。

［イベント／性能グラフ］エリアに表示された［問題調査］ボタンをクリックすると，
［問題調査］画面が表示されます。

（3） 画面の見方

［サービス一覧］エリア
［サービス一覧］エリアについては，「4.1.2　監視で使用する画面」を参照してくだ
さい。
なお，画面上部の［問題調査］ボタンをクリックして［問題調査］画面を表示した
場合，［サービス一覧］エリアの監視対象サービスは選択されていません。

［イベント／性能グラフ］エリア（［イベント］タブを選択した状態）
表示内容は，［リアルタイム監視］画面と同じです。「4.3.2　特定のサービスグルー
プの監視対象サービスの状況を確認する」の「（3）　画面の見方」の説明を参照して
ください。
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4.　監視の実行
［イベント／性能グラフ］エリア（［性能グラフ］タブを選択した状態）

監視対象サービスの監視対象の性能グラフが表示されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 X-Y-Z 性能グラフを表示する対象となるサービスグループの名
称，監視対象サービスの名称，監視対象の名称が表示さ
れます。
Xは，サービスグループの名称です。Yは監視対象サー
ビスの名称です。Zは監視対象の名称です。
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4.　監視の実行
2 ［表示期間］プルダウンメ
ニュー

性能グラフの表示期間を次の値から選択します。デフォ
ルトは 1時間です。
• 1分
• 10分
• 30分
• 1時間
• 6時間
• 1日

なお，どの値を選択した場合も，性能グラフにプロット
されるデータの数は 60個です。表示期間を等間隔に 60
個に分けた期間の開始時刻の位置に，その期間の最大値
がプロットされます。ただし，表示期間に現在時刻を含
んでいる場合，プロットされるデータは 59個になりま
す。

3 ［日時指定］ボタン 性能グラフに表示する対象となる日付と開始時刻を選択
します。［日時指定］ボタンをクリックすると表示される
［日時指定］ダイアログボックスで指定してください。指
定できるのは，60日前までの日時です。

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
性能グラフに表示される期間
•［性能グラフ］タブを表示した際，グラフの右端を現在時刻として，［表示期
間］で選択した表示期間分の性能グラフが表示されます。

•［日時指定］ダイアログボックスで日時を指定した場合，指定した時刻を中心
に，［表示期間］で選択した表示期間分の性能グラフが表示されます。

性能グラフの操作
性能グラフは，左右にドラッグすることで，事象の発生時期の前後の時間での
監視対象サービスの監視対象の状況を確認できます。1回のドラッグでは，現

4 性能グラフ 選択したイベントの性能グラフが表示されます。
次の性能グラフが日付（YYYY-MM-DD　YYYY：年，
MM：月，DD：日）と時刻とともに表示されます。
• 平均応答時間（単位：ミリ秒）
• スループット（単位：件／秒）
• エラー率（単位：％）

それぞれの性能グラフには，次の項目が折れ線グラフと
して表示されます。
• 監視項目ごとのサービス性能の測定値
• しきい値（［設定］画面で［SLO監視設定］を設定し
ている場合）

• ベースライン（［設定］画面で［予兆検知設定］を設
定している場合）

各項目は，［表示期間］プルダウンメニューで設定した期
間に応じて集計された値を基に表示されます。ただし，
変化点を示す帯の幅は，表示期間に関係なく一定です。
性能グラフの右側には，それぞれの折れ線グラフの意味
を示す凡例が表示されます。しきい値として設定した値
は，［SLOしきい値］として表示されます。
なお，ベースラインは，［設定］画面の［予兆検知設定］
で設定した開始日数まで監視の開始から日数が経過して
いない場合には表示されません。［設定］画面での開始日
数の設定については，「3.2.5　監視項目を設定する」を
参照してください。
また，ある時刻の情報がない場合（該当する監視対象
サービスの監視が停止されているなどの要因でデータが
蓄積されていない期間がある場合），その時刻の性能グラ
フの線は表示されません。また，グラフの変化点を算出
する前に監視対象サービスの監視を停止した場合，停止
する直前は変化点を示す帯が表示されません。
サマータイムの終了時刻の 1時間前からサマータイムの
終了時刻までは横軸の目盛りに時刻が表示されません。
この場合は，各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソル
を合わせることで，時刻を確認してください。

5 性能グラフの詳細 各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソルを合わせると
表示されます。次の項目が表示されます。
• 折れ線グラフの種類
• 日付

YYYY-MM-DD△ hh:mm:ss（YYYY：年，MM：月，
DD：日，hh：時間，mm：分，ss：秒）

• 値

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
在の表示期間と同じ期間だけ表示できます。例えば，表示期間が 10分であった
場合，1回のドラッグで合計 20分の期間を確認できます。

（4） 補足事項

●［性能グラフ］タブは，［サービス一覧］エリアで監視対象サービスの監視対象を選択
していない場合は選択できません。

●［問題調査］画面の表示は，リアルタイムで更新されません。表示内容を更新したい場

合は，画面上部の［問題調査］ボタン内の （リロード）ボタンをクリックしてく

ださい。なお，更新時，［イベント／性能グラフ］エリアの表示は［イベント］タブを
選択した状態になります。

●［問題調査］画面の［イベント／性能グラフ］エリアにどの時刻で発生していたイベン
トが表示されるかは，［問題調査］画面の表示方法によって異なります。
• 画面上部の［問題調査］ボタンをクリックして［問題調査］画面を表示した場合は，
ログイン時刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。

•［ホーム］画面の［過去 7日間の発行イベント一覧］エリアまたは［リアルタイム監
視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアのイベントの［詳細］列をクリックし
て［問題調査］画面を表示した場合は，クリックした時刻のサービス性能を表す性
能グラフが表示されます。この状態で［イベント］タブをクリックすると，［詳細］
列をクリックした時刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。ただし，［問
題調査］画面の［詳細］列をクリックしても，［イベント／性能グラフ］エリアの表
示対象となる時刻は更新されません。

•［リアルタイム監視］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［問題調査］ボタン
をクリックして［問題調査］画面を表示した場合は，クリックした時刻のサービス
性能を表す性能グラフが表示されます。この状態で［イベント］タブをクリックす
ると，［問題調査］ボタンをクリックした時刻に発生していたイベントの一覧が表示
されます。

•［問題調査］画面を表示した状態で画面上部の［問題調査］ボタン内の （リロー

ド）ボタンをクリックして［問題調査］画面を再表示した場合は，クリックした時
刻に発生していたイベントの一覧が表示されます。
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4.　監視の実行
（5） 関連項目

●「4.3.1　すべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.3.2　特定のサービスグループの監視対象サービスの状況を確認する」

●「4.4.3　対処後の監視対象サービスの復旧を確認する」

4.4.3　対処後の監視対象サービスの復旧を確認する
エラーや警告の要因に対処したあとなどに，監視対象サービスが正常な状況に復旧した
ことを確認できます。

ここでは，監視対象サービスの復旧を確認する手順を説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［リアルタイム監視］画面を次に示します。
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4.　監視の実行
1.［リアルタイム監視］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリア，［サービス性能情報］エリア，および［イベント／性能グラ
フ］エリアが表示されます。［イベント／性能グラフ］エリアは［イベント］タブが
選択された状態で表示されます。

2.［サービス一覧］エリアで監視対象サービスの監視対象を選択する。

3.［サービス性能情報］エリアで監視対象サービスの監視対象の状況を確認する。
［総合］に表示されたアイコンが正常に戻っていることを確認してください。正常に
なっていない場合，正しく復旧できていないおそれがあります。再度原因を調査して
対処してください。
外れ値検知の異常から復旧した場合，確認は完了です。しきい値超過の異常から復旧
した場合は，必要に応じて手順 4.に進んでください。

4.［性能グラフ］タブをクリックして，監視対象サービスの監視対象の状況が正常に復
旧していることを確認する。
現在の監視対象サービスの監視対象の状況の性能グラフが表示されます。性能グラフ
右端の，現在の監視対象サービスの監視対象の状況がしきい値を下回っていることを
確認してください。
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4.　監視の実行
すべて正常に戻っていれば，復旧の確認は完了です。

（3） 画面の見方

［リアルタイム監視］画面の見方については，「4.3.2　特定のサービスグループの監視対
象サービスの状況を確認する」を参照してください。

（4） 補足事項

●［性能グラフ］タブは，［サービス一覧］エリアまたは［サービス性能情報］エリアで
監視対象サービスの監視対象を選択していない場合は選択できません。

●［性能グラフ］タブを表示した状態で，［サービス一覧］エリアで別のサービスグルー
プ，別の監視対象サービス，または別の監視対象を選択すると，自動的に［イベント］
タブを選択した状態に切り替わります。

（5） 関連項目

●「4.4.1　エラーまたは警告の原因となった事象の発生時期を確認する」

●「4.4.2　過去データを確認する」
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4.　監視の実行
4.5　レポートの作成
JP1/ITSLMでは，蓄積したサービス性能を月ごとのレポートにまとめて画面表示できま
す。また，CSV形式での出力もできます。

ここでは，レポートを作成する際に使用するデータの画面での確認方法，およびレポー
ト作成で使用するデータの出力方法について説明します。

4.5.1　レポートのデータを画面で確認する
ここでは，レポートのデータを画面に表示して確認する方法を説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［レポート］画面を次に示します。
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4.　監視の実行
1.［レポート］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリアと［レポート］エリアが表示されます。

2.［サービス一覧］エリアからレポートの出力対象にする監視対象サービスの監視対象
を選択する。
選択した監視対象サービスの監視対象の当月の状況が［レポート］エリアに表示され
ます。
状況は，月次の総合評価表と月次の性能グラフで表示されます。当月分を確認する場
合は，手順 4.に進んでください。

3.［YYYY年］プルダウンメニューおよび［MM月］プルダウンメニューで，確認したい
年月を選択して，［更新］ボタンをクリックする。
なお，当月分を出力する場合は，指定を省略できます。
指定した年月の監視対象サービスの監視対象の月次の総合評価表と月次の性能グラフ
が［レポート］エリアに表示されます。

4. 指定した年月の監視対象サービスの監視対象の状況を［レポート］エリアで確認す
る。
月次の総合評価表と月次の性能グラフで，監視対象サービスの監視対象の状況を確認
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してください。

（3） 画面の見方

［サービス一覧］エリア
［サービス一覧］エリアについては，「4.1.2　監視で使用する画面」を参照してくだ
さい。

［レポート］エリア

月次の総合評価表と月次の性能グラフが表示されます。
表示項目を次の表に示します。

項番 項目 説明

1 ［サービスグループ］ レポートを表示する対象となる監視対象サービスの監視
対象が属する，サービスグループの名称が表示されます。
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4.　監視の実行
2 ［サービス］ レポートを表示する対象となる監視対象サービスの監視
対象の名称が表示されます。

3 ［監視対象］ レポートを表示する対象となる監視対象の名称が表示さ
れます。

4 ［YYYY年］プルダウンメ
ニュー

レポートを表示する対象となる年を選択します※。YYYY
は年です。現在の月を含めて過去 5年の範囲の年を選択
できます。
ただし，［MM月］プルダウンメニュー（MMは月）で
12月を選択した場合，5年前は表示されません。現在が
1～ 11月であれば最大で 5年前を，12月であれば最大
で 4年前を選択できます。
［MM月］プルダウンメニューを選択する前に選択してく
ださい。
デフォルトは当年です。

5 ［MM月］プルダウンメ
ニュー

レポートを表示する月を選択します※。MMは月です。1
月～ 12月の中から選択できます。
ただし，現在時刻よりも未来の月は表示されません。
［YYYY年］プルダウンメニューを選択したあとに選択し
てください。
［YYYY年］プルダウンメニュー（YYYYは年）で 5年前
を選択した場合は，現在の月以前は表示されません。
デフォルトは当月です。

6 ［更新］ボタン ［レポート］エリアに［YYYY年］プルダウンメニュー，
および［MM月］プルダウンメニューで選択した年月の
レポートを表示します。

7 月次の総合評価表 ［YYYY年］プルダウンメニュー，および［MM月］プル
ダウンメニューで選択した月の 1か月（月の始まりから
月の終わりまで）のサービス性能を集計した情報が表示
されます。
［設定］画面での設定に関係なく，レポートを表示する対
象となる監視対象サービスの監視対象のすべての監視項
目のサービス性能が，各行に表示されます。監視項目を
何も設定していない場合は，空行が表示されます。

8 月次の性能グラフ ［YYYY年］プルダウンメニュー，および［MM月］プル
ダウンメニューで選択した月のサービス性能の性能グラ
フが表示されます。
［設定］画面での設定に関係なく，レポートを表示する対
象となる監視対象サービスの監視対象のすべての監視項
目ごとに性能グラフが表示されます。性能グラフは，縦
に並んで表示されます。監視項目を何も設定していない
場合は，平均応答時間，スループットおよびエラー率を
示す折れ線が 1つもない性能グラフが表示されます。

9 性能グラフの詳細 各性能グラフの折れ線グラフ上にカーソルを合わせると
表示されます。次の項目が表示されます。
• 折れ線グラフの種類
• 日付

YYYY/MM/DD（YYYY：年，MM：月，DD：日）
• 値

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
注※　画面が表示されているマシンの現在の年月を基準にします。

月次の総合評価表に表示される内容
指定した年月について，平均値，SLO遵守率，平均値の先月比の総合評価が表示さ
れます。監視項目ごとの総合評価に表示される値を次の表に示します。

表 4-3　月次の総合評価表に表示される値

注　平均値および SLO遵守率は，小数点以下第 1位で四捨五入して表示されます。先月比は小数点
以下第 2位で四捨五入して表示されます。

10 ［レポート出力］ボタン ［設定］画面での設定に関係なく，レポート出力の対象と
なった監視対象サービスの監視対象のすべての監視項目
のサービス性能について，1か月の稼働時間分の平均値，
最大値，最小値のデータを CSV形式のファイルで出力
します。出力内容については，「4.5.2　レポートのデー
タを出力する」を参照してください。なお，レポートの
出力に失敗した場合，空のファイルが出力されます。

項番 監視項目 評価項目 表示される値

1 平均応答時間 平均値 1か月の平均応答時間合計／ 1か月のリクエ
スト件数（単位：ミリ秒）

2 SLO遵守率 （1.0－しきい値超過時間／ 1か月の稼働時間）
× 100（単位：％）

3 先月比 （当月の平均応答時間／先月の平均応答時間－
1.0）× 100（単位：％）

4 スループット 平均値 1か月のリクエスト件数（JP1/ITSLM - URが
レスポンスの取得にタイムアウトしたリクエ
ストの件数を除く）／ 1か月の稼働時間（単
位：件／秒）

5 SLO遵守率 （1.0－ 1か月のしきい値超過時間／ 1か月の
稼働時間）× 100（単位：％）

6 先月比 （当月のスループット平均／先月のスループッ
ト平均－ 1.0）× 100（単位：％）

7 エラー率 平均値 （1か月の間に HTTPステータスがエラーのレ
スポンスを返した件数＋ JP1/ITSLM - URが
レスポンスの取得にタイムアウトしたリクエ
ストの件数）／ 1か月のリクエスト件数（単
位：％）

8 SLO遵守率 （1.0－ 1か月のしきい値超過時間／ 1か月の
稼働時間）× 100（単位：％）

9 先月比 （当月のエラー率平均／先月のエラー率平均－
1.0）× 100（単位：％）

項番 項目 説明
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4.　監視の実行
月次の性能グラフに表示される内容
指定した年月についての性能グラフが監視項目ごとに表示されます。
各性能グラフの軸および表示範囲は次のとおりです。
• 縦軸：監視項目
表示した月の最小値～表示した月の最大値の範囲で表示されます。ただし，SLO
しきい値が最大値より大きい場合は，SLOしきい値が最大値となります。

• 横軸：日付（日）
1～指定月の最終日の範囲で表示されます。

監視項目ごとに月次の性能グラフに表示される内容を次の表に示します。

表 4-4　月次の性能グラフに表示される内容

項番 監視項目 折れ線の種類 表示される内容

1 平均応答時間 最大値線 平均応答時間の最大値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。
ただし，平均応答時間およびスループットが
0となった時刻の平均応答時間は最大値とし
ては扱いません。

2 最小値線 平均応答時間の最小値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。
ただし，平均応答時間およびスループットが
0となった時刻の平均応答時間は最小値とし
ては扱いません。

3 平均値線 平均応答時間の平均値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。
ただし，平均応答時間およびスループットが
0となった時刻の平均応答時間は平均値の計
算には使用しません。

4 SLOしきい値線 平均応答時間のしきい値をつないだ折れ線グ
ラフが表示されます。

5 スループット 最大値線 スループットの最大値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。

6 最小値線 スループットの最小値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。

7 平均値線 スループットの平均値をつないだ折れ線グラ
フが表示されます。

8 SLOしきい値線 スループットのしきい値をつないだ折れ線グ
ラフが表示されます。

9 エラー率 最大値線 エラー率の最大値をつないだ折れ線グラフが
表示されます。
ただし，エラー率およびスループットが 0と
なった時刻のエラー率は最大値としては扱い
ません。

10 最小値線 エラー率の最小値をつないだ折れ線グラフが
表示されます。
ただし，エラー率およびスループットが 0と
なった時刻のエラー率は最小値としては扱い
ません。
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4.　監視の実行
（4） 関連項目

●「4.5.2　レポートのデータを出力する」

●「4.5.3　サービス性能のデータの一部が未取得の場合の注意事項」

●「4.5.4　月の途中にしきい値を変更した場合の注意事項」

●「4.5.5　各ホストでのタイムゾーンが異なる場合の注意事項」

4.5.2　レポートのデータを出力する
ここでは，指定した年月のサービス性能を CSV形式のファイルに出力する手順を説明し
ます。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerにログインしてください。
ログインの方法については，「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」を参照
してください。

●監視を開始していることを確認してください。
監視の開始方法については，「4.2.1　監視を開始する」を参照してください。

（2） 作業手順

この作業で使用する［レポート］画面を次に示します。

11 平均値線 エラー率の平均値をつないだ折れ線グラフが
表示されます。
ただし，エラー率およびスループットが 0と
なった時刻のエラー率は平均値の計算には使
用しません。

12 SLOしきい値線 エラー率のしきい値をつないだ折れ線グラフ
が表示されます。

項番 監視項目 折れ線の種類 表示される内容
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4.　監視の実行
1.［レポート］ボタンをクリックする。
［サービス一覧］エリアと［レポート］エリアが表示されます。

2.［サービス一覧］エリアからレポートの出力対象にする監視対象サービスの監視対象
を選択する。
選択した監視対象サービスの監視対象の当月の状況が［レポート］エリアに表示され
ます。
状況は，月次の総合評価表と月次の性能グラフで表示されます。当月分を確認する場
合は，手順 4.に進んでください。

3.［YYYY年］プルダウンメニューおよび［MM月］プルダウンメニューで，確認したい
年月を選択して，［更新］ボタンをクリックする。
なお，当月分を出力する場合は，指定を省略できます。
指定した年月の監視対象サービスの監視対象の月次の総合評価表と月次の性能グラフ
が［レポート］エリアに表示されます。

4.［レポート出力］ボタンをクリックする。
［ファイルのダウンロード］ダイアログボックスが表示されるので，任意の場所に保
存します。
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CSVファイルを保存できれば，レポートの出力は完了です。

（3） 画面の見方

［レポート］画面の見方については，「4.5.1　レポートのデータを画面で確認する」の
「（3）　画面の見方」を参照してください。

ここでは，［レポート］ボタンをクリックして出力される CSVファイルのデフォルトの
ファイル名，出力フォーマット，および出力文字コードについて説明します。また，出
力例を示します。

デフォルトのファイル名
report_YYYYMM.csv
YYYYおよび MMは，［レポート］画面で選択した年（4桁）と月（2桁）になりま
す。ファイル名は任意に変更できます。

出力フォーマット
1行目にヘッダ情報が表示されて，2行目以降にデータ情報が表示されます。
• ヘッダ情報とデータ情報の対応

1行目に出力されるヘッダ情報と 2行目以降に出力されるデータ情報の対応を次
の表に示します。

表 4-5　ヘッダ情報と 2行目以降に出力されるデータ情報の対応

（凡例）
－：該当しません。

注
平均応答時間およびスループットの値がともに 0の時刻の平均応答時間は，情報未取得として
扱います。そのため，平均値，最大値，最小値には含まれません。
同様に，エラー率およびスループットの値がともに 0の時刻のエラー率は，情報未取得として
扱います。そのため，平均値，最大値，最小値には含まれません。

項番 監視項目 ヘッダ情報 2行目以降に出力されるデータ情報

1 － Date JP1/ITSLMが該当データを取得した日時

2 平均応答時間 Response_Average 平均応答時間の平均値

3 Response_Max 平均応答時間の最大値

4 Response_Min 平均応答時間の最小値

5 スループット Throughput_Avera
ge

スループットの平均値

6 Throughput_Max スループットの最大値

7 Throughput_Min スループットの最小値

8 エラー率 Error_Average エラー率の平均値

9 Error_Max エラー率の最大値

10 Error_Min エラー率の最小値
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• データ情報の形式
2行目以降のデータ情報は，次の形式で表示されます。
YYYY-MM-DD,AA....AA
YYYY-MM-DDは，JP1/ITSLMが該当のデータを取得した日時です。年（4桁），
月（2桁）および日（2桁）が半角数字で「-」でつながれて出力されます。
AA...AAには，取得した監視項目ごとのデータ（半角数字）が，コンマで区切られ
て出力されます。なお，平均応答時間の単位はミリ秒です。

出力文字コード
UTF-8で出力されます。

出力例
出力例を次に示します。データは一部省略しています。

なお，レポートを出力する月の中で，JP1/ITSLM - URが取得した応答件数が 0件
だった場合など，1日の一部のデータがないとき，ヘッダ情報は表示されますが，
値は表示されません。

1日の一部のデータがない場合の出力例

また，監視対象サービスの監視対象の監視を停止していた期間など，1日分の集計
データがない場合には，その日の行全体が表示されません。

1日分の集計データがない場合の出力例

（4） 補足事項

●［レポート］画面に表示中の監視対象サービスの監視対象が，ほかのサービスグループ
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管理者によって削除された場合，レポートのデータを出力すると空の CSVファイルが
出力されます。

●レポートの出力結果のダウンロード中にエラーが発生した場合，出力された CSVファ
イルは不完全なデータになっているおそれがあるため，手動で削除する必要がありま
す。

（5） 関連項目

●「4.5.1　レポートのデータを画面で確認する」

●「4.5.3　サービス性能のデータの一部が未取得の場合の注意事項」

●「4.5.4　月の途中にしきい値を変更した場合の注意事項」

●「4.5.5　各ホストでのタイムゾーンが異なる場合の注意事項」

4.5.3　サービス性能のデータの一部が未取得の場合の注意事
項

サービス性能のデータが取得されていない期間がある場合，レポートを画面に表示した
ときに，表示が制限されるため注意する必要があります。

ここでは，サービス性能のデータの一部が未取得の場合に，レポートのデータが月次の
総合評価表および月次の性能グラフにどのように表示されるかを説明します。

（1） サービス性能のデータの一部が未取得の場合の月次の総合評価表

サービス性能のデータの一部が取得されていない場合，月次の総合評価表の表示内容が
制限されます。月次の総合評価表に表示される内容を次の表に示します。
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表 4-6　サービス性能のデータの一部が取得されていない場合の月次の総合評価表の表示

（2） サービス性能のデータの一部が取得されていない場合の月次の性能グラ
フ

データの一部が取得されていない場合，月次の性能グラフの表示内容が制限されます。
月次の性能グラフに表示される内容を次の表に示します。

項番 評価項目 データが取得されていない期間

1日未満 1日以上かつ 1か月未満 1か月以上

1 平均値 データが 1日未満の日
も含めた，1か月間の
平均値が表示されま
す。ただし，取得した
データが 1日分より少
ない日は，取得した
データだけで 1日の平
均値が算出されます。

該当日を除いた 1か月
間の平均値が表示されま
す。

「－」（ハイフン）が表示
されます。

2 SLO遵守率 データが 1日未満の日
も含めた，1か月間の
SLO遵守率が表示さ
れます。

該当日を除いた 1か月
間の SLO遵守率が表示
されます。

3 先月比 項番 1の先月比が表示されます。ただし，先月の
データが未取得の場合は，「－」（ハイフン）が表
示されます。
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表 4-7　サービス性能のデータの一部が取得されていない場合の月次の性能グラフの表示

注※ 1
取得したデータが 1日分より少ない日は，取得したデータだけで 1日の平均値が算出されます。

注※ 2
折れ線グラフは該当日を境に途切れて表示されます。また，前後日が該当日の場合は，点で表
示されます。

注
平均応答時間およびスループットの値がともに 0の時刻の平均応答時間は，情報未取得として
扱います。そのため，平均値，最大値，最小値には含まれません。
同様に，エラー率およびスループットの値がともに 0の時刻のエラー率は，情報未取得として
扱います。そのため，平均値，最大値，最小値には含まれません。

（3） 関連項目

●「4.5.1　レポートのデータを画面で確認する」

●「4.5.2　レポートのデータを出力する」

4.5.4　月の途中にしきい値を変更した場合の注意事項
月の途中にしきい値を変更した場合，レポートを画面に表示したときに，表示が制限さ

項番 折れ線の種類 データが取得されていない期間

1日未満 1日以上かつ 1か月
未満

1か月以上

1 しきい値線 データが 1日未満の
日も含め，各日のし
きい値がプロットさ
れ，その値を基にし
た折れ線が表示され
ます。

該当日を除いた各日
のしきい値がプロッ
トされ，その値を基
にした折れ線が表示
されます。

表示されません。

2 最大値線 データが 1日未満の
日も含め，各日の最
大値がプロットされ，
その値を基にした折
れ線が表示されます。

該当日を除いた各日
の最大値がプロット
され，その値を基に
した折れ線が表示さ
れます※ 2。

3 平均値線 データが 1日未満の
日も含め，各日の平
均値がプロットされ，
その値を基にした折
れ線が表示されます※
1。

該当日を除いた各日
の平均値がプロット
され，その値を基に
した折れ線が表示さ
れます※ 2。

4 最小値線 データが 1日未満の
日も含め，各日の最
小値がプロットされ，
その値を基にした折
れ線が表示されます。

該当日を除いた各日
の最小値がプロット
され，その値を基に
した折れ線が表示さ
れます※ 2。
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4.　監視の実行
れるため注意する必要があります。

ここでは，月の途中にしきい値を変更した場合に，レポートのデータが月次の総合評価
表および月次の性能グラフにどのように表示されるかを説明します。

（1） 月の途中にしきい値を変更した場合の月次の総合評価表

月の途中にしきい値を変更した場合，月次の総合評価表の表示内容が制限されます。月
次の総合評価表に表示される内容を次の表に示します。

表 4-8　月の途中にしきい値を変更した場合の月次の総合評価表の表示

注※
30分間隔は，XX:00:00～ XX:29:59，XX:30:00～ XX:59:59の範囲（時：分：秒，XXは 00～
23）を示します。

（2） 月の途中にしきい値を変更した場合の月次の性能グラフ

月の途中にしきい値を変更した場合，月次の性能グラフの表示内容が制限されます。月
次の性能グラフに表示される内容を次の表に示します。

表 4-9　月の途中にしきい値を変更した場合の月次の性能グラフの表示

月の途中にしきい値を変更した場合の，月次の総合評価表および月次の性能グラフの例

項番 評価項目 表示内容

1 平均値 1か月間の平均値が表示されます。

2 SLO遵守率 1か月間のしきい値の遵守率が表示されます。
しきい値の遵守率は，30分間隔※で情報を保持します。その
ため，30分間まったくしきい値監視をしていない場合，その
時刻はしきい値の遵守率の計算には使用されません。
ただし，しきい値監視をしている時刻と，していない時刻が
30分の間に混在する場合は，しきい値監視をしていない時刻
はしきい値を遵守したと見なして，しきい値の遵守率が計算
されます。

3 先月比 1か月間の平均値の先月比が表示されます。

項番 折れ線の種類 表示内容

1 しきい値線 各日のしきい値がプロットされ，その値を基にした折れ線が
表示されます。
1日の途中でしきい値を変更した日は，最大値が表示されま
す。

2 最大値線 各日の最大値がプロットされ，その値を基にした折れ線が表
示されます。

3 平均値線 各日の平均値がプロットされ，その値を基にした折れ線が表
示されます。

4 最小値線 各日の最小値がプロットされ，その値を基にした折れ線が表
示されます。
198



4.　監視の実行
を次の図に示します。

図 4-3　月の途中にしきい値を変更した場合の，月次の総合評価表および月次の性能グラ
フの例

この図は，2011年 4月のレポートのデータを画面に表示させた場合の例です。2011年 4
月 14日に監視項目の平均応答時間およびスループットのしきい値を変更しています。

（3） 関連項目

●「4.5.1　レポートのデータを画面で確認する」

●「4.5.2　レポートのデータを出力する」

4.5.5　各ホストでのタイムゾーンが異なる場合の注意事項
レポートを正常に表示するには，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストと，
JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンのタイムゾーンを一致させる
必要があります。

ここでは，タイムゾーンが一致していない場合のレポートの集計時刻や表示内容につい
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て説明します。

（1） 月単位または日単位に集計する時刻

レポートで月単位または日単位に集計する値は，JP1/ITSLM - Managerをインストール
したホストのタイムゾーンで，1か月または 1日となる時刻の範囲で集計した値になり
ます。例えば，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのタイムゾーンが
GMT+0900で，JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンのタイム
ゾーンが GMTのとき，2011年 4月 1日の情報を集計する場合の対象時刻は，「2011/04/
01 00:00:00 +0900～ 2011/04/01 23:59:59 +0900」になります。

（2） 性能グラフの表示日時

JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストと，JP1/ITSLM - Managerにログイ
ンしている監視者のマシンのタイムゾーンの差によって，性能グラフの表示時刻がずれ
る場合があります。

性能グラフの表示時刻がずれる場合を次に示します。

● JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストが，JP1/ITSLM - Managerにログ
インしている監視者のマシンよりも先の時刻になる場合，性能グラフは，時間差（日
単位に切り上げ）だけ後ろにずれて表示されます。
例えば，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのタイムゾーンが
GMT+0900で，JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンのタイム
ゾーンが GMTのとき，レポート上で 2011/4/30のサービス性能は，性能グラフ上で
は 2011/4/29の位置にずれて表示されます。

● JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンが，JP1/ITSLM - 
Managerをインストールしたホストより 24時間以上先の時刻になる場合，性能グラ
フは時間差（日単位に切り下げ）だけ先にずれて表示されます。
例えば，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのタイムゾーンが
GMT-1200で，JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンのタイム
ゾーンが GMT+1200のとき，レポート上で 2011/6/29のサービス性能は，性能グラ
フ上では 2011/4/30の位置にずれて表示されます。

（3） CSVファイル出力時の表示時刻

CSVファイルにレポートを出力したときの各行の時刻は，JP1/ITSLM - Managerをイ
ンストールしたホストが集計した日がそのまま出力されます。

例えば，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのタイムゾーンが
GMT+0900，JP1/ITSLM - Managerにログインしている監視者のマシンのタイムゾーン
が GMTの場合，画面上のグラフの表示時刻は 1日後ろにずれて表示され，CSVファイ
ルの時刻は，ずれる前の日（JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのタイム
ゾーン）で出力されます。
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（4） 関連項目

●「4.5.1　レポートのデータを画面で確認する」

●「4.5.2　レポートのデータを出力する」
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4.　監視の実行
4.6　監視の実行例
ここでは，「1.3　JP1/ITSLMの導入例」および「3.3　監視項目の設定例」で説明した
次の事例について，監視の実行例を説明します。

●監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援

●監視対象サービスの状況の定期的な評価

4.6.1　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と
対処の支援（実行例）

ここでは，JP1/ITSLMを使用した監視対象サービスに対するサービス性能の異常の予兆
検知と対処の支援について，ある条件に基づいて具体的にどのように実行するとよいか
を，例を用いて説明します。

（1） 前提条件

この実行例の条件は，次のとおりです。

●監視対象サービスの登録，および予兆検知に必要な設定は完了していて，すでに監視
が開始されている。

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。

図 4-4　監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（実行例）に関
わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
［ホーム］画面ですべてのサービスグループの監視対象サービスの状況を監視する。
• システム運用者
すべてのサービスの監視者からの連絡を受け，監視対象サービスのサービス性能の
異常の予兆が発生した場合の対処をする。

（2） 監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆検知

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者が［ホーム］画面を表示して監視対象サービスの状況を
監視していたところ，サービス性能の異常の予兆である警告が表示されました。
監視対象サービスに警告が表示されたときの［ホーム］画面での表示例を次の図に
示します。
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4.　監視の実行
図 4-5　監視対象サービスに警告が表示されたときの［ホーム］画面での表示例

この図で表示されている警告の内容は次のとおりです。
• 検出日時：2011-04-05 16:12:33
• 種別：OUTLIER
• 現象：UPPER LIMIT
• サービスグループ：Group02
• 監視対象サービス：Service04
• 監視対象：All Web Access
• 監視項目：平均応答時間

この警告は，2011年 4月 5日の 16時 12分 33秒に，Group02に属する Service04
の平均応答時間について，ふだんの監視対象サービスの状況と大きく異なる外れ値
（上限値を上回った）を検知したことを示しています。

作業の結果
警告を放置すると，エラーにつながるおそれがあるため，すべてのサービスの監視
者は，早速対処することにしました。
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（3） 監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆を検知したあとの対処

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，［ホーム］画面に警告が表示されたことを受け，警告
として検知された事象の発生時期を［問題調査］画面を利用して調査し，対処する
ことにしました。
監視対象サービスに警告が表示されたときの［問題調査］画面での表示例を次の図
に示します。

図 4-6　監視対象サービスに警告が表示されたときの［問題調査］画面での表示例

この図では，平均応答時間の性能グラフから，警告の原因となった事象が 16:02:34
～ 16:06:34の間に発生したと考えられることがわかります。

作業の結果
［問題調査］画面で，警告として表示された内容，およびその原因となった事象が発
生したと考えられる時期が明らかになったため，すべてのサービスの監視者はそれ
らの情報をシステム運用者に連絡し，根本的な原因の調査・対処を依頼しました。
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（4） 対処後のサービス性能の確認

JP1/ITSLMでの作業
システム運用者による根本的な原因の対処後，すべてのサービスの監視者は，サー
ビス性能が正常な状態に回復しているかを［リアルタイム監視］画面で確認するこ
とにしました。
対処が完了し，サービス性能が正常な状態に回復したときの［リアルタイム監視］
画面での表示例を次の図に示します。

図 4-7　サービス性能が正常な状態に回復したときの［リアルタイム監視］画面での表示
例

この図のように，サービス性能が正常な状態に回復したときは，［サービス性能情

報］エリアに （正常）アイコンが表示されます。

作業の結果
すべてのサービスの監視者は，サービス性能が正常な状態に回復したことを確認で
き，監視対象サービスのサービス性能の異常の予兆について対処できました。
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4.6.2　監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の
予兆検知と対処の支援（実行例）

ここでは，JP1/ITSLMを使用した監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の
予兆検知と対処の支援について，ある条件に基づいて具体的にどのように実行するとよ
いかを，例を用いて説明します。

（1） 前提条件

この実行例の条件は，次のとおりです。

●監視対象サービスおよびWebトランザクションの登録，および予兆検知に必要な設定
は完了していて，すでに監視が開始されている。

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。

図 4-8　監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知と対処の支援（実
行例）に関わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
［ホーム］画面ですべてのサービスグループの監視対象サービスおよび監視対象サー
ビスの処理ごとの状況を監視する。

• システム運用者
すべてのサービスの監視者からの連絡を受け，監視対象サービスの処理ごとのサー
ビス性能の異常の予兆が発生した場合の対処をする。

（2） 監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆検知

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者が［ホーム］画面を表示して監視対象サービスおよび監
視対象サービスの処理ごとの状況を監視していたところ，処理に対応するWebトラ
ンザクションで，サービス性能の異常の予兆である警告が表示されました。
監視対象サービスのWebトランザクションに警告が表示されたときの［ホーム］画
面での表示例を次の図に示します。
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図 4-9　監視対象サービスのWebトランザクションに警告が表示されたときの［ホーム］
画面での表示例

この図で表示されている警告の内容は次のとおりです。
• 検出日時：2011-04-05 15:32:09
• 種別：OUTLIER
• 現象：UPPER LIMIT
• サービスグループ：Group01
• 監視対象サービス：Service01
• 監視対象：Transaction1
• 監視項目：平均応答時間

この警告は，2011年 4月 5日の 15時 32分 09秒に，Group01に属する Service01
の Transaction1の平均応答時間について，ふだんの監視対象サービスの状況と大き
く異なる外れ値（上限値を上回った）を検知したことを示しています。

作業の結果
警告を放置すると，エラーにつながるおそれがあるため，すべてのサービスの監視
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者は，早速対処することにしました。

（3） 監視対象サービスの処理ごとのサービス性能の異常の予兆を検知したあ
との対処

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，［ホーム］画面に警告が表示されたことを受け，警告
として検知された事象の発生時期を［問題調査］画面を利用して調査し，対処する
ことにしました。
監視対象サービスのWebトランザクションに警告が表示されたときの［問題調査］
画面での表示例を次の図に示します。

図 4-10　監視対象サービスのWebトランザクションに警告が表示されたときの［問題調
査］画面での表示例

この図では，平均応答時間の性能グラフから，警告の原因となった事象が 15:12:23
～ 15:16:23の間に発生したと考えられることがわかります。
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作業の結果
［問題調査］画面で，警告として表示された内容，およびその原因となった事象が発
生したと考えられる時期が明らかになったため，すべてのサービスの監視者はそれ
らの情報をシステム運用者に連絡し，根本的な原因の調査・対処を依頼しました。

（4） 対処後のサービス性能の確認

JP1/ITSLMでの作業
システム運用者による根本的な原因の対処後，すべてのサービスの監視者は，Web
トランザクションのサービス性能が正常な状態に回復しているかを［リアルタイム
監視］画面で確認することにしました。
対処が完了し，Webトランザクションのサービス性能が正常な状態に回復したとき
の［リアルタイム監視］画面での表示例を次の図に示します。

図 4-11　Webトランザクションのサービス性能が正常な状態に回復したときの［リアル
タイム監視］画面での表示例

この図のように，Webトランザクションのサービス性能が正常な状態に回復したと
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きは，［サービス性能情報］エリアに （正常）アイコンが表示されます。

作業の結果
すべてのサービスの監視者は，Webトランザクションのサービス性能が正常な状態
に回復したことを確認できました。これによって，監視対象サービスの処理ごとの
サービス性能の異常の予兆について対処できました。

4.6.3　監視対象サービスの状況の定期的な評価（実行例）
ここでは，JP1/ITSLMを使用した監視対象サービスの状況の定期的な評価について，あ
る条件に基づいて具体的にどのように実行するとよいかを，例を用いて説明します。

（1） 前提条件

この実行例の条件は，次のとおりです。

●監視対象サービスの登録，および監視に必要な設定は完了していて，監視が開始され
てから一定の期間が経過している。

●この作業に関わる担当者の関係は次の図のとおり。

図 4-12　監視対象サービスの状況の定期的な評価（実行例）に関わる担当者の関係

• すべてのサービスの監視者
監視対象サービスの状況を定期的に評価し，サービスレベルの維持に当たって現在
のシステムの性能（サーバのメモリや CPUなど）が妥当かどうかをシステム運用
者と検討する。また，1か月ごとにサービスレベルに関する報告書を作成し，サー
ビスの提供者であるサービスの委託元の担当者に定期報告する。報告の際には，必
要に応じて報告書を使用してシステムの増強を提案することもある。

• システム運用者
社内の IT機器，ネットワークなどを運用している。すべてのサービスの監視者から
の連絡を受け，システムの増強を検討する。

• サービスの委託元の担当者
サービスの委託元の，サービスの提供者である。委託先のすべてのサービスの監視
者から定期報告を受ける。定期報告時にシステムの増強について提案を受けた場合
は検討の上，妥当であれば承認する。
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（2） 監視対象サービスの状況の確認

JP1/ITSLMでの作業
すべてのサービスの監視者は，監視中の監視対象サービスについて［レポート］画
面を表示して，直近 1か月の監視対象サービスの状況を確認することにしました。
［レポート］画面での直近 1か月の監視対象サービスの状況の表示例を次の図に示し
ます。

図 4-13　［レポート］画面での直近 1か月の監視対象サービスの状況の表示例

この画面では，2011年 4月の平均応答時間，スループットおよびエラー率につい
て，平均値，SLO遵守率，および先月比がわかります。また，グラフからは 1か月
間のサービス性能の変化の傾向がわかります。

作業の結果
すべてのサービスの監視者は，［レポート］画面での確認の結果，各監視項目の最大
値や平均値が上昇傾向にあることに気づきました。このまま放置すると，SLOしき
い値を超過するおそれがあるため，システム運用者に連絡し，システムの増強が必
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要かを検討して，サービスの委託元の担当者への定期報告時にシステム増強を提案
することにしました。

（3） 監視対象サービスの状況の定期報告

JP1/ITSLMでの作業
定期報告が間近に迫ったため，すべてのサービスの監視者は，サービスの委託元の
担当者に報告するためのレポートを作成することにしました。
レポートの作成に使用する監視対象サービスの状況の監視結果は，［レポート］画面
から CSV形式で出力することにしました。
監視対象サービスの状況の監視結果を CSV形式で出力した例を次の図に示します。

図 4-14　監視対象サービスの状況の監視結果を CSV形式で出力した例

CSVファイルには，時刻に対する各サービス性能の平均値，最大値，最小値が出力
されます。

作業の結果
CSV形式で出力した監視対象サービスの状況の監視結果は，表計算ソフトウェアで
グラフ化してレポートに記載しました。
すべてのサービスの監視者は，定期報告の中でグラフを基にサービスレベルの維持
のためにシステム増強が必要であることを説明し，サービスの委託元の担当者の承
認を得ることができました。
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5　 起動する前の準備
この章では，JP1/ITSLMを起動する前の準備として必要な，
インストール，セットアップ，ユーザー設定などについて説明
します。
また，JP1/ITSLMを起動する前に必要に応じて実施する，監
視結果をメールなどで通知するための JP1/IMとの連携や，
JP1/ITSLMの動作を変更するためのシステム定義ファイル
（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）の編集に
ついて説明します。
なお，JP1/ITSLMをクラスタシステムで運用する場合の起動
する前の準備については，「6.　起動する前の準備（クラスタ
システム）」を参照してください。

5.1　JP1/ITSLMの導入

5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定

5.3　監視結果をメールで通知するための設定（JP1/IMとの連携）

5.4　動作を変更するためのシステム定義ファイルの編集
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5.　起動する前の準備
5.1　JP1/ITSLMの導入

JP1/ITSLMを導入するには，インストール後にセットアップを実行して実行環境を作成
したあと，実行環境に HTMLマニュアルを組み込む必要があります。

JP1/ITSLMの導入時の作業の流れを次の図に示します。

図 5-1　JP1/ITSLMの導入時の作業の流れ

なお，導入済みの JP1/ITSLMをバージョンアップする場合は，次の手順で作業してく
ださい。
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5.　起動する前の準備
図 5-2　導入済みの JP1/ITSLMをバージョンアップする作業の流れ

バージョンが 09-50の JP1/ITSLMのデータをバックアップするときは，「7.1.1　定義
ファイルのバックアップを取る」および「7.1.2　データベースのバックアップを取る」
を参照してください。

バージョンが 09-50の JP1/ITSLMのデータをリストアするときは，「7.1.3　定義ファイ
ルをリストアする」および「7.1.4　データベースをリストアする」を参照してください。

導入済みの JP1/ITSLMをバージョンアップする場合は，手順のとおり JP1/ITSLM - 
Managerは 2回セットアップが必要になります。1回目のセットアップではリストア準
備が実行され，2回目のセットアップではデータベースの移行が実行されます。2回目の
セットアップは，1回目のセットアップと同じコマンドライン引数，および同じオプショ
ンファイルの内容で実行してください。

バージョンアップが完了したら，次に示す画面の内容がバージョンアップ前と変わって
いないことを確認してください。

●［ホーム］画面
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5.　起動する前の準備
●［問題調査］画面

●［レポート］画面

●［設定］画面

バージョンアップ前と異なっている場合は，次の手順でインストールからやり直した上
でセットアップを実行してください。

1. インストール済みの JP1/ITSLMをアンインストールする。
2. バージョンアップ前のバージョンの JP1/ITSLMをインストールする。
3. バージョンアップ前に取得したバックアップデータをリストアする。
4. 新しいバージョンの JP1/ITSLMを再度インストールする。

5.1.1　インストールする
JP1/ITSLMのインストール方法は，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URで共通
です。また，どちらからインストールしてもかまいません。

（1） 作業の前に

● OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウントであることを確認してく
ださい。

●導入済みの JP1/ITSLMをバージョンアップする場合は，まず，バージョンアップ前
のデータのバックアップを取得してください。バックアップの取得方法については，
「7.1.1　定義ファイルのバックアップを取る」および「7.1.2　データベースのバック
アップを取る」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 提供媒体を CD-ROMドライブに入れる。

2. 起動したインストーラーの指示に従ってインストールを進める。
インストール時には，次の項目を設定します。

ユーザー情報
［ユーザー名］
最大 50文字の文字列を指定してください。
［会社名］
最大 80文字の文字列を指定してください。

インストール先フォルダ
デフォルトでは次のフォルダが設定されます。
システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM

インストール先フォルダについての注意事項
• インストール先フォルダを変更する場合，絶対パスで半角 35文字以内の文字列を
指定してください（全角文字での指定はできません）。
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5.　起動する前の準備
• UNC表記はできません。
• ネットワークドライブは指定できません。
• インストール先フォルダのパス中には「#」を指定できません。
• 先頭が小文字の「u」で始まるフォルダは指定できません。
• JP1/ITSLM - Managerがインストールされているホストに対して JP1/ITSLM - 

URをインストールする場合，JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダは
JP1/ITSLM - Managerをインストールしたときに指定したフォルダとなり，別の
フォルダは指定できません。同様に，JP1/ITSLM - URがインストールされてい
るホストに対して JP1/ITSLM - Managerをインストールする場合も，JP1/
ITSLM - Managerのインストール先フォルダは JP1/ITSLM - URをインストール
したときに指定したフォルダとなり，別のフォルダは指定できません。

インストーラーが正常に終了すれば，インストールは完了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストには，JP1/Baseをインストールす
る必要があります。
JP1/Baseのインストール方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参
照してください。

● JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URをインストールしたホストの時刻は，
GMTを基準とします。一方，JP1/ITSLM - Managerにログインする監視者のマシン
では，そのマシンのタイムゾーンが基準となります。
JP1/ITSLMによる監視結果をレポートで確認したり，出力したりする場合には，そ
れぞれのホストのタイムゾーンを一致させる必要があります。
レポートについての詳細は，「4.5　レポートの作成」を参照してください。

● JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのインストール時に，統合トレース
機能（HNTRLib2）がインストールされます。このとき，Windowsのシステム環境変
数 PathにHNTRLib2のパス（システムドライブ :¥Program Files¥Common 
Files¥Hitachi）が追加されます。

● JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URをインストールしたホストに対して，
同じバージョンの JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URをインストールす
る場合は，インストーラーで［修復］を選択してください。［修復］を選択した場合，
インストーラーによって作成されたフォルダおよびファイルはすべてインストール直
後の状態に戻ります。ただし，セットアップコマンドが作成したファイル，ならびに
ユーザーが作成したフォルダおよびファイルの状態は変更されません。

● JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール（ソフトウェアの配布）によって，イ
ンストール対象ホストに JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URをインス
トールすることもできます。ただし，JP1/NETM/DMを使ったリモートインストール
では，インストール画面は表示されないため，デフォルトのユーザー情報およびイン
ストール先フォルダでインストールされます。リモートインストールの場合は，JP1/
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5.　起動する前の準備
ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URをインストールしたホストに対して，同
じバージョンの JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを再度インストール
することでプログラムの修復ができます。

● JP1/ITSLMを「システムドライブ :¥Program Files¥」下にインストールする場合，シ
ステムドライブの直下に「Program」という名称のフォルダまたはファイルがあると，
インストールに失敗します。「Program」という名称のフォルダまたはファイルがない
ことを確認して，インストールを実行してください。

（4） 次の作業

●「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」または「5.1.3　JP1/ITSLM - 
URをセットアップする」

（5） 関連項目

●「5.1.7　アンインストールする」

5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする
セットアップは，実行環境を作成するために実行します。

JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

● OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウントであることを確認してく
ださい。

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - Managerをインス
トールしてください。
インストールについては，「5.1.1　インストールする」を参照してください。

● JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストに，JP1/Baseがインストールされ
ていることを確認してください。
JP1/Baseのインストール方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参
照してください。

●デフォルトでは，JP1/ITSLM - Managerのセットアップは，監視対象サービスが 50
個程度あることを想定した設定になっています。そのため，JP1/ITSLMを導入する
のが，監視対象サービスの数が 10個程度のシステムである場合は，システムリソー
スを有効に使用するため，JP1/ITSLM - Managerのセットアップ前に次の手順を実行
してください。
1. 次のファイルを退避するため，ファイル名称を任意の名称に変更する。
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JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥template¥mgr¥system¥hdb¥pdistup_info¥ini¥pdi_s.ini

2. 次のファイルを退避するため，同じフォルダ内に任意の名称でコピーする。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥template¥mgr¥system¥hdb¥pdistup_info¥ini¥pdi_small_s.ini

3. 手順 2.でコピーしたファイルの名称を「pdi_s.ini」に変更する。

（2） 作業手順

1. セットアップに必要なオプションファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/ITSLM - 
Managerのセットアップ）」を参照してください。

2. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

3. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Managerのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，JP1/ITSLM - Managerのセットアップは完了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLM - Managerをセットアップしたホストでファイアウォールを設定している
場合，セットアップ時に使用したオプションファイルの定義項目「psb_Listen」およ
び「manager_port」に指定したポート番号を開放してください。なお，オプション
ファイルの設定を変更する場合には，ファイアウォールの設定も変更する必要があり
ます。

● JP1/ITSLM - Managerをセットアップしたホストの時刻を調整する場合は，すべての
JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを終了した上で実施してください。
JP1/ITSLM - Managerの時刻調整をする場合，時刻が進む方向で調整してください。
時刻を調整した結果，JP1/ITSLM - Managerの時刻戻りが発生した場合は，時刻戻り
が発生した分だけ時間が経過してから JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - 
URを起動してください。

● jslmmgrsetupコマンドの実行時に使用するオプションファイルの定義項目
「psb_Listen」では，必ず 1～ 65535の範囲で値を設定してください。この範囲外の
値を設定してセットアップした場合は，セットアップエラーの発生後に，次に示す手
順で再度セットアップしてください。
1. 次に示すファイル（httpsd.conf）で定義されている Listenプロパティの値を，1
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～ 65535の任意の値に修正する。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥httpsd¥conf¥httpsd.conf

2. jslmmgrsetupコマンドのオプションファイルの定義項目「psb_Listen」に，1～
65535の任意の値を設定し，再度セットアップする。

●バージョンアップ時のセットアップで失敗すると，データベースのデータが破損する
おそれがあります。このため，バージョンアップ時のセットアップで失敗した場合は，
失敗の原因に対処し，次の手順でインストールからやり直した上でセットアップを実
行してください。
1. インストール済みの JP1/ITSLMをアンインストールする。
2. バージョンアップ前のバージョンの JP1/ITSLMをインストールする。
3. バージョンアップ前に取得したバックアップデータをリストアする。
4. 新しいバージョンの JP1/ITSLMを再度インストールする。

（4） 次の作業

●「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」または「5.2.2　JP1/Baseで JP1
ユーザーを設定する」

（5） 関連項目

●「5.1.5　JP1/ITSLM - Managerをアンセットアップする」

●「10.3　メッセージの一覧」

5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする
セットアップは，実行環境を作成するために実行します。

JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。

ここでは，JP1/ITSLM - URのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

● OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウントであることを確認してく
ださい。

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - URをインストールし
てください。
インストールについては，「5.1.1　インストールする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. JP1/ITSLM - URをインストールしたホストのネットワークインタフェース番号，お
よび IPアドレスを確認するためのコマンドを実行する。
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実行するコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmuripls
ネットワークインタフェース番号，および IPアドレスを確認するためのコマンドの
詳細については，「9.　コマンド」の「jslmuripls（ネットワークインタフェース番号
と IPアドレスの表示）」を参照してください。

2. jslmuriplsコマンドを実行して確認した情報を基に，セットアップに必要なオプショ
ンファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/ITSLM - 
URのセットアップ）」を参照してください。

3. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，JP1/ITSLM - URのセットアップは完了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLM - URをセットアップしたホストでファイアウォールを設定している場合，
セットアップ時に使用したオプションファイルの定義項目「ur_port」に指定したポー
ト番号を開放してください。なお，オプションファイルの設定を変更する場合には，
ファイアウォールの設定も変更する必要があります。

● JP1/ITSLM - URをセットアップしたホストの時刻を調整する場合は，すべての JP1/
ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを終了した上で実施してください。
JP1/ITSLM - URの時刻調整をする場合，JP1/ITSLM - Managerの時刻に合わせるよ
うに調整してください。時刻を調整した結果，JP1/ITSLM - URの時刻戻りが発生し
ても，JP1/ITSLM - URの起動に当たって時刻戻りが発生した分の時間経過を待つ必
要はありません。ただし，JP1/ITSLM - URの時刻を戻した状態で監視対象サービス
の監視を開始した場合，過去に監視した最後の時刻を超過するまで，JP1/ITSLM - 
URが取得するサービス性能は破棄されます。

（4） 次の作業

●「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」または「5.2.2　JP1/Baseで
JP1ユーザーを設定する」
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（5） 関連項目

●「5.1.6　JP1/ITSLM - URをアンセットアップする」

●「10.3　メッセージの一覧」

5.1.4　HTMLマニュアルを組み込む
所定のフォルダに HTMLマニュアルをコピーすることで，画面右上の［ヘルプ］（ログ
イン画面では［ヘルプ］ボタン）から HTMLマニュアルを参照できます。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerをセットアップしてください。
セットアップについては，「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参
照してください。

（2） 作業手順

1. プログラムプロダクトに標準添付されているマニュアル CD-ROMを用意する。

2. JP1/ITSLM - Managerをセットアップしたホストに，マニュアルのコピー先のフォル
ダを作成する。
次のフォルダを作成してください。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itslm¥help¥ja¥SLM¥HTML¥

3. 手順 2.で作成したフォルダ配下に，マニュアル CD-ROMからフォルダおよびファイ
ルをコピーする。
次のフォルダに格納されているすべてのフォルダおよびファイルをコピーします。

CD-ROMドライブ ¥MAN¥3020¥資料番号フォルダ※

注※
このマニュアルの先頭ページに記載されている資料番号を基にしたフォルダ名で
す。先頭の 3桁および「-」（ハイフン）を省略し，末尾に「D」を付けます。
例えば，資料番号が「3020-X-YYY-ZZ」と記載されている場合，「0XYYYZZD」
となります。なお，「3020-X-YYY」のように，ZZに該当する番号がない場合は，
00を追加した「0XYYY00D」となります。

4. コピー元のファイルをコピー先のファイルに上書きする。
コピー元：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itslm¥help¥INDEX.HTM
コピー先：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥httpsd¥htdocs¥custom¥jp1itslm¥help¥ja¥INDEX.HTM
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5. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

6. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」を起動する。

サービスの状態が［開始］になれば，HTMLマニュアルの組み込みは完了です。

（3） 補足事項

●組み込んだHTMLマニュアルは，JP1/ITSLM - Managerのアンインストールの実行
時に削除されます。

（4） 次の作業

●「2.2.1　JP1/ITSLM - Managerへログインする」

（5） 関連項目

●「5.1.7　アンインストールする」

5.1.5　JP1/ITSLM - Managerをアンセットアップする
セットアップ後に再度セットアップをする場合は，アンセットアップが必要です。

ただし，アンセットアップをすると，ユーザーがシステム定義ファイルを編集すること
で変更した設定，およびデータベースの情報が初期化されます。アンセットアップの前
に，必要に応じてシステム定義ファイルおよびデータベースのバックアップを取ってく
ださい。

システム定義ファイルのバックアップについては「7.1.1　定義ファイルのバックアップ
を取る」を，データベースのバックアップについては「7.1.2　データベースのバック
アップを取る」を参照してください。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerのアンセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●アンセットアップの対象となる JP1/ITSLM - Managerのセットアップが完了してい
ることを確認してください。

●アンセットアップの対象となる JP1/ITSLM - Managerを終了してください。
終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」を参照してくださ
い。

（2） 作業手順

1. アンセットアップコマンドを実行する。
実行するアンセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrunsetup
アンセットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrunsetup
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（JP1/ITSLM - Managerのアンセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，JP1/ITSLM - Managerのアンセットアップは完了です。

（3） 次の作業

●「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」

（4） 関連項目

●「5.1.6　JP1/ITSLM - URをアンセットアップする」

●「10.3　メッセージの一覧」

5.1.6　JP1/ITSLM - URをアンセットアップする
セットアップ後に再度セットアップをする場合は，アンセットアップが必要です。

ただし，アンセットアップをすると，ユーザーがシステム定義ファイルを編集すること
で変更した設定が初期化されます。アンセットアップの前に，必要に応じてシステム定
義ファイルのバックアップを取ってください。

システム定義ファイルのバックアップについては「7.1.1　定義ファイルのバックアップ
を取る」を参照してください。

ここでは，JP1/ITSLM - URのアンセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●アンセットアップの対象となる JP1/ITSLM - URのセットアップが完了していること
を確認してください。

●アンセットアップの対象となる JP1/ITSLM - URを終了してください。
終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. アンセットアップコマンドを実行する。
実行するアンセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmurunsetup
アンセットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmurunsetup
（JP1/ITSLM - URのアンセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，JP1/ITSLM - URのアンセットアップは完了です。

（3） 次の作業

●「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」
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（4） 関連項目

●「5.1.5　JP1/ITSLM - Managerをアンセットアップする」

●「10.3　メッセージの一覧」

5.1.7　アンインストールする
JP1/ITSLMのアンインストール方法は，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URで
共通です。

ここでは，JP1/ITSLMのアンインストール方法について説明します。

（1） 作業の前に

●アンインストールの対象となる JP1/ITSLM - Manager，または JP1/ITSLM - URを
終了してください。
終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」または「2.1.3　
JP1/ITSLM - URを終了する」を参照してください。

●開いているWindowsのサービスのダイアログボックスがあれば閉じてください。

（2） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［コントロールパネル］－［プログラムのアン
インストール］を選択する。

2. 一覧からアンインストールの対象となる JP1/ITSLM - Manager，または JP1/ITSLM - 
URを選択し，［アンインストール］をクリックする。

3. 指示に従いアンインストールを進める。
プログラムがアンインストールされます。

4. 再起動を要求された場合は再起動する。

5. ユーザーファイルを削除する。
アンインストールでは，インストール後にユーザーが作成した定義ファイルやログ
ファイルなどは削除されません。これらのファイルも削除する場合，JP1/ITSLM - 
Managerまたは JP1/ITSLM - URをインストールしていたフォルダをエクスプロー
ラで削除してください。

アンインストールは完了です。

（3） 補足事項

●アンインストールの完了後に，一部のフォルダが削除されないで残ることがあります。
削除されないで残ったフォルダ，およびフォルダ下のファイルが不要である場合は手
動で削除してください。

●アンインストールを実行すると，統合トレース機能（HNTRLib2）も自動的にアンイ
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ンストールされます。ただし，HNTRLib2を利用するプログラムがほかにある場合
は，そのプログラムがすべてアンインストールされた時点で HNTRLib2はアンイン
ストールされます。

● JP1/ITSLM - Managerをアンインストールした場合，セットアップ時にファイア
ウォールの設定を変更して開放したポート（オプションファイルの定義項目
「psb_Listen」および「manager_port」に指定したポート）の設定を元に戻してくだ
さい。

● JP1/ITSLM - URをアンインストールした場合，セットアップ時にファイアウォール
の設定を変更して開放したポート（オプションファイルの定義項目「ur_port」に指定
したポート）の設定を元に戻してください。
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5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定

JP1/ITSLMを使用するには，認証サーバ（JP1/Base）を準備した上で，認証サーバと
して使用する JP1/Baseで JP1ユーザー，および JP1/ITSLMでの操作権限を設定する
必要があります。

作業の流れを次の図に示します。

図 5-3　JP1/ITSLMのユーザー設定についての作業の流れ

なお，JP1/Baseで JP1ユーザーを設定する前に準備しておく必要のある認証サーバにつ
いては，「5.2.1　認証サーバ」を参照してください。

5.2.1　認証サーバ
JP1/ITSLMを使用するためには，ユーザーを管理するための認証サーバが必要です。

JP1/ITSLMでは，JP1/Baseを認証サーバとして使用します。認証サーバとしての JP1/
Baseの使用方法には次の 2とおりがあります。

● JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストの JP1/Baseを使用する。

● JP1/Baseおよび JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストとは別に，JP1/
Baseをインストールしたホストを用意し，それぞれのホストをプライマリー認証サー
バ，またはセカンダリー認証サーバとして使用する。

ほかの JP1製品を使用している場合など，すでに認証サーバとして使用している JP1/
Baseがある場合は，既存の認証サーバを使用できます。

認証サーバ（プライマリー認証サーバ）に指定したホストで，JP1ユーザーや，JP1資
源グループ（サービスグループ）に対する操作権限を管理します。そのため，JP1/
ITSLMのユーザー設定の前に，認証サーバをどのように使用するかをあらかじめ検討し
ておいてください。

認証サーバが 1台の場合
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JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストの JP1/Baseを認証サーバとして
利用する場合を次の図に示します。

図 5-4　JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストの JP1/Baseを認証サーバとし
て使用する場合

JP1/ITSLM - Managerがインストールされたホストの JP1/Baseを認証サーバとし
て使用すると，最小限のシステム構成で JP1/ITSLMを使用できます。ただし，
JP1/Baseに何らかのトラブルが発生した場合，JP1/ITSLMを使用した業務は停止
してしまいます。

認証サーバが 2台の場合
例として，JP1/Baseをインストールしたホストを 2台用意して，プライマリー認証
サーバ，およびセカンダリー認証サーバとして使用する場合を次の図に示します。
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図 5-5　JP1/Baseをインストールした 2台のホストをプライマリー認証サーバ，および
セカンダリー認証サーバとして使用する場合

このように，通常使用するプライマリー認証サーバと，予備として使用するセカン
ダリー認証サーバ（プライマリー認証サーバの設定情報を保持）を分けることで，
何らかの理由によってプライマリー認証サーバに接続できなかった場合に自動的に
接続先をセカンダリー認証サーバに切り替え，業務の停止を防ぐことができます。

プライマリー認証サーバ，およびセカンダリー認証サーバの詳細については，マニュア
ル「JP1/Base 運用ガイド」の認証サーバについて記載されている個所を参照してくださ
い。

5.2.2　JP1/Baseで JP1ユーザーを設定する
JP1/ITSLMを使用するユーザーは，JP1/Baseで JP1ユーザーとして設定する必要があ
ります。JP1ユーザーは，認証サーバ（プライマリー認証サーバ）として使用する JP1/
Baseで設定します。

認証サーバについては，「5.2.1　認証サーバ」を参照してください。

ここでは，認証サーバでログイン認証する JP1ユーザーの設定方法について説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerをセットアップしたホストに，JP1/Baseがインストールされ
ていることを確認してください。また，プライマリー認証サーバを別に設ける場合は，
JP1/ITSLM - Managerをセットアップしたホストとは別に，JP1/Baseをインストー
ルしたホストを用意してください。
JP1/Baseのインストール方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参
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照してください。

（2） 作業手順

JP1ユーザーは，JP1/Baseの［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスまたは JP1/
Baseのコマンドで設定します。ここでは，［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスを
使用した手順について説明します。詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイ
ド」の JP1ユーザーの設定について記載されている個所を参照してください。

1. 認証サーバを指定する。
［認証サーバ］タブの［認証サーバの検索順序］で指定します。
認証サーバはプライマリー，セカンダリーの 2台まで設定できます。

2. JP1ユーザーを登録する。
［認証サーバ］タブの［JP1ユーザー］で，JP1ユーザーとパスワードを登録します。

JP1/Baseの［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスに設定内容が反映されれば，
JP1ユーザーの設定は完了です。

（3） 補足事項

● JP1ユーザーの指定の制限については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照し
てください。

（4） 次の作業

●「5.2.3　JP1ユーザーごとの操作権限を設定する」

（5） 関連項目

●「5.2.1　認証サーバ」

5.2.3　JP1ユーザーごとの操作権限を設定する
JP1ユーザーごとの操作権限は，認証サーバ（プライマリー認証サーバ）として使用す
る JP1/Baseで設定します。

ここでは，JP1ユーザーを設定したあとに実施する JP1/ITSLMでの操作権限の設定方
法について説明します。

（1） 作業の前に

● JP1ユーザーを設定してください。
JP1ユーザーの設定方法については，「5.2.2　JP1/Baseで JP1ユーザーを設定する」
を参照してください。

● JP1ユーザーについて，JP1資源グループ（サービスグループ※）と，そのサービス
グループに対する JP1権限レベルをどのように設定するかを検討してください。
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JP1/ITSLMの JP1権限レベルには，JP1_ITSLM_Admin（サービスグループ管理者）
および JP1_ITSLM_User（サービスユーザー）があります。

注※
JP1/Baseでの JP1資源グループと同じものです。監視対象サービスを，業務シ
ステムを委託した顧客ごと（企業ごとなど）に管理するための単位です。監視対
象サービスは，必ず何らかのサービスグループに属します。

JP1/ITSLMでは，JP1権限レベルごとの操作権限が次の表のように定義されていま
す。

表 5-1　JP1権限レベルごとの操作権限

JP1/ITSLMでは，サービスグループの名称が「-」（ハイフン）で始まる場合はコマン
ドの引数として指定できません。そのため，サービスグループの名称は，「‐」（ハイ
フン）で始まらない名称にすることを推奨します。

（2） 作業手順

JP1ユーザーごとの操作権限は，JP1/Baseの［JP1/Base環境設定］ダイアログボック
スまたは JP1/Baseのコマンドで実行します。ここでは，［JP1/Base環境設定］ダイアロ
グボックスを使用した手順について説明します。詳細については，マニュアル「JP1/
Base 運用ガイド」の JP1ユーザーの設定について記載されている個所を参照してくださ
い。

1. JP1ユーザーに操作権限を設定する。
［認証サーバ］タブの［JP1資源グループ別権限レベル］で，JP1ユーザーの操作権
限を設定します。

JP1/Baseの［JP1/Base環境設定］ダイアログボックスに設定内容が反映されれば，
JP1ユーザーごとの操作権限の設定は完了です。

（3） 補足事項

● JP1ユーザーごとの操作権限の設定例として，JP1ユーザー A～ Dの 4人が，2つの
監視対象サービスを持つサービスグループ 1～ 3に対して，それぞれ次のような条件

項番 JP1権限レベル JP1権限レベルを
設定するユーザー

操作権限

1 JP1_ITSLM_Admin サービスグループ
管理者

• 監視対象サービスの登録・削除
• 監視項目の設定
• 監視の開始・停止
• 監視対象サービスの状況の監視
• 問題点の調査
• レポートの出力

2 JP1_ITSLM_User サービスユーザー • 監視対象サービスの状況の監視
• 問題点の調査
• レポートの出力
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で操作権限を設定する場合を説明します。
• JP1ユーザー Aは，サービスグループ 1，サービスグループ 2，およびサービスグ
ループ 3の監視対象サービスの管理および監視をする。

• JP1ユーザー Bは，サービスグループ 1の監視対象サービスの管理および監視をす
る。

• JP1ユーザー Cは，サービスグループ 3の監視対象サービスの管理および監視をす
る。

• JP1ユーザー Dは，サービスグループ 2の監視対象サービスを監視する（管理はし
ない）。

これらの条件を図示したものを次に示します。

図 5-6　操作権限の設定例

この条件を実現するためには，各 JP1ユーザーに次のように操作権限を設定する必要
があります。

表 5-2　操作権限の設定例

（凡例）
◎：サービスグループ管理者権限を設定します。
○：サービスユーザー権限を設定します。
－：設定しません。

項番 JP1ユーザー サービスグループ

1 2 3

1 A ◎ ◎ ◎

2 B ◎ － －

3 C － － ◎

4 D － ○ －
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（4） 関連項目

●「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起動する」

●「5.3.1　JP1/IMと連携する」

5.2.4　ユーザー設定についての注意事項
ユーザー設定についての注意事項を次に示します。

● JP1資源グループ（サービスグループ）を削除しても，削除対象のサービスグループ
に登録されている監視対象サービスは削除されません。そのため，サービスグループ
を削除する場合は，削除対象のサービスグループに登録されている監視対象サービス
をあらかじめ削除しておいてください。

● JP1/ITSLMで監視対象サービスの状況を監視し始めたあとでは，JP1/Baseで次に示
す変更や削除はしないでください。変更した場合の動作は保証されません。
• JP1ユーザー名の変更
• JP1ユーザーの削除
• JP1資源グループ名（サービスグループ名）の変更
• JP1資源グループ（サービスグループ）の削除
• JP1ユーザーごとの操作権限の変更
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5.3　監視結果をメールで通知するための設定
（JP1/IMとの連携）

JP1/ITSLMは，JP1/IM（JP1/IM - Managerおよび JP1/IM - View）と連携することで，
監視結果をメールで通知することなどができます。連携は必須ではありません。必要に
応じて JP1/IMとの連携を検討してください。

ここでは，JP1/IMと連携するための手順と，JP1/IMの自動アクションの設定に必要な
JP1イベントの詳細について説明します。

なお，自動アクションの詳細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - 
Manager 導入・設計ガイド」を参照してください。

5.3.1　JP1/IMと連携する
JP1/ITSLMは，JP1/Baseの機能を使用して，次の場合に JP1イベントを発行します。

●サービスの監視者に通知するべき事象が監視対象サービスに発生した場合

●システム運用者に通知するべき事象が JP1/ITSLMに発生した場合

JP1イベントは，JP1/Baseの転送設定ファイルで転送設定をすることで，JP1/IM - 
Managerに転送されます。これによって，JP1/IM - Viewの［イベントコンソール］画面
から JP1イベントを一元的に監視できます。

また，JP1/IM - Managerで自動アクションを設定すれば，JP1イベントの発行をメール
やアラームで通知するなどして，監視結果の通知を自動化できます。

なお，転送設定についてはマニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を，自動アクションの詳
細については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイ
ド」を参照してください。

ここでは，JP1/IMとの連携方法について説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerのセットアップが完了していることを確認してください。
セットアップ方法については，「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」
を参照してください。

● JP1/IMをインストールしてください。
JP1/IMは JP1/ITSLM - Managerと同じホストにインストールする必要はありませ
ん。JP1/IMのインストール方法については，マニュアル「JP1/Integrated 
Management - Manager 構築ガイド」を参照してください。
234



5.　起動する前の準備
（2） 作業手順

1. JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル（jp1itslm.properties）の JP1Eventプ
ロパティに trueを設定する。
JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイルを編集します。システム定義ファイ
ルの格納先は次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties

2. JP1/ITSLM - Managerのイベント拡張属性定義ファイル
（hitachi_jp1_itslm_attr_sys_ja.conf）を JP1/IM - Managerのフォルダにコピーする。

JP1/ITSLM - Managerのコピー元のファイル：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥conf¥event¥jp1imm¥ja¥hitachi_jp1_itslm_attr_sys_ja.conf

JP1/IM - Managerのコピー先フォルダ：
JP1/IM - Managerのインストール先フォルダ ¥conf¥console¥attribute¥

なお，JP1/IM - Managerをクラスタ環境で使用している場合は，「JP1/IM-Manager
のインストール先フォルダ」を「共有フォルダ ¥jp1cons」に読み替えてください。

3. JP1/IM - Managerを再起動する。
JP1/IM - Managerを再起動することで定義の変更が反映されます。

JP1/IMと連携するための設定は完了です。

（3） 補足事項

● JP1/ITSLMが発行する JP1イベントの一覧は次の表のとおりです。なお，JP1イベ
ントの属性については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Manager コマン
ド・定義ファイルリファレンス」を参照してください。

表 5-3　JP1イベントの一覧

イベント ID イベント発行契機 メッセージ ID

0x00006810 JP1/ITSLM-Managerを起動したとき。 KNAS02007-I

0x00006811 JP1/ITSLM-Managerを終了したとき。 KNAS02008-I

0x00006812 JP1/ITSLM-Managerが異常終了したとき。 KNAS02009-E

0x00006890 傾向監視で，サービス性能がしきい値を超過する傾向
を検知したとき。

KNAS34000-W

0x00006891 しきい値監視で，サービス性能がしきい値を超過した
とき。

KNAS34001-E

0x00006892 外れ値検知で，ベースラインから大きく外れた値を検
知したとき。

KNAS34002-W
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（4） 関連項目

●「5.3.2　JP1イベントの詳細」

●「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」

5.3.2　JP1イベントの詳細
ここでは，JP1イベントの詳細をイベント ID別に説明します。

なお，JP1イベントの属性については，マニュアル「JP1/Integrated Management - 
Manager コマンド・定義ファイルリファレンス」を参照してください。

（1） イベント ID：0x00006810の詳細

（凡例）
－：該当しません。

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006810

メッセージ － KNAS02007-I
JP1/ITSLM - Managerのサービ
スが起動しました。

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Information

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト
名

OBJECT_NAME ITSLM

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NA
ME

ITSLM

事象種別 OCCURRENCE START

固有情報 JP1/ITSLM - 
Managerのホ
スト名

ITSLM_TARGET_H
OST

JP1/ITSLM - Managerのホスト
名

JP1/ITSLM - 
Managerのホ
ストのポート
番号

ITSLM_PORT JP1/ITSLM - Managerのホスト
のポート番号
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（2） イベント ID：0x00006811の詳細

（凡例）
－：該当しません。

（3） イベント ID：0x00006812の詳細

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006811

メッセージ － KNAS02008-I
JP1/ITSLM - Managerのサービ
スが停止しました。

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Information

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト
名

OBJECT_NAME ITSLM

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NA
ME

ITSLM

事象種別 OCCURRENCE END

開始時刻 START_TIME 実行開始または再実行開始の時刻
（UTC 1970-01-01 00:00:00から
の秒数）

固有情報 JP1/ITSLM - 
Managerのホ
スト名

ITSLM_TARGET_H
OST

JP1/ITSLM - Managerのホスト
名

JP1/ITSLM - 
Managerのホ
ストのポート
番号

ITSLM_PORT JP1/ITSLM - Managerのホスト
のポート番号

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006812

メッセージ － KNAS02009-E
JP1/ITSLM - Managerのサービ
スが異常により起動していませ
ん。

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Error

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"
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（凡例）
－：該当しません。

（4） イベント ID：0x00006890の詳細

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE SERVICE

オブジェクト
名

OBJECT_NAME ITSLM

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

SERVICE

登録名 ROOT_OBJECT_NA
ME

ITSLM

事象種別 OCCURRENCE END

開始時刻 START_TIME 実行開始または再実行開始の時刻
（UTC 1970-01-01 00:00:00から
の秒数）

固有情報 JP1/ITSLM - 
Managerのホ
スト名

ITSLM_TARGET_H
OST

JP1/ITSLM - Managerのホスト
名

JP1/ITSLM - 
Managerのホ
ストのポート
番号

ITSLM_PORT JP1/ITSLM - Managerのホスト
のポート番号

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006890

メッセージ － KNAS34000-W
SLOしきい値を超過する可能性が
あります。監視項目＝監視項目の
名称

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Warning

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE PRODUCT

オブジェクト
名

OBJECT_NAME TREND

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

PRODUCT

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

固有情報 サービスグ
ループ名

SERVICE_GROUP_
NAME

しきい値超過の傾向を検知した
サービスグループ名

属性種別 項目 属性名 内容
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（凡例）
－：該当しません。

（5） イベント ID：0x00006891の詳細

（凡例）
－：該当しません。

監視対象サー
ビス名

TARGET_SERVICE
_NAME

しきい値超過の傾向を検知した監
視対象サービス名

監視対象名 TARGET_NAME • All Web Accessの監視でしきい
値超過の傾向を検知した場合
All Web Access

• Webトランザクションの監視で
しきい値超過の傾向を検知した
場合
Webトランザクション名

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006891

メッセージ － KNAS34001-E
SLO違反を検出しました。監視項
目＝監視項目の名称

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Error

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE PRODUCT

オブジェクト
名

OBJECT_NAME THRESHOLD

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

PRODUCT

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

固有情報 サービスグ
ループ名

SERVICE_GROUP_
NAME

しきい値超過を検知したサービス
グループ名

監視対象サー
ビス名

TARGET_SERVICE
_NAME

しきい値超過を検知した監視対象
サービス名

監視対象名 TARGET_NAME • All Web Accessの監視でしきい
値超過を検知した場合
All Web Access

• Webトランザクションの監視で
しきい値超過を検知した場合
Webトランザクション名

属性種別 項目 属性名 内容
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（6） イベント ID：0x00006892の詳細

（凡例）
－：該当しません。

属性種別 項目 属性名 内容

基本属性 イベント ID － 0x00006892

メッセージ － KNAS34002-W
性能障害の予兆を検出しました。
監視項目＝監視項目の名称

拡張属性 共通情報 重大度 SEVERITY Warning

ユーザー名 USER_NAME SYSTEM

プロダクト名 PRODUCT_NAME "/HITACHI/JP1/ITSLM"

オブジェクト
タイプ

OBJECT_TYPE PRODUCT

オブジェクト
名

OBJECT_NAME OUTLIER

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TY
PE

PRODUCT

事象種別 OCCURRENCE NOTICE

固有情報 サービスグ
ループ名

SERVICE_GROUP_
NAME

予兆を検知したサービスグループ
名

監視対象サー
ビス名

TARGET_SERVICE
_NAME

予兆を検知した監視対象サービス
名

監視対象名 TARGET_NAME • All Web Accessの監視で予兆を
検知した場合
All Web Access

• Webトランザクションの監視で
予兆を検知した場合
Webトランザクション名
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5.4　動作を変更するためのシステム定義ファイ
ルの編集

JP1/ITSLMでは，JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル
（jp1itslm.properties），および JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル
（jp1itslmur.properties）を編集することで，ホスト名，ポート番号などを変更できます。

ここでは，システム定義ファイルの編集方法や編集できる定義について説明します。

5.4.1　システム定義ファイルを編集する
ここでは，JP1/ITSLMのシステム定義ファイル（jp1itslm.propertiesまたは
jp1itslmur.properties）の編集方法について説明します。

（1） 作業の前に

●システム定義ファイルを編集する JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを
終了させてください。
終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」または「2.1.3　
JP1/ITSLM - URを終了する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. システム定義ファイルを編集する。
システム定義ファイルの格納先は次のとおりです。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties

JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties

編集できる定義の一覧については，「5.4.2　編集できる定義」を参照してください。
なお，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイルで共
通のプロパティを編集する場合は，必ず両方のシステム定義ファイルを編集してくだ
さい。

2. システム定義ファイルを編集した JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを起
動する。
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.1　
JP1/ITSLM - Managerを起動する」または「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」
を参照してください。

システム定義ファイルの編集が完了し，JP1/ITSLMの動作が変更されました。
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（3） 補足事項

●システム定義ファイルは，次の形式で指定してください。

●システム定義ファイルは，MS932の文字コードで作成してください。Unicode文字へ
のエンコーディングはしないでください。

●システム定義ファイルの変更内容は，JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - UR
の起動時（再起動時）に反映されます。

●システム定義ファイルの編集時に，JP1/ITSLMで定義されていない無効なキーを指
定したときは，無視して処理が続行されます。

●システム定義ファイルの編集内容に，指定範囲外の値を定義するなどの不正があった
場合，起動中に対象となった JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URが終了
することがあります。
ただし，ログ出力関連のプロパティ（loggerで始まるプロパティ）について，指定範
囲外の値を定義するなどの不正があった場合は，デフォルト値と認識されて JP1/
ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URの動作は継続します。

●システム定義ファイルを編集したあとは，バックアップを取ることを推奨します。
バックアップを取る方法については，「7.1.1　定義ファイルのバックアップを取る」
を参照してください。

●クラスタシステムで運用している場合にシステム定義ファイルを編集するときには，
実行系サーバと待機系サーバの設定が不一致にならないよう，両方の系のシステム定
義ファイルを同じように編集してください。

（4） 関連項目

●「7.4.1　JP1/ITSLM - Managerのホスト名を変更する」

●「7.4.2　JP1/ITSLM - URのホスト名を変更する」

●「7.5.1　JP1/ITSLM - Managerの RMI通信ポート番号を変更する」

●「7.5.2　JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号を変更する」

●「7.5.3　JP1/ITSLM - Managerの組み込みデータベースの Listenポート番号を変更
する」

●「7.5.4　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listenポート番号を変更す
る」

●「7.5.5　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの内部通信ポート番号を変更
する」

●「7.5.6　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポート
番号を変更する」

プロパティ =指定値
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●「7.6　ネットワークインタフェース番号の変更」

5.4.2　編集できる定義
JP1/ITSLMでは，定義の編集は任意です。

ここでは，JP1/ITSLMで編集できる定義の一覧について説明します。

（1） JP1/ITSLMで編集できる定義の一覧

必要に応じて編集できる定義について次の表で説明します。

表 5-4　JP1/ITSLMで編集できる定義の一覧

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値

1 announceRetryC
ount

U △ JP1/ITSLM - UR
からJP1/ITSLM - 
Managerへの起
動通知または終了
通知で，通信エ
ラーが発生した場
合のリトライ回数
を指定します。

1～ 20の整数
（単位：回）

3

2 announceRetryIn
terval

U △ JP1/ITSLM - UR
からJP1/ITSLM - 
Managerへの起
動通知または終了
通知で，通信エ
ラーが発生した場
合のリトライ間隔
を指定します。

1～ 1000の整数
（単位：秒）

10

3 announceRetryM
essage

U △ JP1/ITSLM - UR
からJP1/ITSLM - 
Managerへの起
動通知または終了
通知で，通信エ
ラーが発生した場
合のリトライに関
するメッセージ
（KNAS03016-W）
をメッセージログ
に出力するかどう
かを指定します。

true（出力する），
または false（出
力しない）※

false

4 communicationR
etryCount

M，U △ JP1/ITSLM - UR
と JP1/ITSLM - 
Managerの間で
通信エラーが発生
した場合のリトラ
イ回数を指定しま
す。

1～ 20の整数
（単位：回）

3
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5 communicationR
etryInterval

M，U △ JP1/ITSLM - UR
と JP1/ITSLM - 
Managerの間で
通信エラーが発生
した場合のリトラ
イ間隔を指定しま
す。

1～ 1000の整数
（単位：秒）

10

6 communicationR
etryMessage

M，U △ JP1/ITSLM - UR
と JP1/ITSLM - 
Managerの間で
通信エラーが発生
した場合のリトラ
イに関するメッ
セージ
（KNAS03016-W）
をメッセージログ
に出力するかどう
かを指定します。

true（出力する），
または false（出
力しない）※

false

7 jbsHostName M △ JP1/Baseの論理
ホスト名を指定し
ます。

長さ 1～ 196バ
イトの文字列
（使用できる文字
は，半角英数字，
「-」（ハイフン））

なし

8 JP1Event M △ JP1/ITSLMで
JP1イベントの発
行を有効にするか
どうかを指定しま
す。
JP1/IMとの連携
時に必ず指定しま
す。
JP1/IMとの連携
については，
「5.3.1　JP1/IM
と連携する」を参
照してください。

true（発行する），
または false（発
行しない）※

false

9 loggerCommand
MessageFileCoun
t

M △ コマンド用メッ
セージログファイ
ルの最大面数を指
定します。

2～ 16の整数 3

10 loggerCommand
MessageMaxFile
Size

M △ コマンド用メッ
セージログファイ
ルの最大サイズを
指定します。

4096～ 16777216
の整数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値
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11 loggerIntegration
LogLevel

M，U △ 統合トレースログ
のログ出力レベル
を指定します。
小さい値を指定す
ると出力情報が減
り，大きい値を指
定すると出力情報
が増えます。

0，10，20，また
は 30

10

12 loggerMessageLo
gLevel

M，U △ メッセージログ
ファイルのログ出
力レベルを指定し
ます。
小さい値を指定す
ると出力情報が減
り，大きい値を指
定すると出力情報
が増えます。

0，10，20，また
は 30

10

13 loggerPerfCollect
orMessageFileCo
unt

M △ 性能分析
Manager用メッ
セージログファイ
ルの最大面数を指
定します。

2～ 16の整数 3

14 loggerPerfCollect
orMessageMaxFi
leSize

M △ 性能分析
Manager用メッ
セージログファイ
ルの最大サイズを
指定します。

4096～
2147483647の整
数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

15 loggerProcessCtrl
MessageFileCoun
t

M，U △ プロセス制御用
メッセージログ
ファイルの最大面
数を指定します。

2～ 10の整数 3

16 loggerProcessCtrl
MessageMaxFile
Size

M，U △ プロセス制御用
メッセージログ
ファイルの最大サ
イズを指定しま
す。

4096～ 16777216
の整数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

17 loggerRmiServer
MessageFileCoun
t

M，U △ RMIサーバ用
メッセージログ
ファイルの最大面
数を指定します。

2～ 16の整数 3

18 loggerRmiServer
MessageMaxFile
Size

M，U △ RMIサーバ用
メッセージログ
ファイルの最大サ
イズを指定しま
す。

4096～
2147483647の整
数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

19 loggerUserRespo
nseMessageFileC
ount

M，U △ UR制御用メッ
セージログファイ
ルの最大面数を指
定します。

2～ 16の整数 3

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値
245



5.　起動する前の準備
20 loggerUserRespo
nseMessageMax
FileSize

M，U △ UR制御用メッ
セージログファイ
ルの最大サイズを
指定します。

4096～
2147483647の整
数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

21 loggerViewMessa
geFileCount

M △ サーブレット用
メッセージログ
ファイルの最大面
数を指定します。

2～ 16の整数 3

22 loggerViewMessa
geMaxFileSize

M △ サーブレット用
メッセージログ
ファイルの最大サ
イズを指定しま
す。

4096～
2147483647の整
数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

23 loggerWebSyste
mAnalysisMessa
geFileCount

U △ Webシステム分
析プロセスおよび
サービス検出プロ
セス用メッセージ
ログファイルの最
大面数を指定しま
す。

2～ 16の整数 3

24 loggerWebSyste
mAnalysisMessa
geMaxFileSize

U △ Webシステム分
析プロセスおよび
サービス検出プロ
セス用メッセージ
ログファイルの最
大サイズを指定し
ます。

4096～
2147483647の整
数
（単位：バイト）

10485
76
（1MB）

25 managerHost M，U ○ JP1/ITSLM - 
Managerのホス
ト名を指定しま
す。

ASCIIコードの
0x20～ 0x7e（制
御文字以外）であ
り，かつ 1バイト
以上 256バイト以
下（指定できるバ
イト数は
Windowsに依
存）。
ただし，Windows
がホスト名に使用
を禁止している文
字は指定できませ
ん。
また，次に示すア
ドレスも指定でき
ません。
• 0.0.0.0
• 127.0.0.1
• 255.255.255.255

なし

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値
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5.　起動する前の準備
26 managerStartMo
de

M △ JP1/ITSLM - 
Managerの
Windowsサービ
スを再開するとき
の開始モードを指
定します。

normal（監視を
停止した状態で
Windowsサービ
スを開始する），
または restart
（Windowsサービ
スの停止前に開始
していた監視を再
開した状態で，
Windowsサービ
スを開始する）※

norma
l

27 outlierRate M △ 予兆検知で，監視
範囲の性能データ
の何パーセントが
外れ値となった場
合にイベント通知
をするかを指定し
ます。

1～ 100の整数
（単位：％）

10

28 rdbPort M △ 組み込みデータ
ベースの Listen
ポート番号を指定
します。

5001～ 65535 20903

29 rmiManagerPort M，U △ JP1/ITSLM - 
Managerの RMI
通信ポート番号を
指定します。

5001～ 65535 20904

30 rmiUrPort U △ JP1/ITSLM - UR
の RMI通信ポー
ト番号を指定しま
す。

5001～ 65535 20910

31 sloThresholdRate M △ しきい値監視で，
監視範囲の性能
データの何パーセ
ントがしきい値を
超過した場合にイ
ベント通知をする
かを指定します。

1～ 100の整数
（単位：％）

10

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値
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5.　起動する前の準備
（凡例）
M：JP1/ITSLM - Manager
U：JP1/ITSLM - UR
○：指定は必須です。
△：指定は任意です。

注※

32 urHost U ○ JP1/ITSLM - UR
のホスト名を指定
します。

ASCIIコードの
0x20～ 0x7e（制
御文字以外）であ
り，かつ 1バイト
以上 256バイト以
下（指定できるバ
イト数は
Windowsに依
存）。
ただし，Windows
がホスト名に使用
を禁止している文
字は指定できませ
ん。
また，次に示すア
ドレスも指定でき
ません。
• 0.0.0.0
• 34127.0.0.1
• 255.255.255.255

なし

33 urNetworkInterf
aceNumber

U ○ キャプチャモ
ジュールが割り当
てるネットワーク
インタフェース番
号を指定します。
JP1/ITSLM - UR
をインストールし
たホストのネット
ワークインタ
フェースの構成を
変更した場合は，
jslmuriplsコマン
ドを使用して，必
ず指定値を見直し
てください。
jslmuriplsコマン
ドについては，
「9.　コマンド」
の「jslmuripls
（ネットワークイ
ンタフェース番号
と IPアドレスの
表示）」を参照し
てください。

1～ 60の整数。
ただし，
jslmuriplsコマン
ドの実行結果にな
いネットワークイ
ンタフェース番号
を指定した場合は
エラーになりま
す。

なし

項番 プロパティ 対象 指定要
否

説明 指定範囲 デフォ
ルト値
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5.　起動する前の準備
大文字，小文字は区別されません。

（2） 補足事項

●編集するシステム定義ファイル（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）
の格納先は次のとおりです。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties

JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties

●システム定義ファイルの定義例を次に示します。

JP1/ITSLM - Managerの場合

JP1/ITSLM - URの場合

● JP1/ITSLMが使用するポート番号については，「付録 A　JP1/ITSLMで使用する
ポート番号の一覧」を参照してください。

managerHost=192.168.2.109
rmiManagerPort=20904

managerHost=192.168.2.109
rmiManagerPort=20904
urHost=192.168.2.109
rmiUrPort=20910
urNetworkInterfaceNumber=1
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6　 起動する前の準備（クラス
タシステム）
この章では，クラスタシステムで JP1/ITSLMを運用する場合
に JP1/ITSLMを起動する前の準備として必要な，インストー
ル，セットアップ，ユーザー設定などについて説明します。ま
た，JP1/ITSLMを起動する前に必要に応じて実施する，監視
結果をメールなどで通知するための JP1/IMとの連携や，クラ
スタシステムへの移行方法について説明します。
なお，この章で説明するクラスタシステムとは，高可用性
（HA：High Availability）の実現を目的とした系切り替えシス
テムのことです。負荷分散などを目的としたクラスタシステム
は該当しませんので，ご注意ください。

6.1　クラスタシステムの概要

6.2　JP1/ITSLMの導入

6.3　JP1/ITSLMでのユーザー設定

6.4　監視結果をメールで通知するための設定（JP1/IMとの連携）

6.5　クラスタシステムへの移行

6.6　クラスタシステムで運用する場合の注意事項
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6.　起動する前の準備（クラスタシステム）
6.1　クラスタシステムの概要
JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URは，高可用性の実現を目的としたクラス
タシステムに対応しています。

クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携させて，1つのシステムとして運用
するシステムのことです。1つのサーバで障害が発生した場合に，別のサーバで業務を継
続できるようにすることを目的としています。

JP1/ITSLM - Managerをクラスタシステムで運用することで，JP1/ITSLM - Manager
に障害が発生したときでも，サービスの状況の監視を継続できます。監視結果である
サービス性能を共有ディスクで管理することによって，障害発生前のサービス性能を引
き継げます。

また，JP1/ITSLM - URをクラスタシステムで運用することで，JP1/ITSLM - URに障
害が発生したときでも，HTTPパケットの収集を継続できます。

なお，クラスタシステムの概要およびクラスタシステムの構成要素は，JP1/Baseが対応
しているクラスタシステムと同じです。必要に応じて，マニュアル「JP1/Base 運用ガイ
ド」を参照してください。

6.1.1　クラスタシステムでの運用の前提条件
JP1/ITSLMは，クラスタシステムの論理ホスト環境で動作し，フェールオーバーに対応
します。論理ホスト環境で実行する場合の JP1/ITSLMの前提条件は，共有ディスクや
論理 IPアドレスの割り当て・削除・動作監視がクラスタソフトによって正常に制御され
ていることです。

JP1/ITSLMの運用で使用できるクラスタソフトは，Windows Server Failover Cluster
です。

！！！！ 注意事項
 

JP1/ITSLMがサポートしているクラスタソフトであっても，システム構成や環境設定に
よっては，ここで説明する前提条件を満たさない場合があります。前提条件を満たすよう，
システム構成や環境設定を検討してください。

（1） 論理ホスト環境の前提条件

JP1/ITSLMを論理ホスト環境で実行する場合，共有ディスクと論理 IPアドレスについ
て，次に示す前提条件があります。
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6.　起動する前の準備（クラスタシステム）
表 6-1　論理ホスト環境の前提条件

（2） 物理ホスト環境の前提条件

JP1/ITSLMを論理ホストで運用するクラスタシステムでは，各サーバの物理ホスト環境
が次に示す前提条件を満たしている必要があります。

表 6-2　物理ホスト環境の前提条件

論理ホストの構
成要素

前提条件

共有ディスク • 実行系サーバから待機系サーバへ引き継ぎ可能な共有ディスクが使用でき
ること。

• JP1/ITSLMを起動する前に，共有ディスクが割り当てられること。
• JP1/ITSLMを実行中に，共有ディスクの割り当てが解除されないこと。
• JP1/ITSLMを停止したあとで，共有ディスクの割り当てが解除されるこ
と。

• 共有ディスクが，不当に複数のノードから使用されないよう制御されてい
ること。

• システムダウンなどでファイルが消えないよう，ジャーナル機能を持つ
ファイルシステムなどでファイルが保護されていること。

• フェールオーバーしてもファイルに書き込んだ内容が保証されて引き継が
れること。

• フェールオーバー時に共有ディスクを使用中のプロセスがあっても，強制
的にフェールオーバーができること。

• 共有ディスクの障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフトなどが制
御し，回復処置を JP1/ITSLMが意識する必要がないこと。回復処置の延
長で JP1/ITSLMの起動や停止が必要な場合は，クラスタソフトから JP1/
ITSLMに起動や停止の実行要求がされること。

論理 IPアドレ
ス

• 引き継ぎ可能な論理 IPアドレスを使って通信できること。
• 論理ホスト名から論理 IPアドレスが一意に求められること。
• JP1/ITSLMを起動する前に，論理 IPアドレスが割り当てられること。
• JP1/ITSLMを実行中に，論理 IPアドレスが削除されないこと。
• JP1/ITSLMを実行中に，論理ホスト名と論理 IPアドレスの対応が変更さ
れないこと。

• JP1/ITSLMを停止したあとに，論理 IPアドレスが削除されること。
• ネットワーク障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフトなどが制御
し，JP1/ITSLMが回復処理を意識する必要がないこと。また，回復処置
の延長で JP1/ITSLMの起動や停止が必要な場合は，クラスタソフトから
JP1/ITSLMに起動や停止の実行要求がされること。

物理ホストの構
成要素

前提条件

サーバ本体 • 2台のサーバ機によるクラスタ構成になっていること。
• 実行する処理に応じた CPU性能があること（例えば，論理ホストを多重
起動する場合などに，対応できる CPU性能があること）。

• 実行する処理に応じた実メモリ容量があること（例えば，論理ホストを多
重起動する場合などに，対応できる実メモリ容量があること）。

ディスク • システムダウンなどでファイルが消えないよう，ジャーナル機能を持つ
ファイルシステムなどでファイルが保護されていること。
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（3） JP1/ITSLMがサポートする範囲

クラスタシステムで論理ホストの JP1/ITSLMを運用する場合，JP1/ITSLMが制御する
範囲は，JP1/ITSLM自身の動作だけです。論理ホスト環境の制御（共有ディスク割り当
ておよび論理 IPアドレスの引き継ぎの制御など）については，クラスタソフトの制御に
依存します。

また，論理ホスト環境および物理ホスト環境の前提条件が満たされていない場合，また
は論理ホスト環境の制御に問題がある場合は，JP1/ITSLMの動作によって発生した問題
も，サポートの対象外となります。この場合は，論理ホスト環境を制御しているクラス
タソフトや OSのドキュメントなどを参照して，問題に対処してください。

6.1.2　クラスタシステムでの JP1/ITSLMのシステム構成
JP1/ITSLMをクラスタシステムで運用する場合は，システム構成が次の条件を満たす必
要があります。

●論理ホストには，実行系サーバから待機系サーバに引き継げる共有ディスクや論理 IP
アドレスが必要です。また，共有ディスクや論理 IPアドレスは，「6.1.1　クラスタシ
ステムでの運用の前提条件」で示した条件を満たしている必要があります。

●クラスタシステムを構成する OSは，すべて同じ OSである必要があります。異なる
OS間でのフェールオーバーはできません。

●クラスタシステムの構成は，アクティブ・スタンバイ構成にしてください。

クラスタシステムで JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを運用する場合の
システム構成について説明します。

ネットワーク • 物理ホスト名（hostnameコマンドの結果）に対応する IPアドレスで通信
できること（クラスタソフトなどによって通信ができない状態に変更され
ないこと）。

• JP1/ITSLMの動作中に，ホスト名と IPアドレスの対応が変更されないこ
と（クラスタソフトやネームサーバなどによって変更されないこと）。

• ホスト名に対応した LANボードがネットワークのバインド設定で最優先
になっていること（ハートビート用などほかの LANボードが優先になっ
ていないこと）。

OS，クラスタ
ソフト

• JP1/ITSLMがサポートするクラスタソフトおよびバージョンであること。
• JP1/ITSLMおよびクラスタソフトが前提とするパッチやサービスパック
が適用済みであること。

• フェールオーバーしても同じ処理ができるよう，各サーバの環境が適切に
設定されていること。

物理ホストの構
成要素

前提条件
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（1） JP1/ITSLM - Managerのシステム構成

クラスタシステムで運用する場合の JP1/ITSLM - Managerのシステム構成例を次に示し
ます。なお，クラスタシステムで運用する場合の JP1/Baseのシステム構成については，
マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

図 6-1　クラスタシステムで運用する場合の JP1/ITSLM - Managerのシステム構成例

JP1/ITSLM - Managerでは，フェールオーバー発生時に実行系サーバから待機系サーバ
に引き継ぐ情報を，共有ディスク上の共有フォルダに配置します。共有フォルダに配置
するファイルは，論理ホスト上に JP1/ITSLM - Managerの環境をセットアップする時に
作成されます。なお，論理ホスト上の JP1/ITSLM - Managerの環境をセットアップする
時に共有フォルダがない場合は，セットアップコマンドによって，共有フォルダが作成
されます。

共有ディスク上には，データベースのファイルシステム領域が配置されます。配置され
るフォルダ名は次のとおりです。

データベースのファイルシステム領域のフォルダ名

共有フォルダ※ ¥JP1ITSLM¥database

注※
セットアップ時に論理ホストごとに異なる共有フォルダを指定する必要があり
ます。

なお，共有ディスク上に配置するデータベースのファイルシステム領域には，JP1/
ITSLMのシステム情報や監視対象サービスの性能情報だけが格納されます。JP1/
ITSLMが使用するそれ以外のファイルシステム領域は，それぞれの論理ホストのローカ
ルディスク上に作成されます。
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（2） JP1/ITSLM - URのシステム構成

クラスタシステムで運用する場合の JP1/ITSLM - URのシステム構成例を次に示します。

図 6-2　クラスタシステムで運用する場合の JP1/ITSLM - URのシステム構成例

なお，JP1/ITSLM - URでは，フェールオーバー時に待機系サーバに引き継ぐ情報は特
にないため，共有ディスクは使用しません。システム構成に共有ディスクが必要かどう
かは，クラスタソフトの仕様に従ってください。

なお，JP1/ITSLM - URをクラスタシステムで運用する場合，JP1/ITSLM - URとス
イッチの間に，スイッチのミラーポートの HTTPパケットを複製するネットワークタッ
プが必要です。ネットワークタップによって，スイッチを経由した HTTPパケットが複
製されて，クラスタシステムを構成する個々の JP1/ITSLM - URに送信されます。

6.1.3　フェールオーバーの契機
フェールオーバーは，次のどちらかの契機で発生します。

● JP1/ITSLMがフェールオーバーの契機となる障害の発生を検知した場合

●クラスタソフトがフェールオーバーの契機となる障害の発生を検知した場合

JP1/ITSLMが検知する，フェールオーバーの契機となる障害を次の表に示します。これ
らの障害を検知した場合，JP1/ITSLMによって自動的にWindowsサービスが停止され，
クラスタソフトに障害の発生が通知されます。
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表 6-3　JP1/ITSLMがフェールオーバーの契機として検知する障害

注※
JP1/ITSLM - URは該当しません。

なお，クラスタソフトが検知する障害は，クラスタソフトの仕様に従います。詳細は，
クラスタソフトのドキュメントなどで確認してください。

6.1.4　フェールオーバー発生後の状態
フェールオーバー発生時に監視対象サービスの監視中または検出中だった場合について，
フェールオーバー発生後の状態を説明します。

（1） フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの監視の状態

監視対象サービスの監視中にフェールオーバーが発生した場合，監視は続行されます。

フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの監視の状態を次の表に示します。

表 6-4　フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの監視の状態

注※ 1

項
番

状態 契機となる障害 説明

1 すべての状
態

プロセス異常停止 JP1/ITSLMのプロセスが異常停止した場合で
す。

2 メモリ不足 JP1/ITSLMでメモリ不足が発生した場合です。
この場合，該当するプロセスが異常停止するた
め，項番 1と同じ状態になります。

3 サービス監
視中

通信エラー サービス監視中に通信エラーが発生し，かつリ
トライに失敗した場合です。
この場合，接続元のプロセスが異常停止するた
め，項番 1と同じ状態になります。

4 データベースアクセ
スエラー※

サービス監視中にデータベースアクセスエラー
が発生し，かつリトライに失敗した場合です。
この場合，接続元のプロセスが異常停止するた
め，項番 1と同じ状態になります。

項番 発生前の監視状態 発生後の監視状態

JP1/ITSLM - Managerがフェール
オーバーした場合

JP1/ITSLM - URがフェール
オーバーした場合

1 開始 開始 開始

2 停止 停止 停止

3 開始中 停止※ 1

4 停止中 開始 開始※ 2
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ユーザーが監視開始の操作をしてから，JP1/ITSLM - Managerから JP1/ITSLM - URに監視開
始指示が行われる前に JP1/ITSLM - URのフェールオーバーが完了した場合は，監視開始処理
が続行されます。

注※ 2
ユーザーが監視停止の操作をしてから，JP1/ITSLM - Managerから JP1/ITSLM - URに監視停
止指示が行われる前に JP1/ITSLM - URのフェールオーバーが完了した場合は，監視停止処理
が続行されます。

また，JP1/ITSLM - Managerがフェールオーバーした場合の，フェールオーバー発生後
の環境に引き継がれる情報は次のとおりです。

●［ホーム］画面や［リアルタイム監視］画面に表示されるサービス性能は，フェール
オーバー後の環境で復元されません。これは，サービス性能のメモリ上への読み込み
に時間が掛かり，フェールオーバー完了までに掛かる時間が長くなることを防ぐため
です。

●フェールオーバー発生中は，監視対象サービスの監視はできません。監視対象サービ
スの監視中に JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのどちらかにフェール
オーバーが発生した場合，フェールオーバー発生中のサービス性能は収集できないた
め，その期間のサービス性能の情報は欠落します。

（2） フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの検出の状態

監視対象サービスの検出中にフェールオーバーが発生した場合，フェールオーバーが
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのどちらで発生したか，また，検出中の
JP1/ITSLM - URがシステム内に幾つあるかによって，状態が異なります。

フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの検出の状態の遷移を次の表に示しま
す。

表 6-5　フェールオーバー発生前後での監視対象サービスの検出の状態

注※
監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - URでフェールオーバーが発生した場合，フェール
オーバーが発生した JP1/ITSLM - URでの検出は再開されません。システム構成内に，フェー
ルオーバーが発生した JP1/ITSLM - UR以外に監視対象サービスの検出をしている JP1/ITSLM 
- URが 1つでもある場合は，「検出中」になります。
フェールオーバーが発生した JP1/ITSLM - UR以外に監視対象サービスの検出をしている JP1/
ITSLM - URが 1つもない場合は，「停止中」になります。

項番 発生前の検出状態 発生後の検出状態

JP1/ITSLM - Managerがフェール
オーバーした場合

JP1/ITSLM - URがフェール
オーバーした場合

1 検出中 停止中 検出中または停止中※

2 停止中 停止中
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なお，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URで同時にフェールオーバーが発生した
場合，フェールオーバー後の監視対象サービスの検出状態は，「停止中」になります。

6.1.5　JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバー発生時に実
施される処理

JP1/ITSLM - Managerでフェールオーバーが発生した場合，実行系サーバの JP1/
ITSLM - Managerによって共有ディスク上のデータベースに障害の発生直前までに書き
込まれたサービス性能の情報が，待機系サーバの JP1/ITSLM - Managerに引き継がれま
す。待機系サーバは，引き継いだ情報を基に業務処理を続行します。ただし，監視対象
サービスの検出処理については，処理は続行されません。

JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバー発生時に実施される処理を次の図に示しま
す。

図 6-3　JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバー発生時に実施される処理

フェールオーバーの発生時は，サービス性能は引き継がれますが，画面に表示されてい
たエラーや警告のイベントは初期化された状態になります。

以降では，フェールオーバーが発生したタイミングごとのフェールオーバーの流れを示
します。

（1） 監視対象サービスの監視，検出のどちらも実行中ではない場合

監視対象サービスの監視，検出のどちらも実行中ではない場合に JP1/ITSLM - Manager
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にフェールオーバーが発生したときには，待機系サーバの JP1/ITSLM - Managerの起動
後，JP1/ITSLM - URとの接続だけが復元されます。監視および検出の処理は開始され
ません。

（2） 監視対象サービスを監視中の場合

監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生した場
合，待機系サーバの JP1/ITSLM - Managerが起動したあとで，共有ディスク上のデータ
ベース内のサービス性能の情報を基に，監視状態が障害発生直前の状態に復元されます。

監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生した場合
の処理の流れを次の図に示します。
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図 6-4　監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生し
た場合の処理の流れ

図に示した流れについて説明します。説明の番号は図中の番号と対応しています。

1. クラスタソフト（実行系サーバ）の制御によって，JP1/ITSLM - Manager（実行系
サーバ）が起動されます。また，クラスタソフト（実行系サーバ）による定期的な
サーバの状態の監視が開始されます。

2. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）で，監視対象サービスの監視を開始します。
3. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）で障害が発生したことによって，Windows
サービスが停止します。
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4. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）に登録された JP1/ITSLM - Managerのすべ
てのWindowsサービスが，クラスタソフト（実行系サーバ）によって停止されます。
その後，フェールオーバーが開始されます。

5. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - Manager（待機系サーバ）
が起動されます。また，クラスタソフト（待機系サーバ）による定期的なサーバの状
態の監視が開始されます。

6. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - Manager（待機系サーバ）
で，監視対象サービスの監視が再開されます。また，JP1/ITSLM - URが収集した
サービス性能が JP1/ITSLM - Manager（待機系サーバ）に送信されるようになりま
す。

（3） 監視対象サービスを検出中の場合

監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生した場
合，検出処理は中断されます。

監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生した場合
の処理の流れを次の図に示します。
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図 6-5　監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - Managerにフェールオーバーが発生し
た場合の処理の流れ

図に示した流れについて説明します。説明の番号は図中の番号と対応しています。

1. クラスタソフト（実行系サーバ）の制御によって，JP1/ITSLM - Manager（実行系
サーバ）が起動されます。また，クラスタソフト（実行系サーバ）による定期的な
サーバの状態の監視が開始されます。

2. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）で，監視対象サービスの検出を開始します。
3. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）で障害が発生したことによって，Windows
サービスが停止します。
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4. JP1/ITSLM - Manager（実行系サーバ）に登録された JP1/ITSLM - Managerのすべ
てのWindowsサービスが，クラスタソフト（実行系サーバ）によって停止されます。
その後，フェールオーバーが開始されます。

5. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - Manager（待機系サーバ）
が起動されます。また，クラスタソフト（待機系サーバ）による定期的なサーバの状
態の監視が開始されます。

6. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - Manager（待機系サーバ）
で，監視対象サービスの検出停止処理が実行されます。また，監視対象サービスの検
出を停止することが，JP1/ITSLM - URに通知されます。

6.1.6　JP1/ITSLM - URのフェールオーバー発生時に実施され
る処理

JP1/ITSLM - URでフェールオーバーが発生した場合，実行系サーバの JP1/ITSLM - 
URが停止したあと，待機系サーバの JP1/ITSLM -URが起動されます。なお，共有ディ
スク上に待機系サーバに引き継がれる JP1/ITSLM - URの情報はありません。

待機系サーバの JP1/ITSLM - URは，起動後に JP1/ITSLM - Managerに接続されます。
その後，JP1/ITSLM - Managerで実行中の業務処理に合わせて JP1/ITSLM - URの処理
を開始します。

JP1/ITSLM - URのフェールオーバー発生時に実施される処理を次の図に示します。
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図 6-6　JP1/ITSLM - URのフェールオーバー発生時に実施される処理

以降では，フェールオーバーが発生したタイミングごとのフェールオーバーの流れを示
します。

（1） 監視対象サービスの監視，検出のどちらも実行中ではない場合

監視対象サービスの監視，検出のどちらも実行されていない場合に JP1/ITSLM - URに
フェールオーバーが発生したときには，待機系サーバの JP1/ITSLM - URの起動後，
JP1/ITSLM - Managerとの接続だけが復元されます。監視および検出の処理は開始され
ません。

（2） 監視対象サービスを監視中の場合

監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場合，待
機系サーバの JP1/ITSLM - URが起動したあとで，監視が再開されます。

監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場合の処
理の流れを次の図に示します。
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図 6-7　監視対象サービスの監視中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場
合の処理の流れ

図に示した流れについて説明します。説明の番号は図中の番号と対応しています。

1. クラスタソフト（実行系サーバ）の制御によって，JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）
が起動されます。また，クラスタソフト（実行系サーバ）による定期的なサーバの状
態の監視が開始されます。

2. JP1/ITSLM - Managerでの監視対象サービスの監視開始の通知を受けて，JP1/
ITSLM - UR（実行系サーバ）での監視が開始され，JP1/ITSLM - UR（実行系サー
バ）から性能情報が送信されます。

3. JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）で障害が発生したことによって，Windowsサービ
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スが停止します。
4. JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）に登録された JP1/ITSLM - URのすべての

Windowsサービスが，クラスタソフト（実行系サーバ）によって停止されます。そ
の後，フェールオーバーが開始されます。

5. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - UR（待機系サーバ）が起
動されます。また，クラスタソフト（待機系サーバ）による定期的なサーバの状態の
監視が開始されます。

6. 起動した JP1/ITSLM - UR（待機系サーバ）から，JP1/ITSLM - Managerに起動通
知が送信され，性能情報の送信が再開されます。

（3） 監視対象サービスを検出中の場合

監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場合，
JP1/ITSLM - Managerの状態が，監視対象サービスの検出中から停止中の状態に遷移し
ます。待機系サーバの JP1/ITSLM - URの起動後，JP1/ITSLM - Managerとの接続が復
元されます。

監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場合の処
理の流れを次の図に示します。
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図 6-8　監視対象サービスの検出中に JP1/ITSLM - URにフェールオーバーが発生した場
合の処理の流れ

図に示した流れについて説明します。説明の番号は図中の番号と対応しています。

1. クラスタソフト（実行系サーバ）の制御によって，JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）
が起動されます。また，クラスタソフト（実行系サーバ）による定期的なサーバの状
態の監視が開始されます。

2. JP1/ITSLM - Managerでの監視対象サービスの検出開始の通知を受けて，JP1/
ITSLM - UR（実行系サーバ）での検出が開始されます。

3. JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）で障害が発生したことによって，Windowsサービ
スが停止します。
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4. JP1/ITSLM - UR（実行系サーバ）に登録された JP1/ITSLM - URのすべての
Windowsサービスが，クラスタソフト（実行系サーバ）によって停止されます。そ
の後，フェールオーバーが開始されます。

5. クラスタソフト（待機系サーバ）によって，JP1/ITSLM - UR（待機系サーバ）が起
動されます。また，クラスタソフト（待機系サーバ）による定期的なサーバの状態の
監視が開始されます。

6. JP1/ITSLM - UR（待機系サーバ）が起動したことが JP1/ITSLM - Managerに通知
され，接続が復元されます。
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6.2　JP1/ITSLMの導入

クラスタシステムで JP1/ITSLMを使用するために必要な作業について説明します。

クラスタシステムを構築する前に，次に示す作業を実施してください。

表 6-6　クラスタシステムで JP1/ITSLMを使用するための事前作業

クラスタシステムで JP1/ITSLMを運用するためには，インストール後に，現用系およ
び予備系の論理ホストのセットアップの実行，およびクラスタソフトへのWindowsサー
ビスの登録を実行する必要があります。

作業の流れを次の図に示します。

項番 作業 説明

1 共有ディスクの準備 実行系サーバから待機系サーバへの切り替え時にサービ
ス性能の情報を共有するための共有ディスクを準備して
ください。
また，論理ホストの環境をセットアップする前に，実行
系サーバおよび待機系サーバから共有ディスクにアクセ
スできるように設定してください。

2 ホスト名および IPアドレス
の登録（DNSサーバを使用
しない場合）

次に示すホストのホスト名，および IPアドレスを現用
系と予備系の hostsファイルに登録してください。
• 物理ホスト
• 論理ホスト

3 サーバマシンの時刻の設定 サーバマシンに設定している時刻を現用系と予備系で一
致させておいてください。

4 JP1/Baseの準備 JP1/ITSLM - Managerをインストールする物理ホスト
に JP1/Baseをインストールして，クラスタシステムで
運用するためのセットアップを実行してください。
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図 6-9　クラスタシステムで JP1/ITSLMを使用する際の流れ

なお，導入済みの JP1/ITSLMをバージョンアップする場合は，バージョンアップ前の
データのバックアップを取得してから，JP1/ITSLMの導入時の作業を実行してくださ
い。

6.2.1　インストールする
JP1/ITSLMのインストール方法は，クラスタシステムで運用しない場合と共通です。イ
ンストール方法の詳細は，「5.1.1　インストールする」を参照してください。

（1） 補足事項

●共有ディスクには JP1/ITSLMをインストールしないでください。

●現用系，予備系のそれぞれのローカルディスク上に，同じバージョンの JP1/ITSLM
をインストールしてください。

●現用系，予備系で同じ名称のドライブおよびフォルダに，JP1/ITSLMをインストー
ルしてください。

●インストール時に設定する項目は，現用系と予備系ですべて同じ設定にしてください。

● JP1/Baseは，JP1/ITSLM - Managerを使用するための前提製品となります。このた
め，JP1/ITSLM - Managerがインストールされている現用系・予備系の各物理マシン
上に JP1/Baseをインストールする必要があります。JP1/Baseのインストール方法に
ついては，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

● JP1/Baseの論理ホストのセットアップを実施する際，設定によってはイベント DBが
ローカルディスクに作成され，情報が引き継がれない設定になる場合があります。
イベント DBを引き継ぐように JP1/Baseの論理ホストのセットアップを実施してく
271



6.　起動する前の準備（クラスタシステム）
ださい。JP1/Baseの設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照し
てください。

● JP1/Baseは JP1/ITSLM - Managerと同じ論理ホスト上に環境を構築し，同時に
フェールオーバーできるように設定する必要があります。同じ論理ホスト上に JP1/
Baseを配置した構成を次の図に示します。

図 6-10　同じ論理ホスト上に JP1/Baseを配置した構成

JP1/ITSLM - Managerと別の論理ホスト上に JP1/Baseの環境を構築すると，JP1/
Baseの論理ホストだけのフェールオーバーが発生したときに，JP1/ITSLM - 
Managerから JP1/Baseの機能が利用できなくなり，JP1/ITSLM - Managerのログ
イン機能や JP1イベント発行機能が動作しなくなります。

（2） 次の作業

●「6.2.2　現用系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM - Manager）」

6.2.2　現用系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM 
- Manager）

現用系の論理ホストとして JP1/ITSLM - Managerをセットアップします。

JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - Managerをインス
トールしてください。
インストールについては，「6.2.1　インストールする」を参照してください。

●次の 3つのWindowsサービスが停止していることを確認してください。
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• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」
（サービス名：HiRDBClusterService_JL0）
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービ
ス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）

これ以外に確認することは，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.2
　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. セットアップに必要なオプションファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/ITSLM - 
Managerのセットアップ）」を参照してください。

2. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

3. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△ -c△
online△オプションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Managerのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，現用系の論理ホストとして使用する JP1/ITSLM - 
Managerのセットアップは完了です。

（3） 補足事項

補足事項については，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.2　JP1/
ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（4） 次の作業

●「6.2.3　現用系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM - UR）」

6.2.3　現用系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM 
- UR）

現用系の論理ホストとして JP1/ITSLM - URをセットアップします。

JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。
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ここでは，JP1/ITSLM - URのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - URをインストールし
てください。
インストールについては，「6.2.1　インストールする」を参照してください。

●次のWindowsサービスが停止していることを確認してください。
• JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - User Response Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_UR_Service）

これ以外に確認することは，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.3
　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. JP1/ITSLM - URをインストールしたホストのネットワークインタフェース番号，お
よび IPアドレスを確認するためのコマンドを実行する。
実行するコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmuripls
ネットワークインタフェース番号，および IPアドレスを確認するためのコマンドの
詳細については，「9.　コマンド」の「jslmuripls（ネットワークインタフェース番号
と IPアドレスの表示）」を参照してください。

2. jslmuriplsコマンドを実行して確認した情報を基に，セットアップに必要なオプショ
ンファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/ITSLM - 
URのセットアップ）」を参照してください。

3. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△ -c△ online△
オプションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，現用系の論理ホストとして使用する JP1/ITSLM - URの
セットアップは完了です。

（3） 補足事項

補足事項については，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.3　JP1/
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ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（4） 次の作業

●「6.2.4　予備系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM - Manager）」

6.2.4　予備系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM 
- Manager）

予備系の論理ホストとして JP1/ITSLM - Managerをセットアップします。

JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - Managerをインス
トールしてください。
インストールについては，「6.2.1　インストールする」を参照してください。

●次の 3つのWindowsサービスが停止していることを確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」
（サービス名：HiRDBClusterService_JL0）
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービ
ス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）

●予備系を待機系サーバから実行系サーバに切り替えて，共有ディスクを参照できる状
態にしてください。

これ以外に確認することは，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.2
　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. セットアップに必要なオプションファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/ITSLM - 
Managerのセットアップ）」を参照してください。

2. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

3. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
275



6.　起動する前の準備（クラスタシステム）
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△ -c△
standby△オプションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Managerのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，予備系の論理ホストとして使用する JP1/ITSLM - 
Managerのセットアップは完了です。

（3） 補足事項

● jslmmgrsetupコマンドの引数に指定するオプションファイルの内容は，現用系と同
じ内容を指定してください。また，jslmmgrsetupコマンドを実行したあと，JP1/
ITSLM - Managerのシステム定義ファイルの内容が，現用系のシステム定義ファイル
の内容と一致していることを必ず確認してください。

これ以外の補足事項については，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。
「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（4） 次の作業

●「6.2.5　予備系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM - UR）」

6.2.5　予備系の論理ホストをセットアップする（JP1/ITSLM 
- UR）

予備系の論理ホストとして JP1/ITSLM - URをセットアップします。

JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerは，どちらからセットアップしてもかまいま
せん。

ここでは，JP1/ITSLM - URのセットアップ方法について説明します。

（1） 作業の前に

●セットアップの前に，セットアップの対象となる JP1/ITSLM - URをインストールし
てください。
インストールについては，「6.2.1　インストールする」を参照してください。

●次のWindowsサービスが停止していることを確認してください。
• JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - User Response Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_UR_Service）

●予備系を待機系サーバから実行系サーバに切り替えて，共有ディスクを参照できる状
態にしてください。

これ以外に確認することは，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。「5.1.3
　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。
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（2） 作業手順

1. JP1/ITSLM - URをインストールしたホストのネットワークインタフェース番号，お
よび IPアドレスを確認するためのコマンドを実行する。
実行するコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmuripls
ネットワークインタフェース番号，および IPアドレスを確認するためのコマンドの
詳細については，「9.　コマンド」の「jslmuripls（ネットワークインタフェース番号
と IPアドレスの表示）」を参照してください。

2. jslmuriplsコマンドを実行して確認した情報を基に，セットアップに必要なオプショ
ンファイルを作成する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/ITSLM - 
URのセットアップ）」を参照してください。

3. 作成したオプションファイルを任意のフォルダに格納する。
オプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任意）を含
めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. セットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△ -c△ standby△
オプションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

コマンドが正常に終了すれば，予備系の論理ホストとして使用する JP1/ITSLM - URの
セットアップは完了です。

（3） 補足事項

● jslmursetupコマンドの引数に指定するオプションファイルの内容は，現用系と同じ
内容を指定してください。また，jslmursetupコマンドを実行したあと，JP1/ITSLM 
- URのシステム定義ファイルの内容が，現用系のシステム定義ファイルの内容と一致
していることを必ず確認してください。

これ以外の補足事項については，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。
「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（4） 次の作業

●「6.2.6　Windowsサービスをクラスタソフトに登録する」

6.2.6　Windowsサービスをクラスタソフトに登録する
JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URのWindowsサービスをクラスタソフト
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に登録します。

ここでは，Windowsサービスの登録方法について説明します。

（1） 作業の前に

● OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウントであることを確認してく
ださい。

●クラスタソフトにWindowsサービスを登録する際，Windowsサービスの起動順序を
設定する場合は，次の表の項番に示す順番で起動するように設定してください。
• JP1/ITSLM - ManagerのWindowsサービス

注※ 1
論理ホスト名とは，JP1/Baseのクラスタ運用時に設定する論理ホスト名です。

注※ 2
クラスタソフトの設定として，Windowsサービスが停止した際，フェールオーバー前に同一の
物理ホスト上でWindowsサービスの起動をリトライする設定がある場合，リトライしないです
ぐにフェールオーバーするように設定にしてください。

注※ 3
登録後，Administrators権限でコマンドプロンプトを起動して次のコマンドを実行してくださ
い。
Cluster res "JP1/ITSLM - Manager Web Service" /priv StartupParameters=""

そのあと，JP1/ITSLM - Manager Web Serviceの［プロパティ］ダイアログボックスを表示さ

項番 Windowsサービス 依存関係

表示名 サービス名

1 JP1/Base Event 論理ホス
ト名※ 1

JP1_Base_Event論理ホ
スト名※ 1

• JP1/Baseが使用する論
理 IPアドレス

• JP1/Baseが使用する共
有ディスク

2 JP1/Base 論理ホスト名※
1

JP1_Base_論理ホスト名
※ 1

項番 1のWindowsサービ
ス

3 JP1/ITSLM - Manager 
DB Service※ 2

HiRDBEmbeddedEdition
_JL0

• JP1/ITSLM - Manager
が使用する論理 IPアド
レス

• JP1/ITSLM - Manager
が使用する共有ディス
ク

4 JP1/ITSLM - Manager 
DB Cluster Service※ 2

HiRDBClusterService_JL
0

項番 3のWindowsサービ
ス

5 JP1/ITSLM - Manager 
Service

JP1_ITSLM_MGR_Servic
e

項番 4のWindowsサービ
ス

6 JP1/ITSLM - Manager 
Web Service※ 3

JP1_ITSLM_MGR_Web_
Service

項番 5のWindowsサービ
ス
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せ，［全般］タブのスタートアップパラメータの値が空白になっていることを確認してくださ
い。

• JP1/ITSLM - URのWindowsサービス

●同一の論理ホスト上に JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URの環境を構築して
いる場合は，JP1/ITSLM - Managerを起動してから JP1/ITSLM - URを起動するよ
うに設定してください。

（2） 作業手順

クラスタソフトへの登録方法の詳細については，各クラスタソフトのドキュメントを参
照してください。

6.2.7　HTMLマニュアルを組み込む
所定のフォルダにHTMLマニュアルをコピーすることで，画面右上の［ヘルプ］（ログ
イン画面では［ヘルプ］ボタン）からHTML マニュアルを参照できます。

HTMLマニュアルの組み込み方法は，クラスタシステムで運用していない場合と同じで
す。「5.1.4　HTMLマニュアルを組み込む」を参照してください。

6.2.8　Windowsサービスをクラスタソフトから削除する
クラスタシステムから JP1/ITSLMの環境を削除する場合は，Windowsサービスを削除
する必要があります。

ここでは，Windowsサービスの削除方法について説明します。

（1） 作業の前に

● OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウントであることを確認してく
ださい。

（2） 作業手順

「6.2.6　Windowsサービスをクラスタソフトに登録する」で登録した JP1/ITSLMの
Windowsサービスを削除します。

クラスタソフトからの削除方法の詳細については，クラスタソフトのドキュメントを参

項番 Windowsサービス 依存関係

表示名 サービス名

1 JP1/ITSLM - UR 
Response Service

JP1_ITSLM_UR_Service • JP1/ITSLM - URが使
用する論理 IPアドレス

• JP1/ITSLM - URが使
用する共有ディスク
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照してください。

（3） 次の作業

●「6.2.9　現用系および予備系の論理ホストをアンセットアップする」

6.2.9　現用系および予備系の論理ホストをアンセットアップ
する

クラスタシステムの環境を削除する場合，論理ホストをアンセットアップします。

論理ホストのアンセットアップ方法は，現用系および予備系で差異はありません。また，
論理ホストのアンセットアップ手順は，クラスタシステムで運用しない場合に JP1/
ITSLM - Manager，および JP1/ITSLM - URをアンセットアップする手順と共通です。

JP1/ITSLM - Managerのアンセットアップ方法の詳細は，「5.1.5　JP1/ITSLM - 
Managerをアンセットアップする」を参照してください。また，JP1/ITSLM - URのア
ンセットアップ方法の詳細は，「5.1.6　JP1/ITSLM - URをアンセットアップする」を参
照してください。

（1） 次の作業

●「6.2.10　アンインストールする」

6.2.10　アンインストールする
JP1/ITSLMのアンインストール方法は，クラスタシステムで運用しない場合と共通で
す。アンインストール方法の詳細は，「5.1.7　アンインストールする」を参照してくださ
い。
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6.3　JP1/ITSLMでのユーザー設定

JP1/ITSLMを使用するには，認証サーバ（JP1/Base）を準備した上で，認証サーバと
して使用する JP1/Baseで JP1ユーザー，および JP1/ITSLMでの操作権限を設定する
必要があります。

JP1/ITSLMでのユーザー設定は，クラスタシステムで運用していない場合と同じです。
「5.2　JP1/ITSLMでのユーザー設定」を参照してください。

なお，JP1/ITSLM - Managerをクラスタシステムで運用する場合，同じマシンにインス
トールする JP1/Baseもクラスタシステムで運用する必要があります。ただし，認証サー
バとして使用する JP1/Baseを別マシンで構築している場合，認証サーバをクラスタシス
テムで運用するかどうかは任意です。

JP1/Baseをクラスタシステムで運用する場合の設定については，マニュアル「JP1/Base 
運用ガイド」を参照してください。
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6.4　監視結果をメールで通知するための設定
（JP1/IMとの連携）

JP1/ITSLMは，JP1/IM（JP1/IM - Managerおよび JP1/IM - View）と連携すること
で，監視結果をメールで通知することなどができます。連携は必須ではありません。必
要に応じて JP1/IMとの連携を検討してください。

JP1/IMとの連携するための設定は，クラスタシステムで運用していない場合と同じで
す。「5.3　監視結果をメールで通知するための設定（JP1/IMとの連携）」を参照してく
ださい。
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6.5　クラスタシステムへの移行
クラスタシステムで運用していない環境からクラスタシステムで運用する環境へ移行す
る際に必要な作業について説明します。

移行する際は，クラスタシステムで運用していない環境をクラスタシステムで運用する
環境と同じバージョンに変更した上で移行してください。

なお，ここでは，次の図に示すように，クラスタシステムで運用していない環境の物理
ホストを，クラスタシステムで運用する環境へ移行したあとで現用系の物理ホストとし
て使用することを想定した手順で説明します。なお，図では JP1/ITSLM - Managerを例
にしていますが，JP1/ITSLM - URの場合も同様です。

図 6-11　クラスタシステムへの移行で移行前の環境を現用系の物理ホストとして使用す
る場合の例（JP1/ITSLM - Managerの移行の場合）
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6.5.1　JP1/ITSLM - Managerの移行
JP1/ITSLM - Managerをクラスタシステムで運用していない環境からクラスタシステム
で運用する環境に移行する作業について説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerの運用を停止したあと，移行するための準備として次の作業を
実施してください。
1. 次のWindowsサービスが起動しているか確認する。未起動の場合は起動する。

JP1/ITSLM - Manager DB Service
JP1/ITSLM - Manager Service
JP1/ITSLM - Manager Web Service

2. データベースのデータをエクスポートする。
jslmmgrexportコマンドを使用して，クラスタ環境に移行するデータをすべてエク
スポートしてください。
コマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrexport（サービス監視情
報のエクスポート）」を参照してください。

3. クラスタソフト上から JP1/ITSLM - Manager のWindowsサービスを終了する。
4. JP1/ITSLM - Managerをアンセットアップする。

JP1/ITSLM - Managerをセットアップ前の状態に戻します。JP1/ITSLM - 
Managerのアンセットアップの詳細については，「5.1.5　JP1/ITSLM - Manager
をアンセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

JP1/ITSLM - Managerを，クラスタシステムで運用していない環境からクラスタシステ
ムで運用する環境に移行する手順を次に示します。

1. 現用系および予備系の論理ホストをセットアップして，Windowsサービスを追加して
クラスタシステムをセットアップする。
クラスタシステムをセットアップする方法は，新規にクラスタシステムをセットアッ
プする方法と同じです。
クラスタシステムのセットアップについては，「6.2　JP1/ITSLMの導入」を参照し
てください。

2. クラスタソフトの機能を使用して，現用系を実行系サーバに変更する。
系の変更については，クラスタソフトのドキュメントを参照してください。
すでに現用系が実行系サーバになっている場合，この操作は不要です。

3. クラスタソフトの機能を使用して，現用系で JP1/ITSLMを起動する。

4. 現用系のデータベースに，事前にエクスポートしたデータベースのデータをインポー
トする。
jslmmgrimportコマンドを使用して，クラスタ環境に移行するデータをすべてイン
ポートしてください。コマンドの詳細については，「9.　コマンド」の
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「jslmmgrimport（サービス監視情報のインポート）」を参照してください。

6.5.2　JP1/ITSLM - URの移行
JP1/ITSLM - URをクラスタシステムで運用していない環境からクラスタシステムで運
用する環境に移行する作業について説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - URの運用を停止したあと，移行するための準備として，JP1/ITSLM - 
URをアンセットアップし，セットアップ前の状態に戻します。
JP1/ITSLM - URのアンセットアップの詳細については，「5.1.6　JP1/ITSLM - URを
アンセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

JP1/ITSLM - URを，クラスタシステムで運用していない環境からクラスタシステムで
運用する環境に移行する手順を次に示します。

1. 現用系および予備系の論理ホストをセットアップし，Windowsサービスを追加してク
ラスタシステムをセットアップする。
クラスタシステムをセットアップする方法は，新規にクラスタシステムをセットアッ
プする方法と同じです。
クラスタシステムのセットアップの詳細については，「6.2　JP1/ITSLMの導入」を
参照してください。

2. クラスタソフトの機能を使用して，現用系を実行系サーバに変更する。
系の変更については，クラスタソフトのドキュメントを参照してください。
すでに現用系が実行系サーバになっている場合，この操作は不要です。

3. クラスタソフトの機能を使用して，現用系で JP1/ITSLMを起動する。
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6.6　クラスタシステムで運用する場合の注意事
項

クラスタシステムで運用する場合の注意事項を次に示します。

●クラスタシステムで運用する場合，システム定義ファイルのmanagerStartModeプロ
パティに「restart」を設定する必要があります。
クラスタシステムで運用する論理ホストのセットアップを実行すると，コマンドに
よってmanagerStartModeプロパティに「restart」が設定されます。セットアップ
したあとで，managerStartModeプロパティを「normal」に変更しないでください。
「normal」に変更した場合，フェールオーバーしたあとで監視対象サービスの監視が
再開しません。

● JP1/ITSLM - Managerのフェールオーバー中に，JP1/ITSLM - URの起動，停止，ま
たはフェールオーバーが発生した場合，JP1/ITSLM - URから JP1/ITSLM - Manager
への起動通知または終了通知がタイムアウトとなるおそれがあります。タイムアウト
を防ぐため，システム定義ファイルの announceRetryCountプロパティおよび
announceRetryIntervalプロパティの指定値は，次の条件を満たすように調整するこ
とを推奨します。

● JP1/ITSLMは，セットアップしたあとで，物理ホスト環境で動作するか論理ホスト
環境で動作するかが決まります。物理ホスト環境および論理ホスト環境で同時に動作
させることはできません。また，JP1/ITSLMは，論理ホストの多重起動にも対応し
ていません。

●クラスタ環境をアンセットアップした際に，共有ディスクにデータベース関連ファイ
ルが削除されないで残ることがあります。不要な場合は手動で削除してください。

●現用系としてセットアップしたホストを予備系にセットアップし直したり，予備系と
してセットアップしたホストを現用系にセットアップし直したりする場合には，必ず
アンセットアップしたあとにセットアップし直してください。

●クラスタ環境で論理ホストをセットアップする際には，現用系および予備系でオプ
ションファイルの指定値に同一の値を設定して実行してください。

● JP1/ITSLMをクラスタ環境で運用している場合は，JP1/BaseのWindowsサービス
の起動順序を制御する機能を使用しないでください。クラスタ環境で JP1/ITSLMお
よび JP1/BaseのWindowsサービスの起動・停止の順序を設定する場合は，クラスタ
ソフトが持つWindowsサービスの起動順序を制御する機能を使用してください。

announceRetryCountプロパティの指定値× announceRetryIntervalプロパティの指定値＞ JP1/ITSLM - 
Managerのフェールオーバー開始から完了までの秒数
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この章では，JP1/ITSLMの定義ファイル（システム定義ファ
イル，システムコンフィグプロパティファイル）およびデータ
ベースのバックアップとリストアや，マシンリプレース時など
に実施する定義情報およびデータベースの移行などの，JP1/
ITSLMの保守作業について説明します。

7.1　定義ファイルおよびデータベースのバックアップとリストア

7.2　データベースのクリーンアップ

7.3　定義情報およびデータベースの移行

7.4　ホスト名の変更

7.5　ポート番号の変更

7.6　ネットワークインタフェース番号の変更
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7.　保守
7.1　定義ファイルおよびデータベースのバック
アップとリストア

JP1/ITSLM自体にトラブルが発生した場合に，定義ファイル（システム定義ファイル，
システムコンフィグプロパティファイル）やデータベースをリストアするためには，
バックアップを取っておく必要があります。

ここでは，定義ファイルおよびデータベースのバックアップを取る方法，ならびに定義
ファイルおよびデータベースをリストアする方法について説明します。

7.1.1　定義ファイルのバックアップを取る
JP1/ITSLMの定義ファイルには，次に示すファイルがあります。

●システム定義ファイル（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）

●システムコンフィグプロパティファイル（system_config.properties）

これらの定義ファイルは，手動でバックアップを取ります。

ここでは，定義ファイルのバックアップを取る方法について説明します。

なお，システム定義ファイルを編集したあとには，定義ファイルのバックアップを取る
ことを推奨します。

（1） 作業の前に

●対象となる JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのセットアップが完了し
ていることを確認してください。
JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法については「5.1.2　JP1/ITSLM - 
Managerをセットアップする」を，JP1/ITSLM - URのセットアップ方法については
「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 定義ファイルを任意の場所にコピーする。
コピーする定義ファイルは次のとおりです。

JP1/ITSLM - Managerの定義ファイル：
・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties
・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥sdpengine¥analysisN
※ ¥conf¥system_config.properties
注※　Nには 1～ 10の数字が入ります。

JP1/ITSLM - URの定義ファイル：
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties
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・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector2¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥recorder¥conf¥system_config.properties

コピーが完了すれば，定義ファイルのバックアップは完了です。

（3） 補足事項

●定義ファイルは，JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスの起動・
終了に関係なく，バックアップを取ることができます。

（4） 関連項目

●「7.1.3　定義ファイルをリストアする」

7.1.2　データベースのバックアップを取る
データベースのバックアップを取るには，コマンドを実行します。

ここでは，データベースのバックアップを取る方法について説明します。

なお，データベースについては，定期的にバックアップを取ることを推奨します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URのセットアップが完了していること
を確認してください。
JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法については「5.1.2　JP1/ITSLM - 
Managerをセットアップする」を，JP1/ITSLM - URのセットアップ方法については
「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. データベースをバックアップする JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての
JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. データベースをバックアップする JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホスト
で，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択す
る。

3. データベースをバックアップする JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Web Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。
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4. データベースをバックアップする JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. データベースのバックアップコマンドを実行する。
実行するバックアップコマンドは次のとおりです。
jslmdbcopy△バックアップファイルの絶対パス
バックアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmdbcopy（データ
ベースのバックアップ）」を参照してください。

6. 手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
を起動する。

7. 手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

8. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

データベースのバックアップコマンドが正常に終了し，JP1/ITSLM - Managerおよび
JP1/ITSLM - URが起動すれば，データベースのバックアップは完了です。

（3） 関連項目

●「7.1.4　データベースをリストアする」

7.1.3　定義ファイルをリストアする
定義ファイル（システム定義ファイル，システムコンフィグプロパティファイル）の
バックアップを取っている場合，JP1/ITSLM自体にトラブルが発生したときなどに，ト
ラブル発生以前の環境にリストアできます。

定義ファイルのリストアは手動で実施します。

ここでは，定義ファイルのリストア方法について説明します。

（1） 作業の前に

●リストアの対象となる JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのシステム定
義ファイルのバックアップを取っていることを確認してください。

（2） 作業手順

1. リストアの対象となる JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを終了する。
• リストアの対象が JP1/ITSLM - Managerの場合，JP1/ITSLM - Managerに接続さ
れたすべての JP1/ITSLM - URを終了したあと，JP1/ITSLM - Managerを終了し
てください。
JP1/ITSLM - URの終了方法については「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」
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を，JP1/ITSLM - Managerの終了方法については「2.1.4　JP1/ITSLM - Manager
を終了する」を参照してください。

• リストアの対象が JP1/ITSLM - URの場合，リストアの対象の JP1/ITSLM - URだ
けを終了してください。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」
を参照してください。

2. 定義ファイルのバックアップを所定のフォルダにコピーして上書きする。
コピー先は次のとおりです。

リストアの対象が JP1/ITSLM - Managerの場合：
・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties
・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥sdpengine¥analysisN
※ ¥conf¥system_config.properties
注※　Nには 1～ 10の数字が入ります。

リストアの対象が JP1/ITSLM - URの場合：
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector2¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥recorder¥conf¥system_config.properties

3. リストアの対象となった JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを起動する。
• リストアの対象が JP1/ITSLM - Managerの場合，手順 1.で終了した JP1/ITSLM - 

Managerを起動したあと，同じく手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動しま
す。
JP1/ITSLM - Managerの起動方法については「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を，JP1/ITSLM - URを起動方法については「2.1.2　JP1/ITSLM - URを
起動する」を参照してください。

• リストアの対象が JP1/ITSLM - URの場合，リストアの対象の JP1/ITSLM - URだ
けを起動してください。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」
を参照してください。

リストアの対象となった JP1/ITSLM - Manager，または JP1/ITSLM - URが起動すれ
ば，定義ファイルのリストアは完了です。

（3） 関連項目

●「7.3.1　JP1/ITSLM - Managerの定義情報を移行する」
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●「7.3.2　JP1/ITSLM - URの定義情報を移行する」

7.1.4　データベースをリストアする
データベースのバックアップを取っている場合，JP1/ITSLM自体にトラブルが発生した
ときなどに，トラブル発生以前の環境にリストアできます。

データベースをリストアするには，コマンドを実行します。

ここでは，データベースのリストア方法について説明します。

（1） 作業の前に

●データベースのバックアップを取っていることを確認してください。

（2） 作業手順

1. データベースをリストアする JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての JP1/
ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. データベースをリストアする JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストで，
Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

3. データベースをリストアする JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Web Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

4. データベースをリストアする JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. データベースのリストアコマンドを実行する。
実行するリストアコマンドは次のとおりです。
jslmdbrstr△バックアップファイルの絶対パス
リストアコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmdbrstr（データベース
のリストア）」を参照してください。

6. 手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
を起動する。

7. 手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

8. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

データベースのリストアコマンドが正常に終了し，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/
ITSLM - URが起動すれば，データベースのリストアは完了です。
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（3） 関連項目

●「7.3.3　データベースを移行する」
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7.2　データベースのクリーンアップ
JP1/ITSLMでは，監視対象サービスの登録・削除を繰り返した場合や，データベースの
処理でエラーが発生した場合に，データベース上に不要なデータが残ります。データ
ベースの空き容量が不足した場合には，それらのデータを削除（クリーンアップ）し，
空き容量を確保する必要があります。

ここでは，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのデータベースのクリーン
アップ方法を説明します。

（1） 作業の前に

● JP1/ITSLM - Managerのセットアップが完了していることを確認してください。
JP1/ITSLM - Managerのセットアップ方法については「5.1.2　JP1/ITSLM - 
Managerをセットアップする」を参照してください。

● JP1/ITSLM - Managerが起動しているか，JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが
起動しているかを確認してください。
• サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：

HiRDBEmbeddedEdition_JL0）
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）

JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. データベースをクリーンアップする JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホスト
で，データベースのクリーンアップコマンドを実行する。
実行するクリーンアップコマンドは次のとおりです。
jslmmgrdbcleanup
クリーンアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrdbcleanup
（データベースのクリーンアップ）」を参照してください。

クリーンアップコマンドが正常に終了すれば，データベースのクリーンアップは完了で
す。
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7.3　定義情報およびデータベースの移行
JP1/ITSLMをインストールしたホストとは異なるホストに，定義情報やデータベースを
移行できます。

ここでは，「7.1　定義ファイルおよびデータベースのバックアップとリストア」で説明
した，バックアップとリストアを利用した JP1/ITSLMの定義情報およびデータベース
の移行方法について説明します。

7.3.1　JP1/ITSLM - Managerの定義情報を移行する
ここでは，インストールしたホストとは異なるホストへの JP1/ITSLM - Managerの定義
情報の移行方法を説明します。

（1） 作業の前に

●定義情報を移行する JP1/ITSLM - Managerの定義ファイル（システム定義ファイル，
システムコンフィグプロパティファイル）のバックアップを取っていることを確認し
てください。
定義ファイルのバックアップを取る方法については，「7.1.1　定義ファイルのバック
アップを取る」を参照してください。

●移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのインストールおよびセットアップをして
ください。
インストール方法およびセットアップ方法については，「5.1.1　インストールする」，
および「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 定義情報の移行先のホストの JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての JP1/
ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. 定義情報の移行先のホストで，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］
－［サービス］を選択する。

3. 定義情報の移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Web Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

4. 定義情報の移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. 定義ファイルのバックアップを移行先のホストの所定のフォルダにコピーする。
コピー先は次のとおりです。
・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties
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・JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥sdpengine¥analysisN※

¥conf¥system_config.properties
注※　Nには 1～ 10の数字が入ります。

6. リストアした定義ファイルのうち，システム定義ファイル（jp1itslm.properties）を編
集する。
システム定義ファイル（jp1itslm.properties）のmanagerHostプロパティ，および
rmiManagerPortプロパティを移行先に合わせて編集してください。
システム定義ファイルの編集方法については，「5.4.1　システム定義ファイルを編集
する」を参照してください。

7. 定義情報の移行元の JP1/ITSLM - Managerに接続されている JP1/ITSLM - URを終了
する。
終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を参照してください。

8. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル（jp1itslmur.properties）
を編集する。
システム定義ファイルのmanagerHostプロパティ，および rmiManagerPortプロパ
ティを JP1/ITSLM - Managerの移行先に合わせて編集してください。
システム定義ファイルの編集方法については，「5.4.1　システム定義ファイルを編集
する」を参照してください。

9. 定義情報の移行元の JP1/ITSLM - Managerを終了する。
終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終了する」を参照してくださ
い。

10.手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動する。

11.手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起動する。

12.手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を参照してください。

JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URを起動できれば，JP1/ITSLM - 
Managerの定義情報の移行は完了です。

（3） 次の作業

●「7.3.3　データベースを移行する」

（4） 関連項目

●「7.3.2　JP1/ITSLM - URの定義情報を移行する」

●「7.5.1　JP1/ITSLM - Managerの RMI通信ポート番号を変更する」
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●「7.5.3　JP1/ITSLM - Managerの組み込みデータベースの Listenポート番号を変更
する」

●「7.5.4　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listenポート番号を変更す
る」

●「7.5.5　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの内部通信ポート番号を変更
する」

●「7.5.6　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポート
番号を変更する」

7.3.2　JP1/ITSLM - URの定義情報を移行する
ここでは，インストールしたホストとは異なるホストへの JP1/ITSLM - URの定義情報
の移行方法を説明します。

（1） 作業の前に

●定義情報を移行する JP1/ITSLM - URの定義ファイル（システム定義ファイル，シス
テムコンフィグプロパティファイル）のバックアップを取っていることを確認してく
ださい。
定義ファイルのバックアップを取る方法については，「7.1.1　定義ファイルのバック
アップを取る」を参照してください。

●移行先のホストで，JP1/ITSLM - URのインストールおよびセットアップをしてくだ
さい。
インストール方法およびセットアップ方法については，「5.1.1　インストールする」，
および「5.1.3　JP1/ITSLM - URをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 定義情報の移行先のホストの JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. 定義ファイルのバックアップを移行先のホストの所定のフォルダにコピーする。
コピー先は次のとおりです。
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥collector2¥conf¥system_config.properties
・JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥sdpengine¥recorder¥conf¥system_config.properties

3. リストアした定義ファイルのうち，システム定義ファイル（jp1itslmur.properties）を
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編集する。
システム定義ファイル（jp1itslmur.properties）の次に示すプロパティについて，移
行先に合わせて編集してください。
• managerHost
• rmiManagerPort
• urHost
• rmiUrPort
• urNetworkInterfaceNumber

システム定義ファイルの編集方法については，「5.4.1　システム定義ファイルを編集
する」を参照してください。

4. 定義情報の移行元のホストの JP1/ITSLM - URを終了する。
終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を参照してください。

5. 定義情報の移行先のホストの JP1/ITSLM - URを起動する。
起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を参照してください。

JP1/ITSLM - URを起動できれば，JP1/ITSLM - URの定義情報の移行は完了です。

（3） 関連項目

●「7.3.1　JP1/ITSLM - Managerの定義情報を移行する」

●「7.5.2　JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号を変更する」

7.3.3　データベースを移行する
ここでは，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストとは異なるホストへのデー
タベースの移行方法を説明します。

（1） 作業の前に

●データベースのバックアップを取っていることを確認してください。
バックアップを取る方法については，「7.1.2　データベースのバックアップを取る」
を参照してください。

●データベースのバックアップファイルを，移行先のホストにコピーしてください。コ
ピー先は任意の場所です。

●移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのインストールおよびセットアップをして
ください。
インストール方法およびセットアップ方法については，「5.1.1　インストールする」，
および「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. データベースの移行先のホストの JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての
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JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. データベースの移行先のホストで，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツー
ル］－［サービス］を選択する。

3. データベースの移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Web Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

4. データベースの移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. データベースの移行先のホストで，データベースのリストアコマンドを実行する。
実行するリストアコマンドは次のとおりです。
jslmdbrstr△バックアップファイルの絶対パス
リストアコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmdbrstr（データベース
のリストア）」を参照してください。

6. 手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
を起動する。

7. 手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

8. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

7.3.4　データベース内のサービス監視情報を移行する
JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのデータベース内には，監視対象サー
ビスを監視するためのさまざまなデータが格納されています。

テスト環境から本番環境へシステムを移行する場合や，マシンをリプレースしてシステ
ム構成を変更する場合には，データベースに格納されているデータの中から，サービス
監視情報（監視対象サービスの管理情報およびサービス性能）を移行する必要がありま
す。

なお，サービス監視情報に含まれる監視対象サービスの管理情報には，次の情報が該当
します。

●監視対象サービス名

●監視対象サービスが属するサービスグループ名

●監視対象サービスを提供するWebサーバのホスト名・IPアドレス

●監視対象サービスの相対URI
299



7.　保守
●サービス性能を取得する JP1/ITSLM - URの IPアドレス

●監視対象サービスの監視項目の設定（Webトランザクション含む）

ここでは，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストとは異なるホストへの，
データベース内のサービス監視情報の移行方法を説明します。

（1） 作業の前に

●移行元のホストで，JP1/ITSLM - Managerが起動しているか，JP1/ITSLM - 
Managerの次のサービスが起動しているかを確認してください。
• サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：

HiRDBEmbeddedEdition_JL0）
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）

JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

●移行先のホストで，JP1/ITSLM - Managerのインストールおよびセットアップをして
ください。
インストール方法およびセットアップ方法については，「5.1.1　インストールする」，
および「5.1.2　JP1/ITSLM - Managerをセットアップする」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 移行元のホストで，サービス監視情報のエクスポートコマンドを実行して，エクス
ポートファイルを作成する。
実行するエクスポートコマンドは次のとおりです。
jslmmgrexport△ [ -g△サービスグループ名 -s△サービス名 ]
             △ -t△ { エクスポート期間 | all | none }
             △ -o△出力ファイル名
            △ [ -f ]
エクスポートコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrexport（サー
ビス監視情報のエクスポート）」を参照してください。

2. 移行先のホストにエクスポートファイルをコピーする。
任意の方法で，任意の場所にコピーしてください。

3. 移行先のホストで，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービ
ス］を選択する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動する。

5. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動する。
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6. 移行先のホストで，サービス監視情報のインポートコマンドを実行して，手順 2.でコ
ピーしたエクスポートファイル（インポートデータファイル名）をインポートする。
実行するインポートコマンドは次のとおりです。
jslmmgrimport△ -i△インポートデータファイル名
           △ [ -g△サービスグループ名△ -s△サービス名 ]
           △ [ -m△ [ Webサーバの IPアドレス△ JP1/ITSLM - URの IPアドレス ] ]
           △ [ -p ]
インポートコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrimport（サービ
ス監視情報のインポート）」を参照してください。

インポートコマンドが正常に終了すれば，データベース内のサービス監視情報の移行は
完了です。
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7.4　ホスト名の変更
ここでは，JP1/ITSLM - Managerおよび JP1/ITSLM - URをインストールしたホストの
ホスト名の変更方法について説明します。

7.4.1　JP1/ITSLM - Managerのホスト名を変更する
ここでは，JP1/ITSLM - Managerのホスト名の変更方法について説明します。

（1） 作業手順

1. ホスト名を変更するホストの JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての JP1/
ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. ホスト名を変更するホストの JP1/ITSLM - Managerを終了する。
JP1/ITSLM - Managerの終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終
了する」を参照してください。

3. ホスト名を変更する。

4. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「manager_host」に変更後のホスト名を
設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

5. JP1/ITSLM - URのセットアップに必要なオプションファイル（jp1itslm_setup.opt）
を作成して，定義項目「manager_host」に変更後のホスト名を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。JP1/
ITSLM - Managerと同じホストに作成する場合は，手順 4.で作成したファイルとは
別の格納先に格納してください。

6. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

7. JP1/ITSLM - URのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
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イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

8. 手順 2.で終了した JP1/ITSLM - Managerを起動する。
JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

9. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

7.4.2　JP1/ITSLM - URのホスト名を変更する
ここでは，JP1/ITSLM - URのホスト名の変更方法について説明します。

（1） 作業手順

1. ホスト名を変更するホストの JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. ホスト名を変更する。

3. JP1/ITSLM - URのセットアップに必要なオプションファイル（jp1itslm_setup.opt）
を作成して，定義項目「ur_host」に変更後のホスト名を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. JP1/ITSLM - URのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

5. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。
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7.5　ポート番号の変更
ここでは，JP1/ITSLMで使用するポート番号の変更方法について説明します。

7.5.1　JP1/ITSLM - Managerの RMI通信ポート番号を変更す
る

ここでは，JP1/ITSLM - Managerの RMI通信ポート番号の変更方法について説明しま
す。

（1） 作業手順

1. RMI通信ポート番号を変更する JP1/ITSLM - Managerに接続しているすべての JP1/
ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. RMI通信ポート番号を変更するホストの JP1/ITSLM - Managerを終了する。
JP1/ITSLM - Managerの終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終
了する」を参照してください。

3. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「manager_port」に変更後の JP1/ITSLM 
- Managerの RMI通信ポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. JP1/ITSLM - URのセットアップに必要なオプションファイル（jp1itslm_setup.opt）
を作成して，定義項目「manager_port」に変更後の JP1/ITSLM - Managerの RMI通
信ポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。JP1/
ITSLM - Managerと同じホストに作成する場合は，手順 3.で作成したファイルとは
別の格納先に格納してください。

5. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

6. JP1/ITSLM - URのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
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JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

7. RMI通信ポート番号を変更したホストで，ファイアウォールのポート番号の開放設定
を変更する。

8. 手順 2.で終了した JP1/ITSLM - Managerを起動する。
JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

9. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

7.5.2　JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号を変更する
ここでは，JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号の変更方法について説明します。

（1） 作業手順

1. RMI通信ポート番号を変更する JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. JP1/ITSLM - URのセットアップに必要なオプションファイル（jp1itslm_setup.opt）
を作成して，定義項目「ur_port」に変更後の JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号
を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

3. JP1/ITSLM - URのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

4. RMI通信ポート番号を変更したホストで，ファイアウォールのポート番号の開放設定
を変更する。

5. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動する。
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JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

7.5.3　JP1/ITSLM - Managerの組み込みデータベースの
Listenポート番号を変更する

ここでは，JP1/ITSLM - Managerの組み込みデータベースの Listenポート番号の変更
方法について説明します。

（1） 作業手順

1. 組み込みデータベースの Listenポート番号を変更する JP1/ITSLM - Managerに接続し
ているすべての JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. 組み込みデータベースの Listenポート番号を変更するホストの JP1/ITSLM - Manager
を終了する。
JP1/ITSLM - Managerの終了方法については，「2.1.4　JP1/ITSLM - Managerを終
了する」を参照してください。

3. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「hdb_port」に変更後の組み込みデータ
ベースの Listenポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

5. 手順 2.で終了した JP1/ITSLM - Managerを起動する。
JP1/ITSLM - Managerの起動方法については，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起
動する」を参照してください。

6. 手順 1.で終了したすべての JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。
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（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

7.5.4　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listen
ポート番号を変更する

ここでは，JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listenポート番号の変更方
法について説明します。

（1） 作業手順

1. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

2. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

3. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「psb_Listen」に変更後の組み込みWeb
サーバの Listenポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

4. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

5. 組み込みWebサーバのポート番号を変更したホストで，ファイアウォールのポート
番号の開放設定を変更する。

6. 手順 2.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

7.5.5　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの内部
通信ポート番号を変更する

ここでは，JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの内部通信ポート番号の変更
方法について説明します。
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（1） 作業手順

1. 組み込みWebサーバの Listenポート番号を変更する JP1/ITSLM - Managerに接続し
ているすべての JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「psb_ connector_port」に変更後の組み
込みWebサーバの内部通信ポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

6. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

7. 手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
を起動する。

8. 手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

9. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」

7.5.6　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの終了
メッセージ受信ポート番号を変更する

ここでは，JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポート
番号の変更方法について説明します。
308



7.　保守
（1） 作業手順

1. 組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポート番号を変更する JP1/ITSLM - 
Managerに接続しているすべての JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

3. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を終了する。

4. JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を終了する。

5. JP1/ITSLM - Managerのセットアップに必要なオプションファイル
（jp1itslm_setup.opt）を作成して，定義項目「psb_shutdown_port」に変更後の組み込
みWebサーバの終了メッセージ受信ポート番号を設定する。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

6. JP1/ITSLM - Managerのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△オプ
ションファイルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Manager のセットアップ）」を参照してください。

7. 手順 4.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」
を起動する。

8. 手順 3.で終了した JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Web 
Service」を起動する。

9. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

（2） 関連項目

●「付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧」
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7.6　ネットワークインタフェース番号の変更
JP1/ITSLM - URのホストで次に示す作業を実施した場合，JP1/ITSLM - URのセット
アップ時に指定したネットワークインタフェース番号を見直す必要があります。

●ネットワークインタフェースカードの追加または削除

●ネットワークインタフェースの設定変更

ここでは，JP1/ITSLM - URでのネットワークインタフェース番号の変更方法について
説明します。

（1） 作業の前に

次に示す作業後，jslmuriplsコマンドを実行してネットワークインタフェース番号およ
び IPアドレスを調査してください。

●ネットワークインタフェースカードの追加または削除

●ネットワークインタフェースの設定変更

調査後，JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル（jp1itslmur.properties）の
urNetworkInterfaceNumberプロパティと比較して，監視したいネットワークデバイス
のネットワークインタフェース番号が一致していないことを確認してください。

注意
urNetworkInterfaceNumberプロパティと監視したいネットワークデバイスのネッ
トワークインタフェース番号が一致している場合は，ネットワークインタフェース
番号を変更する必要はありません。

（2） 作業手順

1. ネットワークインタフェース番号を変更する JP1/ITSLM - URを終了する。
JP1/ITSLM - URの終了方法については，「2.1.3　JP1/ITSLM - URを終了する」を
参照してください。

2. セットアップに必要なオプションファイルを作成し，定義項目「ur_ni_number」に監
視したいネットワークインタフェース番号を設定する。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/ITSLM - 
URのセットアップ）」を参照してください。
作成したオプションファイルの格納先は，格納先でのオプションファイルの名称（任
意）を含めた絶対パスが 255バイト以内の文字列になるようにしてください。

3. JP1/ITSLM - URのセットアップコマンドを実行する。
実行するセットアップコマンドは次のとおりです。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmursetup△オプションファ
イルの絶対パス
セットアップコマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/
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ITSLM - URのセットアップ）」を参照してください。

4. 手順 1.で終了した JP1/ITSLM - URを起動する。
JP1/ITSLM - URの起動方法については，「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を
参照してください。

（3） 関連項目

●「5.4.2　編集できる定義」
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8　 トラブルシューティング
この章では，JP1/ITSLM自体にトラブルが発生した場合のト
ラブルシューティングについて説明します。

8.1　トラブル発生時の対処

8.2　ログファイル
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8.　トラブルシューティング
8.1　トラブル発生時の対処
JP1/ITSLM自体にトラブルが発生した場合，画面上，イベントログ，統合トレースロ
グ，またはメッセージログにメッセージが出力されることがあります。トラブルが発生
した場合は，出力されたメッセージを確認して，対処できる内容であれば対処してくだ
さい。

ただし，次の場合には，要因調査に必要な資料を採取した上で，システム管理者に連絡
する必要があります。

●メッセージに対処できない場合

●メッセージに従って対処しても解決しない場合

●トラブルが発生しているのにメッセージが出力されていない場合

ここでは，メッセージの出力内容の確認・対処方法，およびトラブルの要因調査に使用
する資料の採取方法について説明します。

8.1.1　メッセージの出力内容を確認して対処する
JP1/ITSLMのメッセージは，画面上，イベントログ，統合トレースログ，またはメッ
セージログに出力されます。

メッセージが出力されている場合は，トラブルの内容をメッセージの出力内容から確認
します。また，メッセージの出力内容が対処できる内容であれば対処します。

ここでは，メッセージの出力の確認・対処方法について説明します。

（1） 作業の前に

●メッセージが出力されていることを確認してください。
メッセージが出力されていない場合の対処については，「8.1.5　トラブルの要因調査
に使用する資料を採取する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 出力されているメッセージを確認する。
メッセージは，画面上，イベントログ，統合トレースログ，またはメッセージログに
出力されます。
• イベントログは，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［イベ
ント ビューアー］を選択し，［イベント ビューアー］画面から［カスタムビュー］
－［管理イベント］で表示できます。

• 統合トレースログの出力先は次のとおりです。

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥HNTRLib2¥spool¥hntr2N※ .log
システムドライブ :¥Program Files(x86)¥HITACHI¥HNTRLib2¥spool¥hntr2N※

.log
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注※　Nには 1～ 4までの数字が入ります。
• メッセージログの出力先は次のとおりです。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥logs¥
JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥logs¥

2. メッセージの出力内容が対処できる内容であれば対処する。
メッセージの詳細については，「10.3　メッセージの一覧」を参照してください。

メッセージの出力内容の確認・対処は完了です。ただし，メッセージに対処できない場
合，または対処しても改善しない場合は，要因調査に必要な資料を採取した上で，シス
テム管理者に連絡する必要があります。

要因調査に必要な資料の採取方法については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資
料を採取する」を参照してください。

（3） 関連項目

●「8.2.1　イベントログ」

●「8.2.2　統合トレースログ」

●「8.2.3　メッセージログ」

●「8.2.5　ログファイルの注意事項」

8.1.2　JP1/ITSLMで発生するおそれのあるトラブルへの対処
例

ここでは，JP1/ITSLMで発生するおそれのあるトラブルへの対処例を説明します。

項番 内容

1 JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスが起動しない。

2 ログインできない（ログイン画面を表示できない）。

3 監視対象サービスを登録しようとしても URIが検出されない。

4 監視対象サービスの監視の設定を変更できない。

5 監視を開始してすぐに監視結果がしきい値を超過した，またはベースラインから外れたのに
［エラー］や［警告］のイベントが表示されない。

6 ［リアルタイム監視］画面で，数値は正常であるのに［エラー］や［警告］が表示されてい
る。

7 ［問題調査］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［性能グラフ］タブで，しきい値を超
過していない，またはベースラインから外れていないように見える時刻に［エラー］や［警
告］が表示されている。
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（1） JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスが起動しない。

要因
ポート番号がほかのプログラムと衝突しているおそれがあります。

対処
ポート番号を確認してください。
なお，ポート番号を変更する場合は，次の個所を参照してください。
•「7.5.1　JP1/ITSLM - Managerの RMI通信ポート番号を変更する」
•「7.5.2　JP1/ITSLM - URの RMI通信ポート番号を変更する」
•「7.5.3　JP1/ITSLM - Managerの組み込みデータベースの Listenポート番号を変
更する」

•「7.5.4　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの Listenポート番号を変
更する」

•「7.5.5　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの内部通信ポート番号を変
更する」

•「7.5.6　JP1/ITSLM - Managerの組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポー
ト番号を変更する」

（2） ログインできない（ログイン画面を表示できない）。

要因
次に示す要因が考えられます。
1. 前提製品である Flash Playerがインストールされていない。
2. ファイアウォールの設定がされていない。

対処
要因への対処を示します。番号は，上記要因の番号に対応しています。
1. Flash Playerをインストールしてください。
2. ファイアウォールにポート開放を設定してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
セットアップ時に使用したオプションファイルの定義項目「psb_Listen」および
「manager_port」に指定したポート番号を開放してください。なお，オプション
ファイルの設定を変更する場合には，ファイアウォールの設定も変更する必要が
あります。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrsetup（JP1/
ITSLM - Managerのセットアップ）」を参照してください。
JP1/ITSLM - URの場合：
セットアップ時に使用したオプションファイルの定義項目「ur_port」に指定し
たポート番号を開放してください。なお，オプションファイルの設定を変更する
場合には，ファイアウォールの設定も変更する必要があります。
オプションファイルについては，「9.　コマンド」の「jslmursetup（JP1/ITSLM 
- URのセットアップ）」を参照してください。
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（3） 監視対象サービスを登録しようとしても URIが検出されない。

要因
次に示す要因が考えられます。
1. ネットワークインタフェース番号が誤っている。
2. 監視対象サービスを登録するための画面を表示しているブラウザを起動している
ホストとは異なるホストでブラウザを起動して実アクセスをしている。

3. 登録しようとした監視対象サービスを検出する JP1/ITSLM - URの処理に失敗し
ている（KNAS15719-Wメッセージが出力されている）。

対処
要因への対処を示します。番号は，上記要因の番号に対応しています。
1. jslmuriplsコマンドで表示されるネットワークデバイスのインタフェース番号を
確認し，JP1/ITSLM - URが使用するネットワークインタフェース番号を設定し
てください。
jslmuriplsコマンドについては，「9.　コマンド」の「jslmuripls（ネットワーク
インタフェース番号と IPアドレスの表示）」を参照してください。

2. 監視対象サービスを登録するための画面を表示しているブラウザを起動している
ホストで別のタブまたは別のブラウザを起動して実アクセスをしてください。

3. 処理に失敗した JP1/ITSLM - URの状態を回復してから，サービス検出を再実行
してください。処理に失敗した JP1/ITSLM - URはサービス検出に失敗した時刻
の前後に出力された KNAS15719-Wメッセージから特定できます。

（4） 監視対象サービスの監視の設定を変更できない。

要因
設定を変更したい監視対象サービスの監視を停止していない。

対処
設定を変更したい監視対象サービスの監視を停止してください。監視の停止につい
ては，「4.2.2　監視を停止する」を参照してください。

（5） 監視を開始してすぐに監視結果がしきい値を超過した，またはベースラ
インから外れたのに［エラー］や［警告］のイベントが表示されない。

監視結果を判定するには，ある程度のサービス性能を収集する必要があるため，監視の
開始からしばらくの間は［エラー］や［警告］のイベントを表示しません。

各監視のイベントの表示を開始する時期を次に示します。

●しきい値監視：監視の開始から 60秒後

●外れ値検知：監視の開始から 60秒後

●傾向監視：監視の開始から，［設定］画面の［監視設定］エリアで設定した傾向監視の
対象となる時間の 30％を経過したあと（例えば，設定値を 1時間にした場合は 18分
後）
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また，監視を停止して再開始した場合も，再開始から上記の時間が経過するまではイベ
ントは表示されません。

（6） ［リアルタイム監視］画面で，数値は正常であるのに［エラー］や［警
告］が表示されている。

［エラー］や［警告］は，現在の数値が正常であっても，［エラー］や［警告］に該当す
る状態が解除されるまで表示され続けます。デフォルトの設定では，直近 1分間の異常
データ数が S× 10/100（小数点以下切り上げ。S：60秒間に計測したサービス性能の
数）を下回るまで表示されます。

（7） ［問題調査］画面の［イベント／性能グラフ］エリアの［性能グラフ］タ
ブで，しきい値を超過していない，またはベースラインから外れていな
いように見える時刻に［エラー］や［警告］が表示されている。

要因
表示期間が 10分以上のグラフで参照しているおそれがあります。
表示期間が 10分以上の場合，グラフにプロットされるデータの数が 60個になるよ
う一定期間の最大値を集約して表示するため，グラフが［エラー］や［警告］のイ
ベント発生時刻とずれて見える場合があります。

対処
表示期間を 1分に設定したグラフでイベント発生時刻を確認してください。

8.1.3　フェールオーバーが発生した要因を調査する（クラス
タシステム）

JP1/ITSLMをクラスタシステムで運用している場合にフェールオーバーが発生したとき
には，フェールオーバーが発生した要因を調査する必要があります。フェールオーバー
は，実行系のサーバで契機となる障害が起こったときに発生します。フェールオーバー
の契機となる障害の種類については，「6.1.3　フェールオーバーの契機」を参照してくだ
さい。

（1） 作業の前に

●メッセージが出力されていることを確認してください。
メッセージが出力されていない場合の対処については，「8.1.5　トラブルの要因調査
に使用する資料を採取する」を参照してください。

（2） 作業手順

1. 実行系のサーバで出力されているメッセージを確認する。
メッセージは，クラスタソフトのログのほか，JP1/ITSLMの画面，イベントログ，
統合トレースログ，またはメッセージログに出力されます。
• クラスタソフトのログについては，クラスタソフトのドキュメントを確認してくだ
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さい。
• イベントログ，統合トレースログ，メッセージログの出力先については，「8.1.1　
メッセージの出力内容を確認して対処する」を確認してください。

2. メッセージの出力内容が対処できる内容であれば対処する。
メッセージの詳細については，「10.3　メッセージの一覧」を参照してください。

メッセージの出力内容の確認・対処は完了です。ただし，メッセージに対処できない場
合，または対処しても改善しない場合は，要因調査に必要な資料を採取した上で，シス
テム管理者に連絡する必要があります。

要因調査に必要な資料の採取方法については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資
料を採取する」を参照してください。

（3） 関連項目

●「6.1.3　フェールオーバーの契機」

●「8.2.1　イベントログ」

●「8.2.2　統合トレースログ」

●「8.2.3　メッセージログ」

●「8.2.5　ログファイルの注意事項」

8.1.4　フェールオーバーの失敗に対処する（クラスタシステ
ム）

実行系サーバから待機系サーバへのフェールオーバーに失敗した場合は，失敗の要因に
応じて対処します。

（1） 作業手順

1. クラスタソフトのログを確認して，フェールオーバーが失敗した要因を判断する。
フェールオーバーが失敗した要因は，次のどちらかです。
• JP1/ITSLMの待機系サーバでのWindowsサービスの起動失敗
• クラスタソフトの障害

JP1/ITSLMの待機系サーバでのWindowsサービスの起動失敗の場合は，手順 2.に
進んでください。クラスタソフトの障害の場合は，手順 3.に進んでください。

2. 待機系サーバのイベントログ，統合トレースログ，またはメッセージログに出力され
たメッセージを確認して，待機系サーバのWindowsサービスの起動失敗の要因を取
り除く。
イベントログ，統合トレースログ，メッセージログの出力先については，「8.1.1　
メッセージの出力内容を確認して対処する」を確認してください。また，メッセージ
の詳細については，「10.3　メッセージの一覧」を参照してください。対処後，手順
4.に進んでください。
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3. クラスタソフトの障害によってフェールオーバーに失敗した場合は，クラスタソフト
のログを参照して，障害の要因を取り除く。

4. JP1/ITSLMのWindowsサービスをクラスタソフトから起動する。
起動するWindowsサービスについては，「2.1.1　JP1/ITSLM - Managerを起動す
る」および「2.1.2　JP1/ITSLM - URを起動する」を参照してください。

待機系サーバのWindowsサービスが起動できたら，対処は完了です。ただし，メッセー
ジに従った対処を実施しても，待機系サーバのWindowsサービスが起動できない場合
は，トラブルの要因調査に使用する資料を採取してシステム管理者に連絡してください。
要因調査に必要な資料の採取方法については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資
料を採取する」を参照してください。

8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する
次の場合には，要因調査に使用する資料を採取した上で，システム管理者に連絡する必
要があります。

●メッセージに対処できない場合

●メッセージに従って対処しても改善しない場合

●トラブルが発生しているのにメッセージが出力されていない場合

ここでは，トラブルの要因調査に使用する資料の採取方法について説明します。

なお，トラブル発生時にエラーダイアログボックスが表示された場合は，表示された状
態で資料の採取を始めてください。

（1） 作業手順

1. スレッドダンプを採取する。
次のコマンドの実行結果を採取してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥jdk¥jre¥bin¥jheapprof△ -f△ -p△プロセス ID

JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥system¥psb¥jdk¥jre¥bin¥jheapprof△ -f△ -p△プロセス ID

プロセス IDには，Windowsの［タスクマネージャー］の［プロセス］タブを開き，
次に示す JP1/ITSLMのプロセスのプロセス IDを指定してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
・cjstartweb.exe
・jslmmengine.exe（すべての jslmmengine.exe）
・jslmmpcollect.exe
320



8.　トラブルシューティング
・jslmmRMI.exe
・jslmmUR.exe

JP1/ITSLM - URの場合：
・jslmuengine.exe
・jslmuRMI.exe
・jslmuUR.exe

JP1/ITSLMのプロセスと同じ名称のプロセスが［プロセス］タブにある場合は，対
象のプロセスを右クリックで選択し，表示されたコンテキストメニューの中から，
［プロパティ］を選択して［全般］タブの［場所］が JP1/ITSLMのインストール先
フォルダ下であるかどうかを確認することで，JP1/ITSLMのプロセスであるかを判
定できます。
例えば，JP1/ITSLM - Managerのプロセスである cjstartweb.exeの場合，JP1/
ITSLM - Managerインストール先フォルダが「C:¥Program 
Files¥HITACHI¥JP1ITSLM」であれば，cjstartweb.exeの［全般］タブの［場所］
は「C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥system¥psb¥CC¥web¥bin」
となります。
［プロセス］タブにプロセス IDが出力されていない場合は，［表示］－［列の選択］
を選択し，［PID（プロセス ID）］をチェックしてください。
スレッドダンプを採取するためのコマンドの詳細については，「8.2.4　スレッドダン
プ」を参照してください。

2. 資料採取コマンドを実行する。
次の資料採取コマンドを実行してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥bin¥jslmminfoget.bat

JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥bin¥jslmurinfoget.bat

なお，資料採取コマンドの詳細については，「9.　コマンド」の「jslmminfoget
（JP1/ITSLM - Managerのトラブルの要因調査に使用する資料の採取）」，または
「jslmurinfoget（JP1/ITSLM - URのトラブルの要因調査に使用する資料の採取）」を
参照してください。

3. OSの統計情報を採取する。
統計情報の採取には，Windowsのパフォーマンスモニターを使用します。パフォー
マンスモニターは，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［パ
フォーマンス モニター］を選択すると表示できます。
OSの統計情報として採取が必要なパラメーターは次の表のとおりです。
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表 8-1　OSの統計情報として採取が必要なパラメーター

4. トラブル発生時の操作内容を記録する。
手順 1.～ 3.に従い，資料の採取が完了したら，トラブル発生時の操作内容を記録し
てください。記録する必要がある情報は次のとおりです。
• トラブル発生直前の操作内容の詳細
• 発生しているトラブルの詳細
• トラブルが発生した時刻
• システム構成（OSのバージョン，ホスト名，JP1/ITSLM - Managerや JP1/

ITSLM - URの構成）
• トラブルの再現性
• ログインユーザー名

5. 画面上のエラー情報を採取する。
キーボードの「Ctrl」キー＋「PrintScreen」キーを押して，トラブル発生時の画面
情報を採取してください。採取する必要がある情報は次のとおりです。
• JP1/ITSLMおよび OSが出力しているエラーメッセージ
• エラーダイアログボックス
• コマンドが出力しているメッセージ

6. ユーザーダンプを採取する。
JP1/ITSLMのプロセスがアプリケーションエラーで停止した場合，エラーダイアロ
グボックスが表示されている状態で，Windowsの［タスクマネージャー］の［プロ
セス］タブを開き，停止したプロセスを右クリックで選択します。表示されたコンテ
キストメニューの中から，［ダンプファイルの作成］を選択してユーザーダンプを採
取します。
JP1/ITSLMのプロセスは次のとおりです。

オブジェクト インスタンス カウンタ

Processor _Total %Processor Time

%Privileged Time

%User Time

Memory なし Cache Bytes

Cache Faults/sec

Page Faults/sec

Transition Faults/sec

Process _Total Handle Count

Page Faults/sec

Private Bytes

Virtual Bytes

Working Set
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JP1/ITSLM - Managerの場合：
・cjstartweb.exe
・jslmmengine.exe（すべての jslmmengine.exe）
・jslmmpcollect.exe
・jslmmprocctrl.exe
・jslmmRMI.exe
・jslmmUR.exe

JP1/ITSLM - URの場合：
・jslmuengine.exe
・jslmuprocctrl.exe
・jslmuRMI.exe
・jslmuUR.exe

JP1/ITSLMのプロセスと同じ名称のプロセスが［プロセス］タブにある場合は，対
象のプロセスを右クリックで選択し，表示されたコンテキストメニューの中から，
［プロパティ］を選択して［全般］タブの［場所］が JP1/ITSLMのインストール先
フォルダ下であるかどうかを確認することで，JP1/ITSLMのプロセスであるかを判
定できます。
例えば，JP1/ITSLM - Managerのプロセスである cjstartweb.exeの場合，JP1/
ITSLM - Managerインストール先フォルダが「C:¥Program 
Files¥HITACHI¥JP1ITSLM」であれば，cjstartweb.exeの［全般］タブの［場所］
は「C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥system¥psb¥CC¥web¥bin」
となります。

注意
正確なユーザーダンプを採取するため，必ずエラーダイアログボックスが表示さ
れている状態で採取してください。

7. JP1/ITSLMのインストール時のログファイルを採取する。
JP1/ITSLMのインストール時のログファイルは，JP1/ITSLMのインストールに失敗
した場合にだけ採取する必要があります。
JP1/ITSLMのインストールに失敗した場合は，OSの Administratorsグループに属
するユーザーアカウントで次に示すコマンドを実行し，インストーラーを実行してロ
グファイルを採取してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
cd△ JP1/ITSLM - Managerのインストーラー（MSIファイル）の格納先フォル
ダmsiexec.exe△ /i△ ITSLM_MGR.msi△ /l*vx△ JP1ITSLM_MGR.log

JP1/ITSLM - URの場合：
cd△ JP1/ITSLM - URのインストーラー（MSIファイル）の格納先フォルダ
msiexec.exe△ /i△ ITSLM_UR.msi△ /l*vx△ JP1ITSLM_UR.log

また，次に示すフォルダ（フォルダ下のファイルを含む）を採取してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
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%TEMP%※ ¥Hitachi¥JP1ITSLMM¥hliclib

JP1/ITSLM - URの場合：
%TEMP%※ ¥Hitachi¥JP1ITSLMU¥hliclib

注※　%TEMP%は，環境変数 TEMPの示すパスです。

すべての資料を採取できれば，トラブルの要因調査に使用する資料の採取は完了です。

（2） 関連項目

●「8.2.1　イベントログ」

●「8.2.2　統合トレースログ」

●「8.2.3　メッセージログ」

●「8.2.4　スレッドダンプ」

●「8.2.5　ログファイルの注意事項」
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8.2　ログファイル
ログファイルには，次のファイルがあります。

● JP1/ITSLMが出力するイベントログ，統合トレースログ，およびメッセージログ

● JP1/ITSLMの Javaプロセス内で動作しているスレッドの情報を，jheapprofコマン
ドを実行して採取するスレッドダンプ

ここでは，イベントログ，統合トレースログ，メッセージログ，およびスレッドダンプ
について説明します。

8.2.1　イベントログ
イベントログは，システム管理者向けにシステムのトラブルを通知するログ情報です。
必要最小限の情報を通知します。JP1/ITSLMのイベントログは，Windowsのイベント
ログに出力されます。

イベントログは，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［イベント 
ビューアー］を選択し，［イベント ビューアー］画面から［カスタムビュー］－［管理イ
ベント］を選択すると表示できます。

イベントログの表示項目は次の表のとおりです。

表 8-2　イベントログの表示項目

項番 表示項目 説明

1 ログの名前 固定で「アプリケーション」が表示されます。

2 ソース 製品名です。次のどちらかが表示されます。
• JP1/ITSLM - Manager
• JP1/ITSLM - UR

3 ログの日付 イベントログの出力日付および出力時刻（ローカル時刻）です。次の
形式で表示されます。
YYYY/MM/DD hh:mm:ss（YYYY：年，MM：月，DD：日，hh：時
間，mm：分，ss：秒）

4 イベント ID メッセージごとに割り当てられた IDが表示されます。

5 タスクのカテゴリ 固定で「なし」が表示されます。

6 レベル イベントログの種別です。次のどれかが表示されます。
• 情報
• 警告
• エラー

7 キーワード 固定で「クラシック」が表示されます。

8 ユーザー 固定で「N/A」が表示されます。

9 コンピュータ コンピュータ名が表示されます。

10 オペコード 何も表示されません。
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8.2.2　統合トレースログ
統合トレースログは，統合トレース機能（HNTRLib2）によって，各プログラムの出力す
るトレース情報が特定の出力先にまとめて出力されたログ情報です。JP1/ITSLMの起
動・終了に関連するメッセージが出力されます。

統合トレースログの出力先は次のとおりです。

システムドライブ :¥Program Files¥HITACHI¥HNTRLib2¥spool¥hntr2N※ .log

システムドライブ :¥Program Files(x86)¥HITACHI¥HNTRLib2¥spool¥hntr2N※ .log

注※　Nには 1～ 4の数字が入ります。

統合トレースログに出力されるヘッダ情報と出力項目を次の表に示します。

表 8-3　統合トレースログに出力されるヘッダ情報

表 8-4　統合トレースログに出力される出力項目

11 詳細情報 JP1/ITSLMが出力するメッセージです。次の形式で表示されます。
KNASnnnnn-Z メッセージ
KNASnnnnn-Z：メッセージ ID（nnnnn：メッセージの通し番号，
Z：メッセージの種類）
メッセージ：メッセージテキスト

項番 ヘッダ 説明

1 OS情報 統合トレース機能が起動している OSの情報が出力されま
す。

2 ホスト名 統合トレース機能が起動しているホスト名が出力されます。

3 タイムゾーン OSのタイムゾーンが出力されます。

4 統合トレースログ機能起動時
刻

統合トレース機能が起動した時刻が出力されます。

項番 出力項目 説明

1 番号（4桁） トレースレコードの通番です。
ログを出力したプロセスごとに採番されます。

2 日付（10バイト） トレースの出力日付です。次の形式で出力されます。
YYYY/MM/DD（YYYY：年，MM：月，DD：日）

3 時刻（12バイト） トレースの出力時刻（ローカル時刻）です。次の形式で出
力されます。
hh:mm:ss.sss（hh：時間，mm：分，ss：秒，sss：ミリ
秒）

項番 表示項目 説明
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注※
コマンドが出力するメッセージの場合，コマンド別の識別子が出力されます。出力される識別
子については，「9.　コマンド」の機能の説明を参照してください。

なお，統合トレースログに出力されるログの時刻は，出力したプロセスのタイムゾーン
でフォーマットされます。そのため，環境変数 TZを変更してサービスの起動やコマンド
の実行をすると，OSに設定されているタイムゾーンと異なる時刻が出力されることがあ
ります。

出力例
統合トレースログの出力例を次に示します。

8.2.3　メッセージログ
メッセージログは，JP1/ITSLMの起動中に出力されるメッセージをプロセス別に出力す
るログ情報です。

メッセージログは，デフォルトでは次のフォルダに出力されます。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ ¥mgr¥logs¥

JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥logs¥

4 AP名（16バイト以内） アプリケーションを識別するための名称です。
JP1/ITSLMで出力される AP名は次のとおりです。
• JP1ITSLMProcCtrl
• JP1ITSLMView
• JP1ITSLMUsrResp
• JP1ITSLMWebSysAn
• JP1ITSLMPerColct
• JP1ITSLMRmiSrv
• コマンド別識別子※

5 pid OSが設定するプロセス IDです。

6 tid スレッドを識別するための IDです。

7 メッセージ ID メッセージ IDです。

8 メッセージテキスト メッセージテキストです。

9 番号（4桁） トレースレコードの通番です。
ログを出力したプロセスごとに採番されます。

**** Microsoft WindowsNT6.1(Build:7600)                           host01           
TZ=(local)-9:00                  2011/04/20 19:51:04.437
     yyyy/mm/dd hh:mm:ss.sss                      pid      tid      message-id            
message(LANG=0x0411)
0000 2011/04/20 19:53:57.639     JP1ITSLMView     000010FC J33D2EED KNAS15300-I           
ログインしました。ユーザー名＝super

項番 出力項目 説明
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メッセージログの出力ファイルのサイズ，面数などは，システム定義ファイル
（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）で変更できます。詳細については，
「5.4.1　システム定義ファイルを編集する」および「5.4.2　編集できる定義」を参照し
てください。

JP1/ITSLM - Managerが出力するメッセージログの一覧を次の表に示します。

表 8-5　JP1/ITSLM - Managerが出力するメッセージログの一覧

項番 メッセージログ 説明 関連するシステム
定義ファイルのプ

ロパティ

メッセージログ
を出力するプロ

セス

1 ProcessCtrlMessage
MN※ .log

JP1/ITSLM - Managerの
サービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」（サー
ビス名：
JP1_ITSLM_MGR_Servic
e）が出力するログです。
各子プロセスを制御する
プロセスのログが出力さ
れます。

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerProcessCtrl
MessageFileCou
nt

• loggerProcessCtrl
MessageMaxFil
eSize

jslmmprocctrl

2 RmiServerMessage
MN※ .log

制御プロセスによって起
動された子プロセスのロ
グが出力されます。

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerRmiServer
MessageFileCou
nt

• loggerRmiServer
MessageMaxFil
eSize

jslmRMI

3 UserResponseMessa
geMN※ .log

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerUserRespon
seMessageFileC
ount

• loggerUserRespon
seMessageMaxF
ileSize

jslmmUR

4 PerfCollectorMessag
eN※ .log

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerPerfCollecto
rMessageFileCo
unt

• loggerPerfCollecto
rMessageMaxFil
eSize

jslmmpcollect

5 ViewMessageN※

.log
• loggerMessageLo

gLevel
• loggerViewMessa

geFileCount
• loggerViewMessa

geMaxFileSize

cjstartweb
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注※　Nには 1～面数に指定した数が入ります。

JP1/ITSLM - URが出力するメッセージログの一覧を次の表に示します。

表 8-6　JP1/ITSLM - URが出力するメッセージログの一覧

6 CommandMessage
MN※ .log

JP1/ITSLM - Managerの
一部のコマンドのログが
出力されます。

• loggerCommand
MessageFileCou
nt

• loggerCommand
MessageMaxFil
eSize

各コマンドプロ
セス

項番 メッセージログ 説明 関連するシステム
定義ファイルのプ

ロパティ

メッセージログ
を出力するプロ

セス

1 ProcessCtrlMessage
URN※ .log

JP1/ITSLM - URのサービ
ス「JP1/ITSLM - User 
Response Service」（サー
ビス名：
JP1_ITSLM_UR_Service
）が出力するログです。
各子プロセスを制御する
プロセスのログが出力さ
れます。

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerProcessCtrl
MessageFileCou
nt

• loggerProcessCtrl
MessageMaxFil
eSize

jslmuprocctrl

2 RmiServerMessage
URN※ .log

制御プロセスによって起
動された子プロセスのロ
グが出力されます。

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerRmiServer
MessageFileCou
nt

• loggerRmiServer
MessageMaxFil
eSize

jslmRMI

3 UserResponseMessa
geURN※ .log

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerUserRespon
seMessageFileC
ount

• loggerUserRespon
seMessageMaxF
ileSize

jslmuUR

4 WebSystemAnalysis
MessageN※ .log

• loggerMessageLo
gLevel

• loggerWebSystem
AnalysisMessag
eFileCount

• loggerWebSystem
AnalysisMessag
eMaxFileSize

jslmWebSystem
Analysis

項番 メッセージログ 説明 関連するシステム
定義ファイルのプ

ロパティ

メッセージログ
を出力するプロ

セス
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注※　Nには 1～面数に指定した数が入ります。

なお，メッセージログに出力されるヘッダ情報と出力項目については，統合トレースロ
グと同じです。ヘッダ情報と出力項目については，「8.2.2　統合トレースログ」を参照し
てください。

8.2.4　スレッドダンプ
スレッドダンプとは，Javaのプロセス内で動作しているスレッドの情報が出力される
ファイルです。

ここでは，スレッドダンプを採取するための jheapprofコマンドについて説明します。

jheapprof（日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプの出力）
jheapprofコマンドの機能や形式，使用例などについて説明します。
なお，記述形式については，「9.　コマンド」の「コマンドの記述形式」を参照して
ください。

機能
Javaプロセスについて，日立クラス別統計情報を含んだ拡張スレッドダンプを
出力します。日立クラス別統計情報によって，各クラスのインスタンスが持つ
メンバの配下にあるすべてのインスタンスのサイズが取得できます。

形式
jheapprof [-i|-f] [-class クラス名] [-explicit|-noexplicit] 
[-fullgc|-copygc|-nogc] -p プロセスID

実行権限
なし

格納先フォルダ
• JP1/ITSLM - Managerの場合：

JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥jdk¥jre¥bin¥

• JP1/ITSLM - URの場合：
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ ¥ur¥system¥psb¥jdk¥jre¥bin¥

引数
• -i
指定されたプロセス IDのプロセスに対して，このコマンドを実行してもよい
かどうかをユーザーに確認します。
この指定を省略しても，-fオプションが指定されないかぎり，このオプショ
ンが有効になります。

• -f
指定されたプロセス IDのプロセスに対して，このコマンドを実行してもよい
かどうかをユーザーに確認しません。

• -class クラス名
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クラス名に指定されたクラス（インスタンス）をメンバに持つクラスの構造
を一覧にしてスレッドダンプ中に出力します。指定するクラスのパッケージ
名は「"」（引用符）で囲みます。

• -explicit
インスタンス統計機能の統計対象に Explicitヒープを含めます。このオプ
ションと -noexplicitオプションを同時に指定している場合，最後に指定して
いるオプションが有効になります。なお，JP1/ITSLMではこのオプションを
指定する必要はありません。

• -noexplicit
インスタンス統計機能の統計対象に Explicitヒープを含めません。このオプ
ションと -explicitオプションを同時に指定している場合，最後に指定してい
るオプションが有効になります。なお，JP1/ITSLMではこのオプションを指
定する必要はありません。

• -fullgc
統計情報を出力する前に，フルガーベージコレクションを実行します。
このオプションと -copygcオプションまたは -nogcオプションを同時に指定し
ている場合，最後に指定しているオプションが有効になります。

• -copygc
統計情報を出力する前に，コピーガーベージコレクションを実行します。
このオプションと -fullgcオプションまたは -nogcオプションを同時に指定し
ている場合，最後に指定しているオプションが有効になります。

• -nogc
統計情報を出力する前に，ガーベージコレクションを実行しません。
このオプションと -fullgcオプションまたは -copygcオプションを同時に指定
している場合，最後に指定しているオプションが有効になります。

• -p プロセス ID
日立クラス別統計情報を出力する Javaプログラムのプロセス IDを指定しま
す。

注意事項
同じ Javaプロセスに対して，2回以上このコマンドを実行できません。同じ
Javaプロセスに対して 2回以上このコマンドを実行したい場合は，先に実行し
た jheapprofコマンドによってクラス別統計情報が拡張スレッドダンプに出力
されたあとに実行してください。
Javaプロセスは起動時にMailSlotを使った通信の初期化処理を実行します。
初期化に失敗した場合，メッセージを出力して処理を中断します。
引数に指定したプロセス IDの Javaプロセス所有者以外でもこのコマンドを実
行できます。
次のメッセージが出力された場合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダ
ンプは出力されません。
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戻り値

項番 エラーメッセージ 説明

1 usage: jheapprof [-f|-i] [-class classname] 
[-explicit|-noexplicit] 
[-fullgc|-copygc|-nogc] 
[-garbage|-nogarbage] 
[-rootobjectinfo|-norootobjectinfo] 
[-rootobjectinfost size] -p process-id 
jheapprof 

コマンドへの引数の指定が間違っています。

2 jheapprof: illegal option -- オプション jheapprofコマンドに指定したオプションが不
正です。

3 プロセス ID: Now processing previous 
request, this request canceled

jheapprofコマンドの引数に指定したプロセス
IDに該当するプロセスが，クラス別統計情報
の出力中です。

4 プロセス ID: Not owner jheapprofコマンドの引数に指定したプロセス
IDに 0が指定されています。 

5 jheapprof: can't create work file at temporary 
directory , this request canceled

一時ファイル用ディレクトリに参照・書き込み
権限がない場合，日立クラス別統計情報付き拡
張スレッドダンプを出力できません。日立クラ
ス別統計情報付き拡張スレッドダンプの出力要
求はキャンセルされます。 

6 jheapprof: can't get temporary directory, this 
request canceled

一時ファイル用ディレクトリが取り出せない場
合，日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダ
ンプを出力できません。日立クラス別統計情報
付き拡張スレッドダンプの出力要求はキャンセ
ルされます。 

7 jheapprof: please delete 削除できなかった
ファイル名 in 削除できなかったファイルのフ
ルパス

jheapprofコマンドを終了したときに，内部
ファイルを削除できませんでした。削除できな
かったファイルのフルパスにある，削除できな
かったファイルを削除してください。

8 jheapprof: unexpected error occurred: <エ
ラー原因 > 

jheapprofコマンド実行中に予期しないエラー
が発生しました。
エラー原因には，例えば下記のような表示がさ
れます。
作業用メモリ確保に失敗した場合
malloc systemcall fail (errno=Y)
オブジェクトのクローズに失敗した場合
close systemcall fail (errno=Y)

9 jheapprof: can't communicate with process <
プロセス ID>

jheapprofコマンドの引数に指定したプロセス
IDに該当するプロセスに問題があり，通信処
理でエラーが発生しているため通信できませ
ん。または，jheapprofコマンドの引数に指定
したプロセス IDに該当するプロセスがありま
せん。 

10 <プロセス ID>: Timeout occurred. Java 
process not responding 

jheapprofコマンドの引数に指定したプロセス
IDに該当するプロセスから，一定時間内に日
立クラス別統計出力処理終了の応答がありませ
んでした。
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使用例
プロセス IDが 8662である Javaプログラムの，日立クラス別統計情報付き拡
張スレッドダンプを取得する場合のコマンド実行例を次に示します。

このコマンドを実行すると，次のように，日立クラス別統計情報付き拡張ス
レッドダンプを出力してもよいかどうか，確認するメッセージが出力されます。

日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出力する場合は，Yまたは y
を入力します。Yまたは y以外の文字を入力すると，日立クラス別統計情報付
き拡張スレッドダンプを出力しないでコマンドを終了します。

日立クラス別統計情報付き拡張スレッドダンプを出力すると，実行中の Javaプ
ログラムでは次のメッセージが出力されます。

また，実行中の Javaプログラムのカレントディレクトリに，次のファイル名で
拡張スレッドダンプが出力され，Javaプログラムの実行が継続されます。
javacore＜プロセスID＞.＜日時＞.txt

8.2.5　ログファイルの注意事項
ログファイルの注意事項を次に示します。

●メッセージログは，システム定義ファイル（jp1itslm.propertiesまたは
jp1itslmur.properties）からのログ出力関連のプロパティ（loggerで始まるプロパ
ティ）の設定値の読み込み処理が正常に終了するまでは出力されません。
ログ出力関連の設定値の読み込み処理が正常に終了しなかった場合，JP1/ITSLMは
ログファイルへの出力をしません。ただし，イベントログに出力できない状態になっ
た場合は，JP1/ITSLMは終了します。

●システム定義ファイルのログ出力関連のプロパティ（loggerで始まるプロパティ）に
ついて，指定範囲外の値を定義するなどの不正があった場合は，デフォルト値と認識
されて JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URの動作は継続します。

戻り値 説明

0 コマンドが正常に終了しました。

1 コマンドでエラーが発生しました。

2 一定時間内に日立クラス別統計情報出力処理終了の応答がありませんでした。

jheapprof -p 8662

Force VM to output HitachiJavaHeapProfile: ? (y/n)

Force VM to output HitachiJavaHeapProfile: ? (y/n)y

Writing Java core to javacore8662.030806215140.txt... OK
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●システム定義ファイルからのログ出力関連のプロパティ（loggerで始まるプロパティ）
の設定値の読み込み処理が正常に終了したあと，システム定義ファイルでログ出力関
連のプロパティの指定値を変更した場合，指定値の変更はプロセスの再起動後まで反
映されません。

●システム定義ファイルの次のプロパティの指定値を変更した場合，JP1/ITSLMを起
動する前に，指定値を変更する前に出力されたフォルダおよびファイルを移動させ，
メッセージログの出力先フォルダ内に空の systemフォルダがある状態にする必要が
あります。
• loggerCommandMessageFileCount
• loggerCommandMessageMaxFileSize
• loggerProcessCtrlMessageFileCount
• loggerProcessCtrlMessageMaxFileSize
• loggerWebSystemAnalysisMessageFileCount
• loggerWebSystemAnalysisMessageMaxFileSize

●ログファイルの出力には，JP1/ITSLMが動作するホストのデフォルトの文字コード
が使用されます。そのため，JP1/ITSLMが動作するホストのデフォルトの文字コー
ドで表現できない文字を使用すると，ログファイルに出力される文字（ログファイル
内の情報）が文字化けします。
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この章では，JP1/ITSLMのコマンドの文法について説明しま
す。

コマンドの記述形式

コマンドの一覧

コマンド実行時の注意事項

jslmdbcopy（データベースのバックアップ）

jslmdbrstr（データベースのリストア）

jslmmgrdbcleanup（データベースのクリーンアップ）

jslmmgrexport（サービス監視情報のエクスポート）

jslmmgrimport（サービス監視情報のインポート）

jslmmgrsetup（JP1/ITSLM - Managerのセットアップ）

jslmmgrunsetup（JP1/ITSLM - Managerのアンセットアップ）

jslmminfoget（JP1/ITSLM - Managerのトラブルの要因調査に使用する資料の
採取）

jslmurinfoget（JP1/ITSLM - URのトラブルの要因調査に使用する資料の採
取）

jslmuripls（ネットワークインタフェース番号と IPアドレスの表示）

jslmursetup（JP1/ITSLM - URのセットアップ）

jslmurunsetup（JP1/ITSLM - URのアンセットアップ）
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コマンドの記述形式

ここでは，コマンドの記述形式について説明します。

各コマンドで説明する項目は次のとおりです。ただし，コマンドによっては説明しない
項目もあります。

機能

コマンドの機能について説明しています。

形式

コマンドの形式を説明しています。

実行権限

コマンドの実行に必要なユーザーの権限について説明しています。

格納先フォルダ

コマンドの格納場所について説明しています。

引数

コマンドの引数について説明しています。

引数は大文字・小文字を区別します。ただし，パスの指定では大文字・小文字は区別さ
れません。

注意事項

コマンド固有の注意事項を説明しています。

各コマンドで共通の注意事項については，「コマンド実行時の注意事項」を参照してくだ
さい。

戻り値

コマンドの戻り値について説明しています。

なお，コマンド実行時に表示されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」
を参照してください。

使用例

コマンドの使用例について説明しています。

出力例

コマンドの出力例について説明しています。
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コマンドの一覧

JP1/ITSLMで使用できるコマンドの一覧を次の表に示します。

表 9-1　JP1/ITSLMで使用できるコマンドの一覧

（凡例）
M：JP1/ITSLM - Manager
U：JP1/ITSLM - UR

項番 コマンド名 対象 機能概要

1 jslmdbcopy M JP1/ITSLMで使用するデータベースのバックアッ
プを取ります。

2 jslmdbrstr M JP1/ITSLMで使用するデータベースをリストアし
ます。

3 jslmmgrdbcleanup M 監視対象サービスの削除時に残った一部のデータ
や，データベースのエラー時に作成されたデータ
など，データベース上の不要なデータを削除しま
す。

4 jslmmgrexport M データ移行時に必要になるサービス監視情報をエ
クスポートします。

5 jslmmgrimport M jslmmgrexportコマンドでエクスポートしたサー
ビス監視情報をインポートします。

6 jslmmgrsetup M JP1/ITSLM - Managerの実行環境を作成します。

7 jslmmgrunsetup M JP1/ITSLM - Managerの実行環境を破棄します。
アンインストールをしないでセットアップ時の設
定を変更する場合に使用します。

8 jslmminfoget M JP1/ITSLM - Managerの障害情報，および障害解
析に必要な情報を採取します。

9 jslmurinfoget U JP1/ITSLM - URの障害情報，および障害解析に
必要な情報を採取します。

10 jslmuripls U JP1/ITSLM - URがインストールされているホス
トのネットワークインタフェース番号と IPアドレ
スをコマンドプロンプトの画面上に表示します。
このコマンドを実行して表示される内容は，JP1/
ITSLM - URのセットアップ時に必要となります。

11 jslmursetup U JP1/ITSLM - URの実行環境を作成します。

12 jslmurunsetup U JP1/ITSLM - URの実行環境を破棄します。
アンインストールをしないでセットアップ時の設
定を変更する場合に使用します。
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コマンド実行時の注意事項

各コマンドで共通の注意事項を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

コマンド固有の注意事項（共通の注意事項との差異を含む）については，各コマンドの注意
事項に記載していますのであわせてお読みください。

●コマンドの引数にパスを指定する場合は，絶対パスで指定します。また，次の表に示
す文字・記号を使用して，文字列が全角・半角に関係なく 255文字以下になるように
指定してください。

表 9-2　コマンドの引数にパスを指定する場合に使用できる文字・記号

（凡例）
－：該当しません。

また，パス中にWindowsの予約デバイス名（AUX，CON，NUL，PRN，CLOCK$，
COM1～ COM9，LPT1～ LPT9）を含むフォルダ名，またはファイル名は使用でき
ません。

●キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで，実行中のコマンドを中断できます。

●次に示すコマンドは，実行中のトラブル発生に備えたトラブルシュート情報として，
メッセージログにメッセージを出力します。トラブルが発生した場合は，出力された
メッセージを参照して対策してください。
メッセージログについては，「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

項番 文字・記号 備考

1 全角文字 －

2 半角英数字 －

3 △（半角スペース） •「△」（半角スペース）を含むパスを指定する場合，「"」（半角
のダブルクォーテーション）で囲んでください。

• フォルダ名の先頭，または末尾には使用できません。

4 「_」（下線） －

5 「.」（ピリオド） －

6 「-」（ハイフン） －

7 「:」（コロン） ドライブの区切りとしてだけ使用できます。

8 「#」 －

9 「@」 －

10 「¥」 フォルダの区切りとしてだけ使用できます。

11 「( )」（丸括弧） －
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• jslmmgrdbcleanup
• jslmmgrexport
• jslmmgrimport
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jslmdbcopy（データベースのバックアップ）

機能

JP1/ITSLMで使用するデータベースのバックアップを取ります。

データベースは，JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストに構築されます。
JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのトラブル発生に備え，定期的にこの
コマンドを実行してバックアップを取ることを推奨します。

このコマンドは，次の条件を満たした状態で実行してください。

● JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが終了している。
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）

● JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）が起動している。

また，クラスタシステムの場合は，上記の条件に加えて JP1/ITSLM - Managerのサービ
ス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」（サービス名：
HiRDBClusterService_JL0）も起動している必要があります。クラスタシステムの場合
は，実行系サーバでこのコマンドを実行してください。待機系サーバで実行するとエ
ラーになります。

なお，このコマンドの実行結果は，次のファイルに出力されます。

JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥logs¥jslmdbcopy.log

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmdbcopy△バックアップファイルの絶対パス

実行権限

OSの Administratorアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥
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引数

バックアップファイルの絶対パス

バックアップファイルを出力するファイル名称を絶対パスで，「"」（ダブルクォーテー
ション）で囲んで指定します。

ただし，ドライブ名（半角文字で A～ Z，a～ zの 1文字，および「:」（コロン）で構成
される文字列）で始まり，半角文字で A～ Z，a～ z，0～ 9，「_」（下線），「.」（ピリオ
ド），「( )」（丸括弧），「¥」，半角スペースで構成された文字列でなければなりません。ま
た，次の指定はできません。

● UNC表記での指定。 

●ネットワークドライブを含む指定。 

●ドライブ名だけの指定。

●全角文字，および特殊記号を含む指定。

●次に示すWindowsおよびMS-DOSの予約語を，フォルダ名およびファイル名に含む
指定。
CON，PRN，AUX，CLOCK$，NUL，COM0，COM1，COM2，COM3，COM4，
COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，LPT0，LPT1，LPT2，LPT3，LPT4，
LPT5，LPT6，LPT7，LPT8，LPT9

なお，絶対パス中のバックアップファイルの出力先のフォルダがない場合は，このコマ
ンドの実行前にフォルダを作成してください。

注意事項

●引数に指定したバックアップファイルがすでにある場合にこのコマンドを実行すると，
出力されるバックアップファイルで，既存のバックアップファイルが上書きされます。

●このコマンドの実行中に，このコマンドを含むほかのコマンドを実行しないでくださ
い

●キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで，このコマンドの実行を中断すると，引数
に指定したフォルダ下に不完全なバックアップファイルが作成されるおそれがありま
す。この場合は，該当するファイルを削除したあと，JP1/ITSLM - Managerのサービ
ス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終了したあと，再起動してください。サービスの
終了および起動は，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービ
ス］を選択して実行してください。

●このコマンドがエラーで終了した場合，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終
了したあと，再起動してください。サービスの終了および起動は，Windowsの［ス
タート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択して実行してください。
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●バックアップファイルのファイル名称に，コマンドプロンプトで引用符が必要な特殊
文字（「&」，「( )」，「[ ]」，「{ }」，「^」，「=」，「;」，「!」，「'」，「+」，「,」，「`」，「~」，「< 
>」，「@」，「|」）を含む文字列を指定すると，コマンドプロンプトの構文エラーメッ
セージが出力され，コマンドが終了することがあります。なお，このときの戻り値は，
1とは限りません。

●バックアップファイルの絶対パスに指定する出力先フォルダ下にあるフォルダの名称
と，同じ名称のバックアップファイル名は指定できません。

●このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerをセットアップしていない状態では実行しな
いでください。

●異なる JP1/ITSLM - Manager環境で取得したバックアップファイルを，別の JP1/
ITSLM -Manager環境にリストアする場合，バックアップファイルの取得元の RDエ
リア格納フォルダの絶対パスと，リストア先の RDエリア格納フォルダの絶対パスが
一致している必要があります。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmdbcopy△
"C:¥Users¥Administrator¥Desktop¥db¥ITSLMBK01"

戻り値 説明

0 データベースのバックアップが正常に終了しました。

1 データベースのバックアップに失敗しました。
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jslmdbrstr（データベースのリストア）

機能

JP1/ITSLMで使用するデータベースをリストアします。

JP1/ITSLM - Managerをインストールしたホストのトラブル発生時には，このコマンド
を実行することでトラブル発生以前の環境にリストアできます。

このコマンドは，次の条件を満たした状態で実行してください。

● JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが終了している。
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Service）
• サービス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス名：

JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）

● JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）が起動している。

また，クラスタシステムの場合は，上記の条件に加えて JP1/ITSLM - Managerのサービ
ス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」（サービス名：
HiRDBClusterService_JL0）も起動している必要があります。クラスタシステムの場合
は，実行系サーバでこのコマンドを実行してください。待機系サーバで実行するとエ
ラーになります。

なお，このコマンドの実行結果は，次のファイルに出力されます。

JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥logs¥jslmdbrstr.log

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmdbrstr△バックアップファイルの絶対パス

実行権限

OSの Administratorアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

引数

バックアップファイルの絶対パス

リストアに使用するバックアップファイルのファイル名称を絶対パスで，「"」（ダブル
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クォーテーション）で囲んで指定します。

ただし，ドライブ名（半角文字で A～ Z，a～ zの 1文字，および「:」（コロン）で構成
される文字列）で始まり，半角文字で A～ Z，a～ z，0～ 9，「_」（下線），「.」（ピリオ
ド），「( )」（丸括弧），「¥」，半角スペースで構成された文字列でなければなりません。ま
た，次の指定はできません。

● UNC表記での指定。 

●ネットワークドライブを含む指定。 

●ドライブ名だけの指定。

●全角文字，および特殊記号を含む指定。

●次に示すWindowsおよびMS-DOSの予約語を，フォルダ名およびファイル名に含む
指定。
CON，PRN，AUX，CLOCK$，NUL，COM0，COM1，COM2，COM3，COM4，
COM5，COM6，COM7，COM8，COM9，LPT0，LPT1，LPT2，LPT3，LPT4，
LPT5，LPT6，LPT7，LPT8，LPT9

注意事項

●このコマンドを実行したあとは，リストア先のデータベースではリストアしたデータ
だけになります。

●このコマンドの実行中に，このコマンドを含むほかのコマンドを実行しないでくださ
い

●このコマンドの実行をキーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで中断しないでくださ
い。このコマンドの実行を中断した場合，データベース領域が壊れるおそれがありま
す。何らかの要因で，このコマンドの実行が中断された場合は，JP1/ITSLM - 
Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終了したあと，再起動してください。サービスの
終了および起動は，Windowsの［スタート］メニューから［管理ツール］－［サービ
ス］を選択して実行してください。
なお，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」を正
しく再起動できない場合，または JP1/ITSLM - Managerが正常に動作しない場合，
データベース領域が壊れているおそれがあります。この場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを再セットアップしたあと，再度このコマンドを実行してデータベースを回
復してください。

●このコマンドがエラーで終了した場合，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を終
了したあと，再起動してください。サービスの終了および起動は，Windowsの［ス
タート］メニューから［管理ツール］－［サービス］を選択して実行してください。

●バックアップファイルのファイル名称に，コマンドプロンプトで引用符が必要な特殊
344



9.　コマンド
文字（「&」，「( )」，「[ ]」，「{ }」，「^」，「=」，「;」，「!」，「'」，「+」，「,」，「`」，「~」，「< 
>」，「@」，「|」）を含む文字列を指定すると，コマンドプロンプトの構文エラーメッ
セージが出力され，コマンドが終了することがあります。なお，このときの戻り値は，
1とは限りません。

●このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerをセットアップしていない状態では実行しな
いでください。

●異なる JP1/ITSLM - Manager環境で取得したバックアップファイルを，別の JP1/
ITSLM - Manager環境にリストアする場合，バックアップファイルの取得元の RDエ
リア格納フォルダの絶対パスと，リストア先の RDエリア格納フォルダの絶対パスが
一致している必要があります。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmdbrstr△
"C:¥Users¥Administrator¥Desktop¥db¥ITSLMBK01"

戻り値 説明

0 データベースのリストアが正常に終了しました。

1 データベースのリストアに失敗しました。
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jslmmgrdbcleanup（データベースのクリーン
アップ）

機能

監視対象サービスの削除時に残った一部のデータや，データベースのエラー時に作成さ
れたデータなど，データベース上の不要なデータを削除します。不要なデータを削除す
ることで，データベースの空き容量を確保できます。

データベースの領域を効率的に利用するため，2か月を目安として定期的に実行すること
を推奨します。

このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが起動した状態で実行してくだ
さい。

●サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）

●サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）

また，クラスタシステムの場合は，実行系サーバで実行してください。待機系サーバで
実行するとエラーになります。

このコマンドがメッセージログに出力するメッセージには，識別子として
「jslmmgrdbcleanup」が設定されます。

メッセージログについては「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmmgrdbcleanup

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

注意事項

●このコマンドの実行中は，jslmminfogetコマンド以外のコマンドを実行しないでくだ
さい。
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戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrdbcleanup

戻り値 説明

0 データベースのクリーンアップが正常に終了しました。

1 データベースのクリーンアップに失敗しました。

130 キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーでインポートが中断されました。
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jslmmgrexport（サービス監視情報のエクスポー
ト）

機能

データ移行時に必要になるサービス監視情報をエクスポートします。エクスポートは，
監視対象サービス単位，またはすべての監視対象サービスに対して実行できます。

このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが起動した状態で実行してくだ
さい。

●サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）

●サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）

また，クラスタシステムの場合は，実行系サーバで実行してください。待機系サーバで
実行するとエラーになります。

このコマンドがメッセージログに出力するメッセージには，識別子として
「jslmmgrexport」が設定されます。

メッセージログについては「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmmgrexport△[ -g△サービスグループ名 -s△サービス名 ]
                △-t△{ エクスポート期間 | all | none }
                △-o△出力ファイル名
                △[ -f ]

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

引数

-g△サービスグループ名

エクスポートする監視対象サービスが属するサービスグループの名称を指定します。存
在しないサービスグループの名称を指定した場合はエラーになります。また，「‐」（ハ
イフン）で始まる名称は指定できません。
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このオプションを指定する場合は，必ず -sオプションも指定してください。

このオプションと -sオプションの両方を省略すると，すべての監視対象サービスをエク
スポートの対象にできます。ただし，JP1/ITSLMに監視対象サービスが 1つも登録され
ていない場合に，このオプションと -sオプションの両方を省略するとエラーとなります。

-s△サービス名

エクスポートする監視対象サービスの名称を指定します。存在しないサービスの名称を
指定した場合はエラーになります。また，「‐」（ハイフン）で始まる名称は指定できま
せん。

このオプションを指定する場合は，必ず -gオプションも指定してください。

このオプションと -gオプションの両方を省略すると，すべての監視対象サービスをエク
スポートの対象にできます。ただし，JP1/ITSLMに監視対象サービスが 1つも登録され
ていない場合に，このオプションと -gオプションの両方を省略するとエラーとなりま
す。

-t

サービス性能のエクスポート対象期間を指定します。指定方法を次に示します。

●エクスポート期間
サービス性能のエクスポート対象期間を日単位で指定します。
1～ 60（半角数字）の範囲で指定できます。この範囲外の値を指定した場合はエラー
になります。
コマンドの実行時からさかのぼり，日付の値が変更になる時刻を基準として，指定さ
れた期間分の過去のサービス性能をエクスポートします。ただし，基準時点の時刻の
データは含みません。時刻は，コマンドを実行したマシンのローカル時刻に従います。
コマンドの実行タイミングとエクスポート対象になる期間の関係を次の表に示します。

表 9-3　コマンドの実行タイミングとエクスポート対象になる期間の関係

● all
データベース内に蓄積されているすべての期間のサービス性能をエクスポート対象に
する場合に指定します。

● none

項番 指定
例

コマンドの実行日時 基準日時 エクスポート対象になる期間

1 1 2011/11/15 00:00:00 2011/11/15 00:00:00 2011/11/14 00:00:00～ 2011/
11/14 23:59:59

2 7 2011/11/15 12:34:56 2011/11/15 00:00:00 2011/11/08 00:00:00～ 2011/
11/14 23:59:59

3 30 2011/11/15 23:59:59 2011/11/15 00:00:00 2011/10/16 00:00:00～ 2011/
11/14 23:59:59
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サービス性能をエクスポートしない場合に指定します。

-o△出力ファイル名

エクスポートするデータの出力ファイルの名称を絶対パスで指定します。UNC表記はで
きません。

指定したファイルにエクスポート対象になるデータを集約し，バイナリ形式で出力しま
す。

エクスポート対象になるサービス性能情報は，リアルタイム情報および過去情報で構成
されます。サービス性能情報は，一定間隔で圧縮して過去情報として保持し，一定間隔
に満たない情報は圧縮されずリアルタイム情報として保持しています。そのため，同一
のサービス監視情報であっても，コマンドを実行した時刻によってリアルタイム情報の
データ量が異なるため，出力ファイルのサイズが増減します。

-f

-oオプションで指定する出力ファイルがすでに存在する場合に，出力ファイルを上書き
するときに指定します。

このオプションを省略した場合に出力ファイルが存在したときは，エラーになります。

注意事項

●次の操作はこのコマンドと排他関係になります。
• 監視対象サービスの登録および削除
• Webトランザクションの登録および削除
• 監視項目の設定
• Webトランザクションの編集（順序の更新含む）

コマンドの実行時に排他関係になる処理が実行されている場合は，コマンドがエラー
となり中断されます。コマンドの実行中に排他関係になる処理が実行された場合は，
排他関係になる処理がエラーとなり中断されます。

●エクスポートしたデータは，同じバージョンの JP1/ITSLM - Managerにだけイン
ポートできます。

●エクスポートしたデータの内容は変更しないでください。変更すると，インポートに
使用できなくなります。

●このコマンドの実行中は，jslmminfogetコマンド以外のコマンドを実行しないでくだ
さい。

●このコマンドの実行を，コマンドを実行しているコマンドプロンプトを閉じる操作や，
キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで中断しないでください。

●このコマンドの実行を中断した場合，途中まで作成されたエクスポートデータファイ
ルを jslmmgrimportコマンドでインポートしないでください。
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戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrexport△-g△GroupA
△-s△ServiceA△-t△1△-o△D:¥data¥itslm_export

戻り値 説明

0 エクスポートが正常に終了しました。

1 エクスポートに失敗しました。

130 キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーでインポートが中断されました。
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jslmmgrimport（サービス監視情報のインポー
ト）

機能

jslmmgrexportコマンドでエクスポートしたサービス監視情報をインポートします。

jslmmgrexportコマンドによって監視対象サービス単位にエクスポートしたデータは，
そのままインポートするほか，監視対象サービスの名称，および監視対象サービスが属
するサービスグループの名称を指定してインポートすることもできます。すべての監視
対象サービスを対象にエクスポートしたデータは，監視対象サービスの名称，および監
視対象サービスが属するサービスグループの名称を指定しないでインポートします。

どちらのインポートの場合も，インポートするデータに含まれる監視対象サービスの名
称，および監視対象サービスが属するサービスグループの名称が，インポート先に存在
するかどうかで処理が異なります。

サービス監視情報のインポート時の処理を次の表に示します。

表 9-4　サービス監視情報のインポート時の処理

注※
インポート先に，インポートするデータに含まれる監視対象サービスの名称と同じ監視対象
サービスが含まれる場合は，該当の監視対象サービスの監視を停止する必要があります。

インポートによって新たに追加された監視対象サービスは，ログイン時に画面に反映さ
れます。

また，監視対象サービスを提供するWebサーバの IPアドレスや，JP1/ITSLM - URの
IPアドレスが変更になり，監視対象サービスの定義情報の変更が必要な場合は，イン
ポート時のデータの定義情報を編集できます。ただし，すべての監視対象サービスを対
象にエクスポートしたデータをインポートする場合，これらの定義情報の編集はできま
せん。

このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerの次のサービスが起動した状態で実行してくだ
さい。

項番 インポートする
データ

インポートするデータに含まれる監視対象サービスの名称，および監視
対象サービスが属するサービスグループの名称が，インポート先に存在

するかどうか

存在する※ 存在しない

1 監視対象サービス
の管理情報

-mオプションの指定に従ってイン
ポートされます。

インポート対象のデータをそのま
まインポートします。

2 サービス性能 -pオプションの指定に従ってインポートされます。
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9.　コマンド
●サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）

●サービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）

また，クラスタシステムの場合は，実行系サーバで実行してください。待機系サーバで
実行するとエラーになります。

このコマンドがメッセージログに出力するメッセージには，識別子として
「jslmmgrimport」が設定されます。

メッセージログについては「8.2.3　メッセージログ」を参照してください。

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmmgrimport△-i△インポートデータファイル名
            △[ -g△サービスグループ名△-s△サービス名 ]
            △[ -m△[ WebサーバのIPアドレス△JP1/ITSLM - URのIPアドレス ] ]
            △[ -p ]

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

引数

-i△インポートデータファイル名

インポートするデータのファイルの名称を絶対パスで指定します。UNC表記はできませ
ん。

指定したファイルが存在しない場合，指定したファイルにアクセスできない場合，また
は指定したファイルが jslmmgrexportコマンドでエクスポートされた正常なデータでな
い場合はエラーになります。

-g△サービスグループ名

インポート先の監視対象サービスが属するサービスグループの名称を指定します。

-sオプションと同時に省略できます。省略した場合，インポートするデータの値をその
まま使用します。

インポートするデータが，すべての監視対象サービスを対象としてエクスポートされた
データの場合は，-sオプションと -gオプションは指定しないでください。指定した場合
はエラーになります。
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サービスグループの名称には，エクスポート時と異なる名称を指定することもできます。
ただし，指定できるのは，「"」「/」「[」「]」「;」「:」「|」「=」「,」「+」「?」「<」「>」，ス
ペース，タブ，機種依存文字，および制御文字を除いた文字列です。制限に従わない場
合は，エラーになります。また，「‐」（ハイフン）で始まる名称は指定できません。

-s△サービス名

インポート先の監視対象サービスの名称を指定します。

-gオプションと同時に省略できます。省略した場合，インポートするデータの値をその
まま使用します。

インポートするデータが，すべての監視対象サービスを対象としてエクスポートされた
データのときは，-sオプションと -gオプションは指定しないでください。指定した場合
はエラーになります。

監視対象サービスの名称には，エクスポート時と異なる名称を指定することもできます。
ただし，指定できるのは，64文字までの「"」「,」「'」「¥」，スペース，タブ，機種依存
文字，および制御文字を除いた文字列です。制限に従わない場合は，エラーになります。
また，「‐」（ハイフン）で始まる名称は指定できません。

-m

このオプションを指定すると，インポート先にインポートするデータに含まれる監視対
象サービスの名称と同じ監視対象サービスが含まれる場合，監視対象サービスの管理情
報をインポートするデータで上書きします。

このオプションを省略した場合に，-gオプションに指定した監視対象サービスが属する
サービスグループの名称，および -sオプション指定した監視対象サービスの名称がイン
ポート先に存在したときはエラーになります。

また，監視対象サービスの管理情報のうち，監視対象サービスを提供するWebサーバの
IPアドレス，および JP1/ITSLM - URの IPアドレスを変更する場合も，このオプショ
ンを指定します。指定方法を次に示します。

●Webサーバの IPアドレス
変更後の監視対象サービスを提供するWebサーバの IPアドレスを指定します。指定
形式を次に示します。
XXX.XXX.XXX.XXX

（凡例）
XXX：0～ 255の半角数字

この形式以外の形式で指定した場合，エラーになります。

● JP1/ITSLM - URの IPアドレス
変更後の JP1/ITSLM - URの IPアドレスを指定します。指定形式を次に示します。
XXX.XXX.XXX.XXX

（凡例）
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XXX：0～ 255の半角数字
この形式以外の形式で指定した場合，エラーになります。

ただし，すべての監視対象サービスを対象にエクスポートしたデータをインポートする
場合，このオプションを指定するとエラーになります。

-p

サービス性能をインポートする場合に指定します。

このオプションを指定した場合，サービス性能をインポートします。インポート先にイ
ンポートするデータに含まれる監視対象サービスの名称と同じ監視対象サービスが含ま
れる場合，インポートするデータに含まれるサービス性能情報の範囲で，監視対象サー
ビスのサービス性能をインポートするデータで上書きします。上書きインポートの場合，
最新時刻のデータを基準に，保持期間外となるデータはインポートしないで保持期間内
のデータだけをインポート対象とします。

このオプションを省略した場合，サービス性能のインポートはしません。監視対象サー
ビスの管理情報だけがインポートされます。

注意事項

●このコマンドの実行時に定義情報の編集の対象になるのはインポート時のデータであ
り，インポートで使用するファイル自体は編集されません。

●次の操作はこのコマンドと排他関係になります。
• 監視対象サービスの登録および削除
• Webトランザクションの登録および削除
• 監視項目の設定
• Webトランザクションの編集（順序の更新含む）
• -mオプションを指定した場合の上書きインポートの対象となる監視対象サービスの
監視の開始

コマンドの実行時に排他関係になる処理が実行されている場合は，コマンドがエラー
となり中断されます。コマンドの実行中に排他関係になる処理が実行された場合は，
排他関係になる処理がエラーとなり中断されます。

●インポートできるのは，インポート先の JP1/ITSLM - Managerと同じバージョンの
JP1/ITSLM - Managerからエクスポートしたデータだけです。

●このコマンドの実行中は，jslmminfogetコマンド以外のコマンドを実行しないでくだ
さい。

●このコマンドの実行を，コマンドを実行しているコマンドプロンプトを閉じる操作や，
キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで中断しないでください。

●このコマンドの実行を中断した場合，データベースに反映途中のデータが残るおそれ
があります。このコマンドの実行を中断した場合は，データベースのクリーンアップ
を実行し，不要なデータを削除してください。
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データベースのクリーンアップについては，「jslmmgrdbcleanup（データベースのク
リーンアップ）」を参照してください。
また，コマンドの実行を中断したあとは，データベースのロールバック処理が実行さ
れるため，このコマンドや排他関係にあるコマンド，画面操作をロールバック処理中
に実行すると，データベースエラーが発生します。コマンドの実行を中断したあとの
コマンド実行および画面操作時にデータベースエラーが発生する場合は，しばらく
待ってから再度実行してください。

● -gオプションで指定されたサービスグループ名について，指定されたサービスグルー
プがすでに存在するかどうかは判定されません。そのため，存在しないサービスグ
ループ名を指定した場合もインポートできますが，該当する監視対象サービスを操作
するときは JP1/Baseで該当するサービスグループ（JP1資源グループ）名を新たに
登録してください。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrimport△-i△
D:¥data¥itslm_export△-g△GroupA△-s△ServiceA△-m△10.150.100.10△
10.150.200.20△-p

戻り値 説明

0 インポートが正常に終了しました。

1 インポートに失敗しました。

130 キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーでインポートが中断されました。
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jslmmgrsetup（JP1/ITSLM - Managerのセット
アップ）

機能

JP1/ITSLM - Managerの実行環境を新規作成します。また，構築済みの JP1/ITSLM - 
Managerの実行環境を再構築します。

JP1/ITSLM - Managerのインストール後に実行してください。

コマンドの実行結果は標準出力に出力され，コンソール画面上に表示されます。コマン
ド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照してく
ださい。

コマンド実行時の実行環境の状態に応じて，次のどちらかの処理が実行されます。

実行環境の新規作成（実行環境がない場合）
JP1/ITSLM - Managerの新規インストール直後，またはアンセットアップによって
JP1/ITSLM - Managerの実行環境を破棄した状態でこのコマンドを実行すると，実
行環境が新規に作成されます。

構築済みの実行環境の再構築（実行環境がある場合）
JP1/ITSLM - Managerの実行環境がすでにある状態でこのコマンドを実行すると，
構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境が再構築されます。
次のような場合に，実行環境の再構築を実行してください。
• 構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境で，ホスト名，IPアドレス，また
はポート番号の設定値を変更する場合

• 構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境で，組み込みWebサーバの環境を
再構築する場合

• 構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境に対してバージョンアップインス
トールを実行したあと，実行環境を再構築する場合

なお，JP1/ITSLM - Managerの実行環境の再構築では，組み込みデータベースの
RDエリアの作成は実行されません。

形式
jslmmgrsetup△[ -c△{ online | standby } ]△オプションファイルの絶対パス

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥
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引数

-c

クラスタシステムで運用する実行環境を構築するときに指定します。指定方法を次に示
します。

● online
現用系の実行環境を新規作成または再構築する場合に指定します。
現用系の実行環境を新規作成する場合，組み込みデータベースの RDエリアの作成が
実行されます。

● standby
予備系の実行環境を新規作成または再構築する場合に指定します。
予備系の実行環境の新規作成では，組み込みデータベースの RDエリアの作成は実行
されません。

オプションファイルの絶対パス

オプションファイルは，テキスト形式で作成して任意の場所に格納します。オプション
ファイルの格納先は，ファイル名称（任意）を含めた格納先での絶対パスが 255バイト
以内の文字列になるようにしてください。

オプションファイルのテンプレートは，次のとおり格納されています。

JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ
¥mgr¥template¥mgr¥conf¥jp1itslm_setup.opt

オプションファイルの定義内容を次に示します。

定義項目の詳細を次の表に示します。

表 9-5　JP1/ITSLM - Managerのオプションファイルでの定義項目の詳細

manager_host=JP1/ITSLM - Managerのホスト名
manager_port=JP1/ITSLM - Managerのポート番号
psb_Listen=組み込みWebサーバのListenポート番号
psb_ServerName=組み込みWebサーバのホスト名またはIPアドレス
psb_connector_port=組み込みWebサーバの内部通信ポート番号
psb_shutdown_port=組み込みWebサーバの終了メッセージ受信ポート番号
hdb_port=組み込みデータベースのListenポート番号
hdb_area_path=組み込みデータベースのRDエリア格納フォルダ名
hdb_share_area_path=クラスタシステム運用時に組み込みデータベースのRDエリアを作成する共有
フォルダのパス

項番 定義項目 指定の要
否

説明 デフォルト値

1 manager_host ○ JP1/ITSLM - Managerの実行環
境を特定するための情報として，
JP1/ITSLM - Managerをインス
トールしたホストのホスト名を指
定します。

－
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9.　コマンド
2 manager_port △ JP1/ITSLM - Managerが使用す
るポート番号を，半角数字で 1～
65535の範囲※ 1で指定します。

20904

3 psb_Listen △ 組み込みWebサーバが使用する
Listenポート番号を，半角数字で
1～ 65535の範囲※ 2で指定しま
す。

20900

4 psb_ServerName ○ 組み込みWebサーバのホスト名
または IPアドレスを指定します。

localhost

5 psb_connector_port △ 組み込みWebサーバの内部通信
ポート番号を，半角数字で 1～
65535の範囲※ 1で指定します。

20901

6 psb_shutdown_por
t

△ 組み込みWebサーバの終了メッ
セージ受信ポート番号を，半角数
字で 1～ 65535の範囲※ 1で指定
します。

20902

7 hdb_port △ 組み込みデータベースの Listen
ポート番号を，半角数字で 5001
～ 65535の範囲で指定します。
次の番号を指定した場合はエラー
になります。
• 指定範囲外の番号
• すでに servicesファイルに設定
されているポート番号

• 使用済みのポート番号

なお，エフェメラルポート番号
（一時的な利用のために自由に使
用できるポート番号）を指定した
場合は，使用済みのポート番号に
該当しやすいため注意してくださ
い。

20903

項番 定義項目 指定の要
否

説明 デフォルト値
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（凡例）

8 hdb_area_path※ 3 ○ 組み込みデータベースの RDエリ
アを格納するフォルダの絶対パス
です。
130文字以内で指定します。
ただし，ドライブ名（半角文字で
A～ Z，a～ zの 1文字，および
「:」（コロン）で構成される文字
列）で始まり，半角文字で A～
Z，a～ z，0～ 9，「_」（下線），
「.」（ピリオド），「( )」（丸括弧），
「¥」，半角スペースで構成された
文字列でなければなりません。
また，次の指定はできません。
• UNC表記での指定。
• ネットワークドライブを含む指
定。

• ドライブ名だけの指定。
• JP1/ITSLM - Managerのイン
ストール先フォルダを含む指
定。

• JP1/ITSLM - URのインストー
ル先フォルダを含む指定。

－

9 hdb_share_area_pa
th※ 3

● クラスタシステム運用時に組み込
みデータベースの RDエリアを作
成する共有フォルダのパスを指定
します。
現用系と予備系で同じ絶対パスを
指定する必要があります。クラス
タシステムで運用していない場
合，指定は無視されます。
110文字以内で指定します。ただ
し，ドライブ名（半角文字で A～
Z，a～ zの 1文字，および「:」
（コロン）で構成される文字列）
で始まり，半角文字で A～ Z，a
～ z，0～ 9，「_」（下線），「.」
（ピリオド），「( )」（丸括弧），
「¥」，半角スペースで構成された
文字列でなければなりません。
また，次の指定はできません。
• UNC表記での指定。
• ネットワークドライブを含む指
定。

• ドライブ名だけの指定。
• JP1/ITSLM - Managerのイン
ストール先フォルダを含む指
定。

• JP1/ITSLM - URのインストー
ル先フォルダを含む指定。

－

項番 定義項目 指定の要
否

説明 デフォルト値
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9.　コマンド
○：必ず指定します。
△：指定は任意です。
●：クラスタシステムで運用している場合は必ず指定します。
－：該当しません。

注※ 1
指定範囲外の値を指定した場合，セットアップは完了しますが，JP1/ITSLM - Managerのサー
ビス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Service）の起動時に
失敗します。

注※ 2
指定範囲外の値を指定した場合，セットアップは完了しますが，JP1/ITSLM - Managerのサー
ビス「JP1/ITSLM - Manager Web Service」（サービス名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）
の起動時に失敗します。

注※ 3
構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境の再構築の場合，指定値を変更しないでくださ
い。

注意事項

●セットアップ中にエラーが発生した場合は，エラーの要因を取り除いたあとに再度こ
のコマンドを実行してください。ただし，実行環境の新規作成に失敗し，かつ前回実
行時とコマンドの引数を変える場合は，アンセットアップをしてからコマンドを再実
行してください。

●セットアップで使用したオプションファイルは，このコマンドの実行後にファイル名
称が「jp1itslm_setup.opt」に変更され，次のとおり格納されます。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥jp1itslm_setup.opt

●このコマンドの実行中に，このコマンドを含むほかのコマンドを実行しないでくださ
い

●コマンドの実行時に下記のフォルダにオプションファイルが存在する場合，オプショ
ンファイルのファイル名に「.bk」を付けたファイル名で同じフォルダに待避されてか
ら新しいオプションファイルが生成されます。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥conf¥

待避時に同じ名前のファイルがある場合は上書きされます。待避に失敗した場合は
セットアップに失敗します。新しいオプションファイルは，待避したオプションファ
イルの定義項目の指定値が引き継がれます。ただし，コマンドの実行時にオプション
ファイルで指定した定義項目については，オプションファイルで指定した定義項目の
指定値が設定されます。コメントは引き継がれません。

●セットアップ中に，キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーやウインドウを閉じるな
どの操作で，セットアップを終了しないでください。異常が発生した場合も，セット
アップが完了するまで待ってください。

●セットアップでは，ほかのインストーラー，ほかのアプリケーションなど，常駐ソフ
トを終了させてからセットアップを実行してください。ほかのアプリケーションには，
361



9.　コマンド
jslmursetupコマンド，jslmurunsetupコマンドも含まれます。

●コマンドに -cオプションを指定してセットアップした場合，運用中に特定のエラーが
発生すると JP1/ITSLM - ManagerによってWindowsサービスが停止されます。
Windowsサービスが停止するエラーについては，「6.1.3　フェールオーバーの契機」
を参照してください。

●定義項目を省略した場合はデフォルト値が使用されます。

●構築済みの JP1/ITSLM - Managerの実行環境の再構築の場合は，前回構築時のセッ
トアップオプションを使用しないよう注意してください。

戻り値

使用例
クラスタシステムで運用しない場合
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△
C:¥Users¥Administrator¥Desktop¥jp1itslm_setup.opt
クラスタシステムで運用する場合
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrsetup△-c△online
△C:¥Users¥Administrator¥Desktop¥jp1itslm_setup.opt
 

戻り値 説明

0 セットアップが正常に終了しました。

1 セットアップに失敗しました。
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jslmmgrunsetup（JP1/ITSLM - Managerのアン
セットアップ）

機能

JP1/ITSLM - Managerの実行環境を破棄します。

アンインストールをしないでセットアップ時の設定を変更する場合に使用します。

コマンドの実行結果は標準出力に出力され，コンソール画面上に表示されます。コマン
ド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照してく
ださい。

形式
jslmmgrunsetup

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

注意事項

●このコマンドを実行すると，組み込みデータベースの RDエリアが削除されます。再
セットアップ時など，以前の蓄積データを引き継ぎたい場合は，データベースを移行
する必要があります。
データベースの移行については，「7.3.3　データベースを移行する」を参照してくだ
さい。

●アンセットアップ中にエラーが発生した場合，エラーの要因を取り除いたあとに再度
このコマンドを実行してください。

●このコマンドの実行中に，このコマンドを含むほかのコマンドを実行しないでくださ
い

●アンセットアップ中にキーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーやウインドウを閉じる
などの操作で，アンセットアップを終了しないでください。異常が発生した場合も，
アンセットアップが完了するまで待ってください。

●アンセットアップでは，ほかのインストーラー，ほかのアプリケーションなど，常駐
ソフトを終了させてからセットアップを実行してください。ほかのアプリケーション
には，jslmursetupコマンド，jslmurunsetupコマンドも含まれます。
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9.　コマンド
戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmmgrunsetup

戻り値 説明

0 アンセットアップが正常に終了しました。

1 アンセットアップに失敗しました。
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jslmminfoget（JP1/ITSLM - Managerのトラブル
の要因調査に使用する資料の採取）

機能

JP1/ITSLM - Managerの障害情報，および障害解析に必要な情報を採取します。

このコマンドは，JP1/ITSLM - Managerのセットアップが完了していれば実行できま
す。

このコマンドを実行して採取した情報は，JP1/ITSLM - Managerに障害が発生した場合
に，システム管理者などに問い合わせるときの資料として使用します。

コマンドの実行結果は，次のファイルに出力されます。

コマンドを実行したカレントフォルダ¥jslmminfoget.zip

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmminfoget

実行権限

OSの Administratorアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥mgr¥bin¥

注意事項

●このコマンドをコマンドプロンプトで引用符が必要な特殊文字（「&」「( )」「[ ]」「{ }」
「^」「=」「;」「!」「'」「+」「,」「`」「~」「@」）を絶対パスに含むカレントフォルダで実
行しないでください。実行した場合，トラブルの要因調査に使用する資料の採取に失
敗します。なお，このときの戻り値は，1とは限りません。
特殊文字を絶対パスに含むカレントフォルダでこのコマンドを実行した場合，このコ
マンドの実行時に一時的に作成される作業フォルダ（jslmminfoget_work）が，カレ
ントフォルダではないフォルダ下に作成され，このコマンドの実行後も残ることがあ
ります。この場合は，このコマンドを実行したカレントフォルダと同じ階層のフォル
ダの中の，このコマンドを実行したカレントフォルダと似た名称のフォルダ内に
jslmminfoget_workフォルダが作成されているため，エクスプローラで探し出し，削
除してください。

●このコマンドの実行中は，jslmdbcopyコマンド，jslmdbrstrコマンド，
jslmmgrsetupコマンド，および jslmmgrunsetupコマンドを実行しないでください。
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●このコマンドの実行をキーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで中断しないでくださ
い。このコマンドの実行を中断した場合，次のフォルダまたはファイルが残ることが
あります。
• jslmminfoget_workフォルダ（jslmminfogetコマンド実行時の作業フォルダ）
• jslmminfoget.zip
• tmp20桁前後の数字 .tmp（jslmminfoget.zipの中間ファイル）

このコマンドの実行を中断したときは，これらのファイルをエクスプローラで削除し
てください。

●採取対象のファイルを jslmminfoget.zipに格納するのに失敗した場合，このコマンド
の実行後に次のファイルが残ることがあります。
• tmp20桁前後の数字 .tmp（jslmminfoget.zipの中間ファイル）

採取対象のファイルを jslmminfoget.zipに格納するのに失敗したときは，tmp20桁前
後の数字 .tmpをエクスプローラで削除してください。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥mgr¥bin¥jslmminfoget

戻り値 説明

0 JP1/ITSLM - Managerの障害情報の取得が正常に終了しました。

1 JP1/ITSLM - Managerの障害情報の取得に失敗しました。
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jslmurinfoget（JP1/ITSLM - URのトラブルの要
因調査に使用する資料の採取）

機能

JP1/ITSLM - URの障害情報，および障害解析に必要な情報を採取します。

このコマンドは，JP1/ITSLM - URのセットアップが完了していれば実行できます。

このコマンドを実行して採取した情報は，JP1/ITSLM - URに障害が発生した場合に，
システム管理者などに問い合わせるときの資料として使用します。

コマンドの実行結果は，次のファイルに出力されます。

コマンドを実行したカレントフォルダ¥jslmurinfoget.zip

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmurinfoget

実行権限

OSの Administratorアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ¥ur¥bin¥

注意事項

●このコマンドをコマンドプロンプトで引用符が必要な特殊文字（「&」「( )」「[ ]」「{ }」
「^」「=」「;」「!」「'」「+」「,」「`」「~」「@」）を絶対パスに含むカレントフォルダで実
行しないでください。実行した場合，トラブルの要因調査に使用する資料の採取に失
敗します。なお，このときの戻り値は，1とは限りません。
特殊文字を絶対パスに含むカレントフォルダでこのコマンドを実行した場合，このコ
マンドの実行時に一時的に作成される作業フォルダ（jslmurinfoget_work）が，カレ
ントフォルダではないフォルダ下に作成され，このコマンドの実行後も残ることがあ
ります。この場合は，このコマンドを実行したカレントフォルダと同じ階層のフォル
ダの中の，このコマンドを実行したカレントフォルダと似た名称のフォルダ内に
jslmurinfoget_workフォルダが作成されているため，エクスプローラで探し出し，削
除してください。

●このコマンドの実行中は，jslmursetupコマンド，または jslmurunsetupコマンドを
実行しないでください。

●このコマンドの実行をキーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーで中断しないでくださ
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い。このコマンドの実行を中断した場合，次のフォルダまたはファイルが残ることが
あります。
• jslmurinfoget_workフォルダ（jslmurinfogetコマンド実行時の作業フォルダ）
• jslmurinfoget.zip
• tmp20桁前後の数字 .tmp（jslmurinfoget.zipの中間ファイル）

このコマンドの実行を中断したときは，これらのファイルをエクスプローラで削除し
てください。

●採取対象のファイルを jslmurinfoget.zipに格納するのに失敗した場合，このコマンド
の実行後に次のファイルが残ることがあります。
• tmp20桁前後の数字 .tmp（jslmurinfoget.zipの中間ファイル）

採取対象のファイルを jslmurinfoget.zipに格納するのに失敗したときは，tmp20桁前
後の数字 .tmpをエクスプローラで削除してください。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥ur¥bin¥jslmurinfoget

戻り値 説明

0 JP1/ITSLM - URの障害情報の取得が正常に終了しました。

1 JP1/ITSLM - URの障害情報の取得に失敗しました。
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jslmuripls（ネットワークインタフェース番号と
IPアドレスの表示）

機能

JP1/ITSLM - URがインストールされているホストのネットワークインタフェース番号
と IPアドレスをコマンドプロンプトの画面上に表示します。

このコマンドを実行して表示される内容は，JP1/ITSLM - URをセットアップする場合
や JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイルを編集してネットワークインタフェース番
号を変更する場合に必要となります。

コマンド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照
してください。

形式
jslmuripls

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ¥ur¥bin¥

注意事項

引数を指定して実行するとエラーになり，jslmuriplsコマンドは終了します。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥ur¥bin¥jslmuripls

出力例
KNAS99000-I ネットワークインタフェース番号----IPアドレス

戻り値 説明

0 表示が正常に終了しました。

1 表示に失敗しました。
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jslmursetup（JP1/ITSLM - URのセットアップ）

機能

JP1/ITSLM - URの実行環境を新規作成します。また，構築済みの JP1/ITSLM - URの
実行環境を再構築します。

JP1/ITSLM - URをインストールしたあと，jslmuriplsコマンドを実行して，JP1/
ITSLM - URをインストールしたホストのネットワークインタフェース番号と IPアドレ
スを調査してから実行してください。

コマンドの実行結果は標準出力に出力され，コンソール画面上に表示されます。コマン
ド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照してく
ださい。

コマンド実行時の実行環境の状態に応じて，次のどちらかの処理が実行されます。

実行環境の新規作成（実行環境がない場合）
JP1/ITSLM - URの新規インストール直後，またはアンセットアップによって JP1/
ITSLM - URの実行環境を破棄した状態でこのコマンドを実行すると，実行環境が
新規に作成されます。

構築済みの実行環境の再構築（実行環境がある場合）
JP1/ITSLM - URの実行環境がすでにある状態でこのコマンドを実行すると，構築
済みの JP1/ITSLM - URの実行環境が再構築されます。
次のような場合に，実行環境の再構築を実行してください。
• 構築済みの JP1/ITSLM - URの実行環境で，ホスト名，IPアドレス，またはポー
ト番号の設定値を変更する場合

• 構築済みの JP1/ITSLM - URの実行環境に対してバージョンアップインストール
を実行したあと，実行環境を再構築する場合

形式
jslmursetup△[ -c△{ online | standby } ]△オプションファイルの絶対パス

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ¥ur¥bin¥

引数

-c

クラスタシステムで運用する実行環境を構築するときに指定します。指定方法を次に示
します。
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● online
現用系の実行環境を新規作成または再構築する場合に指定します。

● standby
予備系の実行環境を新規作成または再構築する場合に指定します。

オプションファイルの絶対パス

オプションファイルは，テキスト形式で作成して任意の場所に格納します。ただし，オ
プションファイルの格納先は，ファイル名称（任意）を含めた格納先での絶対パスが
255バイト以内の文字列になるようにしてください。

オプションファイルのテンプレートは，次のとおり格納されています。

JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ
¥ur¥template¥mgr¥conf¥jp1itslm_setup.opt

オプションファイルの定義内容を次に示します。

定義項目の詳細を次の表に示します。

表 9-6　JP1/ITSLM - URのオプションファイルでの定義項目の詳細

manager_host=JP1/ITSLM - Managerのホスト名
manager_port=JP1/ITSLM - Managerのポート番号
ur_host=JP1/ITSLM - URのホスト名
ur_port=JP1/ITSLM - URのポート番号
ur_ni_number=ネットワークインタフェース番号

項番 定義項目 指定の要
否

説明 デフォルト値

1 manager_host ○ JP1/ITSLM - Managerの実行環境を
特定するための情報として，JP1/
ITSLM - Managerをインストールした
ホストのホスト名を指定します。

－

2 manager_port △ JP1/ITSLM - Managerが使用する
ポート番号を，半角数字で 1～ 65535
の範囲※で指定します。

20904

3 ur_host ○ JP1/ITSLM - URの実行環境を特定す
るための情報として，JP1/ITSLM - 
URをインストールしたホストのホス
ト名を指定します。

－

4 ur_port △ JP1/ITSLM - URが使用するポート番
号を，半角数字で 1～ 65535の範囲※
で指定します。

20910
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（凡例）
○：必ず指定します。
△：指定は任意です。
－：該当しません。

注※
指定範囲外の値を指定した場合，セットアップは完了しますが，JP1/ITSLM - URのサービス
「JP1/ITSLM - User Response Service」（サービス名：JP1_ITSLM_UR_Service）の起動時に
失敗します。

注意事項

●セットアップ中にエラーが発生した場合，エラーの要因を取り除いたあとに再度この
コマンドを実行してください。

●セットアップで使用したオプションファイルは，このコマンドの実行後にファイル名
称が「jp1itslm_setup.opt」に変更され，次のとおり格納されます。
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ¥ur¥conf¥jp1itslm_setup.opt

●このコマンドの実行中は，jslmuriplsコマンド以外のコマンドを実行しないでくださ
い。

●コマンドの実行時に下記のフォルダにオプションファイルが存在する場合，オプショ
ンファイルのファイル名に「.bk」を付けたファイル名で同じフォルダに待避されてか
ら新しいオプションファイルが生成されます。
JP1/ITSLM - Managerのインストール先フォルダ¥ur¥conf¥

待避時に同じ名前のファイルがある場合は上書きされます。待避に失敗した場合は
セットアップに失敗します。新しいオプションファイルは，待避したオプションファ
イルの定義項目の指定値が引き継がれます。ただし，コマンドの実行時にオプション
ファイルで指定した定義項目については，オプションファイルで指定した定義項目の
指定値が設定されます。コメントは引き継がれません。

●セットアップ中に，キーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーやウインドウを閉じるな
どの操作で，セットアップを終了しないでください。異常が発生した場合も，セット
アップが完了するまで待ってください。

5 ur_ni_number ○ JP1/ITSLM - URが接続するネット
ワークインタフェース番号を，半角数
字で 1～ 60の範囲※で指定します。接
続されているネットワークデバイスに
ついては，jslmuriplsコマンドで確認
できます。
jslmuriplsコマンドについては，
「jslmuripls（ネットワークインタ
フェース番号と IPアドレスの表示）」
を参照してください。

－

項番 定義項目 指定の要
否

説明 デフォルト値
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●セットアップでは，ほかのインストーラー，ほかのアプリケーションなど，常駐ソフ
トを終了させてからセットアップを実行してください。ほかのアプリケーションには，
jslmursetupコマンド，jslmurunsetupコマンドも含まれます。

●コマンドに -cオプションを指定してセットアップした場合，運用中に特定のエラーが
発生すると JP1/ITSLM - ManagerによってWindowsサービスが停止されます。
Windowsサービスが停止するエラーについては，「6.1.3　フェールオーバーの契機」
を参照してください。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥ur¥bin¥jslmursetup△
C:¥Users¥Administrator¥Desktop¥jp1itslm_setup.opt

戻り値 説明

0 セットアップが正常に終了しました。

1 セットアップに失敗しました。
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jslmurunsetup（JP1/ITSLM - URのアンセット
アップ）

機能

JP1/ITSLM - URの実行環境を破棄します。

アンインストールをしないでセットアップ時の設定を変更する場合に使用します。

コマンドの実行結果は標準出力に出力され，コンソール画面上に表示されます。コマン
ド実行時に出力されるメッセージについては，「10.3　メッセージの一覧」を参照してく
ださい。

形式
jslmurunsetup

実行権限

OSの Administratorsグループに属するユーザーアカウント

格納先フォルダ
JP1/ITSLM - URのインストール先フォルダ¥ur¥bin¥

注意事項

●アンセットアップ中にエラーが発生した場合，エラーの要因を取り除いたあとに再度
jslmurunsetupコマンドを実行してください。

●このコマンドの実行中は，jslmuriplsコマンド以外のコマンドを実行しないでくださ
い。

●アンセットアップ中にキーボードの「Ctrl」キー＋「C」キーやウインドウを閉じる
などの操作で，アンセットアップを終了しないでください。異常が発生した場合も，
アンセットアップが完了するまで待ってください。

●アンセットアップでは，ほかのインストーラー，ほかのアプリケーションなど，常駐
ソフトを終了させてからセットアップを実行してください。ほかのアプリケーション
には，jslmursetupコマンド，jslmurunsetupコマンドも含まれます。

戻り値

使用例
C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1ITSLM¥ur¥bin¥jslmurunsetup

戻り値 説明

0 アンセットアップが正常に終了しました。

1 アンセットアップに失敗しました。
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10　メッセージ
この章では，JP1/ITSLMが出力するメッセージについて説明
します。

10.1　メッセージの形式

10.2　メッセージの出力先

10.3　メッセージの一覧
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10.　メッセージ
10.1　メッセージの形式
ここでは，JP1/ITSLMのメッセージの出力形式，およびマニュアルでの記載形式につい
て説明します。

10.1.1　メッセージの出力形式
JP1/ITSLMが出力するメッセージは，KNASから始まるメッセージ IDとメッセージテ
キストで構成されています。

メッセージ IDは次の内容を示しています。

KNAS
JP1/ITSLMのメッセージであることを示す識別子です。

nnnnn
メッセージの通し番号です。

Z
メッセージの種類です。
メッセージの種類，内容，およびWindowsのイベントログとの対応を次の表に示し
ます。

表 10-1　メッセージの種類，内容，およびWindowsのイベントログとの対応

10.1.2　メッセージの記載形式
ここでは，JP1/ITSLMが出力するメッセージについて，このマニュアルでの記載形式を
説明します。

JP1/ITSLMが出力するメッセージのこのマニュアルでの記載形式は次のとおりです。た

KNASnnnnn-Z メッセージテキスト

種類 内容 Windowsのイベントログの種類

E エラーメッセージであることを示します。
必ず対処してください。

エラー

I 通知メッセージであることを示します。
ユーザーに情報を知らせます。

情報

Q 通知メッセージであることを示します。
ユーザーに実行の選択を促すメッセージであることを示
します。

通知

W 警告メッセージであることを示します。
警告メッセージが出力されたあとも処理は続行できます
が，必要に応じて対処してください。

警告
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10.　メッセージ
だし，メッセージによっては，記載しない項目があります。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID

メッセージテキスト
xx....xx：表示される情報（xxは英小文字）
メッセージテキスト中の可変値に表示される情報です。

説明
メッセージの説明文です。

（S）
メッセージ出力時のシステムの処置です。

（O）
メッセージ出力時，オペレーターが実施する必要のある処置です。

10.1.3　システム管理者の方へ
トラブルが発生した場合は，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してトラブルの要因調査に使用する資料を採取してください。

なお，トラブル発生時にエラーダイアログボックスが表示された場合は，表示された状
態で資料の採取を始めてください。
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10.　メッセージ
10.2　メッセージの出力先
ここでは，JP1/ITSLMが出力するメッセージの出力先について説明します。

JP1/ITSLMのメッセージの出力先は，次の表のとおりです。

表 10-2　メッセージの出力先一覧

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ

KNAS02000-I － ○ ○ ○

KNAS02001-I － ○ ○ ○

KNAS02002-E － ○ ○ ○

KNAS02003-I － － ○ ○

KNAS02004-I － － ○ ○

KNAS02005-I － － ○ ○

KNAS02006-I － － ○ ○

KNAS02007-I － － － －

KNAS02008-I － － － －

KNAS02009-E － － － －

KNAS02010-E － － ○ ○

KNAS02025-E － － ○ ○

KNAS02035-E － － ○ ○

KNAS02036-E － － ○ ○

KNAS02043-I － － ○ ○

KNAS02089-I － － ○ ○

KNAS02090-I － － ○ ○

KNAS02091-E － － ○ ○

KNAS02092-W － － ○ ○

KNAS02094-E － － ○ ○

KNAS02095-E － － ○ ○

KNAS02099-E － － ○ ○

KNAS02102-I － － ○ ○

KNAS02118-E － － ○ ○

KNAS02119-E － － ○ ○

KNAS02120-E － － ○ ○

KNAS02121-E － － ○ ○
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10.　メッセージ
KNAS02125-W － － ○ －

KNAS02126-W － － ○ ○

KNAS02127-I － － ○ ○

KNAS02128-E － － ○ ○

KNAS02129-E － － ○ ○

KNAS03004-E － － － ○

KNAS03005-E － － － ○

KNAS03007-E － － － ○

KNAS03016-W － － － ○

KNAS03020-E － － － ○

KNAS03022-I － － － ○

KNAS03023-I － － － ○

KNAS03024-I － － － ○

KNAS03025-I － － － ○

KNAS03026-I － － － ○

KNAS03027-E － － － ○

KNAS03028-E － － － ○

KNAS03029-W － － － ○

KNAS05000-E － － － ○

KNAS09000-E － － ○ －

KNAS09001-E － － － －

KNAS09002-E － － ○ －

KNAS09003-E － － ○ －

KNAS09004-E － － ○ －

KNAS09005-W － － ○ －

KNAS09007-E － － － ○

KNAS09008-E － － － ○

KNAS09009-E － － － ○

KNAS09014-E － － ○ －

KNAS09015-W － － ○ －

KNAS09016-E － － － ○

KNAS09021-E － － － ○

KNAS09022-E － － ○ －

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS09023-E － － － ○

KNAS10000-I ○ － － －

KNAS10001-E ○ － － －

KNAS10002-Q ○ － － －

KNAS11600-Q ○ － － －

KNAS11601-E ○ － － －

KNAS11602-W ○ － － －

KNAS11700-I ○ － － －

KNAS11701-Q ○ － － －

KNAS11702-I ○ － － －

KNAS11703-I ○ － － －

KNAS11704-I ○ － － －

KNAS11705-Q ○ － － －

KNAS11706-I ○ － － －

KNAS11707-Q ○ － － －

KNAS11708-Q ○ － － －

KNAS11709-Q ○ － － －

KNAS11710-I ○ － － －

KNAS11711-E ○ － － －

KNAS11712-I ○ － － －

KNAS11713-Q ○ － － －

KNAS15000-I ○ － － ○

KNAS15001-E ○※ － － ○

KNAS15005-E ○※ － － ○

KNAS15006-E ○※ － － ○

KNAS15007-E ○※ － － ○

KNAS15008-E ○ － － ○

KNAS15009-I ○ － － ○

KNAS15300-I － － － ○

KNAS15301-E ○ － － ○

KNAS15302-E ○ － － ○

KNAS15304-E ○ － － ○

KNAS15305-E ○ － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS15306-I － － － ○

KNAS15307-E － － － ○

KNAS15308-E ○ － － ○

KNAS15309-E ○ － － ○

KNAS15310-E ○ － － ○

KNAS15311-E － － － ○

KNAS15312-E ○ － － ○

KNAS15400-I － － － ○

KNAS15401-E － － － ○

KNAS15403-E － － － ○

KNAS15404-E － － － ○

KNAS15405-I － － － ○

KNAS15500-I － － － ○

KNAS15501-E ○ － － ○

KNAS15502-E ○※ － － ○

KNAS15503-E ○ － － ○

KNAS15504-E ○※ － － ○

KNAS15505-E ○ － － ○

KNAS15507-E ○ － － ○

KNAS15508-E ○ － － ○

KNAS15509-E ○ － － ○

KNAS15510-E ○ － － ○

KNAS15511-E ○ － － ○

KNAS15600-I － － － ○

KNAS15601-E ○ － － ○

KNAS15602-E ○※ － － ○

KNAS15603-E ○ － － ○

KNAS15604-E ○※ － － ○

KNAS15605-E ○ － － ○

KNAS15607-E ○ － － ○

KNAS15608-E ○ － － ○

KNAS15609-E ○ － － ○

KNAS15712-I － － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS15713-E － － － ○

KNAS15714-E － － － ○

KNAS15715-E － － － ○

KNAS15716-E ○※ － － ○

KNAS15717-E ○ － － ○

KNAS15718-E ○ － － ○

KNAS15719-W ○ － － ○

KNAS15720-E ○ － － ○

KNAS15721-E ○ － － ○

KNAS15722-E ○※ － － ○

KNAS15723-E ○ － － ○

KNAS15810-I － － － ○

KNAS15811-E － － － ○

KNAS15812-E － － － ○

KNAS15813-E － － － ○

KNAS15814-E ○ － － ○

KNAS15815-E ○ － － ○

KNAS15816-W ○ － － ○

KNAS15817-E ○ － － ○

KNAS15818-E ○※ － － ○

KNAS15908-E － － － ○

KNAS15909-E － － － ○

KNAS15910-E － － － ○

KNAS15911-E ○ － － ○

KNAS15912-E ○ － － ○

KNAS15913-E ○ － － ○

KNAS15914-E ○※ － － ○

KNAS15915-E ○ － － ○

KNAS16000-E ○※ － － ○

KNAS16001-E ○ － － ○

KNAS16002-E ○※ － － ○

KNAS16003-E ○ － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS16004-E ○ － － ○

KNAS16100-I － － － ○

KNAS16101-E ○ － － ○

KNAS16102-E ○※ － － ○

KNAS16103-E ○ － － ○

KNAS16104-E ○※ － － ○

KNAS16105-E ○ － － ○

KNAS16107-E ○ － － ○

KNAS16108-E ○ － － ○

KNAS16109-E ○ － － ○

KNAS16110-E ○ － － ○

KNAS16200-I － － － ○

KNAS16201-E ○※ － － ○

KNAS16202-E ○ － － ○

KNAS16203-E ○※ － － ○

KNAS16204-E ○ － － ○

KNAS16205-E ○ － － ○

KNAS16300-I － － － ○

KNAS16301-E ○ － － ○

KNAS16302-E － － － ○

KNAS16303-E － － － ○

KNAS16304-E － － － ○

KNAS16305-E － － － ○

KNAS16306-E － － － ○

KNAS16307-E － － － ○

KNAS16308-E ○ － － ○

KNAS16309-E ○※ － － ○

KNAS16310-E ○ － － ○

KNAS16311-E ○※ － － ○

KNAS16312-E ○ － － ○

KNAS16314-E ○※ － － ○

KNAS16315-E － － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS16316-E － － － ○

KNAS16317-E － － － ○

KNAS16318-E ○ － － ○

KNAS16319-E ○ － － ○

KNAS16320-E ○ － － ○

KNAS16321-E ○ － － ○

KNAS16322-E ○ － － ○

KNAS16400-I － － － ○

KNAS16401-E ○ － － ○

KNAS16402-E － － － ○

KNAS16403-E － － － ○

KNAS16404-E － － － ○

KNAS16405-E － － － ○

KNAS16407-E － － － ○

KNAS16408-E ○ － － ○

KNAS16409-E ○※ － － ○

KNAS16410-E ○ － － ○

KNAS16411-E ○※ － － ○

KNAS16412-E ○ － － ○

KNAS16414-W － － － ○

KNAS16415-E ○※ － － ○

KNAS16416-E － － － ○

KNAS16417-E － － － ○

KNAS16418-E ○ － － ○

KNAS16500-E ○※ － － ○

KNAS16501-E ○ － － ○

KNAS16502-E ○※ － － ○

KNAS16600-E ○※ － － ○

KNAS16601-E ○ － － ○

KNAS16700-E ○※ － － ○

KNAS16701-E ○ － － ○

KNAS16800-E ○※ － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS16801-E ○ － － ○

KNAS16900-E ○※ － － ○

KNAS16901-E ○ － － ○

KNAS17000-E ○※ － － ○

KNAS17001-E ○ － － ○

KNAS17300-E ○ － － ○

KNAS17301-E ○ － － ○

KNAS17302-E ○※ － － ○

KNAS17303-E ○ － － ○

KNAS17400-E ○ － － ○

KNAS17401-E ○ － － ○

KNAS17402-E ○※ － － ○

KNAS17403-E ○ － － ○

KNAS17500-I － － － ○

KNAS17501-E ○ － － ○

KNAS17502-E ○ － － ○

KNAS17503-E ○※ － － ○

KNAS17504-E ○ － － ○

KNAS17600-I － － － ○

KNAS17601-E ○ － － ○

KNAS17602-E ○※ － － ○

KNAS17603-E ○ － － ○

KNAS17604-E ○※ － － ○

KNAS17605-E ○ － － ○

KNAS17606-E ○ － － ○

KNAS17607-E ○ － － ○

KNAS17608-E ○ － － ○

KNAS17609-E ○ － － ○

KNAS17610-E ○ － － ○

KNAS17700-I － － － ○

KNAS17701-E ○ － － ○

KNAS17702-E ○※ － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS17703-E ○ － － ○

KNAS17704-E ○※ － － ○

KNAS17705-E ○ － － ○

KNAS17706-E ○ － － ○

KNAS17707-E ○ － － ○

KNAS17708-E ○ － － ○

KNAS17709-E ○ － － ○

KNAS18100-I － － － ○

KNAS18101-E ○※ － － ○

KNAS18102-E ○ － － ○

KNAS18103-E ○※ － － ○

KNAS18104-E ○ － － ○

KNAS18105-E ○ － － ○

KNAS18106-E ○ － － ○

KNAS18107-E ○ － － ○

KNAS18108-E ○ － － ○

KNAS18109-E ○ － － ○

KNAS18110-E ○ － － ○

KNAS18200-E ○※ － － ○

KNAS18201-E ○ － － ○

KNAS18202-E ○※ － － ○

KNAS18300-I － － － ○

KNAS18301-E ○ － － ○

KNAS18302-E ○※ － － ○

KNAS18303-E ○ － － ○

KNAS18304-E ○※ － － ○

KNAS18305-E ○ － － ○

KNAS18306-E ○ － － ○

KNAS18307-E ○ － － ○

KNAS18308-E ○ － － ○

KNAS18309-E ○ － － ○

KNAS18310-E ○ － － ○

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS30022-I － － － ○

KNAS30023-I － － － ○

KNAS30024-E － － － ○

KNAS30025-I － － － ○

KNAS32003-W － － － ○

KNAS32004-W － － － ○

KNAS32007-W － － － ○

KNAS32017-I － － － ○

KNAS32018-I － － － ○

KNAS32019-I － － － ○

KNAS32020-I － － － ○

KNAS32021-E － － － ○

KNAS32022-W － － － ○

KNAS34000-W － － － －

KNAS34001-E － － － －

KNAS34002-W － － － －

KNAS70007-E － － － ○

KNAS70008-E － － － ○

KNAS90000-E － － － －

KNAS90001-E － － － －

KNAS90002-E － － － －

KNAS90003-E － － － －

KNAS90004-E － － － －

KNAS90005-E － － － －

KNAS90006-E － － － －

KNAS90007-E － － － －

KNAS90008-E － － － －

KNAS90009-E － － － －

KNAS90010-E － － － －

KNAS90011-I － － － －

KNAS90012-I － － － －

KNAS90013-E － － － －

KNAS90014-E － － － －

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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KNAS91000-I － － － ○

KNAS91001-I － － － ○

KNAS91002-I － － － ○

KNAS91020-E － － － ○

KNAS91021-E － － － ○

KNAS91022-E － － － ○

KNAS91023-E － － － ○

KNAS91024-E － － － ○

KNAS91025-E － － － ○

KNAS91026-E － － － ○

KNAS91027-E － － － ○

KNAS91028-E － － － ○

KNAS91029-E － － － ○

KNAS91030-E － － － ○

KNAS91031-E － － － －

KNAS91032-E － － － ○

KNAS91033-E － － － ○

KNAS91100-I － － － －

KNAS91120-E － － － ○

KNAS91121-E － － － ○

KNAS91200-I － － － －

KNAS91220-E － － － ○

KNAS91221-E － － － ○

KNAS91223-E － － － ○

KNAS91224-E － － － ○

KNAS91225-E － － － ○

KNAS91226-E － － － ○

KNAS91300-I － － － －

KNAS91301-E － － － ○

KNAS99000-I － － － －

KNAS99001-E － － － －

KNAS99002-E － － － －

KNAS99003-E － － － －

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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（凡例）
○：出力します。
－：出力しません。

注※
メッセージ出力後，処理を中断してログイン画面に戻ります。

KNAS99013-E － － － －

KNAS99050-I － － － －

KNAS99051-E － － － －

KNAS99052-E － － － －

KNAS99053-E － － － －

KNAS99054-E － － － －

KNAS99055-W － － － －

KNAS99056-E － － － －

KNAS99057-E － － － －

KNAS99058-W － － － －

KNAS99059-E － － － －

KNAS99060-E － － － －

KNAS99061-W － － － －

KNAS99062-W － － － －

ID メッセージの出力先

画面上 イベントログ 統合トレースロ
グ

メッセージログ
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10.3　メッセージの一覧

KNAS02000-I

JP1/ITSLM - aa....aaを開始しました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

KNAS02001-I

JP1/ITSLM - aa....aaを終了しました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

KNAS02002-E

JP1/ITSLM - aa....aaが異常終了しました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

（S）
処理を中断します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS02003-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービス状態を「開始中」にしました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

KNAS02004-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービス状態を「実行中」にしました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

KNAS02005-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービス状態を「停止中」にしました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）
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KNAS02006-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービス状態を「停止」にしました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

KNAS02007-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービスが起動しました。
aa....aa：製品種別（Manager）

KNAS02008-I

JP1/ITSLM - aa....aaのサービスが停止しました。
aa....aa：製品種別（Manager）

KNAS02009-E

JP1/ITSLM - aa....aaのサービスが異常により起動していません。
aa....aa：製品種別（Manager）

説明
JP1/ITSLM - Managerでエラーが発生したため，JP1/ITSLM - Managerを構成す
るサービスが停止しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してください。問題が解決しな
い場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS02010-E

JP1/ITSLM - aa....aaの使用期限が切れています。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

説明
体験版の使用期限が切れました。

（S）
処理を中断します。

（O）
製品版をご使用ください。
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KNAS02025-E

共用メモリのアクセスに失敗しました。

説明
共用メモリが未作成です。

（S）
処理を中断します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS02035-E

JP1/ITSLM - aa....aaのプロセスが消滅しました。bb....bb＝ cc....cc
aa....aa：製品種別（Manager，UR）
bb....bb：GetExitCodeProcess
cc....cc：エラーコード

（S）
処理を中断します。

（O）
統合トレースログ，およびメッセージログを確認し，必要に応じて対処したあと，
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
繰り返し発生する場合はシステム管理者に連絡してください。

KNAS02036-E

JP1/ITSLM - aa....aaのプロセスの回復に失敗しました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS02043-I

JP1/ITSLM - aa....aaのプロセスの監視を開始します。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）
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KNAS02089-I

プロセスが再起動されました。process name＝ aa....aa
aa....aa：プロセスの名称（jslmmpcollect，jslmmengine，jslmmUR，jslmmRMI，
cjstartweb，jslmuengine，jslmuUR，jslmuRMI）

KNAS02090-I

JP1/ITSLM - aa....aa Serviceの起動を bb....bb秒待ちます。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）
bb....bb：待ち時間（秒）

KNAS02091-E

組み込みデータベースが開始していないため，JP1/ITSLM - aa....aa Serviceの起動に失敗しまし
た。

aa....aa：製品種別（Manager）

説明
• 非クラスタ運用時

JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービ
ス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）が起動していません。

• クラスタ運用時
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービ
ス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0），または JP1/ITSLM - Managerのサービ
ス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」（サービス名：
HiRDBClusterService_JL0）が開始していません。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」を起動し
てください。クラスタシステムで運用している場合は，JP1/ITSLM - Managerの
サービス「JP1/ITSLM - Manager DB Cluster Service」も起動してください。

KNAS02092-W

JP1/ITSLM - aa....aa Service が停止されました。
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

説明
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
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JP1_ITSLM_MGR_Service），または JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - 
User Response Service」（サービス名：JP1_ITSLM_UR_Service）の開始処理中
に，停止要求がありました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS02094-E

製品情報登録ファイルのチェック処理でエラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS02095-E

プロセスが停止しました。process name＝ aa....aa
aa....aa：プロセスの名称（jslmmpcollect，jslmmengine，jslmmUR，jslmmRMI，
cjstartweb，jslmuengine，jslmuUR，jslmuRMI）

説明
プロセスが異常終了しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS02099-E

プロセスの停止処理でタイムアウトしました。process name＝ aa....aa
aa....aa：プロセスの名称（jslmmpcollect，jslmmengine，jslmmUR，cjstartweb，
jslmuengine，jslmuUR）

説明
aa....aaで示したプロセスの停止処理でタイムアウトしました。

（S）
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処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS02102-I

プロセスの起動を完了しました。process name＝ aa....aa
aa....aa：プロセスの名称（jslmmpcollect，jslmmengine，jslmmRMI，jslmmUR，
cjstartweb，jslmuengine，jslmuRMI，jslmuUR）

KNAS02118-E

aa....aaバイトのメモリ確保とした際，メモリ不足が発生しました。
aa....aa：バイト数

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを終了し，メモリの容量を確保して
から再起動してください。繰り返し発生する場合はシステム管理者に連絡してくだ
さい。

KNAS02119-E

コマンドプロセスが起動できませんでした。command＝ aa....aa，bb....bb＝ cc....cc
aa....aa：コマンドを特定するためのテキスト
bb....bb：GetLastError
cc....cc：エラーコード

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerをアンインストールし，再度インストールおよびセットアッ
プしてください。繰り返し発生する場合はシステム管理者に連絡してください。

KNAS02120-E

コマンドプロセスがエラーで終了しました。command＝ aa....aa，bb....bb＝ cc....cc
aa....aa：コマンドを特定するためのテキスト
bb....bb：GetLastError
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cc....cc：エラーコード

（S）
処理を中断します。

（O）
後続のメッセージを確認してください。また，JP1/ITSLM - Managerのアンセット
アップを実行後，再度セットアップを実行してください。繰り返し発生する場合は
システム管理者に連絡してください。

KNAS02121-E

環境情報 (aa....aa)の取得準備に失敗しました。bb....bb＝ cc....cc
aa....aa：ProgramName（レジストリの名称）
bb....bb：errno
cc....cc：エラーコード

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのアンセットアップを実行後，再度
セットアップを実行してください。繰り返し発生する場合はシステム管理者に連絡
してください。

KNAS02125-W

System Error occurred while starting JP1/ITSLM - aa....aa service.
aa....aa：製品種別（Manager，UR）

説明
ログの初期化に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。
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KNAS02126-W

プロパティファイルの設定値の取得に失敗したため，デフォルト値を仮定しました。設定値を
見直してください。設定値を変更した場合には，JP1/ITSLM - aa....aaのサービスを再起動して
ください。プロパティファイル名＝ bb....bb，プロパティキー＝ cc....cc

aa....aa：製品種別（Manager，UR）
bb....bb：デフォルト値を仮定したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
cc....cc：デフォルト値を仮定したプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）
の名称

（S）
システム定義ファイルの設定値の取得に失敗したため，デフォルト値を使用します。

（O）
システム定義ファイルの設定値を確認してください。また，統合トレースログを確
認してください。統合トレースログの詳細については，「8.2.2　統合トレースログ」
を参照してください。
仮定された値を変更する場合は，変更の対象となった JP1/ITSLM - Managerまたは
JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS02127-I

JP1/ITSLM - aa....aaの体験版を起動します。体験版の残使用期限日数＝ bb....bb
aa....aa：製品種別（Manager，UR）
bb....bb：体験版の使用期限までの残り日数

KNAS02128-E

メモリ不足が発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URを終了し，メモリを確保してから再
起動してください。繰り返し発生する場合はシステム管理者に連絡してください。

KNAS02129-E

JP1/ITSLM - aa....aaの実行環境はバージョン bb....bbの実行環境ではありません。セットアッ
プを完了してから JP1/ITSLM - aa....aaのサービスを起動して下さい。

aa....aa：製品種別（Manager，UR）
bb....bb：JP1/ITSLM - aa....aaのバージョン
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説明
セットアップが完了していません。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLMを停止し，セットアップが完了してから再度起動してください。

KNAS03004-E

JP1/ITSLM - URの起動通知によるデータベースへのデータ書き込みでエラーが発生しました。

（S）
JP1/ITSLM - URの起動通知によるデータベースへのデータ書き込み処理を中断し
ます。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS03005-E

JP1/ITSLM - URの停止通知によるデータベースからのデータ削除でエラーが発生しました。

（S）
JP1/ITSLM - URの停止通知によるデータベースからのデータの削除処理を中断し
ます。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS03007-E

JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エラーが発生しました。接続先の IPアドレ
ス＝ aa....aa，接続先のポート番号＝ bb....bb

aa....aa：接続先の IPアドレス
bb....bb：接続先のポート番号

説明
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次のどちらかの理由によって，通信エラーが発生しました。
• JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル（jp1itslmur.properties）の

announceRetryCountプロパティおよび announceRetryIntervalプロパティに従
い，JP1/ITSLM - URから JP1/ITSLM - Managerへの起動通知，または終了通知
をリトライしましたが失敗しました。

• JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル
（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）の
communicationRetryCountプロパティおよび communicationRetryIntervalプロ
パティに従い，JP1/ITSLM - Managerと JP1/ITSLM - URの間の通信をリトライ
しましたが失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URが起動しているか確認してくださ
い。起動している場合は，システム定義ファイルの次のプロパティの指定値を見直
してください。
• managerHost（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）
• rmiManagerPort（jp1itslm.propertiesまたは jp1itslmur.properties）
• urHost（jp1itslmur.properties）
• rmiUrPort（jp1itslmur.properties）

KNAS03016-W

通信エラー発生によるリトライを実行します。リトライまでの時間 (秒 )＝ aa....aa
aa....aa：リトライまでの時間（単位：秒）

（S）
通信処理をリトライします。

KNAS03020-E

JP1/ITSLM - URの監視対象サービスを参照する処理でエラーが発生しました。JP1/ITSLM - UR
の IPアドレス＝ aa....aa

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

説明
JP1/ITSLM - URの監視対象サービスを参照する処理でエラーが発生しました。

（S）
JP1/ITSLM - URの起動通知によるデータベースへのデータ参照処理を中断します。

（O）
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JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS03022-I

JP1/ITSLM - Managerに起動通知を送信しました。JP1/ITSLM - Managerの IPアドレス＝
aa....aa

aa....aa：起動通知の送信先 JP1/ITSLM - Managerの IPアドレス

KNAS03023-I

JP1/ITSLM - Managerに停止通知を送信しました。JP1/ITSLM - Managerの IPアドレス＝
aa....aa

aa....aa：停止通知の送信先 JP1/ITSLM - Managerの IPアドレス

KNAS03024-I

JP1/ITSLM - URの起動通知を受信しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa
aa....aa：起動通知の送信元 JP1/ITSLM - URの IPアドレス

KNAS03025-I

JP1/ITSLM - URの停止通知を受信しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa
aa....aa：停止通知の送信元 JP1/ITSLM - URの IPアドレス

KNAS03026-I

JP1/ITSLM - URの起動を確認できなかったため起動通知を取り消しました。JP1/ITSLM - URの
IPアドレス＝ aa....aa

aa....aa：起動通知を取り消した JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/ITSLM - URのサービスの状態を確認してください。
サービスの状態が停止の場合，停止していることが正しいか判断し，必要に応じて
JP1/ITSLM - URを起動してください。
サービスの状態が開始の場合，JP1/ITSLM - URを再起動してください。
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KNAS03027-E

JP1/ITSLM - Managerを開始する処理でデータベースの更新に失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS03028-E

JP1/ITSLM - Managerを開始する処理で通信エラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してください。問題が解決しな
い場合は資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS03029-W

JP1/ITSLM - Managerが開始または停止処理中のため性能データの送信に失敗しました。

説明
JP1/ITSLM - Managerが開始または停止処理中のため，
communicationRetryCountプロパティおよび communicationRetryIntervalプロパ
ティに従ってリトライしましたが失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
下記のことを確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerが起動している。
• managerHostプロパティおよび rmiManagerPortプロパティの指定値が正しい。
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KNAS05000-E

JP1イベントの発行に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
監視対象名 = cc....cc，理由コード＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：理由コード

説明
理由コードの意味を次に示します。
• DUPLICATE：JP1イベントの拡張属性が重複した。
• IOERROR：入出力エラーが発生した。
• OVERFLOW：JP1イベントの拡張属性のサイズが上限を超過した。
• PARAM：JP1イベントの属性に不正な値が指定された。
• SEQUENCE：イベントサーバとの接続がクローズされている。
• SERVER：イベントサーバが起動していない，またはイベントサーバでエラーが
発生した。

（S）
JP1/ITSLM - Managerは処理を続行します。

（O）
理由コードを基に対策してください。JP1イベントの通知を再開するには，監視対
象サービスの監視を停止し，再度開始してください。
• DUPLICATE，OVERFLOW，PARAM，SEQUENCEの場合：
システム管理者に連絡してください。

• IOERROR，SERVERの場合：
JP1/Baseのイベントサーバが起動しているか確認してください。問題が解決しな
い場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09000-E

ログ取得の初期化に失敗しました。メソッド名＝ aa....aa，リターンコード＝ bb....bb，出力ト
レースファイルパス＝ cc....cc

aa....aa：初期化に失敗したメソッドの名称
bb....bb：初期化に失敗したメソッドのリターンコード
cc....cc：初期化に失敗したログファイルパス（統合トレースの場合は "SysLog"という文
字列）

（S）
システム環境が不正です。JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URは処理を
続行します。
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（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09001-E

OS共通ログの出力に失敗しました。メッセージ ID＝ aa....aa
aa....aa：OS共通ログへの出力に失敗したメッセージの ID

（S）
システム環境が不正です。JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URは処理を
続行します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09002-E

プロパティファイルの読み込みに失敗しました。プロパティファイル名＝ aa....aa
aa....aa：読み込みに失敗したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称

（S）
システム環境が不正なため，JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URは処理
を終了します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09003-E

プロパティの取得に失敗しました。プロパティファイル名＝ aa....aa，プロパティキー＝
bb....bb

aa....aa：失敗したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
bb....bb：失敗したプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）の名称

説明
必須のプロパティが指定されていません。

（S）
システム環境が不正なため，JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URは処理
を終了します。

（O）
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システム管理者に連絡してください。

KNAS09004-E

プロパティファイルの設定値が不正です。設定値を見直してください。設定値を変更した場合
には，JP1/ITSLM - Managerのサービスを再起動してください。プロパティファイル名＝
aa....aa，プロパティキー＝ bb....bb

aa....aa：失敗したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
bb....bb：失敗したプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）の名称

（S）
システム環境が不正なため，JP1/ITSLM - Managerは処理を終了します。

（O）
プロパティ指定値を確認してください。

KNAS09005-W

プロパティファイルの設定値の取得に失敗したため，デフォルト値を仮定しました。設定値を
見直してください。設定値を変更した場合には，JP1/ITSLM - Managerのサービスを再起動して
ください。プロパティファイル名＝ aa....aa，プロパティキー＝ bb....bb

aa....aa：デフォルト値を仮定したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
bb....bb：デフォルト値を仮定したプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）
の名称

（S）
システム定義ファイルの設定値の取得に失敗したため，デフォルト値を使用します。

（O）
システム定義ファイルの設定値を確認してください。また，統合トレースログを確
認してください。統合トレースログの詳細については，「8.2.2　統合トレースログ」
を参照してください。
仮定された値を変更する場合は JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動
してください。

KNAS09007-E

RMIレジストリの登録に失敗しました。

説明
次のどちらかの理由によって，RMIレジストリの登録に失敗しました。
• ネットワーク障害が発生している。
• RMIサーバが起動していない。
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（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09008-E

RMIレジストリの登録削除に失敗しました。

説明
次のどれかの理由によって，RMIレジストリの登録削除に失敗しました。
• ネットワーク障害が発生している。
• RMIサーバが起動していない。
• リモートオブジェクトが登録されていない。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS09009-E

RMI呼び出しに失敗しました。

説明
次のどれかの理由によって，RMIの呼び出しに失敗しました。
• ネットワーク障害が発生している。
• RMIサーバが起動していない。
• リモートオブジェクトが登録されていない。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerまたは JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。
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KNAS09014-E

プロパティファイルの設定値が不正です。設定値を見直してください。設定値を変更した場合
には，JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。プロパティファイル名＝ aa....aa，プ
ロパティキー＝ bb....bb

aa....aa：不正なプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
bb....bb：不正なプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）の名称

（S）
システム環境が不正なため，JP1/ITSLM - URは処理を終了します。

（O）
プロパティ指定値を確認してください。

KNAS09015-W

プロパティファイルの設定値の取得に失敗したため，デフォルト値を仮定しました。設定値を
見直してください。設定値を変更した場合には，JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してくだ
さい。プロパティファイル名＝ aa....aa，プロパティキー＝ bb....bb

aa....aa：デフォルト値を仮定したプロパティファイル（システム定義ファイル）の名称
bb....bb：デフォルト値を仮定したプロパティキー（システム定義ファイルのプロパティ）
の名称

（O）
システム定義ファイルの設定値を確認してください。また，統合トレースログを確
認してください。統合トレースログの詳細については，「8.2.2　統合トレースログ」
を参照してください。
仮定された値を変更する場合は JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。

KNAS09016-E

RMIサーバの起動に失敗しました。詳細情報＝ aa....aa
aa....aa：例外情報のメッセージ

説明
LocateRegistry.createRegistry()の実行で RemoteException例外が発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
詳細情報から原因を特定し，対策を実施したあと，JP1/ITSLM - Managerまたは
JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。
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KNAS09021-E

RMIサーバへのリモートオブジェクトの登録処理でエラーが発生しました。保守情報＝ aa....aa
aa....aa：リモートオブジェクトの URL

説明
リモートオブジェクトの登録処理（java.rmi.Naming.rebind()実行）で
RemoteException例外が発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
次に示すシステム定義ファイルの指定値を見直したあと，JP1/ITSLM - Managerま
たは JP1/ITSLM - URのサービスを起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

JP1/ITSLM - Managerの場合：
システム定義ファイル（jp1itslm.properties）のmanagerHostプロパティの指
定値を見直してください。

JP1/ITSLM - URの場合：
システム定義ファイル（jp1itslmur.properties）のmanagerHostプロパティま
たは urHostプロパティの指定値を見直してください。

KNAS09022-E

プロパティファイルの設定値の検査に失敗しました。理由コード＝ aa....aa，保守情報 =bb....bb
aa....aa：理由コード
bb....bb：例外メッセージ

説明
プロパティファイル（システム定義ファイル）の設定値の検査中に，次のどちらか
の状態になりました。
• jslmuriplsコマンドの実行時に IOExceptionが発生した。
• jslmuriplsコマンド出力結果の読み込み時に IOExceptionが発生した。

（S）
JP1/ITSLM - URは処理を終了します。

（O）
理由コードを基に次に示す対策をしてください。問題が解決しない場合は，システ
ム管理者に連絡してください。
• COMMAND_FAILUREの場合：jslmuriplsコマンドの実行者に，アクセス権限
があるかを確認してください。
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KNAS09023-E

エラーの発生回数が上限を超えたためプロセスを停止します。エラー種別＝ aa....aa，発生回数
＝ bb....bb

aa....aa：エラー種別
bb....bb：エラーの発生回数

説明
エラーの発生回数が上限を超えました。
エラー種別の意味は次のとおりです。
• COMMUNICATION：通信エラーがエラーの発生回数の上限を超えた。
• DATABASE：データベースへのアクセスエラーがエラーの発生回数の上限を超え
た。

（S）
エラーが発生したプロセスを停止します。

（O）
メッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策してください。対策後，
JP1/ITSLM - URのサービス，または JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを
開始してください。

KNAS10000-I

マニュアルが配置されていません。

（O）
マニュアルを配置してください。
詳細については，「5.1.4　HTMLマニュアルを組み込む」を参照してください。

KNAS10001-E

JP1/ITSLM - Managerへの接続に失敗しました。

説明
JP1/ITSLM - Managerとの通信に失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerとの間の通信環境が正常であるか，または JP1/ITSLM - 
Managerが正常に起動しているか確認してください。
この画面を開いているブラウザのタブ，またはブラウザを閉じる場合，表示されて
いるダイアログボックスの［OK］ボタンを押してください。JP1/ITSLM - 
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Managerとの接続を再試行する場合，［キャンセル］ボタンを押してください。

KNAS10002-Q

ログアウトしますか？

KNAS11600-Q

csvファイルを出力しますか？

KNAS11601-E

csvファイルの出力に失敗しました。

説明
CSVファイルに出力しようとしたマシンの環境が要因のエラーです。要因として
は，次の内容が考えられます。
• ディスク容量不足
• 書き込み権限が付与されていない　など

（S）
処理を中断します。

（O）
CSVファイルに出力しようとしたマシンの環境に次の問題がないか確認してくださ
い。
• ディスクの容量不足
• 書き込み権限が付与されていない　など

出力された CSVファイルは，不完全なファイルであるおそれがあるため，削除して
ください。

KNAS11602-W

csvファイルの出力を中断しました。

説明
次のどちらかの理由によって，CSVファイルの出力を中断しました。
• CSVファイルに出力するときのダイアログでキャンセルが選択された。
• CSVファイルに出力しようとしたマシンで強制的にキャンセルが実行された。

（S）
処理を中断します。
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KNAS11700-I

選択されたサービスの登録に成功しました。

KNAS11701-Q

選択されたサービスを削除しますか？

KNAS11702-I

選択されたサービスの削除に成功しました。

KNAS11703-I

監視設定を登録しました。

KNAS11704-I

Webトランザクションの登録に成功しました。

KNAS11705-Q

選択されたWebトランザクションを削除しますか？

KNAS11706-I

選択されたWebトランザクションの削除に成功しました。

KNAS11707-Q

Webアクセス条件を削除しますか？

KNAS11708-Q

すべての URI候補を削除しますか？

KNAS11709-Q

選択された行を削除しますか？
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KNAS11710-I

Webアクセス条件数の上限に達したため，これ以上追加することはできません。

KNAS11711-E

同一のWebアクセス条件が既に登録されているため，追加することはできません。

KNAS11712-I

Webトランザクションの編集に成功しました。

KNAS11713-Q

URIの末尾が "/"でないサービスは URIのすべてのパスを監視対象として登録します。登録を続
行しますか？

KNAS15000-I

別ユーザーの操作によってサービスが削除されました。画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS15001-E

処理続行不可能なエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15005-E

JP1/ITSLM - Manager Serviceの初期化処理に失敗しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。
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（O）
メッセージログを確認し，このメッセージの直前にエラーメッセージが出力されて
いる場合は，メッセージに従って対処してください。
繰り返し出力される場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS15006-E

JP1/ITSLM - Managerとのセッションが無効になりました。

説明
次のどちらかの理由によって，セッションが無効になりました。
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Service）が再起動しました。

• セッションがタイムアウトしました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
再度ログインしてください。

KNAS15007-E

Webコンテナサーバでメモリ不足が発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを終了し，メモリを確保してから再起動
してください。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS15008-E

指定された正規表現は無効です。種別＝ aa....aa，正規表現＝ bb....bb
aa....aa：種別
bb....bb：正規表現

説明
種別の意味を次に示します。
• path：パス
• query：クエリ
• cookie：クッキー

（S）
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処理を中断します。

（O）
指定した正規表現を見直してください。

KNAS15009-I

別ユーザーの操作によってWebトランザクションが削除されました。画面を更新します。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新のサービス一覧を確認してください。
変更されたWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認して
ください。

KNAS15300-I

ログインしました。ユーザー名＝ aa....aa
aa....aa：ユーザー名

KNAS15301-E

ログインに失敗しました。ユーザー名，またはパスワードに誤りがあります。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
接続先の認証サーバに登録されている JP1ユーザー名およびパスワードを入力して，
ログインしてください。

KNAS15302-E

ログインに失敗しました。JP1/Baseに接続できません。

説明
次のどちらかの理由によって，ログインに失敗しました。
• JP1/Baseが起動していない。
• 通信障害が発生した。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
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JP1/Baseを起動したあとに，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動
してください。

KNAS15304-E

ログインに失敗しました。保守情報＝ aa....aa
aa....aa：エラー種別

説明
ログイン処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15305-E

ログインに失敗しました。保守情報１＝ aa....aa，保守情報２＝ bb....bb
aa....aa：エラー種別
bb....bb：リターンコード

説明
ログイン処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15306-I

JP1/Baseのユーザー認証機能の初期化処理を行いました。

KNAS15307-E

JP1/Baseのユーザー認証機能の初期化処理に失敗しました。理由コード＝ aa....aa，保守情報
＝ bb....bb

aa....aa：理由コード
bb....bb：エラー種別

説明
理由コードの意味を次に示します。
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• NO_JBSHOST：指定された認証サーバが存在しない，または認証サーバが設定
されていない。

• JBSHOST_ENT：認証サーバの定義情報が誤っている。
• REMOTE：通信エラーが発生した。
• INTERNAL：そのほかのエラーが発生した。

（S）
処理を中断します。

（O）
理由コードを基に次に示す対策をしたあと，JP1/ITSLM - Managerを構成するサー
ビスを再起動してください。
• NO_JBSHOSTの場合：JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル
（jp1itslm.properties）の jbsHostNameプロパティの設定値を見直してください。
• JBSHOST_ENTの場合：JP1/Baseの認証サーバの設定を見直してください。
• REMOTEの場合：JP1/Baseの起動状態を確認してください。JP1/Baseが起動
していない場合は，起動してください。

• INTERNALの場合：システム管理者に連絡してください。

KNAS15308-E

ログインに失敗しました。指定されたユーザーは，JP1/ITSLMの操作権限が設定されていませ
ん。ユーザー名＝ aa....aa

aa....aa：ユーザー名

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1ユーザーに JP1/ITSLMの操作権限を設定したあとで，再度ログインしてくだ
さい。
JP1ユーザーごとの操作権限の設定については，「5.2.3　JP1ユーザーごとの操作権
限を設定する」を参照してください。

KNAS15309-E

ログインに失敗しました。JP1/Baseの認証サーバ上で，メモリ不足が発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/Baseの認証サーバ上で，メモリを使用しているほかのプログラムを停止し，再
度ログインしてください。
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KNAS15310-E

ログインに失敗しました。操作権限の取得処理中にエラーが発生しました。保守情報＝ aa....aa
aa....aa：エラー種別

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15311-E

JP1/Baseのユーザー認証機能の初期化処理に失敗しました。理由コード＝ aa....aa，保守情報
１＝ bb....bb，保守情報２＝ cc....cc

aa....aa：理由コード
bb....bb：エラー種別
cc....cc：リターンコード

説明
理由コードの意味を次に示します。
• INTERNAL：JP1/Baseのユーザー認証機能の初期化処理中にエラーが発生した。

（S）
処理を中断します。

（O）
理由コードを基に次に示す対策をしてください。
• INTERNALの場合：システム管理者に連絡してください。

KNAS15312-E

ログインに失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。
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KNAS15400-I

ログアウトしました。ユーザー名＝ aa....aa
aa....aa：ユーザー名

KNAS15401-E

ログアウトに失敗しました。JP1/Baseに接続できません。

説明
次のどちらかの理由によって，ログアウトに失敗しました。
• JP1/Baseが起動していない。
• 通信障害が発生した。

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/Baseを起動したあとに，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動
してください。

KNAS15403-E

ログアウトに失敗しました。保守情報＝ aa....aa
aa....aa：エラー情報

説明
ログアウト処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15404-E

ログアウトに失敗しました。保守情報１＝ aa....aa，保守情報２＝ bb....bb
aa....aa：エラー種別
bb....bb：リターンコード

説明
ログアウト処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。
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（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15405-I

セッションタイムアウトを検知しました。ログアウトを実行します。ユーザー名＝ aa....aa
aa....aa：ユーザー名

KNAS15500-I

サービスを登録しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

KNAS15501-E

サービスの登録に失敗しました。指定されたサービス名は，同一サービスグループ内にすでに
登録されています。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
指定された監視対象サービスの名称は，同一サービスグループ内にすでに登録され
ています。監視対象サービスの名称はサービスグループ内で一意である必要があり
ます。

（S）
処理を中断します。

（O）
監視対象サービスの名称を見直してください。同一サービスグループ内に登録され
ていない監視対象サービスの名称を設定してください。

KNAS15502-E

サービスの登録に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
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JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS15503-E

サービスの登録に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15504-E

サービスの登録に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
サービスの登録処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15505-E

サービスの登録に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実行し
てください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
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処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS15507-E

サービスの登録に失敗しました。データベース領域の確保でエラーが発生しました。サービス
グループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
監視対象サービスの登録に使用するデータベース領域の確保に失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
データベースのクリーンアップコマンド（jslmmgrdbcleanup）を実行してから再実
行してください。
jslmmgrdbcleanupコマンドについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrdbcleanup
（データベースのクリーンアップ）」を参照してください。

KNAS15508-E

サービスの登録に失敗しました。登録サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンではパ
スを指定したサービスを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン

（S）
処理を中断します。

（O）
登録した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンを 09-51以降
にしてください。
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KNAS15509-E

サービスの登録に失敗しました。登録サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンでは
ポートを指定したサービスを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン

説明
登録した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンでは URIに
ポートを指定した監視対象サービスを監視できません。JP1/ITSLMで対応する
URIについては，「3.2.1　監視対象サービスを登録する」の「（4）　補足事項」を参
照してください。

（S）
処理を中断します。

（O）
登録した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンを 09-51以降
にしてください。

KNAS15510-E

サービスの登録に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行できません。しば
らく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は監視対象サービスに対するほかの操作は実
行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。
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KNAS15511-E

サービスの登録に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばらく待ってから
再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中のため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS15600-I

サービスを削除しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

KNAS15601-E

サービスの削除に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していません。
画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS15602-E

サービスの削除に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
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（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS15603-E

サービスの削除に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15604-E

サービスの削除に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
監視対象サービスの削除処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15605-E

サービスの削除に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実行し
てください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
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するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS15607-E

サービスの削除に失敗しました。指定されたサービスの監視状態が開始中のため，操作を実行
できません。サービス監視を停止してから再実行してください。サービスグループ名＝
aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
指定された監視対象サービスの監視状態が開始中です。監視状態が開始中の場合，
監視対象サービスの削除は実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
監視対象サービスの監視を停止してから再実行してください。

KNAS15608-E

サービスの削除に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行できません。しば
らく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は監視対象サービスに対するほかの操作は実
行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。
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KNAS15609-E

サービスの削除に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばらく待ってから
再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中のため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS15712-I

検出を開始しました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

KNAS15713-E

検出の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中に，JP1/ITSLM - Managerでプロ
セス間通信エラーが発生しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝
bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。
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（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してく
ださい。

KNAS15714-E

検出の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URの処理中にエラーが発生しました。JP1/ITSLM - 
URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URのメッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策し
てください。

KNAS15715-E

検出の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エラーが発生
しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。
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（O）
JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間の通信環境を見直してください。通
信環境に問題がなければ，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15716-E

検出の開始に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。検出の種別＝
aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS15717-E

検出の開始に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実行してく
ださい。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
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処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS15718-E

検出の開始に失敗しました。監視中，または他のユーザーが検出中のため，操作を実行できま
せん。監視中のサービスが存在する場合は，すべての監視を停止してから再実行してください。
監視中のサービスが存在しない場合は，しばらく待ってから再実行してください。検出の種別
＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
監視中の監視対象サービスが存在する，またはほかのユーザーが検出中です。監視
中，および検出中は検出操作を実行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
監視中の監視対象サービスがある場合は，すべての監視を停止してから再実行して
ください。監視中の監視対象サービスがない場合は，ほかのユーザーが実行してい
る検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS15719-W

検出の開始処理において，一つ以上の JP1/ITSLM - URの処理で異常が発生しました。検出が正
常に行えない場合は JP1/ITSLM - UR Serviceが正常に起動しているか確認してください。検出
の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
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処理を続行します。

（O）
検出が正常にできない場合は，JP1/ITSLM - URが正常に起動しているか確認して
ください。

KNAS15720-E

検出の開始に失敗しました。利用可能な JP1/ITSLM - UR Serviceが存在しません。検出の種別
＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - User Response Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_UR_Service）を起動してください。

KNAS15721-E

検出の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。検
出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。
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KNAS15722-E

検出の開始に失敗しました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
検出の開始処理中にエラーが発生しました。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15723-E

検出の開始に失敗しました。利用可能な JP1/ITSLM - URが一つも存在しません。JP1/ITSLM - 
UR Serviceが正常に起動しているか確認してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
JP1/ITSLM - URが正常に起動しているか確認してください。

KNAS15810-I

検出を停止しました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
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• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

KNAS15811-E

検出の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中に，JP1/ITSLM - Managerでプロ
セス間通信エラーが発生しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝
bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してく
ださい。

KNAS15812-E

検出の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URの処理中にエラーが発生しました。JP1/ITSLM - 
URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
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該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URのメッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策し
てください。

KNAS15813-E

検出の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エラーが発生
しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間の通信環境を見直してください。通
信環境に問題がなければ，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15814-E

検出の停止に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実行してく
ださい。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
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出

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS15815-E

検出の停止に失敗しました。現在の状態は検出中でないため，操作を実行できません。検出の
種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
実行する操作を見直してください。

KNAS15816-W

検出の停止処理において，一つ以上の JP1/ITSLM - URの処理で異常が発生しました。JP1/
ITSLM - UR Serviceが正常に起動しているか確認してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/ITSLM - URが正常に起動しているか確認してください。
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KNAS15817-E

検出の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。検
出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15818-E

検出の停止に失敗しました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
検出の停止処理中にエラーが発生しました。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15908-E

検出結果の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中に，JP1/ITSLM - Managerで
プロセス間通信エラーが発生しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別
＝ bb....bb
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aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してく
ださい。

KNAS15909-E

検出結果の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - URの処理中にエラーが発生しました。JP1/
ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URのメッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策し
てください。
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KNAS15910-E

検出結果の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エラーが
発生しました。JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ aa....aa，検出の種別＝ bb....bb

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
bb....bb：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間の通信環境を見直してください。通
信環境に問題がなければ，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15911-E

検出結果の取得に失敗しました。処理がタイムアウトしました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。
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KNAS15912-E

検出結果の取得に失敗しました。現在の状態は検出中でないため，操作を実行できません。検
出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
実行する操作を見直してください。

KNAS15913-E

検出結果の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS15914-E

検出結果の取得に失敗しました。検出の種別＝ aa....aa
aa....aa：検出の種別

説明
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検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

説明
検出結果の取得処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS15915-E

検出結果の取得に失敗しました。検出を続行可能な JP1/ITSLM - URが一つも存在しません。検
出を停止します。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

説明
検出結果の取得処理中にエラーが発生したか，JP1/ITSLM - URを停止したため，
検出を続行できる JP1/ITSLM - URがありません。

（S）
処理を中断し，検出を停止状態にします。

（O）
メッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策してください。JP1/
ITSLM - URが起動しているかを確認してください。

KNAS16000-E

監視設定の取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
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cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16001-E

監視設定の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16002-E

監視設定の取得に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
監視設定の取得処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。
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KNAS16003-E

監視設定の取得に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していません。
画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS16004-E

監視設定の取得に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除され，存在し
ていません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあったWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認し
てください。
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KNAS16100-I

監視項目を設定しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名
＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

KNAS16101-E

監視項目の設定に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していません。
画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS16102-E

監視項目の設定に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
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システム管理者に連絡してください。

KNAS16103-E

監視項目の設定に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16104-E

監視項目の設定に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
監視項目の設定処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS16105-E

監視項目の設定に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実行し
てください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
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処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS16107-E

監視項目の設定に失敗しました。指定されたサービスの監視状態が開始中のため，操作を実行
できません。サービス監視を停止してから再実行してください。サービスグループ名＝
aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定された監視対象サービスの監視状態が開始中です。監視対象サービスの監視中
は，監視設定は実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
監視対象サービスの監視を停止してから再実行してください。

KNAS16108-E

監視項目の設定に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行できません。しば
らく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが監視対象サービスを検出中です。検出中は監視対象サービスに対
するほかの操作は実行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。
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KNAS16109-E

監視項目の設定に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばらく待ってから
再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから，再実行してください。

KNAS16110-E

監視項目の設定に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除され，存在し
ていません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあったWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認し
てください。

KNAS16200-I

イベント状態を既読に変更しました。保守情報＝ aa....aa
aa....aa：イベント ID

KNAS16201-E

イベント状態の変更に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービス
グループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
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bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16202-E

イベント状態の変更に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しま
した。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16203-E

イベント状態の変更に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
イベント状態の変更処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。
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KNAS16204-E

イベント状態の更新に失敗しました。指定されたイベント，およびサービスはすでに削除され，
存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定されたイベントおよび監視対象サービスはす
でに削除されています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS16205-E

イベント状態の更新に失敗しました。指定されたイベント，およびWebトランザクションはす
でに削除され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービ
ス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたイベント，およびWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作に
よってすでに削除されています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあったWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認し
てください。

KNAS16300-I

サービス監視を開始しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
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aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

KNAS16301-E

サービス監視の開始に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していませ
ん。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧，および監視状況を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS16302-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerに対する処理中に，JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名
＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16303-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中に，JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名
＝ bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
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bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
URのサービス，または JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してく
ださい。

KNAS16304-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エ
ラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，JP1/ITSLM - UR
の IPアドレス＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間の通信環境を見直してください。通
信環境に問題がなければ，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16305-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中にエラーが発生しました。
サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
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JP1/ITSLM - URのメッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策し
てください。

KNAS16306-E

サービス監視の開始処理において，JP1/ITSLM - Managerの後処理に失敗しました。

説明
エラーが発生した JP1/ITSLM - Managerの後処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断します。

（O）
このメッセージの直前に出力されているメッセージを確認し，対策してください。
必要に応じて JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16307-E

サービス監視の開始処理において，JP1/ITSLM - URの後処理に失敗しました。JP1/ITSLM - UR
の IPアドレス＝ aa....aa

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

説明
エラーが発生した JP1/ITSLM - URの後処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断します。

（O）
このメッセージの直前に出力されているメッセージを確認し，対策してください。
必要に応じて JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成
するサービスを再起動してください。

KNAS16308-E

指定された一部のサービスにおいて，サービス監視の開始に失敗しました。サービス監視の開
始処理中にエラーが発生しました。

説明
指定された監視対象サービスのうち，1つ以上の監視対象サービスで監視の開始処
理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
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画面から最新の監視状況を確認してください。
処理に失敗した監視対象サービスはメッセージログで確認し，このメッセージの直
前に出力されているメッセージに従って対策してください。

KNAS16309-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の開始に失敗しました。データベースの
操作でエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻り
ます。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16310-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。

説明
JP1/ITSLM - Managerの処理中に通信エラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16311-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の開始に失敗しました。

説明
監視対象サービスの監視の開始処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻り
ます。

（O）
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システム管理者に連絡してください。

KNAS16312-E

サービス監視の開始に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実
行してください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS16314-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の開始に失敗しました。サービス監視の
開始処理における後処理中にエラーが発生しました。

説明
監視対象サービスの監視の開始処理でエラーが発生した JP1/ITSLM - UR，または
JP1/ITSLM - Managerの後処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻り
ます。

（O）
メッセージログを確認し，このメッセージの直前に出力されているメッセージに
従って対策してください。

KNAS16315-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerの処理中にデータベースの操作でエ
ラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
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JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16316-E

サービス監視の開始に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerに対する処理中にエラーが発生しま
した。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
JP1/ITSLM - Managerに対する監視対象サービスの監視の開始処理中にエラーが発
生しました。

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16317-E

同時に監視可能なサービスの最大数を超えるため，サービス監視の開始を中断します。サービ
スグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
監視対象サービスについて，監視の開始を指定されたサービス数が，同時に監視で
きる監視対象サービスの最大数を超過しました。

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
新たに監視対象サービスの監視を開始したい場合は，ほかの監視対象サービスの監
視を停止してから，監視の開始を実行してください。
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KNAS16318-E

サービス監視の開始に失敗しました。指定サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンで
はパスを指定したサービスを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン

（S）
処理を中断します。

（O）
指定した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンを 09-51以降
にしてください。

KNAS16319-E

サービス監視の開始に失敗しました。指定サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンで
はWebトランザクションを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン

（S）
処理を中断します。

（O）
指定した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンを 09-51以降
にしてください。

KNAS16320-E

サービス監視の開始に失敗しました。指定サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンで
はポートを指定したサービスを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン
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（S）
処理を中断します。

（O）
指定した監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URのバージョンを 09-51以降
にしてください。

KNAS16321-E

サービス監視の開始に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行できません。
しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は監視対象サービスに対するほかの操作は実
行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS16322-E

サービス監視の開始に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばらく待って
から再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS16400-I

サービス監視を停止しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
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bb....bb：監視対象サービスの名称

KNAS16401-E

サービス監視の停止に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していませ
ん。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧，および監視状況を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS16402-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerに対する処理中に，JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名
＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
JP1/ITSLM - Managerに対する監視対象サービスの監視の停止処理中に，JP1/
ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。
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KNAS16403-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URに対する処理中に，JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名
＝ bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してく
ださい。

KNAS16404-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間で通信エ
ラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，JP1/ITSLM - UR
の IPアドレス＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URと JP1/ITSLM - Managerの間の通信環境を見直してください。通
信環境に問題がなければ，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16405-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - URの処理中にエラーが発生しました。サー
ビスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
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（S）
該当する JP1/ITSLM - URの処理を中断し，ほかの JP1/ITSLM - URの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - URのメッセージログに出力されているメッセージを確認し，対策し
てください。

KNAS16407-E

サービス監視の停止処理において，JP1/ITSLM - URの後処理に失敗しました。JP1/ITSLM - UR
の IPアドレス＝ aa....aa

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

説明
エラーが発生した JP1/ITSLM - URの後処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断します。

（O）
メッセージログを基に，このメッセージの直前に出力されているメッセージを確認
し，対策してください。
必要に応じて，JP1/ITSLM - URのサービス，および JP1/ITSLM - Managerを構成
するサービスを再起動してください。

KNAS16408-E

指定された一部のサービスにおいて，サービス監視の停止に失敗しました。サービス監視の停
止処理中にエラーが発生しました。

説明
指定された監視対象サービスのうち，1つ以上の監視対象サービスで監視の停止処
理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
画面から最新の監視状況を確認してください。
処理に失敗した監視対象サービスはメッセージログで確認し，このメッセージの直
前に出力されているメッセージに従って対策してください。
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KNAS16409-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の停止に失敗しました。データベースの
操作でエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻り
ます。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16410-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - 
Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16411-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の停止に失敗しました。

説明
監視対象サービスの監視の停止処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべての監視対象サービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻り
ます。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS16412-E

サービス監視の停止に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待ってから再実
行してください。
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説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS16414-W

JP1/ITSLM - UR Serviceが停止中です。サービス監視の停止処理を続行します。JP1/ITSLM - 
URの IPアドレス＝ aa....aa

aa....aa：JP1/ITSLM - URの IPアドレス

（S）
停止中の JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - User Response Service」
（サービス名：JP1_ITSLM_UR_Service）に対する処理を除き，処理を続行します。

（O）
このメッセージが出力されたあとに JP1/ITSLM - URのサービス「JP1/ITSLM - 
User Response Service」に対して処理を行う場合は，JP1/ITSLM - URのサービス
「JP1/ITSLM - User Response Service」を起動してください。

KNAS16415-E

指定されたすべてのサービスにおいて，サービス監視の停止に失敗しました。サービス監視の
停止処理における後処理中にエラーが発生しました。

説明
監視対象サービスの監視の停止処理でエラーが発生した JP1/ITSLM - UR，または
JP1/ITSLM - Managerの後処理中にエラーが発生しました。

（S）
指定されたすべてのサービスに対する処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
メッセージログを確認し，このメッセージの直前に出力されているメッセージに
従って対策してください。
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KNAS16416-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerの処理中にデータベースの操作でエ
ラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16417-E

サービス監視の停止に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerに対する処理中にエラーが発生しま
した。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
該当する監視対象サービスの処理を中断し，ほかの監視対象サービスの処理を続行
します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS16418-E

サービス監視の停止に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行できません。
しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は監視対象サービスに対するほかの操作は実
行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
460



10.　メッセージ
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS16500-E

サービス一覧の取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービス
グループ名＝ aa....aa

aa....aa：サービスグループの名称

説明
データベースの操作でエラーが発生しました。初期化処理中，またはサービスグ
ループの名称の取得前にエラーが発生した場合，「サービスグループ名＝ " "」が表示
されます。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16501-E

サービス一覧の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しま
した。サービスグループ名＝ aa....aa

aa....aa：サービスグループの名称

説明
JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しました。初期化処理中，ま
たはサービスグループの名称の取得前にエラーが発生した場合，「サービスグループ
名＝ " "」が表示されます。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。
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KNAS16502-E

サービス一覧の取得に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa
aa....aa：サービスグループの名称

説明
サービス一覧の取得処理中にエラーが発生しました。初期化処理中，またはサービ
スグループの名称の取得前にエラーが発生した場合，「サービスグループ名＝ " "」が
表示されます。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS16600-E

サービス性能情報の取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16601-E

サービス性能情報の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生
しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して
ください。

KNAS16700-E

イベント一覧の取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。

（S）
462



10.　メッセージ
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16701-E

イベント一覧の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しま
した。

（S）
処理を中断します。

（O）
繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して
ください。

KNAS16800-E

性能グラフの取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16801-E

性能グラフの取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
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（S）
処理を中断します。

（O）
繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して
ください。

KNAS16900-E

サービスグループ状況サマリーの取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生し
ました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS16901-E

サービスグループ状況サマリーの取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信
エラーが発生しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して
ください。

KNAS17000-E

要注意サービスの取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。
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KNAS17001-E

要注意サービスの取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生し
ました。

（S）
処理を中断します。

（O）
繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して
ください。

KNAS17300-E

レポートデータの更新に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していま
せん。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名
＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS17301-E

レポートデータの更新に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生し
ました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
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しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS17302-E

レポートデータの更新に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービ
スグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS17303-E

レポートデータの更新に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除され，
存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあったWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認し
てください。
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KNAS17400-E

レポートグラフデータの更新に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在し
ていません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更された監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してくだ
さい。

KNAS17401-E

レポートグラフデータの更新に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが
発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS17402-E

レポートグラフデータの更新に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。
サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
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処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS17403-E

レポートグラフデータの更新に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除
され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあったWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認し
てください。

KNAS17500-I

レポートを出力しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名
＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

KNAS17501-E

レポートデータの出力に失敗しました。指定されたサービスはすでに削除され，存在していま
せん。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
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cc....cc：監視対象の名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定された監視対象サービスはすでに削除されて
います。

（S）
空の CSVファイルを出力し，処理を続行します。

（O）
再度ログインして，最新の監視対象サービスの登録状況を確認し，存在している監
視対象サービスを選択してください。

KNAS17502-E

レポートデータの出力に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラーが発生し
ました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS17503-E

レポートデータの出力に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。サービ
スグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。
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KNAS17504-E

レポートデータの出力に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除され，
存在していません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
空の CSVファイルを出力し，処理を続行します。

（O）
最新の監視対象サービスの登録状況にあるWebトランザクションを選択してくださ
い。最新の監視対象サービスの登録状況は，再ログインして確認できます。

KNAS17600-I

Webトランザクションを登録しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

KNAS17601-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。指定されたWebトランザクション名は，同一
サービス内にすでに登録されています。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称は監視対象サービス内で一
意である必要があります。
cc....ccに表示されたWebトランザクションの名称は，同一の監視対象サービス内
にすでに登録されています。

（S）
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処理を中断します。

（O）
Webトランザクションの名称を見直してください。同一の監視対象サービス内に登
録されていない名称を設定してください。

KNAS17602-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。
サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS17603-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラー
が発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクショ
ン名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS17604-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc
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aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
Webトランザクションの登録処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS17605-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待って
から再実行してください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS17606-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行でき
ません。しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は，Webトランザクションに対するほかの操
作は実行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。
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（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS17607-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。登録先サービスを監視する JP1/ITSLM - URの
バージョンではWebトランザクションを監視できません。サービスグループ名＝ aa....aa，
サービス名＝ bb....bb，JP1/ITSLM - URの IPアドレス＝ cc....cc，バージョン＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：JP1/ITSLM - URの IPアドレス
dd....dd：JP1/ITSLM - URのバージョン

（S）
処理を中断します。

（O）
Webトランザクションの登録先の監視対象サービスを監視する JP1/ITSLM - URの
バージョンを 09-51以降にしてください。

KNAS17608-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。登録先サービスの監視状態が開始中のため，操
作を実行できません。サービス監視を停止してから再実行してください。サービスグループ名
＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
Webトランザクションの登録先の監視対象サービスの監視を停止してから再実行し
てください。

KNAS17609-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。登録先サービスはすでに削除され，存在してい
ません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
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Webトランザクションの登録先の監視対象サービスは，ほかのユーザーの操作に
よってすでに削除されています。

（S）
処理を中断します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS17610-E

Webトランザクションの登録に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばら
く待ってから再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS17700-I

Webトランザクションを削除しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

KNAS17701-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除
され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
ほかのユーザーの操作によって，指定されたWebトランザクションはすでに削除さ
れています。
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（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更されたWebトランザクションを確認したい場合は，メッセージログを確認して
ください。

KNAS17702-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。
サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS17703-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラー
が発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクショ
ン名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。
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KNAS17704-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
Webトランザクションの削除処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS17705-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待って
から再実行してください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS17706-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行でき
ません。しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中はWebトランザクションに対するほかの操作
は実行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
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• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS17707-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。指定されたWebトランザクションのサービス監
視状態が開始中のため，操作を実行できません。サービス監視を停止してから再実行してくだ
さい。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
指定されたWebトランザクションが属する監視対象サービスの監視状態が開始中で
す。監視状態が開始中の場合，Webトランザクションの削除は実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
該当するWebトランザクションが属する監視対象サービスの監視を停止してから再
実行してください。

KNAS17708-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばら
く待ってから再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。
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KNAS17709-E

Webトランザクションの削除に失敗しました。指定されたWebトランザクションのサービスは
すでに削除され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サー
ビス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
指定されたWebトランザクションの監視対象サービスは，ほかのユーザーの操作に
よってすでに削除されています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18100-I

Webトランザクションの順序を更新しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

KNAS18101-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しま
した。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝
cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
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システム管理者に連絡してください。

KNAS18102-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信
エラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザ
クション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS18103-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス
名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象サービスに属するWebトランザクションの名称

説明
Webトランザクションの順序の更新処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS18104-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく
待ってから再実行してください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。
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（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS18105-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実
行できません。しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
ほかのユーザーが検出中です。検出中は，Webトランザクションに対するほかの操
作は実行できません。
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから再実行してください。

KNAS18106-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。更新先サービスの監視状態が開始中のた
め，操作を実行できません。サービス監視を停止してから再実行してください。サービスグ
ループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
更新先の監視対象サービスの監視状態が開始中です。監視対象サービスの監視中は，
Webトランザクションの編集は実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
更新先の監視対象サービスの監視を停止してから，再実行してください。
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KNAS18107-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすで
に削除され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス
名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18108-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。指定されたWebトランザクションの順序
はすでに更新されています。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18109-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。指定されたWebトランザクションのサー
ビスはすでに削除され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝
aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
指定されたWebトランザクションのサービスは，ほかのユーザーの操作によってす
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でに削除されています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18110-E

Webトランザクションの順序の更新に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。
しばらく待ってから再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS18200-E

Webトランザクション一覧の取得に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しまし
た。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS18201-E

Webトランザクション一覧の取得に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エ
ラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
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（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS18202-E

Webトランザクション一覧の取得に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名
＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
Webトランザクション一覧の取得処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS18300-I

Webトランザクションを編集しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

KNAS18301-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。指定されたWebトランザクション名は，同一
サービス内にすでに登録されています。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

説明
Webトランザクション名は監視対象サービス内で一意である必要があります。

（S）
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処理を中断します。

（O）
Webトランザクション名を見直してください。同一監視対象サービス内に登録され
ていないWebトランザクション名を設定してください。

KNAS18302-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。データベースの操作でエラーが発生しました。
サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS18303-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。JP1/ITSLM - Managerでプロセス間通信エラー
が発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，Webトランザクショ
ン名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。繰り返し発生する場合は，JP1/ITSLM - 
Managerを構成するサービスを再起動してください。

KNAS18304-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc
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aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

説明
Webトランザクションの編集処理中にエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，ログイン画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS18305-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。処理がタイムアウトしました。しばらく待って
から再実行してください。

説明
同時に実行できない操作をほかのユーザーが先に実行していたため，前処理が完了
するまで待機していました。しかし，10秒以上待機しても前処理が完了しないた
め，タイムアウトしました。

（S）
処理を中断します。

（O）
しばらく待ってから再実行してください。

KNAS18306-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。他のユーザーが検出中のため，操作を実行でき
ません。しばらく待ってから再実行してください。検出の種別＝ aa....aa

aa....aa：検出の種別

説明
検出の種別の意味を次に示します。
• service：監視対象サービスの検出
• webTransaction：Webトランザクションの検出
• service or webTransaction：監視対象サービスまたはWebトランザクションの検
出

（S）
処理を中断します。

（O）
ほかのユーザーが実行している検出処理の完了を待ってから，再実行してください。
485



10.　メッセージ
KNAS18307-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。編集先サービスの監視状態が開始中のため，操
作を実行できません。サービス監視を停止してから再実行してください。サービスグループ名
＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
編集先の監視対象サービスの監視状態が開始中です。監視対象サービスの監視中は，
Webトランザクションの編集は実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
編集先の監視対象サービスの監視を停止してから再実行してください。

KNAS18308-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。指定されたWebトランザクションはすでに削除
され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，Webトランザクション名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：Webトランザクション名

説明
指定されたWebトランザクションは，ほかのユーザーの操作によってすでに削除さ
れています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18309-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。指定されたWebトランザクションのサービスは
すでに削除され，存在していません。画面を更新します。サービスグループ名＝ aa....aa，サー
ビス名＝ bb....bb

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
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bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
指定されたWebトランザクションの監視対象サービスは，ほかのユーザーの操作に
よってすでに削除されています。

（S）
画面を更新します。

（O）
最新の監視対象サービスの一覧を確認してください。
変更のあった監視対象サービスを確認したい場合は，メッセージログを確認してく
ださい。

KNAS18310-E

Webトランザクションの編集に失敗しました。排他関係にあるコマンドが実行中です。しばら
く待ってから再実行してください。

説明
排他関係にあるコマンドが実行中であるため，処理を実行できません。

（S）
処理を中断します。

（O）
実行中の排他関係にあるコマンドの完了を待ってから再実行してください。

KNAS30022-I

サービスの分析を開始しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

KNAS30023-I

サービスの分析を中止しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
分析の開始処理でエラーが発生したため，分析の開始を中止しました。
487



10.　メッセージ
（S）
処理を中断します。

（O）
直前に出力されるエラーメッセージを確認し，対処してください。

KNAS30024-E

サービスの分析開始中にエラーが発生しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝
bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

（S）
処理を中断します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS30025-I

サービスの分析を停止しました。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視
対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

KNAS32003-W

過去の性能データをデータベースから取得できませんでした。サービスグループ名＝ aa....aa，
サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
データベースから過去の性能データの取得に失敗しました。

（S）
処理を続行します。
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（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS32004-W

サービスの分析結果をデータベースに出力できませんでした。サービスグループ名＝ aa....aa，
サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc，種別＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：出力に失敗したデータの種別

説明
データベースへの分析結果の出力に失敗しました。
データの種別の意味を次に示します。
• EVENT：イベントの出力に失敗した。
• PERFORMANCE：性能データの出力に失敗した。
• REPORT：レポート情報の出力に失敗した。

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/ITSLM - URを実行しているホストが，時刻戻りをしていないか確認してくだ
さい。時刻戻りをしていない場合は，JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを
再起動して，JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager DB 
Service」（サービス名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。
問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS32007-W

JP1/Baseとの接続に失敗したため，JP1イベントの通知を閉塞します。サービスグループ名＝
aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称

説明
JP1イベント発行のための JP1/Baseとの接続に失敗しました。

（S）
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JP1イベントの通知を閉塞して処理を続行します。

（O）
JP1/Baseが起動しているか，JP1/ITSLM - Managerのシステム定義ファイル
（jp1itslm.properties）の jbsHostNameプロパティの指定が正しいかを確認してく
ださい。JP1イベントの通知を再開するには，監視対象サービスの監視を停止し，
監視を再度開始してください。

KNAS32017-I

しきい値監視を開始します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象
名＝ cc....cc，監視項目＝ dd....dd，開始時間＝ ee....ee

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：監視項目名 <△監視項目名…>
ee....ee：しきい値監視の開始時間

説明
監視対象サービスのしきい値監視を開始します。
監視項目名には，同じ開始時刻から監視を開始する項目が半角スペースで区切られ，
複数出力されます。
開始時間には，しきい値監視の開始後に最初に取得した性能データの取得時刻が
JP1/ITSLM - Managerの実行環境のタイムゾーンに換算され次の形式で出力されま
す。
• "YYYY-MM-DD hh:mm:ss ZZZZZ"
（凡例）
YYYY-MM-DD：年 -月 -日
hh:mm:ss：時 :分 :秒
ZZZZZ：± GMTとの時間差（4桁の数値）で表記したタイムゾーン。例えば，
「+0900」（日本標準時）のように表示されます。

KNAS32018-I

傾向監視を開始します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝
cc....cc，監視項目＝ dd....dd，開始時間＝ ee....ee

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：監視項目名 <△監視項目名…>
ee....ee：傾向監視の開始時間
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説明
監視対象サービスの傾向監視を開始します。
監視項目名には，同じ開始時刻から監視を開始する項目が半角スペースで区切られ，
複数出力されます。
開始時間には，傾向監視の開始後に最初に取得した性能データの取得時刻が JP1/
ITSLM - Managerの実行環境のタイムゾーンに換算され次の形式で出力されます。
• "YYYY-MM-DD hh:mm:ss ZZZZZ"
（凡例）
YYYY-MM-DD：年 -月 -日
hh:mm:ss：時 :分 :秒
ZZZZZ：± GMTとの時間差（4桁の数値）で表記したタイムゾーン。例えば，
「+0900」（日本標準時）のように表示されます。

KNAS32019-I

予兆検知を開始します。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝
cc....cc，監視項目＝ dd....dd，開始時間＝ ee....ee

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：監視項目名 <△監視項目名…>
ee....ee：予兆検知の開始時間

説明
監視対象サービスの予兆検知を開始します。
監視項目名には，同じ開始時刻から監視を開始する項目が半角スペースで区切られ，
複数出力されます。
開始時間には，予兆検知の開始後に最初に取得した性能データの取得時刻が JP1/
ITSLM - Managerの実行環境のタイムゾーンに換算され次の形式で出力されます。
• "YYYY-MM-DD hh:mm:ss ZZZZZ"
（凡例）
YYYY-MM-DD：年 -月 -日
hh:mm:ss：時 :分 :秒
ZZZZZ：± GMTとの時間差（4桁の数値）で表記したタイムゾーン。例えば，
「+0900」（日本標準時）のように表示されます。

KNAS32020-I

過去情報が不足しているため，予兆検知の開始を待機します。サービスグループ名＝ aa....aa，
サービス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc，開始日数＝ dd....dd，蓄積日数＝ ee....ee

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
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bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：予兆検知の開始日数
ee....ee：過去情報の蓄積日数

説明
過去情報の蓄積日数が開始日数より少ないため，過去情報が集まるまで予兆検知の
開始を待ちます。

（S）
処理を続行し，過去情報が開始日数だけ蓄積してから予兆検知を開始します。

KNAS32021-E

性能分析で異常が発生したため，性能分析を閉塞します。サービスグループ名＝ aa....aa，サー
ビス名＝ bb....bb，監視対象名＝ cc....cc，原因＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
dd....dd：異常の発生原因

説明
原因の意味を次に示します。
• MEMORY：メモリ不足が発生した。
• STREAM：性能データの送受信で異常が発生した。
• THREAD：性能分析を実行するスレッドが異常終了した。

（S）
処理を中断します。

（O）
監視対象サービスの監視を停止し，メモリを確保してから再度開始してください。
問題が解決しない場合は資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS32022-W

性能分析の開始時刻をデータベースに出力できませんでした。JP1/ITSLM - Managerの再開時に
サービスの監視状況を回復できません。サービスグループ名＝ aa....aa，サービス名＝ bb....bb，
監視対象名＝ cc....cc，開始時刻＝ dd....dd

aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称
cc....cc：監視対象の名称
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dd....dd：サービス性能の分析開始時刻

説明
サービス性能の分析開始時刻をデータベースに出力することに失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerを構成するサービスを再起動して，JP1/ITSLM - Manager
のサービス「JP1/ITSLM - Manager DB Service」（サービス名：
HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を再起動してください。問題が解決しない場合は，
システム管理者に連絡してください。

KNAS34000-W

SLOしきい値を超過する可能性があります。監視項目＝ aa....aa
aa....aa：監視項目の名称

説明
監視項目（平均応答時間，スループット）で SLOしきい値超過の傾向を検知しまし
た。

（S）
処理を続行します。

（O）
問題調査の手順に従い対策してください。
問題調査については，「4.4　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場
合の原因調査の支援」を参照してください。

KNAS34001-E

SLO違反を検出しました。監視項目＝ aa....aa
aa....aa：監視項目の名称

説明
監視項目（平均応答時間，スループット，エラー率）で SLOしきい値超過を検知し
ました。

（S）
処理を続行します。

（O）
問題調査の手順に従い対策してください。
問題調査については，「4.4　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場
合の原因調査の支援」を参照してください。
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KNAS34002-W

性能障害の予兆を検出しました。監視項目＝ aa....aa
aa....aa：監視項目の名称

説明
監視項目（平均応答時間，スループット，エラー率）で外れ値を検知しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
問題調査の手順に従い対策してください。
問題調査については，「4.4　監視対象サービスにエラーまたは警告が表示された場
合の原因調査の支援」を参照してください。

KNAS70007-E

サービス検出で異常が発生しました。原因＝ aa....aa
aa....aa：異常が発生した原因

説明
監視対象サービスの検出で異常が発生し，監視対象サービスの検出に失敗しました。
原因の意味を次に示します。
• INTERNAL：監視対象サービスの検出でシステム障害が発生した。
• LOG：ログで異常が発生した。
• MEMORY：メモリ不足が発生した。
• PROPERTIES：システム定義ファイルで異常が発生した。
• RMI：RMIサーバで異常が発生した。

（S）
処理を中断します。

（O）
原因に従い対策してください。
• LOG，PROPERTIES，RMIの場合：

JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。問題が解決しない場合は資
料を採取し，システム管理者に連絡してください。

• INTERNALの場合：
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。

• MEMORYの場合：
JP1/ITSLM - URのサービスを終了し，メモリを確保してから再起動してくださ
い。再起動しても問題が解決しない場合は資料を採取し，システム管理者に連絡
してください。

なお，資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取す
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る」を参照してください。

KNAS70008-E

サービス監視で異常が発生しました。原因＝ aa....aa
aa....aa：異常が発生した原因

説明
監視対象サービスの監視で異常が発生し，監視対象サービスの監視に失敗しました。
原因の意味を次に示します。
• DATA_RECEIVE：性能データ受信で異常が発生した。
• INTERNAL：監視対象サービスの監視でシステム障害が発生した。
• LOG：ログで異常が発生した。
• MEMORY：メモリ不足が発生した。
• PROPERTIES：システム定義ファイルで異常が発生した。
• RMI：RMIサーバで異常が発生した。
• STREAM：性能データ受信経路で異常が発生した。

（S）
処理を中断します。

（O）
原因に従い対策してください。
• DATA_RECEIVE，LOG，PROPERTIES，RMI，STREAMの場合：

JP1/ITSLM - URのサービスを再起動してください。問題が解決しない場合は資
料を採取し，システム管理者に連絡してください。

• INTERNALの場合：
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。

• MEMORYの場合：
JP1/ITSLM - URのサービスを終了し，メモリを確保してから再起動してくださ
い。再起動しても問題が解決しない場合は資料を採取し，システム管理者に連絡
してください。

なお，資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取す
る」を参照してください。

KNAS90000-E

[ FAILED ] It failed in the execution of the command.

説明
コマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。
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（O）
OSに何らかの問題があります。

KNAS90001-E

[ FAILED ] The command could not be started because other commands are running.

説明
JP1/ITSLM - Managerの同時実行できないほかのコマンドが実行中のため，コマン
ドを開始できません。

（S）
実行しようとしたコマンドを停止します。

KNAS90002-E

[ FAILED ] The command could not be started because other commands are running.

説明
JP1/ITSLM - URの同時実行できないほかのコマンドが実行中のため，コマンドを
開始できません。

（S）
実行しようとしたコマンドを停止します。

KNAS90003-E

[ FAILED ] The number of command-line arguments is illegal.

説明
コマンドの引数の数が不正です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの引数に誤りがないか，見直してください。

KNAS90004-E

[ FAILED ] The length of the optional file name is illegal.

説明
オプションファイルのパスの長さが不正です。

（S）
コマンドを停止します。
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（O）
オプションファイルのパスを見直してください。

KNAS90005-E

[ FAILED ] The format of the optional file name is illegal.

説明
オプションファイルのパスの形式が不正です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
オプションファイルのパスを見直してください。

KNAS90006-E

[ FAILED ] It failed in the acquisition of installation folder path.

説明
インストール先フォルダのパスが不正です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
製品が正しくインストールされているか，確認してください。

KNAS90007-E

[ FAILED ] The length of the installation folder path is illegal.

説明
インストール先フォルダのパスの長さが不正です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
製品が正しくインストールされているか，確認してください。

KNAS90008-E

[ FAILED ] The format of the installation folder path is illegal.

説明
インストール先フォルダのパスの形式が不正です。
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（S）
コマンドを停止します。

（O）
製品が正しくインストールされているか，確認してください。

KNAS90009-E

[ FAILED ] A setup error occurred. Please refer to the log file.

aa....aa
aa....aa：ログファイルのパス

説明
セットアップ処理でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
ログファイルに出力されたコードに対応する問題が発生しています。
次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLMが正しくインストールできたか。
• フォルダおよびファイルへのアクセス権に問題はないか。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場合は，ログファイルに出力された
コードごとに，次の表に示す対処をしてください。
なお，問題が解決した場合は，再度セットアップを実行してください。

コード
※

説明 対処

1x セットアップオプションの取得に失敗しま
した。
オプションファイルを参照できない，また
はオプションファイルの定義内容が誤って
いるおそれがあります。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• 指定が必須の定義項目が定義されているか。
• オプションファイル中に定義したパスの形式
に問題はないか。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。
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2x Webアプリケーションの設定に失敗しまし
た。
フォルダまたはファイルを更新できないお
それがあります。

次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerに接続している

Internet Explorerがある場合は，すべて終
了する。また，ローカルコンピューター上の
Internet Explorerをすべて終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

3x Webサーバの設定に失敗しました。
Webサーバが正しくインストールされてい
ないか，Webサーバが稼働中または完全に
停止していないおそれがあります。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• JP1/ITSLM - Managerに接続している
Internet Explorerがある場合は，すべて終
了する。また，ローカルコンピューター上の
Internet Explorerをすべて終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

4x データ管理機能の設定に失敗しました。
データ管理機能が正しくインストールされ
ていないか，データ管理機能が設定を更新
できない状態になっているおそれがありま
す。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動してい
る場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動
している場合は，再起動または終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

5x JP1/ITSLMのセットアップに必要なファ
イルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

6x JP1/ITSLM - Managerの実行環境への設
定ファイルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

コード
※

説明 対処
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注※　xには，0～ 9または A～ Fが入ります。

KNAS90010-E

[ FAILED ] An unsetup error occurred. Please refer to the log file.

aa....aa
aa....aa：ログファイルのパス

説明
アンセットアップ処理でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
ログファイルに出力されたコードに対応する問題が発生しています。
次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLMが正しくインストールできたか。
• フォルダおよびファイルへのアクセス権に問題はないか。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場合は，ログファイルに出力された

7x JP1/ITSLM - URの実行環境への設定ファ
イルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

8x JP1/ITSLM - URのサービス検出実行環境
への設定ファイルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

9x Windowsサービスの設定に失敗しました。
Windowsサービスへのアクセス権がない，
または登録済みのWindowsサービスが設
定を更新できる状態になっていないおそれ
があります。

次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/

ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動してい
る場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動
している場合は，再起動または終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

Ax データ管理機能の設定ファイルの展開に失
敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

コード
※

説明 対処
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コードごとに，次の表に示す対処をしてください。
なお，問題が解決した場合は，再度セットアップを実行してください。

コード
※

説明 対処

1x セットアップオプションの取得に失敗しま
した。
オプションファイルを参照できない，また
はオプションファイルの定義内容が誤って
いるおそれがあります。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• 指定が必須の定義項目が定義されているか。
• オプションファイル中に定義したパスの形式
に問題はないか。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

2x Webアプリケーションの設定に失敗しまし
た。
フォルダまたはファイルを更新できないお
それがあります。

次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerに接続している

Internet Explorerがある場合は，すべて終
了する。また，ローカルコンピューター上の
Internet Explorerをすべて終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

3x Webサーバの設定に失敗しました。
Webサーバが正しくインストールされてい
ないか，Webサーバが稼働中または完全に
停止していないおそれがあります。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• JP1/ITSLM - Managerに接続している
Internet Explorerがある場合は，すべて終
了する。また，ローカルコンピューター上の
Internet Explorerをすべて終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。
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注※　xには，0～ 9または A～ Fが入ります。

4x データ管理機能の設定に失敗しました。
データ管理機能が正しくインストールされ
ていないか，データ管理機能が設定を更新
できない状態になっているおそれがありま
す。

次の内容を確認してください。
• オプションファイルの定義内容に問題はない
か。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動してい
る場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動
している場合は，再起動または終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

5x JP1/ITSLMのセットアップに必要なファ
イルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

6x JP1/ITSLM - Managerの実行環境への設
定ファイルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

7x JP1/ITSLM - URの実行環境への設定ファ
イルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

8x JP1/ITSLM - URのサービス検出実行環境
への設定ファイルの展開に失敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

9x Windowsサービスの設定に失敗しました。
Windowsサービスへのアクセス権がない，
または登録済みのWindowsサービスが設
定を更新できる状態になっていないおそれ
があります。

次の内容を確認してください。
• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/

ITSLM - Manager Web Service」（サービス
名：JP1_ITSLM_MGR_Web_Service）を起
動している場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）を起動してい
る場合は，終了する。

• JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/
ITSLM - Manager DB Service」（サービス
名：HiRDBEmbeddedEdition_JL0）を起動
している場合は，再起動または終了する。

• Windowsをログオフまたは再起動する。

これらの内容を確認しても問題が解決しない場
合は，リターンコードおよびエラーコードをシ
ステム管理者に連絡してください。

Ax データ管理機能の設定ファイルの展開に失
敗しました。

リターンコードおよびエラーコードをシステム
管理者に連絡してください。

コード
※

説明 対処
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KNAS90011-I

[ SUCCEEDED ] The setup was finished.

説明
セットアップを完了しました。

KNAS90012-I

[ SUCCEEDED ] The unsetup was finished.

説明
アンセットアップを完了しました。

KNAS90013-E

[ FAILED ] Invalid arguments. arguments="aa....aa"
aa....aa：コマンド引数

説明
不正な引数です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS90014-E

[ FAILED ] The command-line arguments are insufficient.

説明
引数が足りません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91000-I

The aa....aa command is started.
aa....aa：コマンド名

説明
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コマンドを開始しました。

KNAS91001-I

Command information. "aa....aa"
aa....aa：コマンド実行書式

説明
コマンド実行情報を通知します。

KNAS91002-I

The aa....aa command was finished normally.
aa....aa：コマンド名

説明
コマンドは正常終了しました。

KNAS91020-E

The aa....aa command was finished abnormally.
aa....aa：コマンド名

説明
コマンドは異常終了しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
出力されたエラーおよびログの情報を確認し，対処してください。

KNAS91021-E

The error in which command execution is impossible occurred.

説明
コマンド実行不可能なエラーが発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。
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KNAS91022-E

Insufficient memory occurred.

説明
メモリ不足が発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
メモリ容量を確保し，再度，コマンドを実行してください。同じ問題が繰り返し発
生する場合は，システム管理者に連絡してください。

KNAS91023-E

Argument is not omissible.

説明
引数は省略できません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91024-E

Invalid arguments. arguments="aa....aa"
aa....aa：コマンド引数

説明
不正な引数です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91025-E

Access to a database went wrong.

説明
データベースへのアクセスに失敗しました。

（S）
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コマンドを停止します。

（O）
このメッセージが出力される前にコマンドの実行を中断している場合は，データ
ベースのロールバック処理実行中のため，しばらく待ってから再実行してください。
その他の場合は，資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS91026-E

The format version of a database is not supported.

説明
JP1/ITSLM - Managerのバージョンが 09-51以降ではありません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
製品のインストールおよびセットアップが，正しく行われているか確認してくださ
い。

KNAS91027-E

Opening of a file went wrong.

説明
ファイルオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
指定したファイルの所在を確認してください。ファイルが存在する場合は，該当す
るファイルおよびフォルダへのアクセス権が適切に設定されているか，または入力
ファイルとして正しいファイルが指定されているかを確認してください。

KNAS91028-E

Closing of a file went wrong.

説明
ファイルクローズに失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。
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（O）
指定したファイルの所在を確認してください。ファイルが存在する場合は，該当す
るファイルおよびフォルダへのアクセス権が適切に設定されているか確認してくだ
さい。

KNAS91029-E

An error occurred in file I/O processing of a command.

説明
コマンドのファイル入出力処理でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
指定したファイルの所在を確認してください。ファイルが存在する場合は，該当す
るファイルおよびフォルダへのアクセス権が適切に設定されているか確認してくだ
さい。

KNAS91030-E

Since the system has not started, a command cannot be executed.

説明
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）が起動していないため，コマンドを実行できません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの実行条件である JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - 
Manager Service」を起動してください。

KNAS91031-E

The command could not be started because other commands are running.

説明
同時に実行できないほかのコマンドが実行中のため，コマンドを開始できません。

（S）
実行しようとしたコマンドを停止します。

（O）
実行中のコマンドの終了を待ってから，再実行してください。
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KNAS91032-E

The command could not be started because other operations are running.

説明
同時に実行できないほかの操作が実行中のため，コマンドを開始できません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
実行中の操作の終了を待ってから，再実行してください。

KNAS91033-E

The character which cannot be used is contained. value=aa....aa
aa....aa：値

説明
サービスグループの名称，または監視対象サービスの名称に使用できない文字が含
まれています。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91100-I

jslmmgrexport [ -g <service group name> -s <service name> ] -t { <days> | all | none } -o <output 
file name> [ -f ]

説明
jslmmgrexportコマンドの使用方法です。

KNAS91120-E

Acquiring an output file went wrong.

説明
エクスポートファイルの取得に失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
指定したファイルの所在を確認してください。ファイルが存在する場合は，該当す
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るファイルおよびフォルダへのアクセス権が適切に設定されているか確認してくだ
さい。

KNAS91121-E

Service is not found.

説明
指定された監視対象サービスは見つかりません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
指定したサービスグループの名称，または監視対象サービスの名称が正しいか確認
してください。

KNAS91200-I

jslmmgrimport -i <input file name> [ -g <service group name> -s <service name> ] [ -m [ <web 
server ip address> <ur ip address> ] ] [ -p ]

説明
jslmmgrimportコマンドの使用方法です。

KNAS91220-E

Specification of the service group name by -g option and specification of the service name by -s 
option cannot be performed to two or more services.

説明
インポートするファイル内に複数の監視対象サービスの情報が出力されている場合，
複数の監視対象サービスに対して，-gオプションによるサービスグループの名称の
指定，および -sオプションによる監視対象サービスの名称の指定はできません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91221-E

Specification of the IP address by -m option cannot be performed to two or more services.

説明
インポートするファイル内に複数の監視対象サービスの情報が出力されている場合，
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複数の監視対象サービスに対して，-mオプションによる IPアドレスの指定はでき
ません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
引数を確認してください。

KNAS91223-E

Service is not stopped. service group name=aa....aa, service name=bb....bb
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
対象となる監視対象サービスが停止していません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
システムにログインし，対象となる監視対象サービスのステータスを「停止」に設
定してください。

KNAS91224-E

Acquisition of service ID went wrong.

説明
サービス IDの取得に失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。

KNAS91225-E

It overlapped with the service in a database.
aa....aa：監視対象サービスが属するサービスグループの名称
bb....bb：監視対象サービスの名称

説明
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インポートするデータ内にある監視対象サービスは，すでにデータベースに登録さ
れています。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
システムにログインして不要な監視対象サービスを削除するか，コマンドの引数で
上書きを許可してください。

KNAS91226-E

Registration of service went wrong. The error occurred in reservation of the database domain.

説明
監視対象サービスに使用するデータベース領域の確保に失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
データベースのクリーンアップコマンド（jslmmgrdbcleanup）を実行してから再実
行してください。
jslmmgrdbcleanupコマンドについては，「9.　コマンド」の「jslmmgrdbcleanup
（データベースのクリーンアップ）」を参照してください。

KNAS91300-I

jslmmgrdbcleanup ( There is no argument which can be specified. )

説明
jslmmgrdbcleanupコマンドの使用方法です。

KNAS91301-E

The cleanup of the database failed.

説明
データベースのクリーンアップに失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
メモリ容量を確保してから再度実行してください。同じ問題が繰り返し発生する場
合は，資料を採取し，システム管理者に連絡してください。
資料の採取については，「8.1.5　トラブルの要因調査に使用する資料を採取する」を
参照してください。
511



10.　メッセージ
KNAS99000-I

aa....aa----bb....bb
aa....aa：ネットワークインタフェース番号
bb....bb：IPアドレス

KNAS99001-E

No Network Available.

説明
利用できるネットワークがありません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
ネットワークの接続環境を確認してください。

KNAS99002-E

An error occurred while processing a function. function=aa....aa, error code=bb....bb
aa....aa：関数名
bb....bb：エラーコード

説明
関数エラーが発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KNAS99003-E

Memory allocation failed.

説明
メモリ不足が発生しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
システム管理者に連絡してください。
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KNAS99013-E

Invalid arguments. arguments="aa....aa"
aa....aa：コマンドライン引数

説明
コマンドの引数に誤りがある，または引数が不要なコマンドに引数が指定されまし
た。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの引数を確認してください。

KNAS99050-I

The aa....aa command ended normally.
aa....aa：コマンドの名称

説明
コマンドが正常終了しました。

KNAS99051-E

The aa....aa command terminated abnormally. (bb....bb)
aa....aa：コマンドの名称
bb....bb：ログファイルの名称

説明
コマンドが異常終了しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
次のどちらかの対処をしたあと，コマンドを再度実行してください。問題が解決し
ない場合は，システム管理者に連絡してください。
• コマンドの実行時に指定したバックアップファイルの絶対パスが正しく指定され
ているか確認する。

• bb....bbに表示されたファイルを確認して，問題があった場合はエラー要因を取り
除く。

KNAS99052-E

The directory already exists in the current directory. directory=aa....aa
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aa....aa：フォルダの名称

説明
カレントフォルダに aa....aaに示すフォルダがすでにあります。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
次のどちらかの対処をしたあと，コマンドを再度実行してください。
• コマンドを実行するカレントフォルダを変更する。
• 必要に応じて aa....aaに示すフォルダを退避し，カレントフォルダから該当する
フォルダを削除する。

KNAS99053-E

The file already exists in the current directory. file=aa....aa
aa....aa：ファイルの名称

説明
カレントフォルダに aa....aaに示すファイルがすでにあります。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
次のどちらかの対処をしたあと，コマンドを再度実行してください。
• コマンドを実行するカレントフォルダを変更する。
• 必要に応じて aa....aaに示すファイルを退避し，カレントフォルダから該当する
ファイルを削除する。

KNAS99054-E

It failed in making the directory. directory=aa....aa
aa....aa：フォルダの名称

説明
aa....aaに示すフォルダの作成に失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
カレントフォルダのドライブの空き容量を確認してください。問題が解決しない場
合は，システム管理者に連絡してください。
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KNAS99055-W

The file is not found. file=aa....aa
aa....aa：ファイルの名称

説明
aa....aaに示すファイルが見つかりません。

（S）
処理を続行します。

KNAS99056-E

The number of command-line arguments is illegal.

説明
引数の指定が不正です。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの引数を見直し，コマンドを再実行してください。

KNAS99057-E

JP1/ITSLM - Manager Service not stopped.

説明
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」（サービス名：
JP1_ITSLM_MGR_Service）が停止していません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
JP1/ITSLM - Managerのサービス「JP1/ITSLM - Manager Service」を終了したあ
と，コマンドを再実行してください。

KNAS99058-W

Failed to get the database log files.

説明
データベースの障害情報の採取に失敗しました。

（S）
処理を続行します。
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KNAS99059-E

The file required to run this command is not found. file=aa....aa
aa....aa：ファイルの名称

説明
aa....aaに示すファイルが見つかりません。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの実行に必要なファイルが見つかりません。システム管理者に連絡してく
ださい。

KNAS99060-E

Failed to read the file required to run this command. file=aa....aa
aa....aa：ファイルの名称

説明
aa....aaに示すファイルの読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを停止します。

（O）
コマンドの実行に必要なファイルの読み込みに失敗しました。ファイルの読み込み
権限を確認してください。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡してく
ださい。

KNAS99061-W

Failed to add the file to zip file. file=aa....aa
aa....aa：ファイルの名称

説明
aa....aaに示すファイルの zipファイルへの格納に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

KNAS99062-W

Failed to add the directory to zip file. directory=aa....aa
aa....aa：フォルダの名称
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説明
aa....aaに示すフォルダの zipファイルへの格納に失敗しました。

（S）
処理を続行します。
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付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧
付録 A　JP1/ITSLMで使用するポート番号の一覧
JP1/ITSLMで使用するポート番号は，次の表のとおりです。

表 A-1　JP1/ITSLMで使用するポート番号

デフォル
トのポー
ト番号

用途 対象 ポート番号を定義している定義ファイ
ル

プロパティ

20900 組み込みWeb
サーバの Listen
ポート番号

M JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥httpsd¥conf¥http
sd.conf

Listen

20901 組み込みWeb
サーバの内部通信
ポート番号

M JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥CC¥web¥contain
ers¥JP1_ITSLM_MGR_WC_Server¥u
srconf¥usrconf.properties

webserver.connec
tor.ajp13.port

JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥CC¥web¥redirect
or¥workers.properties

worker.itslm.port

20902 組み込みWeb
サーバの終了メッ
セージ受信ポート
番号

M JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥psb¥CC¥web¥contain
ers¥JP1_ITSLM_MGR_WC_Server¥u
srconf¥usrconf.properties

webserver.shutdo
wn.port

20903 組み込みデータ
ベースの Listen
ポート番号

M JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥hdb¥CONF¥pdsys

pd_name_port

JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥system¥hdb¥CONF¥emb¥HiR
DB.ini

PDNAMEPORT

JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties

rdbPort

20904 RMI通信ポート
番号

M JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ
¥mgr¥conf¥jp1itslm.properties

rmiManagerPort

JP1/ITSLM - Managerのインストール
先フォルダ ¥mgr¥ 
sdpengine¥analysisN※
1¥conf¥system_config.properties

rmi.serverPort

U JP1/ITSLM - URのインストール先フォ
ルダ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties※
2

rmiManagerPort
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（凡例）
M：JP1/ITSLM - Manager
U：JP1/ITSLM - UR

注※ 1
Nには 1～ 10の数字が入ります。

注※ 2
該当の JP1/ITSLM - Managerに接続するすべての JP1/ITSLM - URのシステム定義ファイル
で定義します。

20910 U JP1/ITSLM - URのインストール先フォ
ルダ ¥ur¥conf¥jp1itslmur.properties

rmiUrPort

JP1/ITSLM - URのインストール先フォ
ルダ
¥ur¥sdpengine¥collector¥conf¥syste
m_config.properties

rmi.serverPort

JP1/ITSLM - URのインストール先フォ
ルダ
¥ur¥sdpengine¥collector2¥conf¥syst
em_config.properties

JP1/ITSLM - URのインストール先フォ
ルダ
¥ur¥sdpengine¥recorder¥conf¥syste
m_config.properties

デフォル
トのポー
ト番号

用途 対象 ポート番号を定義している定義ファイ
ル

プロパティ
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付録 B　このマニュアルの参考情報
付録 B　このマニュアルの参考情報
このマニュアルを読むに当たっての参考情報を示します。

付録 B.1　関連マニュアル
関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1/Base関連
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）

JP1/IM関連
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 導入・設計ガイド
（3020-3-R76）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager 構築ガイド（3020-3-R77）
• JP1 Version 9 JP1/Integrated Management - Manager コマンド・定義ファイルリ
ファレンス（3020-3-R80）

なお，このマニュアルでは，関連マニュアルについて，「JP1 Version 9」を省略して表記
しています。

付録 B.2　このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。

付録 B.3　英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

表記 製品名

Flash Player Adobe Flash Player

HNTRLib2 Hitachi Network Objectplaza Trace Library 
2

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/ITSLM JP1/ITSLM - Manager JP1/IT Service Level Management - 
Manager

JP1/ITSLM - UR JP1/IT Service Level Management - User 
Response

JP1/NETM/DM JP1/NETM/DM Client

JP1/NETM/DM Client - Base

JP1/NETM/DM Manager
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付録 B.4　KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそ
れぞれ 1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

英略語 英字での表記

ASCII American Standard Code for Information 
Interchange

CSV Comma Separated Value

DB Database

GMT Greenwich Mean Time

GUI Graphical User Interface

IP Internet Protocol

NTFS NT File System

PDCA Plan-Do-Check-Action

RMI Remote Method Invocation

SLA Service Level Agreement

SLO Service Level Objective

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

URI Uniform Resource Identifier

URL Uniform Resource Locator

UTC Universal Time Coordinated

UTF-8 UCS Transformation Format 8
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付録 C　用語解説
付録 C　用語解説

（英字）

All Web Access
JP1/ITSLMの監視対象です。監視対象サービスに含まれるすべてのリクエストとレスポンスについ
て，平均応答時間，スループットおよびエラー率を監視できます。

JP1/Base
JP1/ITSLM - Managerの前提となるプログラムです。イベントサービス機能を提供し，サービスの
起動順序を制御できます。また，JP1イベントを送受信できます。
JP1/ITSLMでは，認証サーバとしても使用します。

JP1/IM
JP1/IM - Managerと JP1/IM - Viewで構成されるプログラムです。
JP1/IM - Managerは，システム全体の一元的な監視と操作を実現し，システムを統合管理します。
JP1/IM - Viewは，JP1/IMでのシステム統合管理を実現するためのビューアー機能を提供します。

JP1/ITSLM - Manager
JP1/ITSLM - URが収集した HTTPパケットを集計・分析し，サービスの状況を監視するプログラ
ムです。
監視者は，JP1/ITSLM - Managerにアクセスしてサービスの状況を確認します。

JP1/ITSLM - UR
スイッチごとに配置することで，スイッチを通じてサービス利用者とサービスの提供サーバの間で
やり取りされるリクエスト，およびレスポンスの HTTPパケットを収集するプログラムです。
収集結果は，JP1/ITSLM - Managerに送信されます。

JP1イベント
システムで発生した事象を JP1で管理するための情報です。
JP1イベントは，次のような属性に分けて，事象を記録しています。

基本属性
すべての JP1イベントが持つ属性です。 
属性名を表記する場合，例えばイベント IDは B.ID（または単に ID）のように記述します。

拡張属性
JP1イベントの発行元が任意に指定できる属性です。拡張属性は，次の共通情報と固有情報で
構成されます。
・共通情報（形式が統一されている拡張属性の情報）
・固有情報（共通情報以外の各製品固有の形式の情報）
属性名を表記する場合，例えば重大度は E.SEVERITY（または単に SEVERITY）のように記
述します。

JP1イベントは，JP1/Baseのイベントサービス機能が管理しています。システムで発生した事象を
JP1イベントとしてデータベースに記録しています。
524



付録 C　用語解説
JP1権限レベル
管理対象（資源）に対して JP1ユーザーがどのような操作ができるかを表します。ジョブ，ジョブ
ネット，イベントなどの管理対象（資源）の種類に応じて，操作項目を定めています。管理対象
（資源）の種類と，それに対する操作項目の幾つかを組み合わせた形式で JP1ユーザーのアクセス権
限を管理します。
JP1/ITSLMでは，「JP1_ITSLM_Admin」（サービスグループ管理者）と「JP1_ITSLM_User」
（サービスユーザー）の 2種類の JP1権限レベルを使用します。

JP1ユーザー
JP1/ITSLMを使用するときのユーザーです。JP1ユーザーは，認証サーバに登録され，他ホストへ
のアクセス権限を認証サーバで管理されます。OSに登録されているユーザーとは異なる場合があり
ます。

PDCAサイクル
設計（Plan），行動（Do），評価（Check），改善（Action）の 4段階で管理業務を円滑に進めるた
めの手法です。

RDエリア
データベースのデータ格納領域です。JP1/ITSLM導入の際にセットアップ処理を実行したとき，絶
対パスで指定したフォルダに RDエリアが作成されます。JP1/ITSLMでは，RDエリアを使用して
JP1/ITSLM運用時のデータ管理を実現しています。

SLA
サービスの委託元と委託先の間での契約で交わされる，サービスの提供品質についての保証内容で
す。

SLO
SLAを遵守するために，監視項目に設定した具体的な評価指標です。

URI
インターネット上にある情報資源を指し示す識別子です。情報資源の場所，情報資源の名前などを
表しています。

Webアクセス
JP1/ITSLMの監視対象となる，リクエストとレスポンスの組み合わせのことです。

Webトランザクション
JP1/ITSLMの監視対象です。監視対象サービスに含まれる複数のリクエストとレスポンスで構成さ
れる業務処理のまとまりのことです。処理のまとまりは，リクエストおよびレスポンスのURI，な
らびに URIに含まれるクエリや Cookieの情報を基に判別されます。

（ア行）

イベント
警告やエラーに該当する事象が発生したことを通知する情報です。
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（カ行）

監視項目
サービスレベルの維持のために JP1/ITSLMで監視する項目です。平均応答時間，スループット，
およびエラー率が該当します。

感度
外れ値検知での，検知のされやすさを決定する設定です。感度を高くすると検知されやすくなり，
感度を低くすると検知されにくくなります。［設定］画面で設定します。

クラスタシステム
複数のサーバシステムを連携して 1つのシステムとして運用することで，障害が発生しても業務を
継続できるようにすることを目的としたシステムです。障害が発生したシステムで実行していた処
理を正常なシステムに引き継ぐことをフェールオーバーといいます。業務を実行中のサーバ（実行
系）で障害が発生すると，待機していた別のサーバ（待機系）が業務の処理を引き継ぎます。実行
「系」から待機「系」へ業務を切り替えるため，「系切り替えシステム」とも呼びます。
なお，クラスタシステムの種類には，複数のサーバが並列処理をして負荷分散することを目的とし
たシステム構成などもありますが，このマニュアルでは，フェールオーバーによって業務の中断を
防ぐ機能のことだけを指します。

クラスタソフト
クラスタシステムで運用している場合に，クラスタシステム全体を制御するソフトウェアのことで
す。クラスタソフトは，システムが正常に動作しているかを監視し，異常を検知した場合には
フェールオーバーを実行して業務が止まることを防ぎます。

傾向監視
監視対象サービスのサービス性能の傾向を計算して，傾向からサービス性能のしきい値超過を事前
に検知する監視方法です。

（サ行）

サービス
業務システムのことです。

サービスグループ
JP1/Baseでの JP1資源グループと同じものです。監視対象を，業務システムを委託した顧客ごと
（企業ごとなど）に管理するための単位です。

サービスグループ管理者
JP1権限レベルで「JP1_ITSLM_Admin」を設定したユーザーです。
サービスグループ情報，およびサービスグループ内の監視対象サービスの情報を参照できます。ま
た，監視対象サービスの情報の設定もできます。

サービス性能
監視項目である平均応答時間，スループット，およびエラー率を監視した結果のデータです。
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サービスユーザー
JP1権限レベルで「JP1_ITSLM_User」を設定したユーザーです。
サービスグループ情報，およびサービスグループ内の監視対象サービスの情報を参照できます。

しきい値監視
監視対象サービスのサービス性能が，設定したしきい値を超過した場合に検知する監視方法です。

システム定義ファイル
JP1/ITSLMの動作を指定する定義ファイル（プロパティファイル）です。ホスト名，ポート番号な
どを指定します。

実行系サーバ
クラスタシステムで運用しているサーバのうち，業務処理を実行中のサーバのことです。

（タ行）

待機系サーバ
クラスタシステムで運用しているサーバのうち，実行系の障害時に業務を引き継げるよう待機して
いるサーバのことです。

（ナ行）

認証サーバ
JP1ユーザーのアクセス権限を管理するサーバです。
1つのユーザー認証圏に 1台設置する必要があります。このサーバを利用して JP1ユーザーを一括
で管理します。JP1/ITSLMを導入する場合，JP1ユーザー名をこのサーバに登録する必要がありま
す。

（ハ行）

外れ値検知
監視対象サービスのサービス性能がふだんのサービス性能と大きく異なっている場合に，トラブル
の予兆として検知する監視方法です。

フェールオーバー
クラスタシステムで運用している場合に，障害発生時に実行系サーバから待機系サーバに処理を引
き継ぐことです。これによって，業務処理の停止を防ぎます。

ベースライン
外れ値検知の検知の基準となる，ふだんのサービス性能のことです。蓄積した過去のサービス性能
の平均値で作成されます。外れ値検知では，このベースラインと大きく異なるサービス性能を検知
することで，ふだんのサービス性能と異なることを検知します。
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（ラ行）

論理ホスト
クラスタシステムで運用する場合に，フェールオーバーする単位となる論理的なサーバのことです。
サービス，共有ディスク，および論理 IPアドレスの 3つの要素で構成されています。JP1/ITSLM
の場合，サービスには JP1/ITSLMを構成するWindowsサービスが該当します。
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